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タクティカル・ジャッジメント２


きまぐれなサスペクト！
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　緋呂河とも
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　　　　十一月三日　午前九時三十五分　安やす井い家け邸てい宅たく







　そこは、薄うす暗ぐらい部屋だった。


（相あい変かわらず、薄気味悪い部屋よね……）


　彩あや崎さき麻ま衣いは、洗せん濯たくしたばかりのカーテンを窓に取り付けようと悪あく戦せん苦く闘とうしていた。小こ柄がらな体格で顔にもまだ幼おさなさが残っているが、メイド服という格かつ好こうのためか、雰ふん囲い気きはどこか大人びているようにも見える。


　背が高い方ではないので椅い子すに立ってカーテンを取り付けるのだが、いかんせん足あし場ばが不安定な上、まだ乾かわいていない水を吸すったカーテンは重く、作さ業ぎようはなかなかはかどらなかった。


「よし、っと」


　それでもなんとか一枚目のカーテンを取り付け、満足げにその仕し上あがりを眺ながめる。


「さあ、次々」


　彩崎は次のカーテンを取り付けるため、洗濯カゴから二枚目のカーテンを取り出した。


　ジリリリリリリ……。


「な、なにっ!?」


　突とつ然ぜん響ひびき渡る目め覚ざまし時計のような音に、思わず手にしたカーテンを取り落としてしまう。


　床ゆかが汚よごれていませんように、と祈いのりながら慌あわててカーテンを拾ひろい上げ、音の発はつ生せい源げんを探す。それはすぐに見つかった。


　薄暗い部屋だったので気付かなかったが、窓のすぐそばの台に豪ごう華かな金の装そう飾しよくが施ほどこされた箱はこが置かれていた。警けい報ほうはその箱から出ているようだった。


　その箱には見覚えがあった。確たしか、宝石などの貴き重ちよう品ひんを入れている箱だ。どうしてこんなところに──。


「やっぱりお前だったのか」


　声のした方に振ふり向くと、いつの間にか二人の男が彼女を見下ろすように立っていた。それが自分の雇やとい主ぬし──安井五ご郎ろうとその息子の七しち郎ろうであることに気付くと、彩崎は軽く頭を下げた。


「あ、安井様。この音は一体……？」


　安井と呼ばれた初しよ老ろうの男は、蔑さげすむような目つきで彩崎をにらんだ。


「とぼけるな、この盗ぬす人つとが」


「……え？」


　彩崎が雇い主の思いもよらない言葉に戸と惑まどう間もなく、もう一人の若い男が彩崎に歩み寄った。


「父さん、僕が調べてみるよ」


「よし、探さぐってみろ七郎」


　安井五郎が頷うなずくと、七郎が彩崎に歩み寄る。


　この屋や敷しきで働くメイドの間で、七郎のことを知らない人間はいない。いわく、彼とは絶ぜつ対たいに二人きりにはなるな──。


「な、何ですか七郎様？」


「お前、宝石を盗ぬすんだだろう？」


「！　い、いえ、そんな！」


　ウワサで聞いたことはあった。以い前ぜんからこの屋敷で、いくつも宝石が紛ふん失しつしているという。


「とぼけるなよ彩崎。さっきから鳴なってるこの警報が何よりの証しよう拠こなんだ。ちょっとポケットの中を見せてもらおうか」


「な、なんで私がそんなことしなくちゃいけないんですか！」


　ひょっとして、私が疑うたがわれているの──？


　彩崎の脳のう裏りに浮うかんだその懸け念ねんは正しかった。


　七郎は彩崎の言葉を鼻で笑い飛ばすと、


「ふん、隠かくそうとするところが怪あやしいな」


「ちょ、ちょっと七郎様!?　何するんですか、やめてください！」


　彼女の抗こう議ぎに耳を貸かすことなく、その細い両りよう腕うでをまとめて摑つかむと、空いた右手を彩崎のエプロンのポケットにムリヤリ突つっ込む。


「私、何も取ってません、やめてください！」


「何も取ってないなら、なぜ素す直なおに応おうじない？」


　七郎は一向にやめる気け配はいを見せず、スカートの後ろに付いているポケットにまで手を入れてきた。お尻しりを撫なで回されるような感かん触しよくが伝わり、思わず彩崎は七郎を突き飛ばそうとしたが、両腕を摑まれた女の力ではそれも無む理りなことだった。




[image: ]


「あった！　父さん、あったよ！」


「……え──？」


　七郎が勝かち誇ほこったように掲かかげた手。その手には、まったく身に覚えのないいくつかの宝石が握にぎられていた。


　彩崎はただ戸と惑まどうだけでなんら言い訳わけすることもできなかった。その様よう子すを見て七郎のやや歳としの離はなれた父親は満足そうに頷く。


「よし、警けい察さつを呼べ」
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　　　　十一月四日　午後〇時十二分　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ







「ちょっと、いるんでしょー!?」


　ばーんと勢いきおいよく開けられるドア。


　俺の飯めしをかきこむ動どう作さがピタリと止まった。


　今の衝しよう撃げきで老ろう朽きゆう化かしているあのドアの寿じゆ命みようは一年分短くなったに違ちがいない。


　今日の昼飯は黄こ金がね色いろの半はん熟じゆくタマゴでとじられたダシの効きいた鶏とり肉にくと、白と緑の長ネギが添そえられた親子丼どん。ふんわりとしたタマゴの食しよつ感かんがたまらない。俺の幼おさな馴な染じみで、この事じ務む所しよを手伝ってくれている雪ゆき奈なの手作りだ。


　入ってきたのは緑を基き調ちようとしたブレザーに身を包つつんだ少女──のフリをした小こ悪あく魔ま。その名を皐さ月つき伊い予よと言う。


　そして、今日は珍めずらしくその小悪魔と同じ格かつ好こうをした少女がもう一人いた。法律事務所へ来た経けい験けんなどないのだろう、見るからにおどおどとしている。小悪魔こと皐月は同年代のガキと比くらべても小こ柄がらな方らしいが、その少女はさらに小柄だった。いや、小柄というよりむしろ瘦やせていると言った方が適てき切せつだろう。


「あら、伊予ちゃん。こんにちは。そっちの子はお友達？」


　雪奈がハシを持ったまま言った。まるでヤンチャな妹が帰ってきたのを迎むかえるがごとく、やさしげに微笑ほほえみながら。……そういう態たい度どだから皐月がつけあがるのだ──とはさすがに言えない。


「やっほー、雪奈。うん、この子はあたしのクラスメイト！」


「こ、こんにちは。彩崎由ゆ衣いと言います」


　その彩崎と名乗った少女は、緊きん張ちようした面おも持もちでふかぶかと頭を下げた。その礼れい儀ぎ正しさたるや、皐月とは月とスッポンほどの違いである。


　皐月はそのまま彩崎の手を引いてズカズカと俺の方へ近寄った。


「善ぜん行こー、仕事よ仕事！」


　俺の顔は不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがんでいたに違いない。


　ついさっきまで、この事務所は俺と雪奈の二人きりだったのだ。その場を邪じや魔まするだけでは飽あき足らず、人のことをぜんこーぜんこーと……。何が悲しくて十歳近く年下のガキに名前を呼びつけにされなきゃならんのだ。


　だが、そんな俺の心しん境きようにまったく気付く様子もなく、皐月は続けた。


「善ぜん行こー、聞いてるの？　仕事だってば！」


「うるせえ！　お前にぜんこー呼ばわりされる覚えはない！　大体俺は慈じ善ぜん活動で弁べん護ご士しやってんじゃねえんだ、てめえみたいな貧びん乏ぼう中学生に紹しよう介かいされた仕事なんて受うけられるか！」


「まあまあ善行さん、そこまで言わなくても……」


　雪奈がとりなすように言うと、皐月はますます図に乗って、


「そーよそーよ！　世の中には国家権けん力りよくに無む実じつの罪つみを着せられて泣いてる人はたくさんいるのよ！　あんたどうせ暇ひまなんでしょ、やりなさい！」


　びしっと俺に指をつきつける。


　コイツが持ってきた仕事なんぞ、絶対に受けたくない。しかし、


「伊予ちゃん、一体何があったの？」


　雪奈がそう訊きいてしまった。すると皐月は人差し指を立て、もったいぶりながら聞きたくもない事情の解かい説せつを始めてしまう。


「それがさあ、ちょっと聞いてよ雪奈。


　自分で言うのもなんだけど、あたし、こう見えても学校じゃ結けつ構こう人望があるのよ」


「悪あく評ひようの間違いだろう」


　皐月は一いつ瞬しゆんむっと俺の方を睨にらんだが、すぐに表情を戻して続けた。器き用ような面つらの皮である。


「それでね、今日この子が妙みように元気がなくってさぁ、このあたしが相そう談だんに乗ってあげたの。そしたらなんかこの子のお姉さんが、勤つとめ先でドロボウの疑うたがいをかけられて逮たい捕ほされちゃったらしいのよ。


　だからこの子に言ってあげたのよ、あたしの言うことならなんでも聞く使いやすい弁護士がいるから、そいつに弁護を頼たのんでみたらって」


　皐月は俺おれの肩をポンポンと叩たたいた。


「というわけで善ぜん行こー、その人の弁護、よろしくねっ！」


「っざけんなああああ！」


　俺の右手に握にぎられていたハシが、鈍にぶい音を立てて二つに折おれた。昼飯をほとんど食い終わった後で良かった。


「何が〝あたしの言うことならなんでも聞く使いやすい弁護士〟だ！　てめえの言うことを聞いた覚えなんぞ一つもないぞ！　巻まき添ぞえを食った覚えはあるがな！」


　皐月は突然俺に顔を寄よせて耳打ちした。


「あんた、雪奈の弁護はすぐ引き受けてあげたじゃないっ」


　すかさず俺も雪奈に聞こえないように言い返す。


「関係あるか、あれは雪奈だったからだ！　雪奈が殺人なんかするわけがないと分かっていたから受けたんだよ！」


　俺はそう言い捨てると、椅い子すにふんぞり返って腕を組んだ。


「その女が本当に盗ぬすみをやってないって保ほ証しようがどこにある？　そんなヤツの弁護をいきなり引き受けろと言われても、ハイそうですかと答える気には──」


　と、俺はそこから言葉を続けることができなかった。


　理り由ゆうは単たん純じゆんで、彩崎と名乗った少女がうつむきながら目に涙なみだを溜ためていたからである。


　すかさず皐月が俺に指を突きつけた。


「鬼！　悪魔っ！　こんないたいけな女の子泣かして何様のつもり!?　外げ道どう！　悪あく徳とく弁護士！」


「う、うるせえっ！　だ、大体な、しかしだ、その、なんだ……」


　法ほう廷ていでは〝舌に油を塗ぬっている〟という陰かげ口ぐちまで叩かれている俺の口も、こういう場面では錆さび付つかざるを得えないらしい。おまけに雪奈の俺を見る目にわずかながら非ひ難なんの色が混まじっているのが見えてしまった。雪奈の非難の目というのは、皐月のようなジト目ではないのだ。どこか物もの悲がなしそうに、ただじっと俺を見つめるのだ。俺にしてみれば、その視し線せんは顔をぶん殴なぐられるよりはるかに痛い。


　俺がどうやって場をとりなそうかと無む謀ぼうな思し考こうを開始すると、彩崎が口を開いた。


「いいのよ、皐月ちゃん」


　その声は震ふるえていた。彩崎は俺に向かって丁てい寧ねいに頭を下げ、


「すみませんでした、いきなりこんな風に押しかけちゃって。私、弁護料だって払はらえないのに……。皐月ちゃん、わざわざ付き合ってくれてありがとね」


「あ、彩崎ちゃん!?」


　皐月が止める間もなく、彩崎は脱だつ兎とのごとく事務所から出て行った。


「…………」


　事務所内を沈ちん黙もくが支し配はいする。


　皐月はともかく、雪奈の視線が痛い。


「善行さん、話だけでも聞きに行ってあげましょうよ」


　雪奈が言った。


「私にも経けい験けんがあるんです。無む実じつの罪つみを着せられたまま、たった一人でいるのってすごく寂さびしいんです……。もしその人が本当に盗みなんてしてなかったのなら、今とっても心細い気持ちでいるんだと思います。善行さん、話だけでも聞きに行ってあげませんか？」


　そう。


　雪奈はつい最近、殺人という無実の罪を着せられたことがあったのだ。俺の弁護によって事なきを得たが、その時の経験がある雪奈が、こんな話を聞かされて黙だまっていられるはずはないのだろう。


「しかしなあ……」


　俺としては遠えん慮りよしたい話だった。一番気に食わないのは、たかが窃せつ盗とう罪ざいの弁護ということだ。


　そう、こんな心しん境きようを弁護士協会に聞かれればどんな警けい告こくが飛んでくるか分からないが、たかだか窃盗罪なのだ。知ち略りやくを尽つくして戦う殺人罪の弁護に比くらべれば、得られるスリルと興こう奮ふんは微び々びたるもので、その上面めん倒どうで煩はん雑ざつなだけ──という印いん象しようが抜けない。


　しかし、話だけでも聞いてあげて──と俺の顔を憂うれいを込めた表情で見上げる雪奈。この状じよう態たいで「ヤだ」と答えることは俺には不ふ可か能のうだった。


　俺はいささか居い心ごこ地ち悪げに手入れをしていない髪かみを搔かき、皐月に尋たずねた。


「おい、彼女の姉あね貴きの名前は知ってるのか？」


「んーとね、確たしか彩崎麻衣って言ってたわ」


「被ひ害がい者しやがどこの誰だかは聞いたか？」


「さあ？　詳くわしくは知らないけど、どっかのいけ好すかない金持ちらしいわよ？


　その辺からして許せないわよね！　富とみの集中は争いと格かく差さを生むだけじゃなく、あらゆる不正の原因にもなるのよ！　さっさとこの手の輩やからからは財ざい産さんから着ぐるみまでぜんぶ剝はいで、偉い大だいなる毛もう沢たく東とう様の理り想そう実じつ現げんの糧かてにでもしちゃえばいいのに、いつまでものさばらせておくからこんなことになるのよ！　そもそも民主主義なんてぬるま湯につかったこの国の政治家が、いつまでもダラダラと──」


　わけの分からん皐月の言葉は無む視しする。


　しかし。


　もし本当にいけ好かない金持ちが、無実の罪を一女性に押し付けたのだとしたら──。


　殺人事件ほど知略を尽くした裁さい判ばん、ということにはなるまい。だが、向こう数か月分の雪奈のバイト代は確かく保ほできるだろう。ついでに、ストレス解かい消しようにも。


「分かった、留りゆう置ち場じようには行くとしよう。ただし、話を聞くだけだ、まだ弁護すると決めたわけじゃないからな」


　俺としてはもったいぶって言ったつもりだったのだが、なぜか皐月と雪奈は顔を見合わせて「してやったり」と言わんばかりに頷うなずきあっていた。







　　　　十一月四日　午後二時三分　留置場面会室







　さすがに平日の昼間に制服の皐月を連れてくるわけにもいかなかったので、俺は雪奈と二人でここを訪おとずれた。


　刑事ドラマでおなじみ、強化プラスチックによって隔へだてられた留置場面会室である。


　皐月を置いて雪奈と二人っきりになれたのはいいが、こんな場所ではムードのかけらもクソもないのが残ざん念ねんである。


　やがて婦ふ人じん警官に伴ともなわれ、一人の若い女性が透とう明めいな壁かべを挟はさんだ向こう側の椅子に腰こし掛かけた。


　彩崎麻衣。皐月の同級生の姉。身長は一五五くらい、しなやかなセミロングの髪かみ。瘦せ型。地じ味みな長なが袖そでから覗のぞく腕は白くほっそりとしている。


　ただ、椅子に座すわった仕し草ぐさや雰ふん囲い気きはどこか大人びており、間違いなくある程てい度ど社会を経けい験けんしている様よう子すがうかがえた。だが、顔立ちにはまだどこか幼おさなさが残っており、年ねん齢れいは二十歳前にも後にも見える。美少女と美人の中間のような女性だった。


「あの、あなたは……？」


　何しろアポなしの面会だ、彩崎由衣の姉は、遠えん慮りよがちに切り出した。


　外見に見合った大人っぽさを感じさせる落ち着いた綺き麗れいな声の持ち主だった。だが、今はこんな状じよう況きようのせいだろう、どこか沈しずみがちだ。


「この人は弁護士の山鹿善行さんです。ちょっと口は悪いけど、弁護士としての腕は凄すごいんですよ」


　雪奈はいたずらっぽく笑いながら俺を紹しよう介かいする。妙みように元気ぶっているように見えるのは、新たな依い頼らい人にんを励はげますべく場を盛もり上げようとしているからだろう。


「あんたが彩崎麻衣か？」


「はい、そうですけど……」


「あんた、妹がいるよな？」


「ええ。あの、妹に何かあったんですか？」


　何か勘かん違ちがいしたのか、一いつ転てんして心配そうな顔になる。俺は肩をすくめながら答えた。


「いいや。ただあんたの妹が俺の事務所に押しかけてきただけだ。あんたの弁護をしてくれとな」


「由衣が？　そうでしたか……。わざわざすみません、せっかく来て頂いただいて恐きよう縮しゆくなんですけど、私には弁護士を雇やとう余よ裕ゆうなんてありません。お帰り下さい」


「そ、そんな……」


　雪奈が悲しそうな声を上げる。彩崎の態たい度どは頑かたくなだった。


　俺は腕組みしながらぶっきらぼうに言った。


「あんた、国こく選せん弁護人とは話をしたか？」


「え？　ええ。国が費ひ用ようを出してくれるっていう弁護士の方ですよね？　一度ここで話をしましたけど」


「なんて言われた？」


　彩崎麻衣はうつむいた。


「……素す直なおに罪つみを認めろって言われました。これが初しよ犯はんなんだから、反はん省せいしている様子を見せておきさえすれば、執しつ行こう猶ゆう予よで済むって……」


「だろうな。で、もしこのまま俺が帰ってしまえば、あんたは国選弁護人の助じよ言げんに従したがって立りつ派ぱな犯はん罪ざい者しやとなるわけだ。ついでにあんたの可愛かわいい妹も、晴れて犯罪者の身内となるわけだな」


「…………!!」


　彩崎ははっとしたように息を呑のんだ。


「可哀かわい想そうに、あの年ねん齢れいで泥どろ棒ぼうの身内か？　そんなことが世間に知られりゃ、もう堂どう々どうと道を歩くこともできないな。近所では後ろ指をさされ、学校ではいじめられ、高校には進学できず、人生の落らく伍ご者しやが一人誕たん生じようってわけだ」


「そ、そんな！　なんで由衣が！」


　雪奈が言いすぎですよ、と目で訴うつたえているのが分かったが、ここで止やめるわけにはいかない。


「もし俺がここで帰っちまえば、今の言葉は全て実じつ際さいに起こりうるだろうよ。あんたを無む罪ざいに出来るのは俺しかいない。それでもさっさと帰れと主しゆ張ちようするつもりか？」


　彩崎はしばらく逡しゆん巡じゆんしてから、申し訳わけなさそうに言った。


「……さっきも言いましたけど、私にはあなたを雇やとえるお金はありません。でも、私の家族のためになるんでしたらどんなことをしてでもお支し払はらいします。私の弁護……引き受けて頂けるんでしょうか？」


「本来は窃盗事件ってのは専門外なんだがな」


　みみっちい上に派は手でさがなくてめんどくさいだけだから……というのは俺の心の中だけの秘ひ密みつである。


「もしあんたが本当に罪を犯してないと主張するのなら、弁護を引き受けてやらんでもない。まず訊きくが、あんたは泥棒なんてやってないんだな？」


　彩崎はええ、とはっきり頷いた。


「よし。じゃあまず手始めに、何があったかを伺うかがおうか。弁護を引き受けるかどうかはそれから決める」


「はい……。でも、未いまだに私にも何がなんだかよく分からなくて……」


　彩崎は当とう惑わくを隠しきれない様子だったが、それでもぽつりぽつりと事じ情じようを語り始めた。


　それは、彩崎の境きよう遇ぐうから始まった。


　彼女の家族構こう成せいは、母親と妹の由衣、幼い弟、それから父親の四人家族だった。


　父親は数年前、事じ業ぎように失敗して自殺。家族にいくらかの保ほ険けん金きんは残したものの、そのほとんどは借しやつ金きんの穴あな埋うめに消え、家計は火の車。


　そのため、彼女は高校を出てからすぐに働きに出た。とはいえ、昨さつ今こんの不ふ景けい気きだ。そう簡単に高校出の若い女に職しよく場ばが見つかるわけもない。


　結けつ局きよく一年近くフリーターを続けたが、最近になって運良く安井五郎という資し産さん家かにメイドとして雇われ、なんとか安定した収しゆう入にゆうを得ることができるようになったという。


　しかし、働き始めて間もなく、屋や敷しき内ないに奇き妙みようなウワサが流れた。宝石などの貴重品が頻ひん繁ぱんに無なくなっているという──。


　とはいえ、彩崎は自分とは関係のないことだと思い、忠ちゆう実じつに職しよく務むを遂すい行こうすることのみに専せん念ねんしていた。


　それからおよそ二か月後──すなわち、昨日きのうの朝。


　いつものように屋敷内の部屋を一人で掃そう除じしていたところ、突とつ然ぜん何か警報のようなものが鳴り出した。慌あわてて彩崎が周しゆう囲いを見回すと、その音は部屋に置いてあった宝石箱から出ていることが分かった。


　すると警報が鳴なり出して十秒と経たたない内に、屋敷の主人であり、彼女の雇い主でもある安井五郎、そして彼の息子である七郎が突然部屋に入ってきた。彼らはいきなり彩崎に宝石を盗んだなと言いがかりをつけてきたという。


　もちろん彩崎は否ひ定ていしたが、七郎が彼女のポケットを探ると、まったく身に覚えのない宝石が出てきた。


　安井親子はすぐさま警察に通つう報ほう。即日、彼女を刑事告こく訴そした──。


「私は何度も否定したんですけど、ポケットから宝石が出てきたのが何よりの証しよう拠こだって言われて……」


　そして彩崎は警察に逮捕され、今に至いたるというわけだ。


「善行さん……」


　話を聞いていて不安を覚えたのだろう、雪奈が心配そうに俺を見た。


　彩崎は自ら経済状況が良くないと言った。つまり、宝石に手を伸のばしたくなる動どう機きがあるというわけだ。その上、他ならぬ彼女自身のポケットから宝石が出てきたという。


　また、金持ちという身分にあるらしいその安井五郎という男が、経済的に困こん窮きゆうしている一人の女に宝石盗とう難なんの容よう疑ぎを押し付けたところで、なんら利り益えきがあるとも思えない。


　気になるのは彩崎が部屋で掃除している時に鳴り出したと言う警報だが、これも屋敷の住人があらかじめどこかに仕し掛かけておいた盗難防ぼう止し用ようの何かだったとすると──。


　雪奈には悪いが、普ふ通つうの人間が見れば、犯人は彼女だと思うだろう。


　そう、普通の人間ならの話だ。


　俺は腕を組み、椅子に浅く座り直した。


「一つだけ言っておくが、弁護料のことなら気にしないで結けつ構こうだ。金が必要ないとは言わんが、払ってもらうのはあんたじゃない、あんたに容疑をふっかけたその金持ちの方だ」


　彩崎ははっとしたように口に手を当てた。


「じゃ、じゃあ、私の弁護を……？」


「ああ。いいだろう、引き受けてやる」


　と同時に、頼たのもしげに俺を見る雪奈の視線を意い識しきして〝弁護士として弱い立場の者を無料で助けるのは当然のことだ〟といわんばかりの表情を作り上げてみせる。


「ありがとうございます、山鹿さん」


　彩崎は片手で目を押さえた。その手の間から、水すい滴てきが零こぼれ落ちてくる。


「私、突然泥棒呼ばわりされて、警察の人も、誰も耳を貸してくれないし……。お母さん、病気なのに何もしてあげられなくて……。弟達にもご飯はん作ってあげないといけないのに、全然ここから出してくれなくて……」


　堰せきを切ったように涙なみだがこぼれ、声の震えは大きくなっていった。


　俺としてはそんな人情話なんぞ聞きたくもなかったが、一いち応おう人ひと並なみの情けは持っているつもりなので、しゃべりたいだけしゃべらせてやるべきだろうなどと考え直す。


「国選弁護人って人はやってもない罪つみを認めろっていうし……。私、本当に心細かったんです……」


　静かな面会室に響ひびく嗚お咽えつ。


　追い詰つめられた依い頼らい人にんによくある症しよう状じようである。


　俺のような善人の弁護士が、孤こ立りつ無む援えんで警察の取り調べを延えん々えんと受けた依頼人から話を聞いてやると、それまでたまっていた心細さやら何やらが一気に噴ふん出しゆつしてくるらしく、このように泣き始めるのだ。


　まあ無む理りもない。警察は被ひ疑ぎ者しやに対し、罪を認めさせるためのあらゆる手しゆ段だんを取る。その場では、妥だ協きようや仮か借しやくは意味を成さない。向こうもそれが仕事なんだろうが、やられる方はたまったものではない。


　おそらく彼女も、日がな一日「お前がやったんだろ、白はく状じようせいや」とごっつい刑事に問われ続けたに違いない。


　とはいえ、この手の展てん開かいは苦手なので、この場は雪奈に任まかせることにする。傍かたわらの雪奈を軽く肘ひじで突つつくと、彼女は俺に向かって黙だまって頷いた。


「彩崎さん、もう大だい丈じよう夫ぶよ。善行さんはこれまで一度だって裁判で負けたことはないんです。きっと明日には全て元通りの生活に戻るわ。だから……頑がん張ばって」


「はい、ありがとうございます……」


　彩崎はどうにか息を整ととのえ、最後の涙を袖そででぬぐった。どうにか落ち着いたのを見計らって、再度俺は口を開いた。


「よし。じゃあこれからのことを指示するからよく聞け。いいか、今後取り調べを受けたら絶ぜつ対たいに何もしゃべるんじゃない。もし下手なことをしゃべっちまうと取り返しがつかないことになるからな。


　刑事どもはあの手この手で揺ゆさぶりをかけてくるだろうが、その時は〝山鹿弁護士に聞いて下さい〟っつってしのげ。取り調べ中はずっと家族の事でも考えて、とにかく一いつ切さい耳を貸すな、無む視ししちまえ。


　出来るな？　もし出来なけりゃ……家に帰るのが遅くなるだけだからな」


「は、はい」


　俺が少し脅おどしすぎたせいか、彩崎は幾いく分ぶん緊張した面おも持もちだったが、それでもしっかりと頷いた。


　こと警察の取り調べだけは、いくら注ちゆう意いを払はらっても払い過すぎるということはない。何しろこの国では、警察が〝犯人は自じ供きようしました〟と発表しさえすれば、裁判の判はん決けつを待つことなく有ゆう罪ざいが決まったかのような扱あつかいを受ける国なのだ──。







　　　　十一月四日　午後三時十二分　旧開発区







　その後、俺は警察署を訪おとずれ、彩崎を逮捕するに至いたった簡単な経けい緯いと、彩崎を刑事告こく訴そした人物──安井五郎についての情報を訊きき出した。


　とはいえ、警察にしてみればこんなところで手の内を明かすはずもなく、訊き出せた情報は彩崎から聞いたものと大した差はなかった。まあ仕方ない。


　安井五郎は今年で六十二歳、住所は郊こう外がいの高級住宅地。俺はそれらの情報を訊き出すと、雪奈を大学に送ってから、とある場所へ車を走らせた。


　市し街がい地ちからは幾いく分ぶん外れた、どこかゴミゴミとしたイメージのある場所。治ち安あんも決してよくない。


　昔は都市整せい備び計けい画かくだかの一いつ環かんで開発が進んでいたらしいが、バブルが弾はじけて計画は頓とん挫ざし、中ちゆう途と半はん端ぱな開発によって人が住むには向かない場所となったのである。


　ただ、その分地ち価かが安く、これから俺が訪ほう問もんしようとしている社会不ふ適てき応おう者しやが住む──もとい、棲むにはうってつけの場所なのだ。


　古ふる臭くさい二階建ての木造アパート。ロクに整備されていない駐ちゆう車しや場じように車を止めると、俺はそのボロアパートの二階にある一室に向かった。注意深い人間なら、表札に妙みようなことが書いてあることに気がつくだろう。いわく、〝影かげ野の探たん偵てい事務所〟。


　俺は金きん属ぞく製せいのドアをゴンゴンと叩いた。


「おい、いるか？　いるんだろ、俺だ」


「今留る守すだ」


　矛む盾じゆんした答えが返ってくる。


　俺はカギがかかっていないことを確かく認にんすると、住人の意向を無む視ししてドアを押し開けた。


「留守だっつってんだろ。不ふ法ほう侵しん入にゆう罪ざいで警察呼ぶぞ」


　極きわめて不ふ機き嫌げんそうな若い男の声。


「呼べるもんなら呼んでみろよ。もっとも、こんな治安の悪い土地に住む税ぜい金きんもロクに納おさめていないような社会不適応者のところに、警察がハイハイと来てくれるとは思えんがな」


　俺は家主の睨にらみつけるような視し線せんをものともせず、部屋の中央にあるソファに座り込んだ。


　ソファの前には低いテーブルが置かれている。その向こう側にあるもう一つのソファで横になっている眠そうな面ツラの人物──。この探偵事務所のただ一人の住人、影野英えい治じである。年ねん齢れいが一つ上にも拘かかわらず、俺の高校時代の同級生であり、職しよく業ぎようは探偵、趣しゆ味みは〝三食昼寝付き〟という駄だ目め人間である。


「何しにきやがった、ペテン弁護士」


　影野は身を起こして上着のポケットからハイライトと百円ライターを取り出し、火をつけた。


　俺は周しゆう囲いに漂ただよいだす白い煙けむりに露ろ骨こつに嫌いやな顔をしてみせたが、この社会不適応者が他人のことを気にするような人間ではないことをイヤというほど知っていたので、口に出しては何も抗こう議ぎしなかった。代わりに仕事の説明をする。


「今度、窃せつ盗とう罪ざいでとっ捕つかまった女の弁護をすることになってな」


「ほー。じゃ頑がん張ばれよ」


　影野はまったく関係がないと言わんばかりに気の無ない返事をよこす。だが、そうは問とん屋やがおろさない。


「時に我わが親友の影野君」


「……なんだよ」


　俺が〝親友〟などという単語を口にする時はロクなことがないことを知っている影野は、途と端たんに嫌そうな顔をした。


「お前、昨日きのうの夜、わざわざ俺の事務所まで来て雪奈の手料理を散さん々ざん食って行ったよな」


「……ああ」


「一昨日おとといは昼飯を食いに来たよな？」


「…………」


「これまでにお前が俺の事務所で雪奈の料理を食った回数……知ってるか？」


「……知るかよ」


「一回や二回じゃないよな？」


「……そりゃまあ」


「ちなみに先週だけでも、昼飯と晩飯、しめて合計七回は食っていったよな？」


　影野は不機嫌そうな表情のまま、


「何が言いたい？」


「その食しよく費ひを負ふ担たんした覚えは？」


「…………」


「一円たりとも負担した覚えはないよな？」


「手伝えばいいんだろ！　手伝えば！」


　影野はロクに手を入れていない長ちよう髪はつを苛いら立だたしげに搔かき回した。


「俺は別に手伝ってくれなんて一言も言ってないぜ？　ただ、恩おん義ぎに厚あつい我が親友の影野君のことだ、きっとあれだけ人の事務所でタダ飯を食えば、その借りを返すべく無む償しようで俺を手伝ってくれるに違いないとは確かく信しんしてたけどな」


「てめえはそういうヤツだよ……」


　そう言って影野は灰皿にタバコを押し付け、どうにか俺の話を聞く体たい勢せいになった。


「で？　今度は何をやれと？」


「この二人について調べてくれ」


　俺はテーブルの上に安井五郎と彩崎麻衣の住所が記されているメモ用紙を置いた。


「期き限げんは？」


「明日だ」


「…………」


　影野はため息を一つ吐ついてからメモ用紙を手に取り、途と端たんに思い切り顔をしかめた。


「相あい変かわらず汚きたねえ字だな」


「読めれば問題ないだろ」


「たまには読む側の身にもなってくれればありがたいんだが」


「俺は問題なく読める」


「……さようでございますか」


　最後の口調はなぜか丁てい寧ねい語ごになり、どこか諦あきらめがこもっていた。


「どうでもいいが山鹿、この彩崎麻衣ってのが今度の依い頼らい人にんなんだろ？」


「そうだ」


「そいつのことも調べろってのか？」


「〝敵を知るにはまず味方から〟ってのが弁護士の原則だからな」


　影野は手間が増えたことをめんどくさそうに愚ぐ痴ちっていたが、それでもなんとか重い腰こしを上げた。


　こんなヤツではあるが、腐くさっても鯛たいというか、探偵を生なり業わいとしているだけあって、地べたを這はいずり回るような調ちよう査さ能のう力りよくだけには俺も一目置いている。こいつに任せておきさえすれば、そのうち適てき当とうに何か持ってくるだろう。


　偉い大だいなる先人は上う手まいことを言ったものだと思う。バカとハサミは使いよう。







　　　　十一月五日　午前九時二分　地方裁判所第二法ほう廷てい







　彩崎の弁護を引き受けた翌日。


　今日この法廷で二つのことをしなければならなかった。裁判長、そして検けん察さつ官かんの面ツラを拝おがむこと、彩崎の保ほ釈しやくを勝ち取ることである。ここは法廷ではあるが、言ってみればまだ打ち合わせの段だん階かいだ。傍ぼう聴ちよう人にんはもちろん、警備員もいない。


「なぜ貴き様さまがここにいる！　このサギ弁護士！」


　静かな法廷に、突とつ然ぜん中年オヤジの声が響ひびき渡った。


「……そいつは俺のセリフだよ、チビ検事」


　とても法ほう曹そう界かい関係者とは思えない侮ぶ辱じよく罪ざいギリギリの低てい次じ元げんな文句を交し合うと、俺は検察側の席に座っているチビオヤジを睨にらんだ。


　これまで幾いく度どとなく法廷で──それも主として殺人事件を──争いあった検察官、堀ほり内うち健けん一いち検事だった。言葉遣づかいは巧たくみで軽やか、殺人事件などの重い犯罪を取り扱あつかった経験も多く、一ひと筋すじ縄なわではいかない厄やつ介かいな検事だ。とはいえ、俺の敵ではないのだが。特とく徴ちようは、極きよく端たんに背が低いことと怒りっぽいことである。


　堀内は負けずに俺を睨み返してくる。


「貴様、こんな軽犯罪の弁護は引き受けないのではなかったのか!?」


「なに、ヒマだったんでね。それよりあんたこそいつから窃盗罪の審しん理りなんて扱うようになったんだ？　こないだの敗はい北ぼくが響いて格下げでもされたのか？」


　途端に堀内は顔を紅こう潮ちようさせた。


「ふざけるな！　私の専門はあくまで殺人罪だ、格下げなんぞされてたまるか！」


　そうだろう。確かにこのチビ検事は俺にこそ敗北続きだが、俺以外の弁護士が相手の刑事裁判に限って言えば、結けつ構こうな勝しよう率りつを誇ほこっているらしいのだ。


　とはいえ、そうなると尚なお更さらなぜこいつがわざわざ窃盗罪なんかの審理に顔を出してくるのかが分からない。


　俺が首を傾かしげていると、堀内が意外そうな顔をする。


「貴様、今回の被ひ害がい者しやを知らんのか？」


「知るか。どっかの金持ちということ以外はな」


　と、自分の言葉で唐とう突とつに気付く。


「……ああ、そういうことか」


　刑事告訴した人物──安井五郎とかいう金持ちが、よほど政せい財ざい界かいに影えい響きよう力りよくを持っているのだろう。きっとそいつから検察庁にでも働きかけがあったに違いない。金持ちという選ばれた人種に逆さからった泥どろ棒ぼう女おんなに、見せしめのためにも重い鉄てつ槌ついを──そんなところだろう。


　アホらしい。


　ここが法廷じゃなければ床ゆかに唾つばを吐はき出したい気分だった。


　俺には一つの趣味がある。権けん力りよくを笠かさに着たいけ好かない輩やからの鼻はなっ面つらをへし折おってやることだ。今回の依頼はほとんど成り行きだったが、裏の図式を知って俺は俄が然ぜんやる気になっていた。


「どうでもいいが堀内サンよ。この間の裁判で俺に負けた時、俺とは二度と法廷で争わないとか言ってなかったか？」


「ふ、ふん！　そんな約束をした覚えはないぞ！」


「言ったことは覚えてるわけだ」


「やかましいっ！　いいか、あの時は確たしかに不ふ覚かくを取った。だが、いかに貴様とはいえ、今回は間違いなく私には勝てんぞ。何しろ今回の立りつ証しようは──」


　堀内はニンマリと顔を歪ゆがめた。


「──疑うたがいの余よ地ちを入れる隙すきなど完全にあり得ないのだからな。せいぜい、顔を洗って待っているがいい！」


「知ってるか？　あんたからそのセリフを聞かされたのはこれで五度目だぜ？　ついでに洗うのは顔じゃなくて首だろ？」


「う、うるさい！　それにまだ四度目のはずだ！」


「ああそうか、四度目だったな。さすが御ご自じ分ぶんの敗北した回数はよく覚えてらっしゃる」


「ぐ、ぐぐ……」


　普ふ段だんは殺人事件などの重い犯罪を専門に扱う優ゆう秀しゆうな検事であるはずだが、俺の手にかかればこの程てい度どの存在に成り下がるのである。


　と、その時。法廷の隅すみの扉とびらが開き、黒い法ほう衣いに身を包つつんだ爺じいさんが入ってきた。これまた顔見知りの周しゆう堂どう健けん太た判はん事じだった。この場に来たということは、この爺さんが裁判長を務めることになるのだろう。


　裁判長は俺とチビ検事を見回し──小さな声で呟つぶやいた言葉を俺は聞き逃さなかった。


「……またあなた方ですか」


　半なかばウンザリしたような口調だった。


　ほんの数週間前、俺はこの裁判長の下もとで堀内検事と殺人事件をやりあった。その時の被告人というのが雪奈で、結果は言うまでもなく俺の勝利に終わったのだが、俺はその時にペテン同然の法廷戦術を使ったのだ。


　裁判が終わった後、随ずい分ぶんとその手法が問題になったらしく、その裁判に関わった司し法ほう関係者──俺と堀内検事と裁判長──は、軒のき並なみ法曹界からこってりと絞しぼられるハメになったほどである。


　もっとも、俺に言わせれば「終わりよければ全てよし」の一言で片付けられるのだが。ちなみに、その時のとばっちりを一番多く喰くったのは堀内検事らしい。


　周堂のじいさんは、法廷内にある一番高い場所──裁判長席に座ると、俺とチビ検事を交こう互ごに見て、なぜかため息を吐いた。


「なぜいつもは重犯罪の審理にしか顔を出さないあなた方がここにいるのかは、まあ置いておきましょう。とりあえず始めます」


　裁判長にあるまじき投げやりな口調である。


「まず確かく認にんしておきたいのですが、本件で審しん理りされるのは窃盗罪です。しかしながら山鹿弁護人。あなたは陪ばい審しん団だんを結けつ成せいした予よ備び審しん問もんの開かい催さいを要よう求きゆうするのですね？」


「はい、要求します」


　それを聞いてますます裁判長はイヤそうな顔をする。


「裁判長、何か問題でも？」


「いいえ、そんなことはありません。陪審団の結成も予備審問の開催も、弁護側に認められた正当な権利の一つですから。ただ──」


　言葉を濁にごらせる。


「窃盗罪の審理で予備審問ならまだしも、陪審団の結成まで要求するのは稀まれですから」


　それぐらいのことは分かっていた。


　この国のあまりにも長い裁判を少しでも短くしようと取り入れられた、予備審問と陪審制度。


　予備審問とは、被告人が本当に罪を犯したと疑うに足るだけの証しよう拠こがあるのか、被告人を本裁判──公こう判はんにかける必要があるのかを審議するためのものだ。


　つまり、たとえ予備審問で弁護側が敗北を喫きつしたとしても、公判で無む罪ざいを勝ち取ればなんの問題もない。あくまで予備審問とは被告人が罪を犯したと疑うに足る証拠があるかを調べるだけの場なのだ。


　そんな儀ぎ礼れい的てきとも言える予備審問ではあるが、弁護側には検察側の立りつ証しように対し、反はん証しようする権利もちゃんと保ほ障しようされている。だから俺のように予備審問で検察側と徹てつ底てい的てきに争い、公判が始まる前に早々に裁判を終わらせてしまうという手しゆ法ほうも成立するのだ。


　陪審制度とは、早い話が無む作さく為いに選えらんだ一いつ般ぱん人じんを集めて多数決で判決を決めてしまおうという、アメリカなどではメジャーな制度である。ちなみに、一九〇〇年代前半の日本でもこの制度が採さい用ようされていたことは、あまり知られていない。


　近年に至って、裁判の公平性のために、この制度をまた復ふつ活かつさせようという議ぎ論ろんが持ち上がったのだが、なんら法律的な知ち識しきを持ち得ない一般人が、世よ論ろんに惑まどわされることなく正しい判決を下せるかという点については大いに疑ぎ問もんの余よ地ちがあり、また、陪審員となる人々の生なり業わいの時間を大幅に奪うばうという欠点を持っているため、何年も見送られてきた。


　そこで生まれた解かい決けつ策さくというのが、公判よりはるかに短い期間で終了し、また弁護側が敗北を喫したとしても直ちに有ゆう罪ざいが確かく定ていするわけではない予備審問の場で陪審団を結成するという方法である。


　予備審問の開催と陪審団の結成は、弁護側が一方的に要求することができる。検察側の異い議ぎは関係ない。


　とはいえ、この国の弁護士は、未いまだ陪審員を相手に演説することに慣なれていない。


　そのため、普通は予備審問で無む理りに決着をつけようなどと考える弁護士はまずいない。せいぜい予備審問の開催だけを要求して陪審団は結成せず、実じつ際さいの予備審問でも一切反証することなく、検察側の立証に耳を貸かすだけに終しゆう始しするのだ。つまり、予備審問では検察側がどのような立証を試こころみているのかを知ることに専せん念ねんし、やがて開かれる公判の対たい策さくとするわけだ。


　それに、予備審問を開くとなれば、陪審団の結成、彼らへの交通費や日につ当とう等の支し払はらいで非ひ常じように手て間まと費ひ用ようがかかる。殺人や強ごう盗とう事件ならまだしも、窃盗罪での陪審団結成要求に、裁判長が渋しぶい顔をするのは分からないでもなかった。


　裁判長が言った。


「では、予備審問の開催期日についてですが──」


「検察側は明日の開催を提てい案あんします！」


　すぐさま堀内が口を挟はさむ。俺もそれを受けて言った。


「弁護側にも異議はありません」


「…………」


　裁判長はなぜか恨うらみがましく俺とチビ検事を見た。今日中に陪審団の選定と明日の審問のための手配をしなければならないのだ、多少は同情しないでもない。


「よろしい。なんとなくそうなると思っていました。では、予備審問は明日の九時からこの場所ということで構かまいませんか？」


　俺と堀内検事から異議が出なかったので、裁判長は再度よろしいと頷うなずいた。


「では次に保ほ釈しやくの問題ですが……」


　堀内が立ち上がりながら言った。


「裁判長。検察側は、適てき切せつな保釈金が払われるのなら被告人の保釈に異議を唱となえるつもりはありません」


「なるほど。ではどれぐらいの保釈金が適切だと考えますか？」


「これまでに被害者が失った宝石の額がくから考えますと……ま、七五〇万といったところが妥だ当とうでしょうな」


　堀内はイヤミに笑いながら俺の方をうかがったが、


「弁護側に異議はありません」


　俺があっさりそう言うと、意外そうな表情をした。


　堀内は〝これまでに被害者が失った宝石の額〟と言った。どさくさに紛まぎれて、今までに安井五郎が紛ふん失しつした宝石全てを彩崎が盗んだことにしようというつもりなのだろう。その点について異議を申し立てれば、あるいは保釈金はもっと安くできるだろう。だが、俺にしてみれば保釈さえ許きよ可かされるのなら保釈金の額については別にどうでもいいことなのだ。


　俺にはとある人物から譲ゆずり受けた多た額がくの預よ金きん口こう座ざがある。ただ、この預金は信しん託たく預金になっており、俺が弁護することになった依頼人の保釈金としてしか使えないというけったいな制せい約やくがある。億おくを超こえる口座に手を出すことができないのはいささか口くち惜おしい気がしないでもないが、そのおかげで七五〇万程度を用意するのは造ぞう作さもないことだった。


「よろしい、保釈金は七五〇万円とします。弁護側は今日中に支払っておくように。では皆さん、また明日ここでお会いしましょう」


　裁判長はそう言うと、もう用は無いとばかりに立ち上がり、さっさと法廷から出て行った。ため息を吐きながら。
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「善ぜん行こー、また連れてきたわよー！」


　昨日と同じく、皐月が事務所のドアの寿じゆ命みようを縮ちぢめる。


「昨日はすみませんでした、山鹿さん」


　彩崎由衣は、皐月と一いつ緒しよに事務所に入ってくるなり頭を下げた。


「聞きました。お姉ちゃんの弁護、引き受けてくれたんですよね？」


「ん。ああ、まあ、暇ひまだったし」


　昨日この少女を泣かせたせいか、こうも頭を下げられるとどうも調子が狂くるってしまう。俺は助けを求めるように雪奈の方を見た。すると雪奈は俺の意い図とを理り解かいしてくれたのか、話を引き継ついでくれた。


「お姉さん、もう帰ってきたの？」


「はい！　山鹿さんのおかげで保釈になったって言ってました！」


「よかったわね、あとは善行さんに任せておけば全部うまく行くわ。あと数日の辛しん抱ぼうよ、あなたは裁判の間、お姉さんを支ささえてあげてね」


　さすがに雪奈は手て慣なれている。


　彩崎は自分の役目を知って嬉うれしそうに頷くと、再度丁てい寧ねいにお礼を言って姉の待つ家に帰って行った。


「あの礼れい儀ぎ正しさ。お前とは大違いだな、皐月」


「う、うっさい！　あの子はあの子、あたしはあたしよ！」


　と、彩崎由衣とほぼ入れ違いに別の訪ほう問もん者しやが俺の事務所に足を踏ふみ入れた。


　不機嫌そうな面つら構がまえ。だらしのない服ふく装そう。私立探偵というヤクザ同どう然ぜんの職業に就つき、俺と違い日々を惰だ性せいで生きている駄目人間。その名を影野英治。


「さっき中学生ぐらいの女の子がお前の事務所から出てきたが。あれが彩崎由衣か？」


「……そうだ」


「ああ、やっぱりな」


　よく考えれば、こいつに彩崎由衣のことを話した覚えは一度もない。調査の早さだけは俺も認みとめざるを得ない。


「で、何か分かったか？」


　影野は足を組んで横おう柄へい極きわまりない態たい度どで接せつ客きやく用ようのソファに座り込むと、不機嫌そうな口調で語り始めた。


「彩崎麻衣って女は不幸って文字を背中に貼はり付けてるようなやつだな」


「どういうこと？」


　皐月が口を挟む。影野は肩をすくめて淡たん々たんと語りだした。


「父親は五年前に自殺、母親は一年前から病びよう床しようの身。食べ盛ざかりの妹と弟が一人ずつ。ちなみに父親の自殺の原因は会社の倒とう産さん。生命保険に何年か入っていたから結けつ構こうな額がくの保険金が出たらしいが、そのほとんどは借しやつ金きんの支払いで終わってる。母親の病気は過か労ろうと心しん労ろうがたたったらしい。お前の依頼人は高校を卒業するなり働きに出た。まあそんなとこだな」


「へー」


　皐月が相あい槌づちを打つ。だが、今回は自分の友人の姉のことだからだろうか、どこか精せい彩さいを欠いているようだった。


　俺や雪奈はすでに知っていた話だが、影野の口からあらためて聞かされると妙みように深しん刻こくそうな印いん象しようを受けるのはなぜだろう。


　俺と同じ印象を持ったのか、深刻そうに雪奈が言った。


「影野さん、それ全部事実なんですか？」


「近所の住人すべてと口くち裏うらを合わせていて、役所に出された死し亡ぼう届とどけが実は偽にせ物もので、保険会社相手にまんまとサギを成功させるほどの悪わる賢がしこい家族だったとしたら、この限かぎりじゃないがな」


　影野らしい言い回しである。


　皐月がうつむいたまま呟つぶやいた。


「そっか……。そんなに苦労してたんだ……」


　皐月は珍めずらしく神しん妙みような態度になった。


「ねえ善ぜん行こー。絶ぜつ対たいに無む罪ざいになるんでしょうね？」


　俺は肩をすくめて言った。


「さあな。どこぞの悪ガキが、もう少し静かにドアを開けるようになれば勝てるかもな」


「あたしはマジメに訊いてんのよ！」


「これが俺の精せい一いつ杯ぱいマジメな答えだ」


「むー！」


　それでも態度を改めるとは言わないコイツも頑がん固こ者ものである。


　と、影野が〝さっさと話を進ませろ〟といわんばかりにジト目で俺に視線を送っていることに気付いたので、話を戻すことにした。


「刑事告訴した安井五郎ってヤツの方はどうだ？」


「三代続く金持ち一家の御ご当とう主しゆ様さまだ。少なくとも成なり金きんの類たぐいじゃないらしいな」


「何か後ろめたいことでもやってないのか？」


「いいや。投とう資しで手て堅がたく金を稼かせいでる真っ当な金持ち様だ。最近の不ふ景けい気きでいくらか資し産さんも減へっただろうが、それでも俺達みたいな平民には考えられんほどの金を持っている。ま、金持ちって人種は隠かくし事が得とく意いだからな、一日程度の調査じゃこれ以上のことは分からん」


　面おも白しろくない。


　実はその安井家にとんでもない額の借金でもあれば、今回の事件は盗まれた宝石にかけられた保険金を掠かすめ取るための安井五郎の陰いん謀ぼうだったのだ──とでもハッタリをかますこともできただろうに。


　と、影野が思い出したように言った。


「そういや、その家族の名前がまた冗じよう談だんみたいなやつらでな。安井五郎には二十代の二人の息子がいるんだが、その名前何て言うか分かるか？」


「七郎って息子がいることは聞いたが……二人いたのか。それで、名前は？」


「六ろく郎ろうに七郎だ」


「…………」


　五郎に六郎に七郎。


「〝山鹿善ぜん行こー〟よりバカみたいな名前ね」


　皐月の何なに気げない一言に、俺は内心で激はげしく傷ついていた。こと名前に関しては、何もコメントしたくはない。


　皐月はそんな俺の心しん境きようを知ってか知らずか、影野に尋たずねた。


「ねえねえ、ひょっとしてその五郎って人の父親は四し郎ろうって名前だったりする？」


「いや、三さぶ郎ろうだ。五郎には兄がいて、そっちが四郎だ。すでに他た界かいしているがな。ちなみに、資し産さん家かとしての安井家を作り上げた初代の名は──」


「一いち郎ろうさん、ですか？」


　雪奈が口を挟むと、影野は苦く笑しようしながら頷いた。「おもしろーい」と皐月が笑い出す。


　……人の名前の笑い話をしていると、どうも自分がコケにされているような気がしてならない。俺はさっさと話を切り替かえさせることにした。


「で、そのふざけた名前の息子がどうしたって？」


「ああ、一つだけ面白い話があるぜ。その安井五郎の次男の方、つまり七郎って男だがな。こいつはとんでもない放ほう蕩とう息子むすこだ。父親の経けい営えいする会社で大した仕事もないポストに就つき、昼間っからあっちこっちで女や酒、賭かけ事に手を出しては父親のツケで済ませている。屋や敷しきの中でも評ひよう判ばんらしいぜ？　何人ものメイドに手を出そうとしたとかでな」


「…………」


　どうも男としてはコメントしにくい。俺は雪奈や皐月が何か言い出す前に、再さい度ど話を変えさせることにした。


「長男の方はどうだ？」


「長男？　ああ、六郎か。そっちはまるで逆ぎやくだな。まだ二十代半ばだというのに父親の会社を手伝っている。酒もやらん、タバコもやらん、非ひの打ち所のない秀しゆう才さいってやつだな」


「ほー」


　確たしか彩崎が宝石を盗んだ容よう疑ぎをかけられた時、その場には安井五郎と次男──七郎がいたと言っていた。


　その七郎とやらが、人を告発できるような品ひん性せいの持ち主ではないと証しよう明めいできれば──法廷は俺好みの展開になるに違いない。


　と、その時。突とつ然ぜんルルルルと電話が鳴った。


　雪奈が慣なれた手つきで受話器を手に取る。


「はい、山鹿法律事務所です。……え？」


　どこか素すっ頓とん狂きような声をあげたので、俺は何なに事ごとかと彼女を見た。


　雪奈はそれから二言三言やりとりしていたが、やがて首をかしげながら俺に受話器を差し出した。


「どうした、イタズラ電話か？」


「よくわからないんですけど……。善行さんにいい情報があると言ってるんですけど」


「いい情報？」


　弁護士事務所にタレこみ。ありえない話ではない。俺はとりあえず電話に出ることにした。


「もしもし？」


『やあ、君が山鹿弁護士だね』


　落ち着いた若い男の声。だが、どこか軽けい薄はくそうというか、人生に余よ裕ゆうがあるとでも言いたげな印いん象しようを受けるような声でもあった。


「アンタ誰だ？」


『少々ワケありでね。今はそれを言うわけにはいかない』


「…………」


『おっと、頼たのむから切らないでくれよ。これは君にとっても決して悪い話じゃないと思うんだ。いや、正せい確かくに言えば、君と君の依頼人に対して……かな』


〝いい情報がある〟と言われ、出で所どころが怪あやしいという程度の理り由ゆうで話をさっさと打ち切ってしまうほど俺はバカではないつもりだった。


「聞かせてもらおうか」


『うんうん、そうこなくてはね。山鹿弁護士、君が麻衣……いや、彩崎君の弁護を引き受けてくれたことは知っているよ。表町の三丁目に、山やま田だ質しち店てんという質屋がある。もし君が彩崎君の弁護をするにあたって、何か役に立つことを探してるのであれば、その質屋を調べてみるといい』


「……質屋の何を調べろと？　裏うらで違い法ほうな取引でもやってるってのか？」


『いやいや、そんなことはない。ごくまっとうな質屋だよ。じゃ、そういうことで』


「…………」


　俺が止める間もなく、受話器はツーツーとしか言わなくなった。


「何だったの？」


　皐月が尋ねた。俺は肩をすくめる。


「さあな。よく分からんが……。おい影野、表町三丁目にある山田質店って知ってるか？」


「知るわけがない」


　即そく答とうだった。


「その質屋に何かあるんですか？」


　雪奈が言った。


「よく分からんが、その質屋を調べれば、俺達に有ゆう利りなことが分かるとよ」


「怪しいな。罠わなじゃないのか？」


　腕うで組ぐみしながら言った影野は、どこかニヤリと笑っているように見える。


「出所の分からない電話に根こん拠きよのない情報と来たもんだ。弁護士事務所ってのもなかなか忙いそがしいところだな」


　この状じよう況きようを楽しんでいるとしか思えない。


「だが、少なくとも電話の主は、俺が彩崎の弁護をしていることを知っていたぞ？　そのことを知ってる人間なんてそうはいないはずだ」


「なるほど。それもそうだ」


「何ごちゃごちゃ言ってんのよ」


　皐月が言った。


「虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得えずって言うでしょ？　まずそのなんとか質屋ってのを調べてみればいいじゃない」


「……ま、それもそうなんだがな」


　よりによって皐月に言われてしまい、俺はきまり悪く頭を搔かいた。


　そう。結局今、俺達はそうせざるを得ない立場にあるのだ。


「でも、何を調べればいいかも分からないんですよね？　大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


　雪奈が首をかしげたが、俺は事ことも無なげに答えた。


「なーに、ここには物もの調しらべが得意なヤツが一人いるじゃないか」


　俺の言葉に、三組の視線が期きせずして同時に残り一人の方に集中する。


　視線を集中させられた社会不適応者は、まるで悪お寒かんでも走ったかのようにぎこちなく俺達を見回した。明らかに何か言いい訳わけしようと考えているようだったが、いつも俺のオマケで影野に飯めしを作っている雪奈の期き待たいのこもった視線──できることなら俺が独どく占せんしたいものだったが──を受けては、そう易やす々やすと「めんどくせーからヤダ」とは言えないだろう。


「……分かった、調べてくりゃいいんだろ……」


　影野はため息を吐きながら頭をぽりぽりと搔いた。







　　　　十一月五日　午後五時四十二分　山鹿法律事務所







　影野は三時間と経たたない内に戻ってきた。


　いや、雪奈の晩飯を食いたいがためにわざわざこの時間帯を選んで戻って来たようにしか思えない。


「藪やぶから棒ぼうに、とんでもないものが出てきやがったな……」


　俺は影野から手渡された一枚の紙を見て呟つぶやいた。


　影野はキッチリと仕事を果たしたからか、いつもよりさらにでかい態たい度どだった。


「ああ、タレ込みの通りだ。何者なんだろうな、その情報提てい供きよう者しやってのは」


「分からん。何しろ言いたいことだけ言ってそれっきりだからな」


　影野が質屋で調ちよう達たつしてきたというその一枚の紙切れ。


　見方によっては何ら今回の事件とは関係のないものとして処しよ理りされかねないが、然しかるべきタイミングで提出すれば最大の効こう果かを上げることができるだろう。


　そして、数人の鼻っ面が俺にへし折られることになるのだ。


「そうだ、山鹿。言っとくが、俺は明日の裁判には行かないからな」


「……別に構かまわんが」


　影野は眠そうにあくびしながら言い足した。


「お前が勝つことが分かりきってる裁判なんて興きよう味みがないんでね」
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　　　　十一月六日　午前九時〇分　地方裁さい判ばん所しよ第二法ほう廷てい







「周しゆう堂どう健けん太た裁判長が入にゆう廷ていします。全員、起き立りつ」


　廷てい吏りの言葉を合あい図ずに、検けん事じはもちろん傍ぼう聴ちよう人にんから陪ばい審しん団だんまで、法廷内にいる全ての人々が立ち上がる。


　何の変へん哲てつもない法廷。裁判長の席は法廷の真正面。裁判長の前には速そつ記き官かんが、さらにその左側に五人の陪審団が座すわる。


　裁判長席向かって右側に俺と被ひ告こく人にんの座る弁べん護ご側がわの席、反対の左側に悪役チームこと堀ほり内うち検けん事じの座る席がある。数年前の法廷と大きく違うところは、陪審員がいることと、被告人が弁護士のすぐ隣となりに座っていることだろう。


　俺は立ち上がりながら傍かたわらの彩あや崎さきに目をやった。この裁判の被告人にして俺の依い頼らい人にん。緊きん張ちようしきっているのだろう、小こ柄がらな体とセミロングの黒い髪かみが小こ刻きざみに揺ゆれている。前もって俺は「とにかく何があっても黙だまって座ってろ」と言っておいたが、いってみればこの法廷にいる全ての人間が〝彼女は犯はん罪ざい人にんだ〟と偏へん見けんを持っているようなものなのだ。彼女に対する敵てき視しの視し線せんが今以上に強まるようなことがあれば、すぐにでも泣き出しそうな雰ふん囲い気きだった。


　傍聴席には雪ゆき奈なと彩崎由ゆ衣い、ついでに皐さ月つきの姿すがたが見受けられた。言ってみれば雪奈は俺の秘ひ書しよのようなものなのだから、いっそ俺と一いつ緒しよに彩崎の隣にでも座って貰もらえば、彼女の不安をもう少し軽けい減げんできたかもしれない。


　やがて裁判長が法廷に姿を現し、席に着いてから「全員着席」と告げる。


「これより被告人・彩崎麻ま衣いの窃せつ盗とう罪ざいについての予よ備び審しん問もんを始めます。堀内検事、準じゆん備びは整っていますか？」


「検察側、問題はありません」


　検察側代表こと堀内検事は、法廷内に響ひびき渡る堂どう々どうとした口調で言った。


「山やま鹿しか弁護人、どうですか？」


「弁護側も開かい廷ていに異い議ぎはありません」


　臆おくするでもなく淡たん々たんと俺が言うと、裁判長はよろしいと頷うなずいた。


「ではまず陪審員の皆みなさんに申し上げます」


　裁判長は傍らに座っている陪審団に向かってまるで社しや交こう辞じ令れいのように言った。


「一人も欠くことなく、陪審員としての義ぎ務むをまっとうするため、この予備審問に出席して頂いただけたことを心から感かん謝しやします。


　この予備審問は、被告人が窃盗の罪を犯おかしたと推すい測そくするに足る証しよう拠こが出されたかどうかを陪審員の皆さんに審しん議ぎしてもらうものです。皆さんが被告人が有ゆう罪ざいであると決めるわけではありません。しかし、あなた方は本件の棄き却きやくという選せん択たく肢しを取ることで、被告人を無む罪ざい放ほう免めんにすることができます。まずそのことを憶おぼえておいて下さい」


　被告人が窃盗の罪を犯したと推すい測そくするに足る証拠が出されたかどうか──そんなことは建たて前まえに過すぎない。この場に座っている陪審員のほとんどは、すでに被告人の有罪を確かく信しんしているに違いないことを俺は知っている。なぜなら、世界でも五指に入るといわれる優秀な日本の警けい察さつが彼女を逮たい捕ほしたからだ。


　ただ逮捕された──たったそれだけの事実が、有罪の証拠となり得る。裁判制度がどれだけ改かい革かくされても、未だに残る悪あしき風ふう習しゆうである。


「では堀内検事、最初の証人を喚かん問もんして下さい」


「はい、裁判長」


　チビ検事は俺を威い嚇かくするようにゆっくりと立ち上がった。


「検察側最初の証人は安やす井い七しち郎ろう氏です」


　安井七郎は、たくさんの視線を一身に集めながらも、まったく臆おくすることなく証しよう言げん台だいに立った。


　影かげ野のに聞いた通り、年齢は二十代半ばぐらいだろう。やや高い身長、肥ひ満まんという表現からはほど遠い体つき、醜みにくいという表現からはほど遠い顔立ち。だが、どこかずる賢がしこそうな印いん象しようを受ける顔でもあった。


「あなたは良心に従したがい、真実のみを話すことを誓ちかいますか？」


「誓います」


　裁判長の言葉に、七郎は余よ裕ゆうぶった口ぶりで答えた。社交辞令だ。


　堀内検事が直接尋じん問もんを開始する。


「あなたの名前と職しよく業ぎようは？」


「本名は安井七郎、職業は……ま、一いつ般ぱんに言うところのサラリーマンです」


　サラリーマン。


　父親の経けい営えいする会社で仕事もほとんどないポストに就つき、日々昼間から遊び暮らしておきながら、自分の職業を恥はずかしげもなくサラリーマンと言い切ってみせるこの親のスネかじりにして世せ間けん知しらずの甲か斐い性しようナシぼんぼん。


　俺は一いつ刻こくも早くこの男の鼻はなっ面つらを思いっ切りへし折おってやりたい衝しよう動どうに駆かられることになった。


「では三日前に起こったことについて証言して下さい。あなたは被告人を窃盗罪の犯人として警察に引き渡しましたね？」


「はい」


「それはどこで起きた出で来き事ごとでしたか？」


「私の住んでいる屋や敷しきです」


「被告人とあなたはどういう関係ですか？」


「彼女は屋敷でメイドとして掃そう除じなどに携たずさわっていました」


「そのメイドを雇やとったのはあなたですか？」


「正確に言えば、私の父です。父が出した求人広告に彼女が応おう募ぼしてきましてね。簡かん単たんな身辺調ちよう査さをしたところ、彼女の家庭は経済的にあまりよくない状じよう況きようにあることが分かりましたので、不ふ憫びんに思い雇うことにしたんです。メイドとして雇うには年ねん齢れい的てきに若すぎるとも思いましたが」


　彩崎が虚きよを突つかれたように七郎を見た。


　だが七郎は、飼かい主の手を嚙かんだ犬を見るような目つきで彩崎を見返しただけだった。


　どこまで本当の話かは分からないが、仮に本当だとすれば、安井家の住人にも多少の情け深さがあるということか。


　堀内は七郎の立場に同情しているかのようにどこか心苦しそうに続けた。


「なるほど。ところで今彼女には窃盗の容よう疑ぎがかかっており、そして彼女を窃盗の罪で刑事告こく訴そしたのはあなたの父親です。一体彼女は何を盗ぬすんだのですか？」


「宝石です。宝石箱に収められていたものです」


「なぜ被告人が犯はん人にんであると分かったのですか？」


「私は父と相談し、宝石箱にある仕し掛かけをしていたんです」


「どのような仕掛けですか？」


「宝石箱の下にセンサーをつけたんです。このセンサーは、箱に入っている物の重じゆう量りようが、あらかじめ設せつ定ていしてある数すう値ちを少しでも下回ると作動を始めます。そしてそのまま三分が経けい過かすると警報が鳴なり出すというものです。つまり、何かのはずみで一時的に中の物を取り出したぐらいでは何も起こりませんが、それを自分のものにしようとすると警報が鳴り出すというわけです」


「そのセンサーとはこれのことですね？」


　堀内検事は一枚の黒く平べったいお盆ぼんのようなものを掲かかげて見せた。


「はい、それです」


「裁判長、検察側はこれを検察側証拠物ぶつ件けんとして提てい出しゆつしたいと思います」


「弁護側に特に異い議ぎはありません」


　俺は座ったまま素そっ気けなく言った。


　すると意い表ひようを突かれたように堀内と裁判長が俺の方を見る。


「山鹿弁護人、この証拠物件を採さい用ようする前に一度実じつ際さいに動かしてみる必要はありませんか？」


「弁護側は堀内検事を信用しております。検察側がこの証人の証言に基もとづいてこの証拠物件を提出するというのなら、弁護側にはまったく異議はありません」


「よろしい、では検察側証拠物件Ａとして受じゆ理りします」


　裁判長が頷うなずくと、どこか判はん然ぜんとしない様よう子すの堀内が廷吏にそのセンサーを手渡す。


「では質問に戻りましょう。安井さん、どうしてこんな仕掛けを用意したのですか？」


「屋敷では以前から度たび々たび、宝石のような高価な物がなくなることがあったんです。その犯人を捜さがし出すために、この仕掛けを用意しました」


「なるほど。それで、この仕掛けはうまく作さ動どうしましたか？」


「ええ、作動しました」


「いつですか？」


「三日前、宝石箱の置いてある部屋で、そこに座っている女性が掃除をしていた時です」


　七郎が俺の隣となりの人物を指差す。法廷じゅうの視線が集まり、俺の依い頼らい人にんは身を震ふるわせてうつむいた。法廷は静まり返っていたが、音を立てない静かな波が法廷内の隅すみ々ずみにまで押し寄せていったようだった。


　堀内は今の証言のインパクトが全ての陪審員に染しみ渡るのを待つように、ゆっくりと何度も頷き、間を取ってから尋じん問もんを再さい開かいした。


「他に何か彼女が宝石を盗んだ犯人であることを示す証拠はありましたか？」


「ええ、決定的なものがありましたよ。警報が鳴り出してすぐに彼女のポケットを調べたんですが、宝石箱に入っていたはずの宝石が出てきたんです」


　傍聴席から〝ああ〟というため息のような声が漏もれた。


　立て続けの決定的な証言。それによって、誰もがこう思ったに違いない。彼女の有罪は決定的だ──。


　もし何ら裏の事じ情じようを知らなければ、俺でも彩崎の犯行を疑うたがっただろう。


　堀内検事も自じ信しん満まん々まんの態ていで法廷内を見回し、七郎の証言が最大限の効果を上げたことに満足しているようだった。


「安井さん、その時の状じよう況きようをもう少し詳くわしくおっしゃって頂いただけませんか？」


「はい。まず私は警報が鳴なっている現げん場ばに父と共に駆かけつけ、その場にいた彼女に自主的にポケットの中を見せろと言ったのです。


　しかし、彼女は何か負おい目でもあったのでしょうか、まったく言う通りにしようとしなかったのです。そこで私が彼女のポケットを探さぐったところ、宝石箱に入れておいたはずの宝石が見つかったのです。ポケットを調べようとすると、彼女はひどく抵てい抗こうしましたけどね」


　傍聴席がざわめきだす。そのざわめきは、裁判長が一度「静せい粛しゆくに」と注意するまで続いた。


　今の証言にはこの男の勝手な主しゆ観かんが多く含ふくまれている。何が〝彼女は負い目があったのでしょうか〟だ、そんなことは事実でもなんでもない、個人的な意見に過すぎない。しかし、ここで異議を申し立てるわけにはいかない。


「質問は以上です。反対尋じん問もんをどうぞ」


　堀内検事は今にも笑い出しそうなほどニンマリと顔をゆがめ、さあどうぞとでも言いたげに俺に手を振ふってからゆっくりと席に戻った。


　俺は立ち上がりながらすぐさま尋問を開始した。


「その宝石箱の仕掛けというのは、あなたが考こう案あんし、あなたが準じゆん備びし、あなたが御ご自じ分ぶんの父親にその使用を提てい案あんしたもの、と解かい釈しやくしてよろしいんでしょうか？」


「ええ、そうです」


「結けつ構こうです。弁護側はこの証人に対する反対尋問をこれで一いつ旦たん終了したいと思います」


「…………」


　七郎、それに陪審団や傍聴人は、俺の反対尋問があまりにもあっさり終わったことを不ふ思し議ぎがっているようだった。


　すると堀内はその疑ぎ問もんを解かい決けつしてやるとでも言いたげに大おお仰ぎように肩をすくめ、法廷内にアピールする。ほら見て下さい皆さん、私の立証に、弁護側はあの程てい度どの反証しか出来ないのですよ──。


「よろしい、証人は下がって結構です。では堀内検事、次の証人を」


　裁判長が言うと、堀内は悠ゆう然ぜんと立ち上がった。


「次は被告人の雇い主でもあり、先ほどの証人の父親でもある安井五ご郎ろう氏を呼びたいと思います」


　何度聞いても奇き妙みような名前の家系である。


　証言台に立ち、宣せん誓せいを行ったその老人は、六十代前半という年齢に見合った貫かん禄ろくの持ち主だった。鼻の下に白いヒゲを生やし、唇くちびるは真一文字に引き締しめられ、いかにもコワモテという表現が似に合あいそうなむっつりとした顔。


　政せい財ざい界かいにさえ影えい響きよう力りよくを持つという資し産さん家か。絶ぜつ対たいに俺の好きになれないタイプである。


　堀内が尋問を開始する。


「安井さん。あなたの屋敷内では貴き重ちよう品ひんが無なくなるという事件が相あい次ついだそうですね」


「ええ、そうです。最初はどこかに入れっぱなしにしたまま忘れていたのかと思ったのですが、その後二度と見つかることはありませんでした」


「その時、何か気づいたことはありませんでしたか？」


「はい、一つだけ気がかりなことがありました」


「どんなことですか？」


「宝石が無くなりだしたのは、今被告人席についている彼女をメイドとして私が雇った時期と一いつ致ちするんです」


「異議あり！」


　俺は法廷内に動どう揺ようが広がる前に、椅い子すに座ったまま思い切り机つくえを殴なぐりつけた。ドンという大きな音が響き渡り、何なに事ごとかと法廷じゅうの視線が俺に集中する。


「雇った時期が一いつ緒しよだったからと言って彼女が宝石を盗んだことにはなりませんし、またこの法廷は十一月三日にあった盗とう難なん事件について審理する場であって、二か月も前にあった出で来き事ごとを本件と関かん連れん付けることはできません！　この質問は本件とはなんら関係ないものとして異議を申もうし立てます！」


「裁判長」


　堀内は俺の異議に少しも動どうじる様よう子すを見せずに言った。


「もう一つだけ質問をさせて頂ければ、本証人の屋敷で起こった一いち連れんの盗難事件が、いずれも明らかに被告人とかかわりがあったという点について御ご理り解かい頂けると思います」


「……よろしい。ではその前ぜん提ていの下に、異議は却きやつ下かします」


　クソくらえである。裁判長の裁さい定ていに、堀内はほれ見たことかとイヤミったらしく俺に視線を送ってから証人に向き直った。


「安井さん。他に何か思い当たることはありませんでしたか？」


「ええ、状況証拠と言うんでしょうか、一つだけありました」


「どんなことですか？」


「宝石がなくなったことが判はん明めいするのは、決まって彼女が部屋を掃除した後なんです。間ま違ちがいありません」


　ああ、というどよめきが傍聴席からいくつも聞こえた。間違いない、あの女は綺き麗れいな顔をした盗ぬす人つとだ──。


「ありがとうございます。質問は以上です」


　勝ち誇ほこったように堀内は尋じん問もんを打ち切った。


　傍聴席からはある種の視線が堀内に集中しているようだった。堀内への期き待たいを込めた視線だ。あんたは正しい、あの盗人に必ずや正義の裁さばきを下してやってくれ──。


　堀内はその無む言ごんの期待に応こたえるかのように、堂どう々どうと付け加えた。


「以上で検察側の立証を終了したいと思います。予よ備び審問の目的である〝被告人が罪を犯したと推すい測そくするに足る証しよう拠こ〟は充じゆう分ぶんに提てい示じしたと思います。それでは山鹿弁護人、ごゆっくり反対尋問をどうぞ」


　この堀内という男、図ずに乗るといくらでも饒じよう舌ぜつになるという厄やつ介かいな性格がある。戦術上、俺は堀内の言うことをできる限り聞き流しておかなければならなかったのだが、やはり腹が立つことには変わりない。


　俺はたまりにたまったフラストレーションを爆ばく発はつさせるつもりで、法廷内全ての人々を威い圧あつするかのようにゆっくりと立ち上がった。意い図と的てきに間を空け、証人を真正面から見み据すえる。


　我われながらいささかカッコ付けが過すぎるような気がしたが、傍聴人は何事かと静まりかえり、俺の二倍以上の人生を生きてきたはずの証人でさえ、どこか居い心ごこ地ちが悪そうに身をよじった。


「安井さん。いくつかの質問に答えて頂きましょうか」


「なんでしょうか？」


「ハッキリさせておきたいことがあります。まず、宝石がなくなり始めた時期と、被告人を雇った時期が一いつ致ちしていることがどうして分かったのですか？」


「そんなもの、彼女の勤きん怠たい表ひようを見ればすぐに分かりましたよ」


「では、なぜ彼女の勤怠表を見ようと思い立ったのですか？」


「息子の七郎が教えてくれたんです」


「なるほど。結けつ構こうです、では次の質問。


　その宝石箱に仕掛けたというセンサーですが、それを用意したのはいつですか？」


「三日前、つまり事件のあった日の朝、七郎が持ってきたんです。工学部にいる知り合いに作ってもらったそうでしてね」


「そしてあなたはすぐにそれを使ってみる気になったと？」


「そうです。テストしてみると確かに七郎の言った通りの性せい能のうを示しましたし、今回のような泥どろ棒ぼうを探すのには極きわめて有ゆう効こうな方法だと思いましたから」


「実じつ際さいにそれを使えるようセットしたのはいつですか？」


「その日の午前中です」


「なぜそんなに早く？」


「彼女が部屋を掃除しにくることは分かっていましたから。それを見み計はからって仕掛けてみようと考えたんです。すると案あんの定じよう、思ったとおりの結けつ果かが出たというわけです」


　安井五郎は言い淀よどむことなくすらすらと答える。さすが年としの功こうというべきか。


「その罠を仕掛けた宝石箱を置いていた部屋というのは、どんな部屋なんですか？」


「屋敷内にある一室です。物もの置おきのような部屋で、彼女が掃除することになっていました」


「なるほど。では話は変わりますが、以前宝石を紛ふん失しつした際さい、それらを保ほ管かんしていた部屋にはたくさんの人が出入りできましたか？」


「いいえ、何しろ貴重品を保管しておく場所です、それほどたくさんの人が出入りできたわけではありません。もっとも、そこに座っている被告人は、掃除係として出入りできましたがね」


「あなたの屋敷では、被告人以外にもメイドを雇っていますよね？」


「ええ」


「ところで、あなたはその貴重品を保管していたという部屋に出入りできますか？」


「それは当然でしょう」


「ではあなたの息子である安井七郎さんは？」


「そりゃ、私の息子なんですから」


「被告人以外のメイドは？」


「ええまあ。何人かは入れたでしょうが……」


「結構。ということは、やはりたくさんの人々がその保管場所に出入りできたというわけですね」


　安井はいささか気分を害がいしたように俺を睨にらんだ。


「まあ、あなたがそうおっしゃりたいのならそういうことで結けつ構こうです」


「私は何も言っていません、あなたがご自分で証言したことですよ」


「…………」


　安井はさらに気分を害したらしく、無む言ごんで俺を睨みつける。だが、そんなことには構わずさらに火に油を注そそぐつもりで質問を続ける。


「では次に。あなたはたくさんの人が宝石の保管場所に出入りできることを知っていたにも拘かかわらず、その中の一人である被告人に疑うたがいをかけ、彼女がとある部屋に仕事で入ることをあらかじめ知っていた上で、その部屋に罠わなを仕掛けたわけですね？」


「……まあその通りです」


　安井はいささか躊ちゆう躇ちよするそぶりを見せたが、それでも肯こう定ていした。


「引っかかったな、この高こう慢まんぶったインチキ成なり金きん野や郎ろうめ」


　俺はそう罵ば倒とうしてやりたいのをこらえ、代わりにニヤリと笑って人差し指を立てた。


「ということはつまり、こういうことですね。


　あなたは被告人に対し、非ひ常じように強い偏へん見けんを持っていた。彼女を窃せつ盗とうと結びつける直ちよく接せつ的てきな証拠となるようなものは何もなかったにも拘らず、宝石を盗んだのは彼女ではないかと勝手にアタリをつけ、彼女を陥おとしいれるためだけに罠を張はった。そしてたまたま彼女がいる時にその罠が作さ動どうしたため、喜びいさんで彼女を警察に突つき出した。そういうことですね？」


　するとさすがに安井も慌あわてたように、


「ちょ、ちょっと待ってください。なにも私はそんなつもりで言ったわけでは──」


「そんなつもりで言ったわけではない？　ではどういうつもりで言ったのですか？　お忘れではないと思いますが、あなたは宣せん誓せいして証言台に立っているんです。ウソは偽ぎ証しよう罪ざいに問われますよ、ねえ堀内検事？」


　証人と、ダシにされた堀内の顔が赤くなっていく。


　法廷内も静まりかえり、事の成り行きを傍ぼう観かんしているようだった。


「裁判長、異議を申し立てます！　少なくともこの証しよう人にんは、被告人に対し疑いを持つ根拠があったことは先ほどの直接尋問で明らかになったはずです！」


　顔を紅こう潮ちようさせた堀内の異議申し立てに、裁判長はあごをさすりながら考こう慮りよするそぶりを見せた。


「ふむ……。弁護人、どうですか？」


「ではその辺をはっきりさせるために、もう幾いくつかの質しつ問もんを許きよ可かしていただきたいと思います」


「よろしい。では続けて下さい」


　俺は再び証人に向き直った。


「あなたは彼女が宝石を盗んだ犯はん人にんだと思ったわけですよね？」


「そ、それはまあ……。過か去こに彼女の犯罪を疑わせることがあったわけですから」


「その通り、疑わせるようなことはあったかもしれない。では、彼女を窃盗犯と結びつける直接的な証拠が一つでもありましたか？」


「……いいえ。しかし、彼女には──」


　俺は右手を軽く上げてその証言を制せいした。


「イエスかノーだけで結構。直接的かつ具ぐ体たい的てきな証拠はなかったんですね？」


「確かにそう言えるかもしれません、ですが──」


「証拠はないんですね？」


「いや、しかし──」


「ないんですね？」


「……ええ、ありません」


　安井は諦あきらめたように言った。


「では次の質問。あなたは最初に宝石がなくなっていることに気づいた時、警察に連れん絡らくし、キチンと捜そう査さをしてもらいましたか？」


「い、いいえ」


「なぜですか」


「その、面めん倒どうなものでしたから」


　俺はさも驚おどろいたかのように肩をすくめてみせた。


「なんと！　あなたは御ご自じ分ぶんの所しよ有ゆうする貴重品が盗ぬすまれたというのに、警察に通つう報ほうするわけでもなく、ただ貴重品がなくなり始めた時期に彼女を雇ったというだけの理由で彼女を犯人扱あつかいし、罠を張ったわけだ！　するとやはりあなたは彼女に対し、非ひ常じように強い偏見を持っていたことになるじゃないですか！」


　傍聴席が徐じよ々じよにどよめきだす。安井もこれには参まいったらしく、急におどおどして時とき折おり助けを求めるように堀内の方をうかがう。


　それを受けてか、堀内が立ち上がった。


「こ、このような尋問の仕方には異議を申し立てます！」


　しかし慌あわてて立ち上がったのか、次の言葉を紡つむぎだす様子がなかった。俺はすかさず、


「堀内検事、異議を申し立てる分には構かまいませんが、どのような根こん拠きよで私の尋問に異議を申し立てるのか明めい確かくにして頂けませんか？」


　そうやんわりと言うと、堀内は三度ほど口をパクパクとさせたが、人の聞き取れる単語が出てくることはなかった。


「異議は却下します」


　裁判長がすげなく言った。堀内はがっくりと座り込む。


　その様子におやおやと俺が大げさに肩をすくめて見せると、傍聴席のあちらこちらから苦笑がこぼれ、その笑い声がさらに堀内の顔を紅潮させていく。


「さて、では最後にもう一つ質問を。


　あなたは御自分で犯人だと思い込んでいた人物が、見み事ごとに御ご子し息そくの仕掛けた罠に引っ掛かり、さぞかし喜んだのではありませんか？」


「異議あり！」


　がっくりと肩を落としていた堀内はいきなり立ち上がった。


「その質問は不当に証人を陥おとしいれるものです！　答える必要を認みとめません！」


「異議を認めます。ただ今の質問は記録から削さく除じよされます、陪審員の皆さんも考こう慮りよに入れないようにして下さい」


　俺は少しも動じることなく法廷を見回して言った。


「ではこれでこの証人に関する反対尋問を終了します。裁判長、弁護側は安井七郎氏を再度尋問したいと思います」


「分かりました、証人は戻ってよろしい。先ほどの安井七郎氏を証言台に」


　間もなく、先ほどと違っていささか機き嫌げんを損そこねているらしい安井家次男が証言台に立った。


「この証人はすでに宣誓を終えています。弁護人は反対尋問を開始して結構です」


「分かりました。では安井さん、まずお尋たずねしますが、あなたは自ら率そつ先せんして罠を用意し、仕掛けたわけですよね？」


「……ええ、そうです」


「では率そつ直ちよくにお尋ねします。今回の出で来き事ごとであなたはいくらもらいましたか？」


　七郎の顔が硬こう直ちよくする。


「……ど、どういう意味ですか？」


「どういう意味もないですよ。あなたは貴重品を盗んでいた不ふ埒らちな輩やからを父親の前で見み事ごと捕つかまえて見せた。しかも、そのための罠はあなた自らが考こう案あんし、用意し、仕掛けたものだ。


　改あらためてお聞きします。罠の材料費、手て間ま賃ちん、成せい功こう報ほう酬しゆうなど、どんな名目でも構かまいません。あなたは今回のことに関連し、父親から金きん銭せんをもらいましたか？」


「そ、そんなことはこの事件と何も関係ないでしょう！」


　安井は声を荒あららげて即答した。


「ということは、もらったというわけですね？」


「…………！」


　所しよ詮せんは世せ間けん知らずのぼんぼんである。


　ふと見れば、堀内が悔くやしそうに一度上げかけた腰こしを下ろしていた。安井七郎の答えがあと三秒遅おそければ、堀内が「それは本件とは関係ない」と異議を申し立て、俺のハッタリはフイになっていたことだろう。


「では七郎さん。もらった額はいくらでしたか？」


「異議あり！　本件とはまったく関係のない質問です！」


　堀内が再さい度ど勢いきおいよく立ち上がって言ったが、俺は大げさに肩をすくめながらやり返した。


「大おお有ありですよ。それによって、この証人がどれだけ泥どろ棒ぼう探しに意い気き込ごんでいたのかが分かります」


「ふむ……」


　裁判長は三秒ほど考こう慮りよする素そ振ぶりを見せてから口を開いた。


「証人と弁護人とのやり取りを見ている限かぎりでは、確たしかに興きよう味み深い点がいくつかありますが、さすがにただ今の質問はあまりにも立ち入り過すぎだと言わざるを得ないでしょう。検察側の異い議ぎを認めます、弁護側は質しつ問もんを変えるように」


　話の分からん裁判長である。堀内はほっとしたように腰を下ろした。


　だが、七郎はさっきまでの偉えらそうな態度はどこへ行ったのか、急におどおどとし始めていた。すかさず畳たたみ掛かける。


「とはいえ安井さん、あなたは御ご自じ分ぶんで罠を作り、窃盗犯とおぼしき人物を捕つかまえることによって、報酬を得ることができたことは確かなわけですね」


「べ、別に悪いことじゃないでしょう。これは正当な報酬で──」


「別に悪いなんて言ってませんよ。ただ私は、あなたが泥棒を捕まえることによって、お金を得ることができる立場にあったことを証しよう明めいしたかっただけです」


　七郎はうっと息を飲み、堀内はちっと舌した打うちした。


　法廷内の空気が変わり始めている。もちろん、俺が意い図とした方向に、である。


「当とう然ぜんながら、犯人が見つからなければあなたはその大金をもらえなかったんでしょうね？」


「……それは、まあ」


「なるほど。あなたがもらった額は大金だったのですね」


「……！」


　傍聴席から苦笑がもれる。


　所しよ詮せんは親のスネをかじらないと生きていけない学習性ゼロの甲か斐い性しようなし野郎である。今日び中学生だって、こんな単たん純じゆんな誘ゆう導どう尋問には引っかからないだろう。


「今回、確かにあなたは犯人らしき人物を警察に引き渡しました。しかし、その人物は未いまだ有罪判はん決けつを下されていません。判決が出ていない以上は、彼女はまだ無む罪ざいの身なんです。だがあなたはすでに犯人を捕まえたとして、大金を受け取ったわけですね？」


「…………」


「言い換かえれば、あなたは誰か適てき当とうな人物を犯人だと警察に引き渡しさえすれば、まとまった額の金が無む造ぞう作さに転がってくる立場にあったわけですね？」


　堀内が立ち上がった。


「異い議ぎあり！　それは本件とは関係のないことですし、現げんに彼女のポケットから宝石が出てきたのです、安井七郎氏は正せい当とうな──」


「堀内検事の異議申し立てにより、ただ今の質問は撤てつ回かいします」


　俺は堀内の言葉を遮さえぎって言った。


「よろしい。陪審員の皆みなさんは先ほどの弁護側の質問は無む視ししてください。速そつ記き官かんは記録の削さく除じよを」


　裁判長が言った。しかし、陪審員の頭の中にはすでに先ほどの俺の質問が刷すり込まれている。記録だけ削除したところでムダというものだ。堀内もそのことは充じゆう分ぶん知っているのだろう、苦にが虫むしを十匹ほど嚙かみ潰つぶしたような顔になる。


「さて、では次の質問。あなたの父親である安井五郎氏は被ひ告こく人にんに対し、偏へん見けんを抱いだいていたと証言しましたよね？」


「私はそうは思いません」


「安井氏は自分でそう証言したんです。あなたの意見なんて知ったこっちゃありませんよ」


　俺が鼻で笑ってやると、七郎は憮ぶ然ぜんとして俺を睨みつける。俺は火にガソリンを注ぐつもりで続けた。


「彼の証言でもありましたが、勤怠表を見せて犯人の目め星ぼしを彼に教えたのはあなただそうですね？」


「……そうです」


「ではあなたにも同じ質問をしましょう。勤怠表だかなんだか知りませんが、被告人を泥棒呼ばわりするに足る直接的、具体的な証拠をあなたは持っていましたか？」


「……いいえ」


　先ほど安井五郎の尋問でも似たような質問があったのだ。ごまかすことはできないと悟さとったらしい七郎は、小さい声で否ひ定ていした。


「よく聞こえません。もっと大きな声でどうぞ」


「いいえ！」


「はい、よくできました」


　半なかばヤケ気ぎ味みに言った七郎に、俺は真ま心ごころをこめて四度ほど拍はく手しゆしてやった。その光こう景けいに傍聴席から大きな笑いが起こる。


「せ、静せい粛しゆくに」


　裁判長が槌つちを鳴らしながら言ったが、そういう裁判長も頰ほおが緩ゆるんでいるのを俺は見逃さなかった。


「さて。これであなたも被告人に対し、偏見を持っていたことが明らかになったわけです。では次に、今回なくなったという宝石は、彼女のポケットから出てきたということでしたよね？」


「……そうです」


　七郎の顔には警けい戒かい心しんが滲にじみ出始めていた。コケにされた証人が、怒いかりを通り越こした次に到とう達たつする境きよう地ちである。


「実際に被告人のポケットから宝石を取り出したのはあなただと言いましたね？」


「ええ」


「すると、彼女のポケットに宝石が入っていることをあなたはあらかじめ知っていたわけですか？」


「そ、そんなわけはありません。彼女の身しん体たい検けん査さをしたんです。そうしたら盗まれたはずの宝石がポケットから見つかったのです」


「なるほど。身体検査をね……」


　俺は陪審員、それも女性に限かぎって意味ありげな視線を送る。


「彼女は身体検査に対し、抵てい抗こうしたと言いましたね？」


「ええ、それはもう。自分の犯行を隠かくしたかったんでしょうよ」


「あなたの意見なんて聞いていませんよ。するとあなたは、嫌いやがる彼女の体を身体検査と称しようしてムリヤリ撫なで回し、ポケットに手を突っ込んで宝石を取り出した。そういうことですね？」


「ちょ、ちょっと待ってください、そんな言い方はないでしょう？　彼女に相そう当とうの容よう疑ぎがかかっていたので、事の真しん偽ぎを確かめようと必要なことをしたに過ぎません」


「ポケットというのは、どの部分についていましたか？」


「そ、それは──」


「異議あり！」


　急に狼ろう狽ばいし始めた証人への援えん護ご射しや撃げきのつもりだろう、堀内が立ち上がった。


「ポケットがどこについていたのか、そんなことは本件とは何ら関連がありません。この証人の証言で重じゆう要ような点は、紛ふん失しつした宝石を彼女が持っていたという一点だけで──」


「だからその時の状況をより鮮せん明めいにしたいだけですよ、堀内検事」


　すかさず俺がそう口を挟むと、裁判長は頷いた。


「異議は却下します。証人は質問に答えるように」


　すると七郎は狼狽したように、


「そ、その……。い、いや、ポケットが服のどこにあったかなんて覚えてません」


「そんなわけはないでしょう。あなたはポケットに手を突っ込んで宝石を取り出したと御自分で証言なさった。そのポケットがどの部分にあったかぐらい、覚えていないわけがない」


　七郎は居心地の悪そうに身をよじっていたが、それでも口を開こうとはしなかった。


「では思い出させてあげますよ。それはスカートの後ろ──お尻しりの左辺りにありませんでしたか？」


「…………」


「証人は質問に答えなさい」


　裁判長が言うと、不ふ承しよう不ぶ承しよう七郎は口を開いた。


「……え、ええ、そうだったかもしれません」


「あなたは彼女のお尻にあるポケットにムリヤリ手を突っ込んだわけですね？」


「し、しかし実じつ際さいにそこから宝石が──」


　俺は机をドンと叩たたき、その証言を中ちゆう断だんさせた。


「何度も言いますが、この場ではあなたは質問されたことにさえ答えればいいんです。無む駄だなことは何も言わなくて結構。


　さて、話を戻しましょう。あなたはただの屋や敷しきの住人であって、警察でも警けい備び員いんでもなく、身体検査と称しようして女性の体を撫で回す権けん利りなんて持っていない。警察だって女性の身体検査をするときは女性の警官が行いますよ。


　イエスかノーでお答えください。つまりあなたは彼女にセクハラ行こう為いを働いたわけだ。そうですね？」


「そ、そんな……！」


　こじつけと三さん段だん論ろん法ぽうと誘導尋じん問もん。


　俺の得とく意い技わざは見み事ごとに功こうを奏そうし、法廷内の空気はいつの間にやら一変していた。傍聴席から飛んでくる七郎を見る視線には疑いと蔑さげすみが、逆ぎやくに俺の依頼人に対しては同情の色が濃くなっている。


　ざわつき始める法廷を背に、例によって堀内が勢いきおいよく立ち上がる。


「い、異議あり！　異議を申し立てます！　弁護側は悪意のこもった質問により、意図的に証人を陥おとしいれようとしております！」


「では堀内検事にお尋ねします。男が本人の意思を無む視しして若い女性のお尻を触さわることはセクハラ以外に何と言えばいいのでしょうか？　痴ち漢かん行為とでも言えば満足して頂けますか？」


「……なっ……！」


　俺の質問に堀内が思わず言葉に詰つまると、法廷がどっと沸わいた。


　苦笑しつつも裁判長が槌を一度叩く。


「せ、静粛に。異議を認めます。それから山鹿弁護人、あなたが質問するのは証人だけにして下さい」


　俺は黙だまって一礼してみせた。


　ふと横を見れば、陪審員の内、女性だけは皆この証人に対し、厳きびしい目を向けるようになっている。当とう然ぜんだろう。


「さて安井さん。あなたのような男にそんなセクハラ行為をされたら、ほとんどの女性は抵抗すると思いませんか？」


　すぐさま堀内が立ち上がる。


「ちょ、ちょっと待ってください、異議を申し立てます！　その質問は証人を不当に辱はずかしめるものです！」


「異議を認めようと思います。弁護人、少し言葉を慎つつしんでください」


「分かりました、では質問を変えます。


　安井さん、若い女性が恋人でもない男にいきなりお尻のポケットに手を突っ込まれれば、嫌いやがるのは当然ですよね？　しかも、掃除しているところに突とつ然ぜん男二人が押しかけてきて、わけのわからないまま突然泥棒呼ばわりされ、体を撫で回されたら？」


「…………」


「証人は質問に答えて下さい」


　安井は答えようとしなかったので裁判長が促うながす。しかし、七郎は証言台の上で何度か身をよじっただけで人の理り解かいできる言葉を発することはなかった。


　俺は裁判長に向き直った。


「裁判長。この証人は自分でなんと答えるべきなのか、すでに理解しているようです。口にしたくないだけでね。そのことは陪審員の皆さんもよくお分かりのようですから、弁護側は次の質問へ移りたいと思います」


「……分かりました、いいでしょう」


　裁判長がやれやれと言わんばかりにかぶりを振ふった。


　用意はすべて整ととのった。


　俺の依い頼らい人にんに無実の罪をなすりつけようとしたこの男──安井七郎は、今や完全に打ちひしがれ、法廷内のあちこちから敵てき意いの視線を向けられている。ただ、俺の依頼人に対する疑ぎ惑わくはまだ完全には晴れていないだろう。七郎がセクハラ行為をしたのは充じゆう分ぶん理解されただろうが、彩崎のポケットから宝石が出てきた点については、未だ何ら反証されていないからだ。


　とはいえ、陪審員や傍聴人が、弁護側に好意的になっていることは間違いない。


　この絶ぜつ好こうの場面で、俺は用意していた爆ばく弾だんに火を点つけることにした。


「さて、安井さん。あなたは競けい馬ばなどの賭かけ事ごとをおやりになりますよね？」


「そ、そんなもの誰だってやってますよ」


　堀内はギクリとしたように声を裏うら返がえらせて答えた。


「では、それらの賭け事で負けが続き、急にお金が必要になったことはありませんか？」


「賭け事をやっている人間なら、そんなこと誰にでもあるでしょう！」


「では、あなたは賭け事の負けを埋うめるために、宝石を質しち屋やへ入れに行ったことはありませんか？　それも二か月ぐらい前から」


「ちょ、ちょ、ちょっと待って下さい！」


　ざわつき始める傍聴席を尻目に、慌あわただしく堀内が立ち上がった。


「異議を申し立てます！　これは明らかに本件とはかけ離はなれた質問です！」


「……異議は却下します。弁護人、質問を続けなさい」


　俺は裁判長に深々と頭を下げた。


「ありがとうございます。さて、安井さん」


　俺は机の上から一枚の紙を取り上げた。それこそが、匿とく名めい電話の情報を元に影野が見つけてきた証拠品。


「ここに一枚の領りよう収しゆう書しよがあります。これによるとあなたは二か月前、高価な宝石を質に入れているようですね」


「静粛に！　静粛にしなさい！」


　安井が答える前から裁判長が槌を叩く。傍聴席からの雑ざつ音おんが無視できないほど大きくなっていたからだ。


「証人は質問に答えなさい」


　法廷がなんとか静粛さを取り戻すと、裁判長が七郎に言った。七郎は冷ひや汗あせを額ひたいに浮うかべ、落ち着きなく周囲を見回し、誰も自分に味方してくれないことを理解したところでようやく口を開いた。


「た、確かに宝石を質に入れてお金を手に入れたこともあります。し、しかしその宝石は元々私の所しよ有ゆう物ぶつでした。やましいことなんかしてません」


「その通り、その質しち草ぐさとなった宝石があなたの所有物であったのか、あるいは他の誰かのものであったのかを立証することは弁護側にはできません。


　しかし、なぜ宝石が紛失し始めたのと同じ時期に、あなたは宝石を質に入れたのか？　また、なぜあなたが宝石を質に入れたのと同じ時期に雇われたメイドに、あなたは窃盗罪の偏見を抱いだいたのか？


　安井七郎さん、出来ましたらこれらの疑問について明めい確かくな証言をして頂けませんか？」


「ぐ、偶ぐう然ぜんだっ！　そうに決まってる！」


　堪こらえきれなくなったか、七郎が怒ど鳴なった。


　俺が意い図と的てきに口を閉ざしたので、法廷内に数秒間の沈ちん黙もくが訪おとずれた。唯ゆい一いつの例外は、妙に息を荒あらくした証人だけである。


　俺は〝追い詰つめられた証人の図〟を存分に法廷内の人間に示してから、肩をすくめて付け加えた。


「結構。私は何もあなたがこの事件の真犯人だと告こく発はつするつもりなんかまったくありませんよ。それは検察側のやることですからね。もう少し落ち着いてお答え下さい」


　俺は法廷内を見回した。


「法廷内の全ての皆さんに申し上げます！　証人はあくまで偶然を主しゆ張ちようしたと御ご記き憶おく下さい！　いいですか、偶然ですよ。この証人が、宝石がなくなり始めた時期に質屋へ宝石を持っていったのは単なる偶然なんだそうです！」


　法廷内に苦笑があふれ、安井七郎は恨うらめしげな視線を俺に送りつける。


　もう充分だ。あとはもっとも合ごう理り的てきな推すい理りを、陪審員に聞かせてやりさえすれば、この裁判は終わりだ。


　俺は再度七郎に向き直った。


「さて安井さん。あなたは被告人がワナを仕掛けた宝石箱のある部屋に入る直前に、箱からこっそりと一つだけ宝石を取り出していたのではないですか？　そうすると被告人が部屋に入って三分後に警報が鳴ることになり、あたかも彼女が自分で宝石を盗み取ったかのような印象を受けることになります。被告人が部屋へ入ってから何分経たったかなんて、調べてないでしょうしね」


「い、異議あり！　これは根拠のない空くう論ろんです！」


　俺は堀内の言葉を無視して続けた。


「あなたは被告人のポケットに手を突っ込み、宝石を見つけたと証言しました。しかし、実はあなたが被告人のポケットに手を突っ込むとき、紛失したはずの宝石をこっそり手に隠し持っていたのではありませんか？」


「異議あり、異議あり！　これもまた根拠のない空論です！　弁護側は本法廷を攪かく乱らんしようとしております！」


　往おう生じよう際ぎわの悪い検事である。


　俺が言葉を紡つむぐ度に大きくなる傍聴席からの雑音に、裁判長が何度も槌を叩いて注意する。


　ようやく静かになったのを確認すると、裁判長はゆっくりと首を振った。


「根拠がないという検察側の理由には同意しかねます。検察側の異議は却下します」


　七郎は証言台でがっくりとうなだれ、堀内検事もため息をつきながら席に座り込む。


　傍聴席からは冷たい視線が証言台に注ぎ込まれ、陪審団、それも女性に限かぎって言えば、軽けい蔑べつするような視線が七郎に向けられている。対たい照しよう的てきに、被告人席には暖あたたかみさえこもった視線が向けられるようになった。


「裁判長、以上をもってこの証人への反対尋問、及および弁護側の反証を全て終了したいと思います。同時に、堀内検事に本件の棄き却きやくを提てい案あんしたいと思いますが、いかがですか」


「ふむ。堀内検事、どうですか？」


　すると堀内はバネ仕掛けの人形のごとく椅子から立ち上がり、


「検察側にそのつもりはまったくありません！　なぜなら──」


「堀内検事」


　堀内が勢い込んで演えん説ぜつを始めそうな雰ふん囲い気きを見せたので、裁判長はどこかげんなりした様子を見せながらその言葉を中ちゆう断だんさせた。


「あなたが本件の棄却に同意しないのなら、弁護側、検察側双そう方ほうに最終弁べん論ろんをする権利があります。しかし、最終弁論は弁護側からという審理の順番は遵じゆん守しゆして頂けませんか？」


「……分かりました」


　堀内は不承不承頷いた。


「よろしい。ではまず山鹿弁護人、最終弁論を始めて下さい」


「はい、裁判長」


　俺はゆっくりと立ち上がって陪審団の方に向き直り、ニヤリと笑いながら肩をすくめた。


「陪審員の皆さん。弁護側はこれ以上なにも主しゆ張ちようしたいことはありません。真実は皆さんが見た通りなのですから。


　検察側はこれから長々と演説を行って皆さんの眠ねむ気けを誘さそい、何より皆さんの貴き重ちような時間を奪うばおうとするでしょう。弁護側にはこれ以上皆さんの貴重な時間を奪う気はさらさらありません」


　と、そこで一いつ旦たん言葉を切り、苦笑しながらこう付け加える。


「本ほん音ねを言いますと、私はさっさと帰って昼ひる飯めしを食いたいだけなんですがね」


　笑いがもれた。


「もう正午を過ぎています。皆さんも私と同じようにそろそろお腹なかが空すいてきたのではありませんか？


　繰くり返しますが、全ての真実は皆さんが目にした通りです。堀内検事が我われ々われの腹の空き具ぐ合あいをものともせず、どれほど長い演説をしたとしても、真実を変えることなどできません。


　では、皆さんと同じ腹を空かせた人間の一人として、堀内検事の演説が一いつ刻こくも早く終わることを祈いのりつつ、これで全ての弁論を終えたいと思います」


　傍聴席から絶え間なく聞こえる苦笑の中、俺は悠ゆう然ぜんと席に座り込んだ。


　裁判長が重々しく頷いた。


「よろしい。では堀内検事、どうぞ」


「は、はい、裁判長」


　堀内にも今法廷がどんな状じよう態たいにあるのかは分かっているに違いない。勝てる見込みがないことも知っているに違いない。


　しかし、堀内が今回の審理を受け持ったのは上からの圧あつ力りよくを受けてのことだと言っていた。途と中ちゆうで投げ出すわけにもいかないのだろう。すさまじきものは宮みや仕づかえである。


「さ、さて皆さん。


　人間というものは欲よく望ぼうを持っています。それはどんな人でも例外はありません。


　想そう像ぞうして下さい。もしあなた方が、誰も見ていない場所でお金が落ちているのを見つけたら？　人間には欲望があります。誰も見ていないならそのお金を自分の物にしたいと思ってしまうこともあるでしょう。それは罪ではなく、誰もが抱いだく欲望です。しかし、陪審員諸しよ氏しをはじめとした正常な人間としての責任感を有した方々なら、自らの自じ制せい心しんによってそれを自分の物にすることはあり得えないでしょう。


　さて、ある女性がいました。彼女はなんら前ぜん科かのないマジメな女性でした。先ほども述のべましたが、人間というものは欲望を持っており、それはどんな人でも例外はありません。彼女は誰も見ていない部屋で一人になり、その部屋には高価な品々が置かれていました──」


「一分経けい過か」


　俺が腕うで時ど計けいを見ながらわざとらしく呟つぶやくと、傍聴席と陪審席から苦笑がもれる。


「さ、裁判長！」


　横よこ槍やりを入れられた堀内が必ひつ死しの形ぎよう相そうで裁判長に訴うつたえる。頼たのむからあのふざけた青二才を黙だまらせてくれ──。


　裁判長はため息をつきながら俺の方を見た。


「山鹿弁護人？」


「ああ、これは失礼しました。つい口に出てしまいまして」


　俺は白しら々じらしくチビ検事に頭を下げてみせた。


「結構。堀内検事、続けて下さい」


　堀内は恨みがましく俺を睨んだが、めげずに胸を張はって演説を再開した。


「誰も見ていない部屋で、置いてあった宝石を自分の物にしたいと思ってしまう──そう思ってしまうこと自体は罪ではありません。しかし彼女の場合は、正常な人間に求められるべき自制心がわずかながらに欠けていたのです。欲望を持つことは罪ではない、しかし欲望を自制し切れず、それによって他人の財産を奪うばうこと、これはれっきとした犯罪です。罰ばつせられて然しかるべき行こう為いであり、その罰は彼女のためにもなり、また、あらゆる同種の犯罪に対する抑よく止しにさえ繫つながるでしょう。


　弁護側のパフォーマンスに騙だまされてはいけません。


　我々検察側証人として呼ばれた二人の親子、とりわけ安井五郎氏は数代に続く名家の当主です。その人望たるやこの国の政財界にまで影響を及およぼし、多大なる尊そん敬けいを一身に集めているのです。陪審員の皆さん、彼の堂々たる証言を見ましたか？　その御子息たる七郎氏も同様です。弁護側はあらゆるこじつけ、誘ゆう導どう的てきな尋問を用い、彼らの揚あげ足を取ろうとしました。それが非常に巧たくみな方法であったことは否ひ定ていしません。しかしながら──」


　俺はわざとらしく大きな声で呟いた。


「腹減へったなあ」


　法廷内に爆ばく笑しようが起こった。


「さ、さいばんちょおおお！」


　情けない顔をしながら堀内が裁判長に訴える。頼むからあのたわけた青二才の口を閉じさせてくれ──。


　裁判長は盛せい大だいなため息をつきながら俺の方を見た。


「……山鹿弁護人？」


「すいません、もう二度と口を挟まないことをお約束します。堀内検事、どうぞお続け下さい」


　堀内は半ばヤケ気味に続けた。


「しかしながら、真実は一つしかありません！　被告人が一人で掃除をしていると必ず宝石のような高価な品がなくなり、そして彼女のポケットからは宝石が出てきたのです！　これは何人たりとも動かせない事実なんです!!」


　そこまで言うといささか落ち着いたのか、幾いく分ぶんトーンを落として続けた。


「陪審員の皆さん。正せい義ぎは今やあなた方の手にあるのです、どうか弁護側のたわごとに惑まどわされ、判はん断だんを誤あやまらぬようお願いします。以上です!!」


「……よろしい」


　裁判長はゆっくりとした動どう作さで俺と堀内を交こう互ごに見み比くらべた。


「以上で検察側、弁護側双方の弁論は全て終了しました。これより陪審員の皆さんには審しん議ぎに入ってもらいます」








　五分後。


　陪審団が全員一いつ致ちで本件の棄却を支し持じしたことは、付け加えるまでもないだろう。







　　　　十一月六日　午後二時十分　山鹿法律事務所







　裁判を終え、昼飯を食ってから──残ざん念ねんながら雪奈の手料理ではなく外食だった──雪奈とついでに皐月を伴ともない、事務所に戻もどった頃ころには午後二時を過ぎていた。彩崎姉妹は何度もお礼を言いながら、仲なか睦むつまじく家に帰っていった。


　裁判は終わった。俺の依頼人は無罪となり、どこぞのチビ検事の敗北記録がまた一つ増えた。本来ならこれで一いつ件けん落らく着ちやくなのだが、今回はまだ一つ用事が残っている。無む償しよう奉ほう仕しをしてやるほど俺はお人ひと好よしではない。


　俺は仕事用のデスクに座ると、雪奈に言った。


「雪奈、もう少ししたら安井ってヤツから電話がかかってくるからな」


「安井、ですか……？」


　雪奈が何気なく言うと、皐月がはっとしたように、


「安井って、あの悪あく徳とく親子じゃないの!?」


「そうだ。なーに、ちょっと落とし前をつけさせるだけさ」


「お、オトシマエ……ですか？」


　聞き慣なれない言葉だったのだろう、雪奈と皐月は顔を見合わせた。


　俺はその光景に苦笑しながら腕時計を見た。午後二時過ぎ。法廷では安井家から何もコンタクトがなかったので、そろそろ事務所の方に電話の一本も掛かかってくると思ったが、向こうも色々と都つ合ごうがあるらしい。あるいは昼飯を食ってる間にすでに電話があったのだろうか？


「雪奈、お茶でも入れてくれないか？　少し時間がかかりそうだ」


「はい、分かりました」


　そう言って雪奈は事務所の奥へ行った。ガスが使える台所があるのだ。


　電話が鳴り出したのは、雪奈が持ってきたお茶をいくらかすすってからだった。


　この事務所の電話番である雪奈がまず受話器を取ろうとしたが、俺はそれを手で制せいする。


「雪奈、もし相手が安井家に係わる者だと名な乗のったらこう言え。〝山鹿弁護士は今忙いそがしくて電話に出られません〟ってな」


「え……。いいんですか？」


　俺はニヤリと笑ってみせた。


「こう見えても俺は意い地じが悪いんでね」


「それは確かよね」


　余よ計けいな突つっ込こみが入る。


「伊い予よちゃん、それは言い過ぎよ」


　雪奈は皐月の言葉に苦笑しつつ、受話器を取って丁てい寧ねいな口調で応おう対たいした。……そこは苦笑するところなのか、と俺はかすかな疑ぎ問もんを持ったが黙っておくことにした。


「はい、山鹿法律事務所です」


　二言三言話すと、雪奈は俺を見て頷いた。どうやら目的の人物かららしい。


「……すいません、山鹿弁護士は今ちょっと忙しいそうでして。……はい？……分かりました、少々お待ちください」


　雪奈は受話器口に手を当てて俺に顔を向けた。


「重要な用件だから、どうしてもすぐ取り次いでもらいたいそうですけど」


「こう言え。一分ほどお待ち下さいってな。あとはメロディボタン押して受話器置いちまえ」


　雪奈は多少戸と惑まどいつつも俺の言いつけを忠ちゆう実じつに実行し、受話器を置いた。


　そのまま十数秒の沈ちん黙もくが流れる。


「出ないんですか？」


　雪奈が言ったが、俺は悠ゆう然ぜんと茶をすする。


「せっかく雪奈が淹いれてくれたお茶じゃないか、電話に出るよりこっちの方が重要だ。日本茶は冷めたらまずいんだぞ？」


「……はあ」


　雪奈は電話相手のことを気き遣づかっているのだろうか、受話器と俺との間で忙しく視線を往おう復ふくさせていたが、俺が相あい変かわらず電話に出る気がないことを悟さとると、諦あきらめたように湯のみに口をつけた。


　たっぷり五分は経たっただろうか。雪奈の入れてくれた緑茶を飲み干ほし、ようやく俺は受話器を手に取った。


「山鹿だ」


『よ、ようやく出て頂けたか』


　五分も焦じらされ、やや上ずった、それでいて皮ひ肉にくのこもった声が聞こえてくる。


『私は宮みや里さと雄ゆう三ぞう、安井五郎氏の代だい理りをしている弁護士だ』


「ああ、それはそれは、お待たせして失礼した。何しろ今は起き訴その準備で忙しいもんでね。名めい誉よ毀き損そんのな」


　ぐっ、と息を呑のむ音が受話器越ごしに聞こえた。


『……お互たがいに、もったいぶった前置きは無しにしようと思うんだが』


「そりゃ結構。で、御ご用よう件けんは？」


『単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう。我々としては、今回そちらの依頼人の名誉を傷つけたことを率そつ直ちよくに詫わび、償つぐないをする用意がある。だが、こちらにも面子メンツがある。今回の件はあくまで示じ談だんという形で決着をつけたいと思っているんだがね』


「それはお互いにとって非ひ常じように有ゆう益えきな解かい決けつ方ほう法だな。いやまったく」


『それで示談の条件だが、まずそちらの──』


「そちらの言った通り、まどろっこしい話はナシだ」


　俺はやんわりと相手の言葉を遮さえぎった。


「こっちとしては、俺の依頼人の名誉が回復され、かつこれまでに被こうむった精せい神しん的てき、社会的、将しよう来らい的てきその他諸もろ々もろの賠ばい償しようにさえ応おうじるというのなら、今後決してこの件を公おおやけにすることはないだろう。


　はっきりと言ってもらおうか。いくらまで出す？」


　それでようやくオトシマエの意味が分かったらしく、雪奈が納なつ得とくしたような顔になった。皐月は〝こんなことだろうと思った〟とでもいいたげに、なぜか腕を組んで不ふ満まんそうな顔をしている。


『こちらとしては、一〇〇〇万──』


　がちゃん、という大きな音が事務所内に響いた。受話器が叩きつけられた音である。こういう時だけは、コードレスの電話を使っていないことを幸運に思う。スイッチでピッと切るのではなんの示じ威い行動にもなりゃしない。


　雪奈の心配そうな視線が俺に向けられたが、俺は大げさに肩をすくめただけだった。


「なーに、すぐにまたかかってくるさ」


　十秒と経たたない内に再び電話が鳴り出し、俺の予言した通りとなった。今度は雪奈を介かいさずに俺が直接電話に出る。


「はい、こちら山鹿法律事務所」


『……私だが』


「ああ、先ほどは失礼した。ついうっかり受話器を落としてしまったもんでね。いや、本当に申し訳ない。それで、聞き逃してしまった金額をもう一度言ってもらいたいんだが」


『…………』


　今度はすぐに返事がなかった。


『いいか、山鹿弁護士。こちらは八桁けたの額がくを提示したんだぞ？　君も弁護士なら知っているだろう、この国で名誉毀損で訴うつたえたとしても、得られる金額はせいぜい七桁が限げん界かいだということを』


「それがどうした？」


『そ、それがどうしただと!?　ひ、一つ忠ちゆう告こくしておくが、あまり調子に乗らないことだな。こちらとしては──』


「早く額を言えよ。時間がもったいねーだろ」


　受話器の向こうからはっきりと舌打ちする音が聞こえた。


『一二〇〇ま──』


　がちゃん。


　再び俺に二人の視線が集中する。特に雪奈の表情には戸惑いがありありと出ていた。こんなのはまだまだ序じよの口だぞ──とは言えない。


　しかし、今頃受話器の向こう側で安井七郎を中心に展開されているだろう怒ど鳴なり合いのことを考えると、自然と表情が緩ゆるんでくる。いつも俺のことを「鬼！　悪魔！　資し本ほん主しゆ義ぎの権ごん化げ！」と罵ば倒とうする皐月の言葉もあながち的まと外はずれでもないような気がしてくる。


　再度電話が鳴り出したのは、それからたっぷり三十秒ほどが経けい過かしてからだった。


「山鹿法律事務所です。どちら様で？」


『……この辺で勘かん弁べんしてくれないか』


　疲れ切った宮里雄三弁護士の声。


「これはこれは宮里弁護士。さっきはすまなかった、ついうっかり電話線に足を引っ掛けちまってな」


『君は相そう場ばぐらいわきまえていると思っていたんだが』


「あんたらがどんな相場を参さん考こうにしてるんだか知らないが、一般的な相場なんぞ俺の知ったこっちゃない、こっちにはこっちの希き望ぼう額がくがある。そっちの提示額と差があれば示談は不成立、それだけの話だ。さあ、さっさと額を言い直せ」


　相手が下した手てに出ることしかできないことを見み越こし、横おう柄へいな態たい度どで接することに快かい感かんを感じてしまう俺は、ひょっとしたら弁護士失しつ格かくなのかもしれない。


『……名誉毀損の示談金としては破は格かくだが、どうしてもというのなら一五〇〇万まで出す用意はある。ただし、これ以上要よう求きゆうするなら──』


　俺は受話器を右の拳こぶしで殴なぐりつけた。ゴンという鈍にぶい音が響ひびくが、回線は閉じない。


「おっとっと、失礼。ちょっと受話器を落としそうになっちまってな。なに、安心してくれ。さすがにそう何度も電話をかけ直させるようなことはしないつもりだからな」


『…………』


　ぼちぼちこの弁護士も、抑おさえ切れないほどの怒いかりがこみ上げているに違いない。


　一五〇〇万。日本での名誉毀損の示談金としては、とてつもなく高い金額だ。だが、相手の弱みを握っている以上、この程てい度どで譲じよう歩ほしてやるつもりはこれっぽっちもなかった。


　大体、向こう側もこの手の交渉はあまり経験がないらしい。ちょっと強気に出ただけでこうもポンポンと値ね段だんを吊つり上げてくれるとあっては、こっちとしてもそう簡単に合意してやる気がなくなるというものだ。


「さて、それで一五〇〇だったっけ？」


『……そうだ』


「話にならんな」


『な、なんだとっ？』


「俺の依頼人には病びよう床しようの母親、それに弟や妹までいる。母親の医い療りよう費ひと、弟と妹の二人が成人するまでの学費や生活費その他を考えれば、一五〇〇万程度じゃ足りやしない」


『そ、そんなこと知るか！　それはそっちの都つ合ごうだろう！』


　俺はこれみよがしにため息を吐ついた。


「やれやれ。あんたらには誠せい意いってやつがないのか？


　いいか、よく聞け。たった一人で家族を養い、社会を歩んできた立りつ派ぱな女性がいる。その女性に、あんたらは泥どろ棒ぼうの容よう疑ぎをかけ、社会的に抹まつ殺さつしようとしたんだ。もしあんたらに少しでも悪気があったと思うのなら、その家族に経済的な支し援えんの一つでもしてやろうって気になるはずだろ？　違うか？」


　名目を並べたててはいるが、ようするにこういう意味だ。もっと金出せ。


『……具体的に言ってもらおう。いくら出せと？』


　宮里弁護士もその辺はわきまえているらしい。俺は安心して希望額を言った。


「四人家族だから四〇〇〇ってとこだな」


『ふ、ふざけるな！　貴き様さま、つけあがるなよ！　四〇〇〇万だと!?　たかだか窃盗罪の汚お名めいを着せたぐらいで四〇〇〇万も出さねばならん理り由ゆうはない！　そんな額は絶ぜつ対たいに払はらわんからな！』


「いいだろう、交渉は決けつ裂れつだ。じゃああんたの雇やとい主にこう伝えといてくれ。傍聴席にたくさんのマスコミを座らせた法廷で再会するのを楽しみに待っているとな。今日の法廷を見てもらっても分かるだろうが、証人を尋問でズタズタにしてやるのは俺にとって趣しゆ味みみたいなもんだからな。それに、俺は名誉毀損だけで訴うつたえるつもりはない。考えてたんだが、セクハラで安井七郎を刑事告訴するってのも悪くないだろ？　まあいいや、とりあえずあんたの依頼人によろしくな」


『ま、ま、待ってくれ、電話は切るな！　分かった、少しだけ待ってくれ！』


　俺はニヤリと笑いたくなるのを必死にこらえなければならなかった。


「いいだろう、少し待ってやる。少しだけだぞ、早くしないとまた電話が原げん因いん不ふ明めいの故こ障しようを起こすことになるからな」


『くっ……』


　しばらく受話器の向こうでぼそぼそと何か相そう談だんする気配があった。安井七郎らしき若い男の怒ど鳴なり声が何度か聞こえたので、多少長引くかと思ったが、一分とかからず相談は終わったようだった。


『分かった、三〇〇〇万まで出す！　それで文句は無いだろう！』


　ざっとこんなものだ。名誉毀損の示談金として三〇〇〇万。文句があろうはずがない。


「当然、それは名誉毀損の示談金として俺の依頼人に全額渡されるべき金額だろうな？」


『もちろんそうだ』


「結けつ構こう。ではそれはそれとして、俺に支し払はらわれる報ほう酬しゆうの方はどうなるのか教えてもらおうか」


『な、なんだと!?』


「弁護士ってのはボランティアでやっていけるもんじゃないからな。今回の件で俺への報酬はもちろん必要だろう？　だが、あんたらが今提示した金額は、あくまで名誉毀損の示談金として俺の依頼人に全額払われるべきものだ。それとは別に、今回の件を引き起こしたあんたらには、俺の依頼人が払わなければならない経けい費ひを肩かた代がわりする義ぎ務むがある。違うか？」


　ようするにこういう意味だ。もっと金出せ。


　我われながら無む茶ちやな屁へ理り屈くつだが、相手が下手に出ている時は有ゆう効こうである。


『ふざけるなっ！　これ以上は──』


　ガツン、という鈍にぶい音が響く。俺が受話器を机に叩きつけた音である。


　今回の件が終わったら、示談の交渉は当分すべきではないだろう。でなきゃこの受話器が壊こわれるのもそう遠くないに違いない。


「おっと、失礼。何か言ったか？」


『…………』


「なに、俺もそう欲が突つっ張ぱってるわけじゃない。とはいえ、今回の件じゃ調査のために色々と人を雇ったりしたからな。あんたも弁護士だから知ってるだろうが、経済的な利り益えきが三〇〇万以上三〇〇〇万以下の場合、一般的な弁護士の報酬の額は一〇％となっている。だが俺はそこまで強ごう欲よくじゃない。その半分もあれば充分だ」


『……少し待ってもらおう』


「結構。ゆっくり相談してくれ。ああ、でもそう長いこと相談されるのは困るがな。さっきも言ったが、うちの電話はいつ切れてもおかしくないような状じよう態たいでね」


『……三分とかからないようにしよう』


　だが、今度の相談は一〇秒ほどしかかからなかった。いい加か減げん、向こうも怒りを通り越して諦あきらめの境きよう地ちに到とう達たつしたのだろう。


　宮里は憔しよう悴すいし切った声で言った。


『分かった。その条件を飲む』


「それはそれは。めでたい、これで俺とあんたは無む駄だな争いをする必要がなくなったってわけだ。やっぱり裁判で血みどろの争いをするより、お互い気持ちよく和わ解かいするってのが一番だよな。あんたもそう思わないか？」


　宮里弁護士は俺の質問を無視し、『後日伺うかがう』とだけ言って電話を切った。


「ま、ざっとこんなもんだ」


　俺は皐月と雪奈を振ふり返って言った。


「……いくらなんですか？　何か凄すごい数字が聞こえてきたんですけど」


　おずおずと雪奈が言った。俺はニヤリと笑って指を三つ立てた。


『さ、三〇〇万!?』


　その叫さけび声は、雪奈と皐月の口から寸すん分ぶん違たがわず同時に発せられた。


「……善ぜん行こー、あんたのことは鬼か悪魔だとは思ってたけど、まさかそこまでとは思わなかったわ」


　皐月が軽蔑した口調で言った。俺は苦笑しながら付け足した。


「違う、もう一桁上だ」


　そう言うと、さすがに皐月の表情も驚きよう愕がくに染まった。


「さ、三〇〇〇万円!?」


「鬼！　悪魔！」と皐月の罵ば倒とうが鳴り止やまぬ中で、俺はどうやってこの事を彩崎麻衣に伝えるかを考えていた。いい加か減げん、お礼は聞き飽あきた。


　しかし、いくら金が有り余あまっているヤツを相手にしたからとはいえ、たかだか数日の出来事で数千万もの金を巻き上げる──。これだから弁護士は一度やったらやめられない。
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　金持ちを散さん々ざんコケにし、一いつ件けん落らく着ちやくとなった次の日。


　皐月がまだ学校なのはどうでもいいとして、残ざん念ねんながら雪奈も今日は大学で留る守すだった。


「用件を伺おうか」


　俺の言葉にいささかの警けい戒かい心しんがにじみ出ていたことは、自分でも認みとめざるを得えなかった。


　俺は一人の客を迎むかえていた。それも、つい昨日俺が散さん々ざんコケにした人物だった。


「君に相談したいことがある」


　安井五郎は、名家の当主らしい威い厳げんのこもった声でそう切り出した。


「つい昨日まで敵対していたあんたが、俺に相談だと？」


「その事はすまなかったと思っている。私の方に非ひがあったのだ、結果的に示談という形は取ったが、示談金を惜おしんだつもりもない。その点を誠意として受け取って欲しいものだな」


　その言葉には確かに噓うそはなかった。示談金と俺への弁護料、しめて三一五〇万円は昨日の内にあっさりと振ふり込まれたのだ。つくづく、金持ちという人種は恐おそろしい。


　俺は椅子に浅く座り直すと、横柄に足を組んで安井に先を促うながした。


「いいだろう、それで？」


「一つ、弁護士としての君に相談したいことがあってな」


「犯罪でもやらかしたのか？」


「いいや。これは民みん事じに係わる相談だ」


「あんたにゃ宮里とかいう顧こ問もん弁護士がいるだろう。法律相談がしたきゃ、そっちに訊きいた方がいい」


　大体、民事は苦手だ──と、俺は心の中で付け加えた。


　俺の提案に、安井は軽く首を振った。


「あれは駄だ目めだ。身内に関わりすぎておる。これは君のような外部の人間にしかできない相談なのだ。もちろん、相談料は払はらおう。いくらだね？」


「…………」


　金に釣つられる、というのはあまり気分がいいものではない。


　が、弁護士として相談に乗ってやるだけで利り益えきが得られるなら、と考えられないほどの朴ぼく念ねん仁じんでもないつもりだった。


「とりあえず二万出せ」


　法律相談は三〇分五〇〇〇円というのがウチの相そう場ばだったが、金持ち相手なのだから、とふっかけてみる。だが、安井はなんら抗こう議ぎすることなく黒皮のサイフを取り出すと、二枚の札をテーブルに置いた。


　……しまった。こうもあっさり金を出されると、今いま更さら引くに引けないではないか。仕し方かたなく俺は黙ってそれを取り、背せ広びろの内ポケットにしまった。


「話を伺おうか」


「見ての通り、私はもうあまり長くはない」


　俺は改あらためて安井を見た。確かに老人と呼ばれる域いきには入っているだろうが……。


「二十年ぐらいは持ちそうに見えるがな」


「運がよければそれぐらいは持つかもしれん。だが、つい一か月ほど前にも一度心しん筋きん梗こう塞そくで倒れたことがあってな。その時はどうにか助かったが、少し忙せわしく生きすぎたらしい。いつくたばるかは分からん。


　君も知っているだろうが、私にはいくらか資し産さんがあってな。私が死ねば当然それは遺い産さんとなるわけだ。遺産は全て私の二人の息子、六ろく郎ろうと七郎に引き継つがれるわけだが──」


　安井じいさんはそこで一いつ旦たん言いづらそうに言葉を切った。


「君も見ただろう、七郎のあの性格を」


「……ああ」


　安井七郎。俺の依頼人だった彩崎麻衣をハメた張ちよう本ほん人にん。高こう慢まんちきで親のスネかじりにして甲か斐い性しようなしの青二才。


「七郎には六郎という兄がいる。あれは出来た息子だ。だが、七郎は私の不ふ肖しようの息子だ。自分の子供は眼めに入れても痛くはないというが、あれについて言えば例外だな。父親の私が言うのだから間違いない。今回の件で思い知らされたよ。まったく、私の悪い部分ばかりを受け継つぎおって……」


　五郎は吐はき捨すてるように言った。自分の父親にこうまで言われては七郎も浮うかばれない。


「それで？」


「あれに遺産を継がせたくない。生活に困らない程度の遺産はくれてやってもいい。だが、それ以上は駄目だ。私は、安井家に生まれたことを誇ほこりに思っておる。安井家の維い持じと発展には、六郎の才さい覚かくと私の資産が不ふ可か欠けつだろう。そこで君に相談なんだが……」


「遺産を引き継がせない方法を教えろってのか？」


「そうだ」


「そんなこと、俺に相談するまでもない。あんたの弁護士に頼たのんで遺ゆい言ごん書しよの書き方でも教えてもらえばいいだろう」


　安井は苛いら立だつように指で自分の膝ひざをトントンと叩いた。


「そんなことをしてみればどういうことになるか想像つかないかね？　七郎は遺言書無む効こうの裁判を起こし、六郎を巻き込んでくだらない茶ちや番ばん劇げきを何年も続けるだろう。そんなことで我わが安井家の名を汚けがすわけにはいかん」


　確たしかにあの男なら、それぐらいのことはやりかねない。


　遺言書は、財産分ぶん与よのもっとも重要な指し針しんとなるものだ。しかし、たとえば遺言書を書いた人物が、精神的に不安定だったなどと訴えれば、遺言書を無効にすることは不ふ可か能のうではない。遺言書が無効になれば、遺産は法ほう律りつにのっとって相続権の持ち主に平びよう等どうに分ぶん配ぱいされることになる。


「それに、遺い留りゆう分ぶんというものがあるんだろう？」


　じいさんは確かく認にんするように言った。


「ああ、確かにな」


　遺留分。被ひ相続人──すなわち財産の持ち主──の配はい偶ぐう者しやや子供に、一定の割合で遺産を相続できることを保ほ証しようする制せい度ど。


　たとえばこの安井五郎というじいさんが遺言書を書くことなく死亡し、相続権を持っているのが六郎と七郎だけだった場合、遺産は二人の間で二分の一ずつ均きん等とうに分配される。


　しかし、もし〝財産の全てを六郎に相続させる〟という遺言を五郎が残していた場合、遺産は全て六郎のものになる……というわけではないのだ。


　民法では、残された遺族が遺産を一いつ切さい相続できなくなることによって、突とつ然ぜん路ろ頭とうに迷ったりすることのないよう、一定の割合で遺産が相続できることを保証している。それが〝遺留分〟というものだ。


　遺留分によって保証される割合は、法律で定められた本来受け取るべき遺産の半分。五郎が死んで相続人が六郎と七郎しかいない場合、二人が相続できる割合は法律で二分の一ずつと定められているから、さらにその二分の一──すなわち全体の四分の一が遺留分によって確かく実じつに相続できることが保証されているのだ。


　つまり、仮にこのじいさんが〝遺産の全てを六郎に引き継がせたい〟と遺言を残したとしても、少なくとも遺産全体の二五％は七郎に持っていかれるということになる。


　安井五郎はかぶりを振った。


「遺産の四分の一を七郎が持っていくとなれば、六郎が私の会社を維持していくのにも支し障しようが出るだろう。七郎には二〇分の一の遺産があれば生活する分には苦労はないはずだ。何か……良い方法はないだろうか？」


　態たい度ども声も堂々としたものだったが、どこか切せつ羽ぱ詰つまった様子が見受けられた。とはいえ、この手の相談となると肩をすくめるしかない。


「遺留分というのは法律で定められた制度だ。たとえ裁判でこの制度の是ぜ非ひを争ったところで、勝てる見込みは確かく実じつにゼロだ。


　弁護士としてあんたの疑ぎ問もんに答えるとすれば、模も範はん解かい答とうはたった一つだな。何人もケチのつけられないような証人を見つけ、何人もケチのつけられないような医者の健けん康こう診しん断だん書しよを用意し、何人もケチのつけられないような立りつ派ぱな弁護士の指し導どうの下で、完かん璧ぺきな遺言書を作り、遺産の七五％を六郎に引き継がせることで我が慢まんする。それが最善だろうよ」


　安井五郎が感かん銘めいを受けた様子は微み塵じんも感じられなかった。


「仮に君の言ったとおりにしたとしよう。その上で、もし君が七郎に雇われた弁護士だったとしたら、より多くの遺産を七郎に相続させるためにはどうするかね？」


「決まってる。矛む盾じゆんしてるようだが、俺に言わせりゃ、完璧な遺言書を書くことなんて不可能なことだ。どんな立派な医者だろうと、ケチを付ける要よう素そは一つや二つあるもんだ。そこを突ついて健康診断書を無効にさせた上で、あんたは遺言書を書いていた時にはボケの症しよう状じようが出ていたと訴える。その訴えが認みとめられれば、遺言は無効となり、あんたの遺産は二人の息子の間でキレイに二等分されるってわけだ」


　安井は大きく息を吐はいた。お気に召めさなかったのは明白だった。


　一応金はもらっているので、俺は持ち前のサービス精神を発はつ揮きし、もう一つ提案してやることにした。


「ならこんな方法もあるぞ。〝七郎は親に迷めい惑わくを掛かけっ放しなので相続権を剝はく奪だつして下さい〟と家庭裁さい判ばん所しよに訴えるのさ。相続権が剝奪されればさすがに〝遺留分〟も関係ない。遺産は全て六郎のものになるし、その上であらためて〝一部の遺産だけは七郎にくれてやる〟と遺言書に書くこともできるしな」


「ふむ。それは簡かん単たんにできることなのかね？」


「七郎はあんたの所有する宝石を勝手に質に入れた上に、罪つみも無い女性に窃せつ盗とうの濡ぬれ衣ぎぬを着せるという愚ぐ行こうをやらかした。相続権を剝奪するには充じゆう分ぶんな理由になるだろうよ」


　今度はじいさんも興味を持ったようだった。


「なるほど。それはいいかもしれんな。


　だが、もし仮に君が七郎だったとしよう。そのような手しゆ段だんを取られたら、どうやって対たい抗こうするかね？」


　俺はなんでもないことのように答えた。


「そうだな。有名なところじゃ養よう子しを取るって方法がある。〝代だい襲しゆう相そう続ぞく〟って聞いたことあるか？」


「いや、ないが」


「たとえば父親の遺産を受け継ぐ権利を持つＡという人物がいるとする。そいつが何らかの理由で相続権を剝奪された場合、その権利を受け継ぐのは誰だと思う？」


「……さあ、分からんな。失われるだけではないのか？」


「Ａに子供がいなければ確かにそうだ。Ａの相続分は、他の相続人が持っていくことになる。


　だが、Ａに子供が居いた場合、相続権はそっくりそのままその子供に受け継がれるのさ。父親が相続権を剝奪されれば、その子供に引き継がれる、それが代襲相続という制度だ。付け足すなら、この場合の子供は養子でも構かまわない。だから、たとえ七郎が相続権を失ったとしても、誰かを養子にもらえば──」


「君の提案は無駄になる、ということか」


　俺は肩をすくめて肯こう定ていの意を示した。


「もっとも、こうもあからさまに財産相続が目的の養子縁えん組ぐみとなれば、無効を裁判所に訴えることもできるだろうがな」


「……いずれにせよ抜け道があるということか。それでは駄目なのだ」


　ワガママな依頼人である。


「山鹿弁護士、私は君をアテにしてここに来たのだ。法廷で私と七郎をやり込めたあの手しゆ腕わんは見み事ごとだった。それに、本来ならせいぜい数百万しかもらえないはずの慰い謝しや料りようを三〇〇〇万にまで引き上げた君だ、もっと何かいい方法はないのかね？」


「無茶を言わんでくれ。そもそも俺は民事ってせせこましいやつは好きじゃない。俺なんかに訊くよりかは、金にあかせてどこかの偉えらい弁護士でも探した方がマシな答えが聞けるだろうよ」


「……そうか」


　安井は失しつ望ぼうしたようにため息を吐いて黙り込んだ。


「ああそうだ、もしくはこんな方法があるがな」


「……何かね？」


　俺はニヤリと笑ってみせた。山鹿流の意見がご希き望ぼうなら、聞かせてやらねばなるまい。


「あんたが七郎に殺されるのさ。子供が親を殺した場合、間違いなく相続の権利は剝奪される。七郎が裁判所に不ふ服ふくを申し立てたところで一〇〇％門もん前ぜん払ばらいになるから醜みにくい争いも起こらない。養子を取ろうとしたところで、父親殺しの犯罪人を養よう親しんと認みとめてくれるところはないだろうよ」


「……なるほどな」


　さすがにそれは冗じよう談だんと受け取ったのだろう。安井五郎は俺が今までに一度も見たことがない表情──苦笑を浮かべてから席を立った。


「君らしい意見だ。色々参さん考こうになったよ」


「大した助言をした覚えはないがな」


「君の言った通り、どこかで妥だ協きようせねばなるまい。それが確認できただけでも無駄足ではないだろう。では、私はこれで失礼しよう」


　俺は黙って安井が立ち去るのを見送った。


　やおら背広のポケットに手を突っ込み、先ほど受け取った二枚の紙し幣へいを取り出す。


　三〇分ほど相談に乗ってやるだけで二万円。


「まともに働くのが馬ば鹿からしくなってくるな……」
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　　　　十一月十一日　午後十一時五十八分　山やま鹿しか法ほう律りつ事務所







　眠ることが嫌きらいだという人間は、まず間ま違ちがいなく少数派の部ぶ類るいに入るだろう。


　体、脳のう、その他人間のあらゆる部位が休きゆう息そくし、心には安らぎをもたらす時間。


　そうであるからこそ、その至し福ふくの時間を無む理りやり奪うばい取る存在に、人は決して好意的ではいられないのだ──。


　……俺を浅い眠りから無理やり起こしやがった元げん凶きようは、雪ゆき奈なのやさしい声などではなく、無む機き質しつなこと極きわまりない電話のベルだった。


　俺は暗くら闇やみの中で目を覚さますと、枕まくら元もとにあるバックライト付きの時計に手を伸のばした。まだ寝始めてから十分ほどしか経たっていない。


「くそ、どこのバカだどこの……」


　深夜に法律事務所へ電話。よほどの急を要する依い頼らい人にんか、イタズラ電話かのどちらかだろう。


　だが、こんな時間に俺がここにいることを知っているのは、雪奈かヘボ探偵かげのか不良中学生さつきぐらいのものだ。


　となれば、雪奈からの電話という可か能のう性せいもゼロではない。となると、「今何時だと思ってんだコラァ！　安あん眠みん妨ぼう害がいで訴うつたえっぞこのクソ野や郎ろう！」と怒ど鳴なりつけるわけにもいかない。


　俺はなんとか不ふ機き嫌げんさを抑おさえた口く調ちようで電話に出た。


「はい、こちらは山鹿法律事務所」


『ハア、ハア……』


「…………」


　若い男の荒あらい息。ただの変へん態たいか、とすぐさま切ろうとした。しかし、


『山鹿弁べん護ご士しかい？』


　そう聞こえた。荒あれている呼こ吸きゆうを必死になだめているようだった。


　どこかで聞いたことのあるような声だったが、寝ねぼけた頭のせいか、どうもはっきりとは思い出せない。


「ああ、そうだが」


『いやあ、出てくれて助かったよ。こんな時間に電話してしまって申もうし訳わけないとは思ってる。だが、僕も少々抜ぬき差しならない状じよう況きように陥おちいってしまってね……』


　時々深しん呼こ吸きゆうする音が混まじっているが、口調自体は落ち着いている。しかし、同時にどこか軽けい薄はくそうな印いん象しようを受けるような声でもあった。


　そう、こんな妙みように余よ裕ゆうぶったしゃべり方をする人間と、最近会話を交かわした覚えがある。それも電話で。


「お前、一週間ほど前に俺の事務所にタレ込んだやつか？」


『ああ、覚えていてくれたかい？　あの証しよう拠こは少しは君の役に立っただろう？』


「……まあな」


　俺は急速に眠ねむ気けが退ひいていくのを感じた。


『それはよかった。今いま更さらだけど自己紹しよう介かいしておくよ。僕の名前は安やす井い六ろく郎ろう。君も名前ぐらいは聞いたことがあるとは思うけど……』


　なんとなくそんな気はしていた。


　安井七しち郎ろうが出で所どころ不ふ明めいの宝石を質しち屋やに入れたことを知り得うる立場にいる人物。それはよほど七郎の身近な人物でなければ不ふ可か能のうだ。何度かその名前は耳にしたが、俺の前には姿すがたをあらわすことのなかった人物──。


　その正体は、つい先日、大金をせしめることに成功した金持ち一家の御ご長ちよう男なん様さまだったというわけだ。


「あんたが誰だれなのかは分かった。で、一体何の用だ？」


『こんな時間に申し訳ないことは承しよう知ちしている。僕の弁べん護ごをしてくれないだろうか』


　俺は借りがある手前、ふざけんじゃねえ今何時だと思ってんだバカヤロウと言いたいのをなんとかこらえた。


「明日じゃ駄だ目めなのか？」


『いや、それがどうやら急がなくちゃならない状じよう況きようにあるらしくてね。今ならなんとか君と外で会うこともできそうなんだが……。これが明日の昼あたりになってしまうと、多分君と会える場所が限げん定ていされてしまいそうでね』


「会える場所が限定？」


　思わず訊きき返すと、安井六郎は気楽そうに答えた。


『留りゆう置ち所じよだよ』


　弁護士と留置所でしか相談できなくなる。そんな状況に陥おちいる理由はそう多くない。


「何をやらかした？」


『僕自身は何もやっちゃいないさ。ただ、どうも殺人の疑うたがいをかけられてしまったようでね。さっきから僕を捜さがしてるらしい警けい官かんが、辺りをうろうろしてるんだよ。僕は茂しげみに隠かくれてコソコソしているような状じよう態たいさ』


　六郎が何なに気げない口調で言ったので、思わず聞き逃のがしてしまうところだった。


「……今、殺人と言ったか？」


『ああ、そうだよ』


「殺されたのは誰だ？」


『聞いて驚おどろかないでくれ、君も二度ほど会っている人物だよ。安井五ご郎ろう……つまり、僕の父親さ』


「…………なんだと!?」


　寝ねぼけた頭で六郎の言葉を理り解かいするのに、三秒ほど時間が必要だった。この六郎という男、何気ない口ぶりで人の不ふ意いを突つくことが趣しゆ味みらしい。


　俺はつい数日前、あのじいさんと遺い産さんについて話し合ったことを思い出していた。ついでに、至し福ふくの時間を約束してくれる暖あたたかいベッドに別れを告つげなければならない運命にあることを認にん識しきする。


「分かった、会って話を聞いてやる。だが、その前に訊きいておく。一体何があったんだ？」


『簡かん単たんな話だよ。僕は夜中に父さんと近くの公園を散さん歩ぽする習しゆう慣かんがあったんだけどね。ついさっき公園の中を歩いてると、いきなりバンバン、それだけさ』


「凶きよう器きは拳けん銃じゆうなのか？　撃うたれたのはあんたの親おや父じなんだな？　どこを撃たれていた？　本当に死んでいるのを確かく認にんしたのか？」


『そう一度に訊きかないでくれよ、実は僕もまだ頭が混こん乱らんしたままなんだ』


　そう言っている割わりにはあまりにも穏おだやかな口調。


「分かった、じゃあ一つずつ質問するから一つずつ答えろ。まず撃たれたのはあんたの父親──安井五郎なんだな？」


『ああ、そうだ』


「撃たれた場所は？」


『胸の辺りだったと思う』


「心しん臓ぞうか？」


『かなりの血が地面に広がってたから、多分心臓だと思うけど』


「銃声の数は？」


『多分……二発だ。三発はなかった』


「その後、あんたはどうした？」


『とにかく、まるで糸の切れた操あやつり人形みたいに父さんが崩くずれ落ちてね。その後突然、僕に向かって何か黒光りするものが投げつけられたんで何なに気げなく受け取ってしまったんだよ』


「……黒光りするもの？」


　イヤな予感がした。


『君の予想は当たってると思う。拳銃だよ。あれは回転リボルバー式ってやつだね』


「それから？」


『その拳銃を見て、ようやく父さんが撃たれたってことが理り解かいできてね。慌あわてて父さんの様よう子すをよく見ようとかがみこんだんだけど……。


　そこから先はかなり曖あい昧まいなんだ。父さんの胸からどくどくと赤い血が流れているのを見て、とにかく頭が真っ白になってしまったらしい。拳銃を放り出してその場から逃げ出してしまったんだ』


「当とう然ぜん、手て袋ぶくろなんかしてなかったんだろうな」


『ああ。僕の指し紋もんがベッタリだろうね』


「あんた、警察に指紋を取られたことはあるか？」


『つい先日、宝石盗とう難なん事件があった時に』


　俺は舌打ちを一つした。内心ではこいつは面おも白しろくなってきた、と思いつつ。


「ロクでもない状況だな」


『僕も同感だね』


　その割りにはちっとも深しん刻こくそうな声をしていない。


『公園の周しゆう囲いはもう完全に警察が包ほう囲いしててね。このままじゃ公園からも出られそうにないな』


「……それは妙みようだな。事件があったのはついさっきなんだろう？」


『そうだね。頭が真っ白になってた時に何分か経たってたかもしれないけど、それでもまだ二、三十分ぐらいしか経ってないと思うんだけど……』


「あんたの父親が殺された時、周囲に誰かいたか？」


『銃を投げつけられたんだ、誰かはいたと思う。でも、姿は見えなかった』


　それから半時間と経たずに警察が公園を包ほう囲い。


　おかしい。警察の動きがあまりにも早すぎる。それに、一体誰が警察に通つう報ほうしたというのだろう？　犯人か？


「公園ってのはどこにある公園のことだ？」


『大おお山やま公園……と言って分かるかな？　僕の家のすぐ近くにある公園なんだけど。北の方だよ』


　知っていた。大山公園と言えばこの辺あたりでは有名な自然公園だ。なお、いつか雪奈とのデートにでも使おうと密ひそかに検けん討とうしていたことは秘ひ密みつである。


　ふと、警察がすばやく公園を包囲できた理由に思い当たった。あの公園は警察署のすぐ傍そばだ。もっとも、通報者の疑ぎ問もんは残るが。


『それでどうしよう？　もし君が警察に名乗り出た方がいいというなら、そうするつもりなんだけど』


　普ふ通つうならそうすべきだ。身の潔けつ白ぱくを証しよう明めいすべき立場にあるというのに、コソコソと逃げ回っていたのでは言い訳わけのしようがない。


　しかし、話を聞いている限かぎり、六郎の立場はあまりにも危あやうい。ノコノコ警察の前に出て行ったところで、釈しやく明めいのしようがない。


「いや、それはダメだ。俺が車で迎むかえに行く。携けい帯たいの番号を教えろ」


　俺は番号を聞きだすと、三分で身み支じ度たくを整ととのえ、車のキーを背広のポケットに突っ込んだ。


　と、そのまま出て行こうとしたが、ふと思い立ってもう一度受話器を取った。頭に記き憶おくされている数字の羅ら列れつの一つを打ち込んでいく。


　こんな時間に電話をかけるのは気が引けたが、呼び出し音が五回と鳴らない内に相手が電話に出た。


『はい、水み澄すみです』


「雪奈か？　俺だ」


『あ、善ぜん行こうさん』


「こんな時間に悪いが、かくかくしかじかというわけで夜食を二人分頼たのめないか？　あと一時間ほどでそっちに行けると思うんだが」


『はい、分かりました』


　こんな夜中に起きて夜食を用意してくれ──。それも俺はただ〝かくかくしかじか〟という日本語になっていない理由を述のべただけだ。


　よく考えてみればこれほどあつかましい要よう望ぼうもないのだが、雪奈は一も無なく二も無く了りよう承しようしてくれた。


　さすが俺の惚ほれた女である──というのは自分でもいささか陳ちん腐ぷすぎると思った。







　　　　十一月十二日　午前〇時十七分　大山公園北口前







　安井六郎から電話で聞いた通り、公園の周囲は警察が完全に包囲していた。


　この公園はとてつもなく広い。なにしろ公園内に山が一つ丸ごと入ってるぐらいで、それが公園名の由ゆ来らいとなっているほどだ。


　山の周しゆう囲いにはアスレチックの遊ゆう具ぐや整せい備びされた芝しば生ふがあり、入園料は数百円かかるものの、休日になるとピクニックや日につ光こう浴よく、ジョギングなどをしにたくさんの人々が訪おとずれるそうだ。山には自然遊ゆう歩ほ道どうなるものも完かん備びされており、カップルなどの散歩に愛あい用ようされているとか。どうせなら俺も雪奈と二人で来たかったものだ。それがこんな夜中に男と密みつ会かいするために訪おとずれることになろうとは……。


　公園の周囲は高い網あみのフェンスで囲かこまれており、出入り口は東西南北の四箇か所しよにある。俺は車の中から数十メートル先にある北口をうかがっていたが、すでに警官で一いつ杯ぱいだった。この分だと他の出入り口も同どう様ようだろう。


　やはり安井五郎が殺されたのはほぼ間違いない。検けん察さつ庁ちようにさえ口出しのできる重要人物が殺されたということで、警察もやっきになって捜そう査さしているのだろう。


　フェンスは健康な人間なら乗り越こえられそうだった。しかし、フェンスの周囲も数十メートルに一人ぐらいの割わり合あいで警官が巡じゆん回かいしていた。一体どこにあれだけの数の警官がいたのかと疑うたがいたくなるほどの警備だ。この辺りの警官全てを引っ張ぱり出したに違いない。


　俺は公園の北東に車を回し、フェンスから少し離はなれた場所に車を止めてライトを消すと、六郎の携帯に電話をかけた。


『もしもし？』


「俺だ。まだ公園の中か？」


『来てくれたんだね、助かったよ。そうさ、フェンスを乗り越えようかと思ったんだけどね、あまりに警官の数が多すぎたんで諦あきらめたよ』


「よし、いいかよく聞け。今俺は公園の北東部にいる。だが、警察の警備が厳きびしすぎてこれ以上近づけそうにない」


『なるほど。で、どうするべきかな？』


「とりあえずフェンスの近くまで来い」


『分かった』


　そのまま待つこと数分。相あい変かわらず公園の周囲をたむろしている警官の数は一向に減へる様よう子すを見せない。と、その時。薄暗い公園の街がい灯とうの下で、コソコソと姿し勢せいを低くしてフェンスに近寄ってくる人ひと影かげが見えた。


　その人影が、手に持っている何かを耳に押し当てた次の瞬しゆん間かん、俺の携帯が鳴なった。


『来たよ。今、フェンスのすぐそばにいる』


「ああ、こっちでも確かく認にんできた」


　しかし、どうするか。


　警官は相変わらず辺りをウロウロしている。とはいえ、これだけ広い公園だ、警備の密みつ度どはそれほどでもない。だが、公園のフェンスをよじ登って出てこようものならすぐに見つかるに違いない。


　仕し方かたがない。少し危ない橋を渡るとしよう。


「いいか六郎さんよ、良く聞け。俺は今から三回クラクションを鳴らした後、車のライトを点つける。あんたは最初のクラクションが聞こえたらすぐにフェンスを乗り越えて、ライトが点いた車の助手席に駆かけ込め」


『分かった。やってみよう』


　俺は携帯を切り、公園の周囲にいる警官に目を光らせた。


　こんな時間にいつ終わるともしれない仕事にかり出されたやつらだ、しばらくすれば──。


　案あんの定じよう、一人の警官が、口に手を当てて頭を反らした。……アクビだ。


　すかさずクラクションを鳴らす。ビーっと、少し長い間かん隔かくで三回。


　アクビをしていた警官がビクっとこちらを見た。と、同時に公園内の人影がフェンスを飛び越える。


　すかさず俺はライトを点けて車を発進させ、フェンスから飛び出た人影に近寄った。


「だ、誰だ!?　そこの男、止まれ！」


　警官が六郎に気付いたらしい。だが、ここで止まれと言われて止まるバカはいない。
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　六郎が助手席に乗り込むのを確認すると、俺は六郎がドアを閉じるよりも前に、アクセルを強く踏ふみ込んだ。


　この暗さで車のナンバーが見えませんように、と祈いのりつつ。








　結けつ構こう公園から遠ざかったが、追つい跡せきしてくるパトカーのサイレンが聞こえることもなかった。俺は安あん堵どのため息を吐ついてから、荒い呼こ吸きゆうをしている助手席の男に目をやった。


「あんたが安井六郎だな？」


「そうだよ。君が山鹿弁護士だね？　いやあ、見み事ごとな脱だつ出しゆつの脚きやく本ほんだったよ。ひょっとしてこういうのには慣なれっこなのかい？」


「ま、過か去こに色々とあってな」


　電話の声から受けた印象どおりの男だった。一七五センチぐらいのスラリとした体格、どこか子供っぽさの残った整ととのった顔立ち。強ごう引いんに表現するのなら、ちょっと軽薄そうなさわやか好青年といったところだろうか。紺こん色いろのスラックスと灰色のベストという格かつ好こうだったが、確かに金持ちのぼんぼんらしき風ふう格かくは漂ただよっているように見えた。


　しかも、親が目の前で殺され、その犯人に仕し立たて上げられたかもしれないというのに、不安で体や声を震ふるわせるわけでもなく、多少間ま延のびしているがはっきりとした口調。そういう性格なのだろうか？


「それにしても、よくここまで来てくれたね。僕の弁護も引き受けてくれるんだろうか？」


「そいつに答える前に、俺も一つ二つ訊いておきたいことがある」


「なんだい？　僕に答えられればいいんだが」


「あの質屋の一件のことだ。なぜ自分の弟を陥おとしいれるようなことをやった？」


　安井は肩をすくめて答えた。


「ああ、あれは別に弟を陥れようとしたわけじゃないさ。君が弁護してくれた麻ま衣い……いや、彩あや崎さき君は、盗ぬすみをするような女性じゃなかった。彼女はそれはもう一いつ生しよう懸けん命めい働いてくれていたんだよ。その彼女に窃せつ盗とうの容よう疑ぎをかけて放り出すなんてマネはしたくなかった。質屋の一件を君に教えたのは、あくまで彼女のためを思ってのことだよ。まあ、少しぐらい弟も懲こらしめてやろうという気はあったけどね」


　俺はヒューと口くち笛ぶえを吹いた。


「なるほどな、それであんたらがあそこまで簡かん単たんに示じ談だん金きんの額がくを上げていった理由が分かったぜ。あんたが口くち添ぞえしてくれたのか？」


「まあね。うちはお金に余よ裕ゆうがないわけじゃないし、一生懸命働いてくれた彼女だ、退たい職しよく金きん代がわりにあれぐらい払ってあげてもいいと思ったのさ」


　六郎は苦笑しながら続けた。


「しかし君も凄すごいね。一〇〇〇万でも充じゆう分ぶんな額だというのに、その三倍まで引き上げるんだから」


「だが、あんたもそれぐらい払ってやれと説せつ得とくしたんだろ？」


「まあ、母子家庭の四人家族が暮くらしていくにはそれぐらい必要だろうしね。父さんにこう言ったのさ、ここであの弁護士の言うことを聞いておかないと、絶ぜつ対たいに我わが家は法ほう廷ていに引きずり出されて世せ間けんの笑い者にされるよ……ってね」


　感情を表に出すことなく、頭の回転も速い。


　七郎とは大違いだ。反対尋じん問もんしたくないタイプである。


「最後にもう一つ、弁護士の義ぎ務むとして訊かせてもらおう。実は安井五郎を撃ち殺したのはあんたってわけじゃないんだろうな？」


「もちろんだよ。大体、銃を撃ったことすらないんだから」


「……いいだろう、弁護は引き受けよう。俺は借りは作らない主しゆ義ぎだ」


　こんなに面白そうな殺人事件を放っておけるか──とはさすがに言えない。


「恩に着るよ。弁護料はあとでいくらでも請せい求きゆうしてくれ」


「そうさせてもらおう」


　いつもタダ働きさせているヘボ探たん偵ていを、たまには金で働かせるのもいいだろう。


「いいか、六郎さんよ。あんたの弁護士として命令するからよく聞いてくれ」


「分かった、なんでも言ってくれ。君に従したがうよ」


「まず今晩だけは一旦身を隠かくす。あんたは警察の取り調べに備そなえて頭を休めておく必要がある。それに警察の出で方かたを待つ必要もな」


「僕は法ほう律りつのことは良く分からないんだけど、逃とう亡ぼう罪ざいとかになったりしないのかな？」


「法律の問題は気にするな、こっちでなんとかする。問題は明日以い降こうどうするかだ。あんたの父親は有名人だ。恐おそらく警察は、安井五郎が暗あん殺さつされたという線で捜そう査さをしているはずだ。まさか実の息子が父親を撃ち殺した、なんて考えにはなってないだろう。うまく立ち回れば、あんたは警察に逮たい捕ほされることなく真しん犯はん人にんが逮捕されて一件落着だろうよ」


「君はそうなると考えているのかい？」


　六郎の冗じよう談だんとも取れる質問に、俺は肩をすくめた。


「さあな。あんたから話を聞いた限かぎりじゃ、この事件にはあんたに罪つみをなすりつけようとしている誰かがいるようだ。となれば、一ひと波は乱らんあってもおかしくねーな」


　と、俺は大きな舌打ちをして、拳こぶしをハンドルに叩たたきつけた。


「ちくしょう、俺もあんた同様、今晩は運が悪いらしい」


「ど、どうしたんだい？」


「検けん問もんだ」


　一〇〇メートルほど前方に、何台ものパトカーが停てい留りゆうし、赤いランプが周囲を照てらしている。


　引き返すこともできず、間もなく誘ゆう導どう灯とうを持った制服警官の一人が俺の車を停てい止しさせる。一いつ刻こくも早く公園から離はなれるため、国道を飛ばそうと思ったのが失しつ敗ぱいだったか。


　そして、俺の車に近寄ってきたのは──


「ぬ、貴き様さま！　こんなところで何をやってる!?」


　なぜか制服警官に混まじっていた顔見知りの私服刑けい事じだった。


　羽はね田だ修しゆう甲こう。二十代半なかばで刑事になった、無む能のうという単語とは縁えん遠どおい男。ただし、どこぞのチビ検けん事じと同じく怒りっぽいという悪あく癖へきの持ち主で、その上一度怒おこり出すと知ち能のう指し数すうが五〇％ほど低下してしまうのだ。ちなみに口くち癖ぐせは〝ふざけるな！〟と〝貴様！〟である。


　こんな時間まで仕事をしているからだろう、目の下にクマを作り、極きわめて不ふ機き嫌げんそうな面ツラだった。


　制服組に混じって殺人事件専門の羽田刑事が検問所にいるということは、どうやら飲いん酒しゆ運転や車の違い法ほう改かい造ぞうについての検問でないことは確かなようだった。俺の予よ想そうを超こえて事じ態たいは進しん展てんしているらしい。公園の包囲だけでは飽あき足らず、周囲の道路にも非ひ常じよう線せんを張ったのか。あるいは、公園から逃げ出した不ふ審しんな車を捕つかまえるために緊きん急きゆう配はい備びされたのか──。


　俺はその辺りの事情を瞬しゆん時じに推すい測そくすると、羽田若造刑事の疑ぎ問もんに事ことも無げに答えた。


「見りゃ分かるだろ、車を運転してるだけだ」


「怪あやしいな。貴様、また何かよからぬことを考えてるんじゃあるまいな？　大体、今何時だと思ってる？」


「一ついいことを教えてやろうか、羽田刑事」


「……なんだ？」


「実はな……」


　不機嫌な面は変わらなかったが、少し興味を持ったらしい。羽田はわずかながら俺に顔を近づける。


　すかさず俺は思い切り怒ど鳴なりつけてやった。


「夜中に車を走らせることが違法だなんて法律はねーんだよ！　さっさと道を開けやがれ、公こう僕ぼくの分ぶん際ざいで態たい度どがでけーんだよてめえは！」


「き、貴様というやつは……！」


　羽田は顔を真っ赤にしてブルブルと体を震わせる。


「公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいで引っ張ってやってもいいんだぞ!?」


「ほーう、俺を脅きよう迫はくしようなんざ百年早いぜ羽田刑事。


　逮捕でもなんでもしたけりゃすればいいさ。その代わり、後でちゃんと執行妨害をしたと立りつ証しようできるんだろうな？　あんたは俺の素す性じようを知っているはずだし、俺はただ早く行かせろと言っただけだ。


　証しよう拠こ不ふ十じゆう分ぶんで釈しやく放ほうして済まそうなんて思うなよ。その時は不ふ当とう逮捕だと訴うつたえてから、あんたを脅迫罪で告こく訴そしてやる。さぞかし快かい感かんだろうな、あんたへの告訴状をマスコミの前にぶら下げるのは。何しろ公務員ってやつはマスコミから叩かれやすいからな、さしあたって新聞の見出しはこんなのでどうだ？　〝高こう慢まんな青二才刑事、有名弁護士に脅迫罪で訴えられる〟」


「ぐっ……。こっ、このっ……」


「これ以上俺に無む駄だな時間を取らせるんじゃねえ、さっさと通しやがれ！」


　青二才刑事はまだ何か言いたげだったが、俺に抵てい抗こうするすべを見出いだせなかったのだろう、無む言ごんのまま制服警官に手で合あい図ずすると、まもなく俺の進路が確かく保ほされた。


「最初からそうしときゃいいんだよ。無駄な時間取らせやがって」


「うるさい、さっさと行ってしまえ！」


「まあそう邪じや険けんにするなよ。見れば随ずい分ぶんと大たい層そうな警備をしてるじゃないか。護ご送そう中ちゆうの凶きよう悪あく犯はんでも取り逃したのか？」


「貴様にそんなことを教えるつもりはない！　さっさと行け！　消えろ！」


「はいよ。ったく、態度のでけえ公僕だぜ」


　薄暗い夜で助かった。どうやら助手席の六郎に気付いた様子はない。


　俺は羽田刑事が余よ計けいな疑問を抱く前に、さっさと車を発進させた。







　　　　十一月十二日　午前一時五分　水澄家







　水澄家。雪奈の実家だ。


　現在はたった一人の肉親である父親がアメリカへ単たん身しん赴ふ任にん中ちゆうのため、雪奈が一人で住んでいる。


　俺の家や事務所では警察に気け取どられる恐れがある。そのため、今晩は雪奈の家で様子を見るつもりだった。


　雪奈はパジャマにどてらという格好で俺を出で迎むかえてくれた。眠そうな目をこすりながら。すまん雪奈、この埋うめ合わせは後日するからな。
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　俺と一いつ緒しよにいる男が彩崎麻衣に無む実じつの罪を着せた人物の兄と分かると、雪奈もわずかに警けい戒かいする様子を見せたが、彼が密ひそかに便べん宜ぎをはかってくれていたことを話すと、すぐに納なつ得とくして夜食のおかゆを出してくれた。さすがに彼の父親が殺されたことを話すと、驚おどろきを隠かくせないようだったが。


　一息ついたところで、俺は六郎から再さい度ど事情を訊くことにした。


「あんた、公園で散歩していたと言ったな？　なぜ夜中に散歩を？」


「父さんは昼間はどこへ行くにもボディガードが付いてくる身分でね。なかなか親子水入らずで会話する機き会かいがなかったんだよ。それで随ずい分ぶん前から屋敷の者にも内ない緒しよで、夜中に大山公園へ散歩に行くのが習しゆう慣かんになってたんだ。あの公園はうちの近所で夜でも治ち安あんがいいからね」


「じゃあ、あんたが父親と一緒に外出していることを知っているやつはいないのか？」


　もしそうなら、状況は幾いく分ぶん改かい善ぜんする。しかし、六郎は首を横に振った。


「いや、一人だけ。うちの屋敷で働いている執しつ事じだけはこのことを知ってる」


　面白くない。そこから探さぐられれば、六郎が事件現場にいたことがばれるのも時間の問題だろう。


「犯人に心当たりはないのか？」


「うーん、どうだろう。何しろ父さんは大きな額のお金を動かすことの出来る立場にあったからね。商売敵がたきを探せばいくらでもいそうだけど……。ただ、そうだね、たとえば僕なんかは、父さんが死ぬと莫ばく大だいな遺い産さんを相そう続ぞくできる立場にいるんだけど」


　そうなのだ。これは立りつ派ぱに動どう機きの一つとして見られるに違いない。


　ふと、俺はある当とう然ぜんのことを思い出した。


「ということは、あんたの弟もその一人に入るわけだよな？」


「そうだね、七郎も僕と同じ立場だよ。まあ、父さんが殺されたときに傍そばにいたのは僕だけだったんだから、疑われるとすれば僕だけだろうけど」


　自分で自分の首を絞しめるようなことを平気で言う。


　だが俺は、四日前に安井五郎の相談に乗ってやった時のことを思い出していた。


『あんたが七郎に殺されるのさ。子供が親を殺した場合、間違いなく相続の権利は剝はく奪だつされる──』


　仮に六郎が無実だと仮か定ていするのなら、現げん状じようで一番怪あやしい人物は七郎しかいない。





　俺はその後、さらに幾いくつか質問を飛ばしたが、事じ態たいを打だ開かいし得る新しい事実は得られなかった。すでに午前二時を過ぎていた。


　時間が時間だっただけに、俺も段だん々だんと思し考こうが鈍にぶってきていることを実じつ感かんしていた。目がしぱしぱしていたし、ふと見れば雪奈もウトウトと船を漕こいでいる。六郎は緊きん張ちようのためかまだ起きていられそうだったが、この状態が続けば明日からが辛つらくなる。ただでさえ、明日からは殺人課のヤーさんと見まがう刑事と渡り合うことになるかもしれないのだ。


「雪奈、済すまないがこいつに親父さんの寝ね床どこでも貸かしてやってくれないか？　出来れば俺にも布ふ団とんを一つ貸してくれるとありがたいんだが」


「え？　あ、はい、いいですよ。じゃあ準じゆん備びしてきますね」


　雪奈は俺の突とつ然ぜんの提てい案あんに驚いたようだったが、それでもすぐに承しよう諾だくしてくれた。


「やっぱり僕も休んでおかないといけないのかな？」


　六郎が言った。


「ああ。警察は今必ひつ死しに捜そう索さくをやってるだろうさ。向こうが働いている内にこっちが休んどけば、明日以い降こうあるかもしれない取り調べも少しは楽になるだろ」


　しばらくして、雪奈が戻ってきた。その目はトロンとして、今にも眠ってしまいそうだった。


「雪奈、もう寝ていいぞ。俺もあとはヘボ探偵に電話するだけだからな。六郎さんよ、あんたもだ」


「ふぁい。じゃあ善行さん、お先にお休みなさいです……。安井さん、布団はこっちですよ……」


「ありがとう。じゃあ僕も少し休ませてもらうよ」


　雪奈はもう一度小さなあくびをすると、どこかおぼつかない足取りで出ていった。


　俺も一いつ刻こくも早く寝たかった。睡すい眠みん不ぶ足そく時じ特とく有ゆうの、あの頭がフワフワとしてくる感覚が襲おそってくる。しかし、俺にはまだやっておくことがあった。携帯に登とう録ろくしてある番号を呼び出す。


『……またこのパターンか』


　電話の主ぬしは極きわめて不ふ機き嫌げんそうに第一声を告つげた。


　まあこんな真夜中に二〇回も鳴り続ける携帯のコール音で起こされれば、誰でも不機嫌になるだろう。


「おい、仕事だ」


『例によって、俺に拒きよ否ひ権けんはないのか？』


「急ぎだ。とりあえず何が起こったかだけでも聞け」


　受話器の向こうからため息を吐つく音が聞こえた。


『分かった、それだけは聞いてやるからさっさと寝かせろ』


「安井五郎が殺された」


『…………』


　数秒の沈ちん黙もくの後、受話器の向こう側で大きな舌打ちが聞こえた。


　こんな仕し草ぐさでも腐くされ縁えんの俺には分かった。社会不ふ適てき応おう探たん偵ていの好こう奇き心しんが首をもたげてきた証しよう拠こである。


『くそっ、犯人に会ったら伝えとけ、今度から人を殺やる時は日が高いうちにしろとな！　さあ、さっさと詳くわしい状況を教えやがれ！』


　数分後。


　事情を全部話すと、影かげ野のも興味を持ったらしく、それなりにやる気になっているようだった。人が殺されたというのに、なんと罰ばち当あたりなヤツなのだろう。


『例によって、俺に犯人候こう補ほを捜さがせというわけだな』


「そうだ。暗殺されたって可か能のう性せいもあるだろうが、それにしちゃタイミングがよすぎる。遺産を受け取れることになっているらしい安井七郎、それからとにかく安井五郎と関連のある人物、とりあえずその辺を突っつけば何か出るはずだ」


『ったく、他ひ人と事ごとみたいにポンポン言いやがって。どうせ調べるのは俺なんだろうが』


　俺は影野の愚ぐ痴ちを無む視しして尋たずねた。


「話を聞いた限りで、一番怪しいのは誰だと思う？」


『安井六郎に決まってる。父親がくたばればすぐに遺産が転がり込んでくるわけだし、殺された現場に居いたわけだからな』


「……俺の依い頼らい人にんは除じよ外がいしろ」


『だが、殺人の現場にいたのは確かなんだろう？　案あん外がい、お前を騙だまして弁護させようとしてるだけで、本当に殺してるのかも知れんぜ？』


　安井六郎。妙みようにヘラヘラしているが、頭の回転は速い。あの男が遺産を相続するために父親を殺し、あたかも自分に濡ぬれ衣ぎぬを着せられたようなフリをする──。


　可能性がゼロとは言えない。しかし、


「それはまずないだろうな」


　六郎に父親を殺す必要があったとは思えない。生活に困っている形けい跡せきもなかったし、しょっちゅう親子二人で散歩しているような間あいだ柄がらだ、父親に嫌きらわれていると思うこともなかったはずである。


　反はん面めん、七郎は日々遊び暮らし、先日も父親の所しよ有ゆうする宝石を勝かつ手てに質に入れていたことが発覚したようなボンクラ息子なのだ。勘かん当どうされる前に父親を殺さつ害がいしたのではないか──なんて推すい測そくはいくらでも立てられる。


　ついでに俺は四日前、安井五郎が遺産に関する相談をしに来た時のことを影野に話した。安井五郎は、七郎よりも六郎の方により多た額がくの遺産を残すという遺ゆい言ごん書しよを残して死ぬことになる。安井六郎は、何もせずとも多額の遺産を相続できたのだ。もっとも、このことは六郎もまだ知らないだろうが。


　影野にそれ以上告げる必要はなかった。


『なるほどな。よく分かった』


「よし。急いで調べ上げろ」


『へいへい、いずれにせよ調べるのは俺ってわけだ。お前も人をこき使うのが上う手まくなったもんだな』


　皮肉のこもったその言葉の直後、電話は切られた。


　これで今夜できることはすべてやった。睡眠が必要なのは六郎だけではなく、俺も同じだった。雪奈に用意してもらった布団に潜もぐり込むと、すぐさま睡すい魔まが襲ってくる。


　朦もう朧ろうとし始めた意識の中、ふと思う。


　雪奈と同じ屋根の下で寝られるのはいつの日か、と思っていたが、まさかこんな形で実じつ現げんすることになろうとは。


　問題は雪奈と同じ布団で眠れることになるのがいつになるのかということだが……。







　　　　十一月十二日　午前八時　水澄家







『昨さく晩ばん十一時頃ごろ、公園内を散歩中の資し産さん家かが銃殺されるという事件がありました。被害者の名前は安井五郎さんで、いくつもの会社のオーナーということです。被害者の所しよ持じしていたサイフや貴き重ちよう品ひんに荒らされた形けい跡せきがないことから、警察は仕事上のトラブルではないかと見て捜査をしていますが、まだ犯人の逮捕には至いたっていません。また、安井五郎さんの長男が昨晩から行方ゆくえ不ふ明めいとの情報もあり──』


　見知った公園をバックに、レポーターがそんなことを言っていた。


「やっぱり、亡くなられたんですね……」


　雪奈が六郎に同情するように言った。


「ああ、覚かく悟ごはしていたよ」


　六郎が言った。


　昨晩は多少睡眠不足だったものの、朝から雪奈の手料理が食えたので、俺の気分は中々爽そう快かいだった。しかし俺の依頼人は、昨日と比くらべるとどこか憔しよう悴すいしているような印象を受けた。


「一晩経たつと、ようやく父さんの死が実じつ感かんでき始めてね……」


　六郎が弱よわ音ねを吐はくように言った。ちなみに、俺は人を慰なぐさめるとか気き遣づかうとかいうことが苦手である。とりあえず俺は肩をすくめてこう言い放った。


「まあ肉親が殺されたというのにヘラヘラしてるよりはマシだろうよ。今日ぐらいはその陰いん気きな面つら構がまえを継けい続ぞくさせておけ」







　　　　十一月十二日　午前九時十四分　中華料理屋〝西せい華か園えん〟







　相あい変かわらず影野は眠そうだった。


「こんな時間に朝飯か？　どういう生活してんだ、てめえは」


「……貴様のせいだ、貴様の」


　目の下にクマを作った表情で、影野は朝食のＡ定食をかきこんでいた。どうでもいい話だが、西華園にはＡとＢの二種類の定食があり、Ａ定食は月替わりの定食、Ｂ定食は日替わりの定食である。今月のＡ定食はナスの味み噌そ炒いため。うまそうだったが、朝からこんな味の濃いものを食べる気にはならなかった。
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　やってきたウェイトレスに「ウーロン茶」と注文してから、俺は影野に尋ねた。


「どこまで分かった？」


　影野は食べ物を口に入れたまま、淡たん々たんと語りだした。


「死し因いんは心臓に撃うち込まれた銃弾だ。凶器と思われる拳銃は現げん場ばで押おう収しゆう済み、現在鑑かん定てい中ちゆう。それから一つ悪い話がある。警察は事件直後、現場の公園をすぐに包囲したが、怪しいヤツは誰一人として捕つかまらなかった。警察は現在、安井五郎を殺すことで利り益えきを得ることのできたやつらを容よう疑ぎ者しやとして捜そう索さくしているが、その最有力候補というのが──」


「俺の依頼人か？」


　影野はそうだ、と頷うなずき、俺はチッと舌打ちした。


「お前の依頼人が安井五郎と昨晩連つれ立って屋敷を出て行くところを見かけたヤツがいるらしいな。おまけに、当の安井六郎は昨晩から音おと沙さ汰たなしだしな」


「警察も早いな、もうそこまで嗅かぎ付けやがったのか。他には？」


「ない。一晩でここまで調べただけでも大したものだと思え」


　確かにそうかもしれない。実じつ際さいのところ、警察の内部情報を外部の人間がこうも簡かん単たんに訊きき出せるはずはないのだ。時々、この影野という男が恐おそろしくなる。


　しかし。


　やはり世界に名だたる日本の警察を出し抜くのはそう簡単なことではないらしい。警察はすでに俺の依頼人をマークしだした。となれば、これ以上隠れているのは得とく策さくではない。やはり六郎を警察に出しゆつ頭とうさせるべきだろう。


　俺はそう決けつ断だんすると、運ばれてきたウーロン茶を一気に飲み干ほしてから席を立った。


「影野。安井六郎はお前に調ちよう査さ費ひ用ようを払はらってくれるそうだ。飯を食い終わったらまたさっさと働けよ」


「……言っておくが、探偵雇やとうのに金払うのは当然のことだぞ」


　影野の言葉は聞こえなかったことにして、俺は店を後にした。


　なお、後日、影野が「ウーロン茶代払え」と請せい求きゆう書しよを送ってきたのはまた別の話である。







　　　　十一月十二日　午前九時五十四分　警けい察さつ署しよ







　安井六郎を伴ともない、俺は警察署を訪おとずれた。事件現場の公園から目と鼻の先にある警察署だ。


　普ふ段だん昼間に働いている人間が、夜に働かされた場合、多少機き嫌げんが悪くなるのは仕し方かたのないことなのだろう。今日の警察署は、部外者にもはっきりと分かるほどピリピリとした空気が漂ただよっていた。そんなところに俺のような不ふ俱ぐ戴たい天てんの弁護士が訪れたためか、周囲の空気は一いつ層そうピリピリ感が増ましたようだった。


「……何の御ご用ようでしょう？」


　応おう対たい係がかりの制服警官が、冷たい声で言った。時とき折おり傍らの六郎を不ふ思し議ぎそうに見やりながら。


「因幡いなば刑事を呼んでくれないか？　昨日の殺人事件のことで話しておきたいことがある」


「……お待ち下さい」


　昨日の殺人事件のこととなれば、邪じや険けんに扱あつかうことはできないのだろう。その応対係がどこかへ内線をかけると、しばらく経たってからこちらに向かってくる二人の私服刑事の姿が目に入った。


「おはよう、お二人さん」


「……なんでいつもいつもしゃりしゃり出てくるんだ、貴様は！」


　俺が丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしてやったにも拘かかわらず、邪険に叫んだのは羽田刑事だった。


「よさんか、羽田」


　羽田刑事をたしなめたのは因幡刑事である。階かい級きゆうは警けい部ぶ補ほだかなんだか。正確な年ねん齢れいは知らないが、見た目は四十代半ばぐらい、鋭するどい眼がん光こうに短く刈かり込んだ白髪しらが交じりの髪。典てん型けい的てきな〝暴ぼう力りよく団だんに間ま違ちがわれやすい警察官〟というやつである。


　顔を合わせれば必ず敵てき意いむき出しの視し線せんを俺に送ってくるのは、この二人が検けん挙きよした被ひ疑ぎ者しやをことごとく俺が無む罪ざい放ほう免めんにしているからだろう。俺にしてみれば真実を明らかにしただけであって恨うらまれる筋すじ合あいではないと思うのだが、人間というのはそう簡かん単たんに物もの事ごとを割わり切れるほどよく出来てはいないらしい。


　逆にいえば、この二人はそれだけ無実の逮たい捕ほ者しやを作り出している元げん凶きようとも言えるわけだが、俺の知らないところではしっかりと仕事してるらしく、地じ道みちな捜査の末、幾いく人にんもの凶悪犯を検挙したりしているらしい。


　この国の警察はバカではない。むしろ優秀だ。それは俺も認みとめよう。


　しかし、どんなに地道で綿めん密みつな捜査を行ったとしても、誤あやまった犯人を逮捕してしまうことはある。普ふ段だんが優秀な分、誤ご認にん逮捕された人間が無罪になることは難むずかしい。その状況を改善してやるのが俺達弁護士の役目の一つ、というわけである。


「……おい、この男、まさか」


　因幡刑事が六郎の方を見て顔色を変えた。


「ああ、こいつは安井六郎。昨日殺された安井五郎の長男だ。俺の依頼人でもあるがな」


「……おい！　我われ々われはこの男を一晩中探していたんだぞ！　今まで一体どこに居いた？　事ことと次し第だいによっては、犯人隠いん匿とく罪ざいで貴様を逮捕することになるぞ」


「そいつを説明するためにわざわざ出向いてきたんだ。立ち話もなんだ、どこか座ってお茶の飲める所にでも案内してくれないか？」





　二人の刑事は、不ふ承しよう不ぶ承しよう俺達を〝第二取調室〟というプレートがかけられた部屋に案内した。椅子が四つに机が二つという質しつ素そ極きわまりない部屋だったが、まあこれ以上ごねても仕方がないので、素す直なおに事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けることにした。


　因幡がボールペンを片手に尋ねた。


「あんたの名前は安井六郎だな？」


「ええ、そうです」


　六郎が答える。


　俺は警察署に来る前に、六郎に一つの指し示じを与えていた。身元確認以外の質問には絶ぜつ対たい答えるな、黙もく秘ひで押し通せ、と。


　俺の指し示じ通り、六郎は住所や年齢などの質問にはすらすらと答えていった。


「よし。じゃあまず訊きかせてもらうとしよう。昨日、お前は安井五郎と一いつ緒しよに屋敷を出たな？」


「ああ、そうだ」


　俺が答えると、羽田が机に手のひらを叩きつけた。


「お前に聞いてるんじゃない！　こいつに聞いてるんだ！」


「俺はこの男の法ほう的てき代だい理り人にんだ。つまり、俺の言葉はそのまま安井六郎の言葉であると受け取ってもらおう」


「……相変わらずだな、貴様は」


　因幡が吐はき捨てるように言った。


「ほめ言葉と受け取っておこう」


「まあいい、お前の依頼人は父親と一緒に屋敷を出た。それから？」


「二人は近所の公園に散歩に行った。知ってるだろう、大山公園だ。で、その公園を散歩している途と中ちゆう、突然一緒に歩いていた安井五郎が撃ち殺された。気が動どう転てんしたこの男は、携帯で俺に助けを求めたってわけさ」


「なるほど。だがそうなるといくつか疑問がわくな。なぜ警察や救きゆう急きゆう車しやを呼ぼうとせず、お前に連れん絡らくを取った？」


「簡単なことだ。俺の依頼人は動転してたからな、携帯で電話する時、誤あやまって一番新しい通話履り歴れきにかけちまったのさ。それだけだ」


　わずかに驚おどろいたように六郎が俺を見た。これぐらいのハッタリが即そく座ざに言えなければ弁護士なんてやってられない。


「……気に食わんな。連絡を受けたお前も警察や消しよう防ぼうに電話しようとしなかったわけか？」


「そうだ。さっきも聞かれたな、なぜ昨晩はどこにも姿をあらわさなかったかとな。簡かん単たんなことだ、俺の依頼人は命を狙ねらわれている可能性があった。だから俺は一晩匿かくまって様子をみることにしたってわけさ」


「……それなら尚なお更さら警察へ任まかせるべきだろう」


「どうだかな。俺は誰よりも警察の失しつ態たいを知り尽くしてるつもりだからな」


　二人の刑事は渋しぶい顔をしたが、反はん論ろんしようとはしなかった。


「そういえば俺も聞きたいな。今回、警察の動きがイヤに早かったらしいが、事件を通報したのは誰だったんだ？」


「捜査上の秘密だ、そいつを言うわけにはいかん」


　言ってくれる。


「あんたらはどうも俺の依頼人を疑ってるようだが、なんでそんなことをする？　この男は目前で父親が撃ち殺されたんだぞ、少しは配はい慮りよしてやれよ」


「残ざん念ねんだが、そう言うわけにはいかん」


　因幡が言った。その続きを羽田が引き継つぐ。


「そうだ！　この男が昨晩被害者と一緒にいたことは確かなのだ！　容疑者の一人に数えるのは当然だ、たとえ目の前で父親が殺されようが、我々は捜査に私し情じようは挟はさまん！」


「付け加えておくが、被害者が死ぬことによって、その男が莫大な遺産を受け継げる立場にあったこともすでに調べがついている。昨晩姿を隠したことは大目に見てやろう。だが、こういう状況になった以上、少々事じ情じよう聴ちよう取しゆに付き合ってもらう必要があるようだな」


　俺はチッと舌打ちした。逮捕されることなく逃げ回れると思ったのは見通しが甘かったらしい。


　と、取調室のドアが開き、一人の制服警官が入ってきた。


「なんだ？」


　因幡が邪険そうに尋ねる。


「少々よろしいですか？　検察庁から連絡が来まして」


「分かった、すぐ行く」


　因幡は「少し待ってろ」と言い残し、羽田を伴って取調室から出て行った。


　俺は六郎に向き直った。


「六郎さんよ。こいつは少々旗はた色いろが悪そうだ。その内拳銃にあんたの指し紋もんが付いていることもバレるだろう。もう少し悪あがきはしてみるつもりだが、逮捕は免まぬがれないかもしれん」


「いいさ、覚かく悟ごはしてたからね。逮捕されても、君が弁護してくれるんだろう？」


「ああ、それは任せておけ」


　と、再び取調室のドアが開き、二人の私服刑事が入ってきた。


「ふっふっふ……」


　羽田刑事が不ぶ気き味みに笑っている。その手には数枚の書類が握にぎられている。


「取り調べを再開させてもらうぞ、安井六郎。事件現場には凶器とおぼしき拳銃が落ちていたのだ！　そしてその拳銃からは、お前の指紋が発見されたぞ！」


　羽田はずびしっと俺の依頼人を指差す。


「クックック、何か言うことはないのか？　死体のすぐ傍に落ちていた銃に指紋があったんだぞ？　申し開きがあれば訊こうじゃないか」


　羽田は楽しそうに言った。こんなヤツが刑事をやっているのだから世の中は恐ろしい。


　俺はなんでもないことのように答えた。


「その犯行現場に落ちていた銃が、凶器であると証明された覚えはない。そうである以上、事件との関連性のない銃について申し開きをするつもりはねーよ」


「き、貴様に訊いてるんじゃない！　この男に訊いているんだ！」


「何度も言わせるなよ、俺はこの男の法的代理人であって、俺の言葉はそのままコイツの言葉でもあるんだ」


　羽田は悔くやしそうな表情で助けを求めるように因幡の方を見たが、因幡は俺の言葉の正しさを知っていたのだろう、腕を組んで黙っているままだった。


「だ、だがもしその銃が凶器だったとしたらどう言い訳するつもりだ！」


　羽田は懲こりずに怒ど鳴なったが、俺は肩をすくめて言い返した。


「それは仮か定ていの質問だから答えられない」


「く～～!!」


　地じ団だん太だを踏む。こういうリアクションは面白いヤツではある。


「山鹿弁護士」


　因幡が口を開いた。


「貴様がどんな言い逃れをしようと別に構かまわん。しかし、実際に殺人現場に落ちていた拳銃にこの男の指紋があったわけだ。もし自らの潔けつ白ぱくを主しゆ張ちようするというのなら、申し開きの一つぐらいはあって然しかるべきじゃないのか？」


「なるほど。確かにあんたの言う通りだ」


　俺は素す直なおに同意した。


　確かに銃に指紋が付いていることがバレた以上、もう事じ態たいをはぐらかす時期は過ぎたと言うべきだろう。


　と、その時。俺は机に置いてあったボールペンを取ろうとして、わざとらしく取り落とした。それはころころと床を転がり、羽田刑事の靴くつに当たってようやく止まった。


「ああすまない、ちょっと拾ひろってくれないか」


　羽田刑事は大きな舌打ちをしつつも、ボールペンを拾って俺に差し出す。


　俺は注意深く指先で摘つまむようにそのペンを受け取った。


「サンキュ。で、何の質問だったっけ？」


　羽田刑事は大きな舌打ちを二度してから苛いら立だたしげに質問を繰くり返した。


「犯行現場に落ちていた拳銃に、貴様の依頼人の指紋が付いていたことについて、何か申し開きすることはないのかと聞いている！」


「分かった分かった、じゃあ俺の依頼人が見た全てをもう少し詳しよう細さいに語ってやる。


　いいか、俺の依頼人は昨日の晩、被害者──つまり父親と二人で公園を散歩していた。それは確かだ。だが、公園の森の中を歩いていると、突然傍を歩いていた父親が何者かに撃たれた。無む論ろん、撃ったのは俺の依頼人じゃない、その場にいた第三者だ。そして父親が撃たれ、狼ろう狽ばいしているところに銃が投げつけられ、俺の依頼人は反はん射しや的てきにそれを受け取ってしまったのさ。それから事の深刻さに驚き、銃を放り出してその場から逃げ出し、俺に連絡を取ったってわけだ。


　満足したか？　銃に指紋が付いてたっておかしくはないだろ？　誰だってなんとなく物を手に取ってしまう時はあるからな」


　この尋じん問もんが始まってから、初めて羽田刑事がニヤリと笑った。


「ふん、まあそう言うだろうな。拳銃を手に持ったことは認めたわけだ。下へ手たな言い訳だよ、まったく」


　俺は羽田の言葉に動じることなく、ボールペンを軽く掲かかげた。


「さて、ここにさっき羽田刑事に素す手でで拾って頂いただいたボールペンがある。このボールペンで俺が人を殺したら、凶器についてる指紋は誰のものだろうな？」


　羽田は俺の言葉の意味を三秒ほどで理り解かいすると、顔を青ざめさせた。


「以上が俺の返答だ。調ちよう書しよを作るんなら、書き留とめておいてくれよ」


「き、貴様というヤツは……！」


　ふと俺は腕時計を見やった。そろそろ昼に近い。


「六郎さんよ、腹減へってこないか？」


「え？　いや、別にまだ僕は……」


「俺は減った。言いたいこともあらかた言ったしな。そろそろ俺達は帰るとしよう」


　途と端たんに羽田が怒鳴りつける。


「そ、そんな勝手なことが認みとめられるか！　まだ事情聴取は終わってないんだぞ！」


「知るかよそんなこと。俺の依頼人は逮捕状が出されているわけでもない以上、わざわざここに来てやってるのは警察に協力してやろうという善ぜん意いのあらわれだということを忘れてもらっちゃ困るな。言っておくが、俺の依頼人は好きな時間にここを出て行ってもなんら問題はないんだぞ？」


　羽田はまだ何かを言いたそうだったが、因幡刑事がそれを押しとどめた。


「いいだろう、確かにまだ逮捕状は出てないからな。今は帰ってもらって結構だ。しかし山鹿弁護士、安井六郎がお前と一緒にいることはよく覚えておくぞ。もし逮捕状が出てもこの男がすぐに出しゆつ頭とうしないようならば……どういうことになるか分かってるだろうな」


　このおっさんの顔ですごまれると、俺でも少し怖こわいと思う。


「さっきもいっただろう、仮定の話なんざどうでもいいとな」


　俺はそう言い捨てると、六郎と共に警察署を後にした。











　しかし午後二時。やはり俺は自分の見通しが甘かったと認めざるを得なかった。


　因幡刑事より連絡があった。安井六郎の逮捕状が出たと──。
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　　　　十一月十三日　午前九時　地方裁さい判ばん所しよ第四法ほう廷てい







「またてめえかよ！　いい加か減げんにしやがれっ!!」


　俺は法廷に足を踏ふみ入れると同時に、そう叫さけびたいのをなんとか押しとどめた。


　誰だれもいない法廷。唯ゆい一いつの例外は、検けん察さつ側がわの席。そしてそこに座すわっているのは──。


　チビでマヌケで逆さか立だちしたって俺に勝てるはずがないにも拘かかわらず、まるでニワトリのごとく過か去こに敗はい北ぼくしたことをすぐに忘れて懲こりずに挑ちよう戦せんしてくる税ぜい金きん泥どろ棒ぼう検察官。


　ヤツは俺を見るなり顔をニンマリと歪ゆがめた。


「ふっふっふ……。今度という今度は貴き様さまの好きにはさせんぞ！」


「一週間前に負けたばっかりだってのに、懲りないヤツだな、あんたは」


「やっかましい！　貴様の前口上は聞き飽あきたわ！　今度という今度は貴様に辛しん酸さんをなめさせてやる！」


　それは俺のセリフだ──と言うだけの気力は俺にはすでになかった。


　俺は弁べん護ご側がわの席に座りながら一人呟つぶやいた。


「他に検けん事じはいねーのかよ」


　と、その時。


　扉とびらが開き、裁判長の証あかしたる黒衣に身を包んだ人物が入ってきて……落らく胆たんするかのようにため息を吐ついた。


「一週間ぶりですか。お二人とも、お元気そうで何よりです」


　そう挨あい拶さつして裁判長席に向かう。


　俺は再度独りごちた。


「他に判はん事じはいねーのかよ」


　もう最近、裁判といえばこの判事とあのチビ検事しか見ていないような気がする。


　周しゆう堂どう健けん太た裁判長が再さい度ど口を開いた。


「ではまあ、やるべきことをやってしまいましょう。予よ備び審しん問もんの開かい催さいは明日からということで問題はありませんか？」


「検察側異い議ぎなし」


「弁護側異議なし」


「結けつ構こう」


　裁判長はどこか諦あきらめたようにかぶりを振りながら頷うなずいた。


「では次は保ほ釈しやくの問題に移ります」


「検察側は被ひ告こく人にんの保釈に異議を申し立てます！」


「よろしい。堀ほり内うち検事、異議の理由をどうぞ」


　裁判長の投げやりな口調に何らめげることなく、堀内はスラスラと演説を始めた。


「被告人・安やす井い六ろく郎ろうは莫ばく大だいな財ざい産さんを手に入れたいがため、自らの父親を銃じゆう殺さつするという凶きよう悪あくかつ残ざん忍にんな手口で殺人に及およんだのであります！　被告人は警けい察さつへ自ら出しゆつ頭とうしては来ましたが、警察にはなんら協力的な態たい度どを見せることなく、自らの犯はん行こうを悔くいている様よう子すすらもなく、あまつさえ無む罪ざいを主しゆ張ちよう──」


「ちょっとちょっと、堀内検事」


　裁判長がめんどくさそうに口を挟はさんだ。


「あなたはここで私を相手に冒ぼう頭とう陳ちん述じゆつでも始めるつもりですか？」


「い、いいえ。そういうわけでは……」


　話の腰を折おられたチビ検事は、不ふ機き嫌げんさを押し隠かくして答えた。


「ならばよろしい。今ここで事件がどうの、被告人の態度がどうのといった陳述をする必要はありません。今あなたが述のべるべきは、あくまで殺人の疑うたがいがかかっている被告人の、保釈に対する反対理由だけで結構です」


「わ、分かりました。ではそのようにいたしましょう」


　堀内は気を取り直すためか、コホンと一度咳せき払ばらいをすると、再度長々と演説をぶった。


「簡かん潔けつに申し上げましょう。


　まず、〝逃とう亡ぼうの恐おそれがある被告人には保釈は許きよ可かできない〟という点には裁判長にも同意頂いただけると思いますが、いかがでしょう？」


「……まあそうですな」


「ひるがえって本件被告人・安井家の経けい済ざい状じよう況きようを見てみましょう。安井家は莫大な財産を有しているのです。その財産には、現金はもちろん有ゆう価か証しよう券けんも含ふくまれ、また我われ々われが調べたところでは、日本のあちこちに安井家名めい義ぎの別べつ荘そうまで所しよ有ゆうしているのです！


　このような状況で被告人に軽々しく保釈を認めるようなことがあればどうなるでしょうか？　被告人はその気になれば簡かん単たんにどこへでも逃亡することができるのです。それも長期間に亘わたって！　この現実を認にん識しきして頂ければ、本件被告人に保釈を許可することが、どれほど危険な行こう為いであるかを、御ご理り解かいして頂けると思います」


　さすがにそこまで言うと、裁判長も多少は感かん銘めいを受けたらしく、先ほどよりかはいささか真剣そうな表情で頷いた。


「なるほど。それは確たしかに一いち理りありますね。では弁護人？」


「はい」


　俺はゆっくりと立ち上がった。堀内とは対たい照しよう的てきに、あくまで淡たん々たんと話を進める。


「弁護側の主しゆ張ちようすることは極きわめて明白、単たん純じゆんなことです。


　まず堀内検事。一つ確かく認にんしておきますが、あなた方検察側は、被告人が被ひ害がい者しやを殺さつ害がいした動どう機きとして、その莫大な資産を相続するためだと主張していますよね？」


「……確かに」


　堀内は怪け訝げんそうに答え、俺はニヤリと笑った。


「確かに、私の依頼人は多くの資し産さんを有しています。しかし、その資産のほとんどは殺害された彼の父親の所有物であり、未だ彼の所有物とはなっていないのです。


　検察側は、遺い産さん目的で被告人が父親を殺害したと主張していますが、民法には〝相そう続ぞく人にんが被相続人を殺害した場合、相続の権利を剝はく奪だつする〟と明記されていることは御ご存ぞん知じかと思います。もし保釈中に私の依頼人が逃亡するようなことがあれば、それは自分の罪つみを認めることになり、検察側が動機として挙げた遺産相続の権利を失うことになるのです。そうである以上、被告人が保釈中に逃亡することはあり得ません」


　俺は大げさに肩をすくめてみせた。


「弁護側が主張することは、それだけです」


「ふむ……」


　裁判長は再度真剣そうな表情で深く頷いた。


　殺害の動機を逆さか手てに取ってやったのだ。検察側の異議を打だ破はするに、これだけ説得力のある理由はないだろう。


「よろしい。保釈を認めます。ただし、被告人の経済状況をかんがみて、保釈金は二億円としましょう。本日中に支払っておくように。では、また明日の予よ審しんで会いましょう。さようなら」


　裁判長はそう言うと、もう用はないと言わんばかりに力なく木き槌づちを叩たたき、さっさと法廷を後にした。







　　　　十一月十三日　午後三時三十四分　山やま鹿しか法ほう律りつ事務所







　保釈の手続きを済ませ、六郎と一いつ緒しよに事務所に戻もどった時には、すでに三時を回っていた。さすがに二億もの金を用意するのには少々時間が必要だった。


「あ、善ぜん行こうさん。お帰りなさい」


　事務所には学校が終わったらしい雪ゆき奈なと皐さ月つき、そして影かげ野のも来ていた。雪奈が出してくれたらしいお茶ちや菓が子しをつまんでいる。菓子の代金は報ほう酬しゆうから別べつ途と引いてやろうと心に誓ちかう。


　影野が六郎の方を見て言った。


「あんたが安井六郎か。ここにいるってことは、保釈は取れたようだな」


「君が探たん偵ていの影野君だね？　山鹿弁護士から話は聞いてるよ」


　六郎がそう言って握あく手しゆを求める。影野はそれに応おうじながら、


「あのペテン弁護士から変な話でも吹き込まれてるかもしれんが、少なくともあんたから払ってもらった金の分はキッチリ働いてやるさ。ま、気楽にやってくれ」


　雇やとわれてる立場の人間とは思えない態たい度どのでかさである。もっとも、六郎も気にした様子はなかったが。


「聞いたわよ善ぜん行こー、また面おも白しろいことになってるみたいじゃない？」


　皐月が被害者の心情を平気で踏みにじるようなことを言う。


「……おい。こいつは自分の親が殺されてんだぞ。お前にはいたわりとか憐れん憫びんとかいうものがないのか？」


「ふん、何言ってんのよ。ややこしそうな殺人事件の依い頼らいが来るたびに顔を輝かがやかせてるのはどこの誰だれ──もがもが」


　語ご尾びに聞き取れない単語が混まじったのは、俺が皐月の口をふさいだからである。


　俺はそのままじたばたと暴あばれる皐月を抱かかえると、ソファに放り捨てた。皐月はソファにうつ伏ぶせにぼふりと倒れこむ。


「な、何すんのよ！」


「俺達はこれから大事な打ち合わせなんだ、ガキは黙だまってろ」


　すると皐月は、卑ひ怯きようなことに雪奈に泣きついた。


「わ～ん、ゆきなー、善ぜん行こーがいぢめる～」


「もう、善行さん！　あんまり伊い予よちゃんをいじめないでください！」


「……すまん」


　……なぜ俺が？


　すると皐月は顔だけをくるりと俺に向け、雪奈には見えないようにあっかんべー、と……。こいつは本当に中学生か？


　と、六郎が俺の肩を叩いた。


「山鹿弁護士、今なにか殺人事件のたびに顔を輝かせるとかなんとか、妙みように物ぶつ騒そうな言葉が聞こえたような気がするんだが」


「気のせいだ」


「分かったよ。そういうことにしておこう」


　六郎は苦笑しながら小さく肩をすくめた。その態度を見ていると、ふと思う。


「あんたを見てると、殺人事件で訴うつたえられている人間にゃ見えなくなるな」


「それはひどい。僕はあまり感情を表に出すタイプじゃないだけで、これでもかなり落ち込んでいるんだよ？」


「……分かった。そういうことにしておこう」


　六郎は再び苦笑した。


「さて、そろそろ本題に入るか。それで影野、警察の動きはどうだ？　特に、今回の事件の通つう報ほう者しやについて詳くわしく知りたいんだが」


　そう。今回の事件では、警察が動き出すまでの時間があまりにも短すぎる。通報者は事件を直じかに目もく撃げきしていたとしか思えない。となれば、その通報者を探し出せば、一気に事件の核かく心しんを突くことができるはずなのだ。


　だが、影野は肩をすくめただけだった。


「通報者については警察もあまり摑つかめていないらしい」


「……どういうことだ？」


「さあな。どうも匿とく名めいの通報だったらしい」


「ちょっと待てよ。確かあの公園は事件直後すぐに警察に包囲されたはずだ。もし通報者があの公園にいたなら、警察が分からないはずねーじゃねーか？」


「それがどうも簡かん単たんな話じゃないらしいな。確かに事件の夜、公園にいた人間は軒のき並なみ警察に事情聴取を受けている。だが、それは一人や二人じゃなかったらしい。夜の公園と言っても、ジョギングやら犬の散さん歩ぽ、男女の密みつ会かいなんかが目的でかなりの人がいたらしいな」


「通報者も、それに紛まぎれて消えちまったってわけか？」


「かもしれんな」


　そう簡単にはいかないらしい。


「影野、他には？」


「事件現場に落ちていた拳銃が凶器であることはハッキリと確かく認にんしたらしい。その出で所どころも摑んだようだが、その辺の事情はどうもガードが固くて分からん。ただ、向こうが呼ぼうとしている証人については二人ほど分かったぞ。


　一人は被害者と共同で会社を経けい営えいしているという峰みね木ぎという男、もう一人は安井家の屋敷で働いてる執しつ事じだそうだ」


「峰木さんと真さな田ださんが？」


　六郎が珍めずらしく驚おどろきのこもった声を出した。真田というのが執事の名前なのだろう。


「知り合いか？」


「ああ、峰木さんは父さんと二人で会社を経営してる人だよ。真田さんは僕が生まれる前から屋敷の執事をやってる人だ。でも、あの二人がどんな証しよう言げんをするんだろう？」


「さあな、そこまでは分からん」


　影野は六郎の疑ぎ問もんに肩をすくめた。


　だが、俺には分かる。被告人の身近な人物を証人として召しよう喚かんする理由──そんなものは一つしかあり得ない。


「大おお方かた、動どう機きの証明でもさせるつもりなんだろうよ」


「ああ、なるほど。確かにあの二人なら、父さんの遺産が誰に相続されるかも知っているしね」


「でも、それなら二人もいなくてもいいんじゃないんですか？」


　雪奈が突然口を挟んだ。


「……そういえばそうだな」


　雪奈の疑問は的まとを射ていた。


　六郎は父親が死ぬことで莫大な遺産を相続できる立場にあった。これは間違いなく殺人の動機として挙あげられる。それを立りつ証しようするためには、故こ人じんの経済状況を知る証人を喚かん問もんして陪ばい審しん員いんの前で証言させる必要がある。


　だが、そんな証言をするのは一人で充じゆう分ぶんだ。あの堀内検けん事じがわざわざ二度手間をかけるとも思えない。


　しかし、六郎に他の心当たりを訊きいても、大した回答は得えられなかった。


「そんなの、証言を聞けば分かるんじゃないの？」


　皐月が当たり前のことを言った。







　　　　十一月十四日　午前九時　地方裁判所第四法廷







「周堂健太裁判長の入にゆう廷ていです。全員起き立りつ！」


　廷てい吏りの号ごう令れいが響ひびき渡り、法廷内の全ての人間が立ち上がった。まもなく周堂健太判事が入廷し、裁判長席につく。


　裁判長席から向かって右側には弁護側の机つくえと椅い子すが二つ。奥の椅子に俺が座り、その隣となりに本件の被告人である安井六郎が座っている。


〝政せい財ざい界かいの要よう人じんが実の息子に殺された〟という建たて前まえの裁判のためか、傍ぼう聴ちよう席せきは人で溢あふれかえっていた。傍聴権を賭かけた抽ちゆう選せん会かいまであったらしい。


　付け加えておくなら、傍聴席の隅すみには影野が、そして中央付近には雪奈と、こんな時間だというのにまったく臆おくすることなく制服姿で堂どう々どうと座っている皐月の姿があった。一応、弁護側関係者ということになっているのだ。皐月は余よ計けいだが。


　俺達と向かい合う形で座っているのは堀内検事率ひきいる邪じや悪あくの権ごん化げチーム。こちらは堀内検事と、もう一人堀内の助手らしい三十過ぎぐらいの名も知らぬ検事──あるいは検事補ほ──がいるだけだ。


「着席！」


　廷吏が言い終えると同時に、周堂裁判長が廷内を見渡しながら言った。


「これより被告人・安井六郎の殺人罪に関する予よ備び審しん問もんを開始します。検察側、弁護側共に開廷に異議はありませんか？」


「検察側、開廷に同意いたします」


「弁護側も開廷に異議なし」


　堀内検事と俺が計はかったようなタイミングで交互に言うと、裁判長はよろしいと重々しく頷いた。続いて五人の陪審員に本法廷へ出席してくれたことへの感謝と、これから予審を傍聴するにあたっての注意を語った。


「では検察側は最初の証人を喚問して下さい」


「はい裁判長。最初の証人は伊い藤とう明あきら巡じゆん査さです」


　堀内は立ち上がって自分の背の低さをアピールしながらハッキリとした声で言った。


　証言台に立ったのは制服に身を包んだ警官。俺と同じぐらいの、世間から見れば間違いなく若わか造ぞうと言われる年ねん齢れいだろう。


　警察官らしく何か武道をやっているのか、がっしりとした体格の持ち主だった。ただし、動作はどこかおどおどとしている上に、顔にはなんら特とく徴ちよう的てきなパーツが一つもない。


　こういう男を端たん的てきに表現する単語を俺は知っている。〝鳴かず飛ばず〟だ。


　鳴かず飛ばず巡査こと伊藤は、幾いく分ぶん緊きん張ちようの混まじった声で宣せん誓せいを終えた。それを受け、堀内が尋じん問もんを開始する。


「伊藤巡査、十一月十一日の夜、あなたがしたことについて証言して下さい」


「はい。その日の夜、私は自転車でパトロール勤きん務むをしていましたが、二十三時ごろ、本ほん署しよから指示があったのです」


「本署からの指示はどんなものでしたか？」


「異議あり」


　俺はゆっくりと立ち上がりながら言った。


「それは伝でん聞ぶん証しよう拠こを求める質問です」


　しかし、堀内検事はまったく気に止めた様子もなく受け答えやがった。


「裁判長。これが伝聞の形式を取っていることは認みとめますが、あくまで審しん理りを迅じん速そくに行うことを目的とした、単なる事実の確かく認にんに過ぎません」


「ふむ。山鹿弁護人、どうでしょう？　この程てい度どでしたら認めても構かまわないのではないでしょうか？」


　俺はチっと舌打ちした。


「……裁判長がそうおっしゃるのでしたら」


「よろしい。証人は質問に答えて構いません」


　出で鼻ばなを挫くじいてやろうという俺の試こころみは潰ついえてしまった。それどころか、よりにもよって堀内に丸め込まれてしまった。屈くつ辱じよくである。


「本署からの指示は、〝銃じゆう撃げき事件が発生したので、大おお山やま公園付ふ近きんにいる警官は直ただちに同公園内の第二自然遊ゆう歩ほ道どうに向かえ〟というものでした」


「それで、あなたが一番近くにいたわけですね？」


「そうです。偶ぐう然ぜんというかなんというか、丁ちよう度ど私はその公園内をパトロールしていたものですから」


「大山公園というのはどんな公園なんですか？」


「敷しき地ち内ないの半分は広い平地で、歩道やサイクリングコース、アスレチックの遊ゆう具ぐなんかが設せつ置ちされています。公園の中央には名前の由ゆ来らいとなった木々の生おい茂しげった山があります。大きな公園ですよ。市し街がい地ちからは幾いく分ぶん外れた所にあるんですが、平日はともかく休日は家族連れなどで大いに賑にぎわっています」


「なぜ警官のあなたが公園のパトロールを？」


「あの辺りは高級住宅地になっているんです。犯はん罪ざい防ぼう止し重点地区と言えば御ご理り解かい頂いただけると思いますが、その中にある大山公園も我われ々われ警察官の巡回地区となっていました」


　恐らく証言前に堀内検事にレクチャーを受けていたに違いない。鳴かず飛ばず巡査は用意されたようなセリフをすらすらと述のべていく。


「現場に到着するまでには何分かかりましたか？」


「私は公園内にある第三トイレ付近で指示を受けました。そこから現場、つまり本署からの指示にあった第二自然遊歩道までは三分ほどの距きよ離りでした」


「その時の状じよう況きようを詳くわしく話して下さい。現場はどのようなところでしたか？」


「現場は歩道こそ整せい備びされていたものの、完全に森の中といった場所でした」


「なるほど。それで現場に行ったあなたは、そこで何を見ましたか？」


「老人の死体でした」


　傍聴席は静まり返った。


「それが誰だったか分かりましたか？」


「はい。あの辺りに勤務する警察官なら知らない人はいません。安井五ご郎ろうさんといいまして、大変な地元の有力者です。あの地ち域いきをパトロールする際さいは、必ずその方の邸てい宅たくに立ち寄ることになっていたぐらいでしたから」


「具ぐ体たい的てきに証言して頂きましょう。現場はどのような状況でしたか？」


「はい。本署から指示された第二自然遊歩道へ行くと、倒れている老人が見つかりました。近寄って見ると、胸の辺りから大量に出血していたのが分かりましたので、すぐに本署へ無む線せんで連絡、応おう援えんを要よう請せいしました」


「質問は以上です。山鹿弁護人、反対尋じん問もんを」


　堀内はそう締しめくくって席に座り込んだ。


　一見したところ、まったくと言っていいほど差さし障さわりのない証言である。


　とはいえ、この証人が実じつ質しつ的てきな死体の第一発見者である以上、このまま反対尋問なしで素す通どおりというわけにはいかない。


　こういう時はとにかく適てき当とうなことを訊きいてみるのが反対尋問のセオリーである。


「伊藤巡査。あなたが死体の第一発見者というわけですね？」


「ええ、まあそうなりますね」


「現場は暗い夜の森の中だったんですよね？」


「そうです。まあ街がい灯とうはいくつもありましたので、明かりには困りませんでしたが」


「そんな暗くら闇やみなのに、あなたは死体が安井五郎氏であると分かったんですか？」


「一目見てすぐに分かったとは言いません。しかし、よく知っていた顔でしたし、その後の調ちよう査さでも同一人物だったことはすぐ証明されましたよ」


「俺はあんたが死体を見つけた時のことを訊いてんだよ、〝その後の調査〟のことなんかどうでもいいんだこの鳴かず飛ばず巡査！」


　と言いたいのをなんとか堪こらえる。実じつ際さい、死体は安井五郎だった以上、突っ込んでもあまり意味がない。


「死体を発見した時、周しゆう囲いに人影はありませんでしたか？」


「被害者を除のぞけば私一人でした」


「事件現場周辺に、何か変わった点はありませんでしたか？」


「いいえ、特には」


「死体を発見してから、応おう援えんを頼むまでどれぐらいかかりましたか？」


「そうですね。三分ぐらいでしょうか」


「結構です、これで反対尋問を終わります」


　うーむ。突っ込みどころがない。


　まだ予審は始まったばかりだ。審しん理りの冒ぼう頭とうで検察側の証人をコテンパンにのしてやれないのは残念だが、この証人についてはひとまず見逃してやることにした。





「次の証人は因幡いなば刑事です」


　俺に大した反対尋問をされなかったからだろうか、妙に機き嫌げん良さそうに堀内が立ち上がった。


　間もなく、悠ゆう然ぜんとした足取りでいかつい面ツラをした因幡刑事が証言台に立つ。


　因幡刑事にしてみれば、これが何度目かの証言か、数えるのも億おつ劫くうなくらいだろう。なんら感情的な表情を浮かべることなく、なんら怖おじ気けづくこともなく、あくまで淡々とした動どう作さで宣せん誓せいを終えた。


「因幡刑事。ではまずあなたの職しよく業ぎようについてお話し願えませんか？」


「いわゆる殺人課の刑事として働いています」


「現在の勤きん務むに就ついてどれぐらいになりますか？」


「二十五年ほどになります」


「それは立りつ派ぱな経けい歴れきをお持ちだ」


　感じ入ったように堀内が言い、因幡刑事は恐きよう縮しゆくです、と軽く頭を下げた。


　この二人のやりとりを何度も見ている人間なら、これが凄すさまじくわざとらしい芝しば居いであることが分かるだろう。果たして堀内は、これまで何度同じ質問を因幡にしてきたことだろう。


　だが、この猿さる芝居も、五人の陪審員にとっては今日が初めてなのだ。


「では因幡刑事。十一月十一日のことですが、あなたは今回の殺人事件の捜そう査さを受け持つことになりましたね？」


「はい」


「あなたは先ほどの証人、伊藤巡査からの要よう請せいを受け、どう対たい応おうしましたか？」


「事件の現場となった大山公園ですが、これは私の勤つとめる警察署から車でほんの数分の距離なんです。そこで私は車で現場に駆かけつける一方、直ちに公園を封ふう鎖さ、また付近の道路に非ひ常じよう線せんを張はるよう要請したんです」


「公園の封鎖にはどれぐらいかかりましたか？」


「伊藤巡査からの要請後、五分後には公園からの全ての出入り口を封鎖しました」


「それは迅じん速そくな処しよ置ちですな」


　因幡は恐縮です、と軽く頭を下げた。


「では、それからあなたはどうしましたか？」


「封鎖の作業は同どう僚りようの刑事に任せ、私は鑑かん識しきと共に事件現場に向かいました」


「なるほど。それから？」


「はい、私は鑑識班と共に、死亡していた老人の状況を詳くわしく調べました。被害者は左胸を撃うたれ、右肩を下にして倒れていました。また、老人の倒れていた地面にはかなりの量の出血も確かく認にんできました」


　因幡刑事がそう証言すると、堀内はやりきれないと言わんばかりにわざとらしくかぶりを振る。なんて不ふ憫びんな事件なのだろう、罪つみもない老人が殺されるなんて。こんな罪を犯した被告人には容よう赦しやのない裁さばきが必要だと思いませんか陪審員のみなさま？


　大だい根こん役やく者しやめ。


「事件現場で何か発見したものはありませんでしたか？」


「はい。周囲を捜そう索さくしたところ、死体のすぐ傍に拳銃が落ちていたのを発見しました」


「拳銃はどうしましたか？」


「鑑識に回しました」


「なるほど。ではその件はひとまず置いておきましょう。事件現場から公園の出入り口までに何分かかるか調べましたか？」


「はい、調べました」


　……妙な質問だな。


「何分かかりましたか？」


「部下の若い刑事に全力で走ってもらったところ、一番近い西側にある出口まで、十四分かかりました。ただし、アップダウンの激はげしい道ですので、見通しの暗い夜ではもっとかかるでしょう」


「公園の出入り口は何箇か所しよあるんですか？」


「公園の東西南北、計四箇所です。通つう常じようの出口以外でも、塀へいを乗り越こえれば出入りすることは可能ですが、その場合は道なき道を進まなければなりません。さらに時間が必要になるでしょう」


　因幡刑事に命じられて走らされる羽田刑事の図を想像してしまい、思わず同情してしまう。


「さて、因幡刑事。伊藤巡査は事件の最初の通報があってから、六、七分で応援を要請したと証言しました。そして公園の封鎖に要した時間も五分ほど。最初の通報が事件直後にあったと仮定した場合、現場から公園を出るのに十五分近くが必要であることを考えると、警察の包囲網を抜けることは不可能ではないのですか？」


　俺はすかさず机つくえを殴なぐりつけた。


「異い議ぎあり！　それは仮か定ていに基もとづいて憶おく測そくを求める質問です！」


「ちょっと待って下さい裁判長。これは単純な時間の足し算です。因幡刑事には自らの実験に基づいた結果を証言する権利があります。ただ今の質問は妥だ当とうだと考えます」


「弁護側の異議は却きやつ下かします。証人は質問に答えてよろしい」


　クソくらえである。


「確かに理り論ろん上じよう、我々の眼をかすめて公園から逃げることは不可能だったと思われます」


　堀内はニンマリと顔を歪ゆがめて法廷内を見回した。皆さん、今の証言を聞きましたか──？


「さて、では因幡刑事。その包ほう囲い網もうで被告人を拘こう束そくすることはできましたか？」


「いいえ、出来ませんでした」


「それほど迅じん速そくに構こう築ちくされた包囲網だったにも拘かかわらず、なぜ被告人を拘束することができなかったのでしょうか？」


「はい。これは後から分かったのですが、被告人は公園で山鹿弁護人と接せつ触しよくしていたのです」


　傍聴席がわずかにどよめく。


「つまりこういうことですね？　警察の捜査を攪かく乱らんするかのように、山鹿弁護人は被告人が警察の包囲網から抜けるための手助けをしたと？」


　そんな質問が許せるか！　俺は思いっきり机に拳こぶしを振ふり下ろした。


「異議あり！　これは──」


　が、俺が言い終わらない内に堀内が言った。


「ただ今の質問は撤てつ回かいします」


「よろしい。ただ今の質問は記録から削さく除じよされます。また、陪審員諸しよ氏しも一切考こう慮りよに入れないようにして下さい」


　俺は思わず拳を振り下ろした姿し勢せいで硬こう直ちよくしてしまった。


　決まり悪く腰を下ろす。……なんか今日は堀内ペースだ。気に食わん。


「では因幡刑事。あなたはどういった経けい緯いで被告人を拘束するに至いたったのでしょう？」


「はい。十二日の朝、午前十時前ですが、被告人が山鹿弁護士に伴ともなわれて署に出しゆつ頭とうしてきたのです。我われ々われはすぐに安井氏に対し、重じゆう要よう参考人として事じ情じよう聴ちよう取しゆを行いました」


「被告人はなんと言いましたか？」


「住所と氏名以外は何も言いませんでした。いわゆる黙もく秘ひです。


　その代わり、山鹿弁護士がこう言いました。……伝でん聞ぶんになりますが構いませんか？」


　因幡刑事が俺の方を見た。〝揚あげ足は取らせんぞ〟とその目が言っている。


「その私の発言は、安井六郎氏の法ほう的てき代だい理り人にんとしての発言です。伝聞にはなりませんよ」


　俺が座ったまま言うと、裁判長は頷うなずいた。


「証人は証言を続けてよろしい」


「〝彼は一切罪になるようなことはしていない。父親が殺された時、傍そばにいただけだ〟と山鹿弁護士が言いました」


　傍聴席からかすかなざわめきが起こる。


「なるほど。それからどうしましたか？」


「その後の捜査で三つのことが判はん明めいしました。


　まず、事件現場に落ちていた拳銃に、被告人の指紋が付ふ着ちやくしていることが分かりました。それから、被告人の知人に聞き込みを行ったところ、被告人は父親が死亡すると莫ばく大だいな遺い産さんを相そう続ぞくすることの出来る立場にあったことが判はん明めいしたんです。また、事件のあった日の夜、二人が連れ立って家を出て行くのを目もく撃げきした証人も見つけました。


　我々はこれらの証拠から充じゆう分ぶんに容よう疑ぎが固まったと判断し、直ちに逮捕状を請せい求きゆう、逮捕に至いたったのです」


　堀内は納なつ得とくするようにうんうんと何度も頷いた。


　そうやって意い図と的てきに間を置くことで、こういった裁判に慣なれていない人々──堀内検事に言わせれば、この程てい度どの話すらすぐに理解できない無む知ち蒙もう昧まいなる一いつ般ぱん人じん──に、因幡刑事の証言の意味を理解する時間を与えているのだ。


「被告人は逮捕、あるいは逮捕後の取り調べの際、自分の容疑について弁べん明めいしましたか？」


「いいえ、ずっと黙もく秘ひしておりました」


「一切、弁明しなかったのですか？」


「ええ、一言もしゃべりませんでした」


「拳銃に自分の指紋がついていたことも、殺害に関わったことさえも否ひ定ていしなかったのですね？」


「異議あり！」


　すかさず机をぶん殴る。鈍にぶい大きな音が法廷内に響き渡り、傍聴人や陪審員はびくっと体を揺ゆらして驚おどろいた。


「黙秘権は被疑者に認められた正当な権利の一つです！　堀内検事の質問は、黙秘権を行こう使しすることによって、被疑者が何か後ろめたいことをしているかのような印象を植え付けようとするものです！　これは明らかに被告人の権利を踏みにじる行こう為いであるとして異議を申し立てます！」


「異議を認めます。陪審員の皆さんは先ほどのやり取りは一切考こう慮りよに入れないようにして下さい。それから堀内検事、一連の質問は削さく除じよさせて頂きますので」


　チビ検事は分かりましたと軽く頭を下げた。悪びれる様子を見せることなく。


「反対尋問をどうぞ」


　その言葉を受け、俺はゆっくりと立ち上がった。


　相変わらずチビ検事のやり方は俺のカンに障さわる。


　元来、黙秘権を行使すること自体が被疑者にとって不ふ利りな点として見られてしまうというのは、この国の悪しき風ふう潮ちようだ。検察側にしてみればその風潮を逆手に取った当然の戦術のつもりだろうが、やられた側はたまったものではない。


　俺は憂うさ晴らしのつもりで反対尋問を開始した。


「まず因幡刑事。私と被告人が出しゆつ頭とうした後、被告人は黙秘権を行使し、また私は〝彼は一切罪を犯していない。父親が殺された時に傍にいただけだ〟と言ったのは確かですね？」


「ええ」


「にも拘らず、あなたは被告人を逮捕した。そうですね？」


「その通りです」


「そのきっかけは、現場に落ちていた拳銃に指紋がついていたからですね？」


「……確かに、それは根こん拠きよの一つです」


「逆に言うと、その拳銃を被告人が撃ったという証拠がなければ、被告人は無実ということになりませんか？」


「異議あり！　それは何ら意味をなさない仮定の質問です！」


「異議を認めます」


　堀内の異議申し立てに、裁判長が即そく座ざに裁さい定ていする。だが、それは予想していたことだ。


　俺は裁判長に向き直った。


「裁判長。堀内検事は殺害現場に拳銃が落ちていたことと、その拳銃に被告人の指紋が付いていたことは立証しましたが、その拳銃は未だ証拠として提出されていません。さらに、今回の殺人がその拳銃によってなされたものであったのかということさえ立証されておりません。そうである以上、未だ立証されていない事実に対し、仮定の質問をしてもなんら差さし支つかえないと考えますが？」


「も、もちろん検察側は拳銃を証拠として提出し、またその拳銃が凶器であったことを立証する用意があります！」


　案あんの定じよう、堀内が慌あわてたように口を挟はさんできやがったので、俺はチビ検事に向き直り、


「では堀内検事、順じゆん序じよとしてまずそれらの立証を行って頂きましょう。弁護側の因幡刑事に対する反対尋問の権利は、その後まで保ほ留りゆうとさせて頂きます」


「ふむ……」


　裁判長が頷いた。


「堀内検事、ここは弁護側の言う通り、まず凶器についての立証を行ってはいかがですか？」


　チビ検事は恥はじと怒りでみるみる顔を赤らめた。


「も、もちろん我々はそうするつもりでした。しかし、順序としてはまず弁護側に因幡刑事への反対尋問をやって頂くのが筋すじかと──」


「堀内検事、せっかくの御ご厚こう意いまことに痛いたみ入りますが、弁護側には弁護側のやり方がありますのでどうぞご心配なく。因幡刑事への反対尋問の権利は一時保留しますので、凶器を証拠として提てい出しゆつなさる手続きをお踏ふみ下さい」


　心底丁てい寧ねいに対たい応おうしてやったつもりだが、堀内が感かん謝しやしている様子は微み塵じんもなかった。


「で、では検察側の次の証人として、江え星ぼし博はか士せを喚かん問もんさせて頂きます！」


　陪審員の手前、平へい静せいを装よそおっているつもりらしいが、顔は紅潮し、語調は荒あらくなっている。傍はたから見れば、弁護側にいいようにあしらわれている税金泥棒のチビオヤジ検事にしか見えないに違いない。


　間もなく、人間の格かつ好こうをした白いブタが証言台に立った。


　ヨレヨレの白衣を着、でっぷりとした腹と色白の肌が特とく徴ちようの中年。俺がいつも〝白ブタ〟と呼こ称しようする江星博士である。法ほう医い学がくは元より様々な学問に通じた検察側御ご用よう達たしの専門家。


　検察が様々な分野での専門家を証人として呼ぶ場合、二つのパターンがある。


　一つは公こう明めい正せい大だいで実力に伴ともなった実じつ績せきがあり、弁護側としても安心して証言台に立ってもらえる人物を呼ぶパターン。もう一つは、専門家と名乗る程てい度どの知識と名声はあるが、公明正大とは百歩譲ゆずっても表現できず、検察側に都つ合ごうのいい証言しか行わない人物を呼ぶパターンだ。


　残念ながら、検察側が証人としてよく召しよう喚かんするのは後者の方である。その典てん型けい的てきな例がこの江星〝白ブタ〟博士である。


「江星博士、あなたの専門は何ですか？」


「主として法医学です。それから、この仕事に携たずさわるのに便べん利りなので、弾だん道どう学がくにもある程てい度ど通じていると自じ負ふしております」


　体型にふさわしいどっしりとした声。


　俺に言わせれば、検察側の権けん威いを笠かさに着た知識をひけらかしたいだけの白ブタが、得とく意いになって人の言葉をしゃべっているようにしか聞こえないのだが。


「法医学とはどのようなものですか？」


「簡かん単たんな具体例を挙あげるとすれば、遺い体たいから死亡推すい定てい時じ刻こくを推すい測そくしたり、遺体に残ったわずかな遺い留りゆう品ひん──体毛や体液などから、犯人を探し出したりすることなどが挙げられますかな」


「では弾道学とは？」


「早い話が、銃じゆう器きに関する学問のことです。銃から発はつ射しやされた弾丸が、どの銃から発射されたのかを識しき別べつしたり──」


「堀内検事に申し上げます」


　俺が口を挟むと、自分の演説を中ちゆう断だんさせられたと思ったか、江星博士が不ふ愉ゆ快かいそうに俺を睨にらんだ。だが、ブタに睨まれてびびらなければならない道どう理りを俺は知らない。


「弁護側は江星博士の各種専門的知識に関しては、なんら異議を申し立てるつもりはありません。どうぞ尋問を開始してください」


「……それはどうも」


　言葉とは裏うら腹はらに、ちっとも感謝しているように聞こえない口ぶりで堀内が答えた。


　が、すぐに気を取り直して尋問を再開する。この切り替えの早さは堀内の得とく意い技わざと言えるかもしれない。


「ではまず、被害者の死因について詳しくご解かい説せつ下さい」


「被害者の体からは二発の弾丸を検出しました。その二発ともが心臓に命中しており、ほぼ間違いなく被害者は即そく死しだったでしょう。死亡推定時刻は警察に通報があったという十一日の午後十一時あたりと断だん言げんできます」


「江星博士。あなたは警察から一丁の拳銃を受け取りましたね？」


「あい、受け取りました」


　この白ブタ博士には特とく異いなクセがある。〝はい〟が〝あい〟になるのだ。


　多少耳みみ障ざわりという以外に問題がないので誰も矯きよう正せいしてやろうとは考えないらしいが、中年のおっさんに「あい」と何度も語られるのはいささか抵てい抗こうがある。果はたしてこの男に言わせると「ハイレベル」も「愛レベル」になるのだろうか、などという極きわめてどうでもいい次元の疑ぎ問もんさえ浮かんできてしまう。


「その拳銃を今日この場に持ってきていますか？」


「あい、持って来ています。これです」


　江星は黒いカバンからビニール袋ぶくろに入った拳銃を取り出した。


　遠目であるため細かいところまでは分からないが、リボルバータイプの拳銃であることは分かった。アクション映画で見かけるような拳銃と比くらべてもかなり小さく、特に銃身が短い。


　俺は軍ぐん事じマニアを自じ称しようできるような人間ではないので、型名などはさっぱり分からなかった。


「これはどのような拳銃ですか？」


「ニューナンブＭ六〇と呼ばれています。三八口径、つまり９ミリの弾丸を五発装そう塡てんすることができます。主に日本の警察官に支し給きゆうされている銃ですな」


「江星博士。あなたはこの拳銃になにか検けん査さをしましたか？」


「あい、付着した指紋について検査しました」


「指紋は検出されましたか？」


「あい、検出できました」


「それはこの法廷にいる誰かの指紋と一いつ致ちしましたか？」


「あい、一致しました」


「誰の指紋と一致しましたか」


「被告人である安井六郎氏の指紋と一致しました」


　まるで欲しがっていたオモチャを与えられたガキのような微笑ほほえみを浮かべた堀内が俺を見た。その顔がこう言っているのがよくわかる。ざまーみやがれ。


　覚えてやがれ。


「他に何か検査はしましたか？」


「あい。旋せん条じよう痕こんに関する検査をしました」


「旋条痕とはどのようなものですか？」


「簡単にいえば、弾丸につく傷のことです。拳銃には弾丸の直進性を増ますため、銃口内にいくつもの溝みぞがついています。火薬の力によって発射された弾丸は、この溝を通ることによって回転が与えられ、よりまっすぐ飛ぶというわけですな。


　この時に付く傷を旋条痕と呼びます。そしてこの旋条痕は、同じ拳銃から発射されれば必ず同じ痕あとがつきます。しかし、違う拳銃から発射された弾丸には絶ぜつ対たいに同じ旋条痕はつかないのです」


「つまり、その旋条痕を調べることで、どの銃から発射された弾丸かを特とく定ていすることができるわけですね？」


「あい、その通りです。銃器における指紋のようなもの、とでも言っておきましょう」


「では江星博士、あなたは被害者である安井五郎氏の体内から検けん出しゆつした弾丸をお持ちですか？」


「あい、持っています」


　江星はカバンからビニール袋に入った一発の弾丸を取り出した。堀内は証言台まで近づいてそれを受け取ると、軽く掲かかげて見せる。


「これはどの拳銃から発射された弾丸であるか調べましたか？」


「あい。私は先ほどの拳銃を使い、新しい別の弾丸を粘ねん土どに向かって試し射しやしました。その弾丸についた旋条痕を、被害者の体内から検出された弾丸のそれと比べてみたんです」


「結果はどうでしたか？」


「あい、二つの旋条痕は完全に一致しました」


「つまり、被告人の指紋が付いていた拳銃は、被害者を撃うち殺した拳銃と同じものだということですね？」


「そうです。間違いありません」


「江星博士、本日はありがとうございました。


　裁判長、検察側はこの拳銃を検察側証拠物件Ａとして、同じく被害者の体内から検出された弾丸を証拠物件Ｂとして提出したいと思います」


「弁護側には特に異い議ぎはありません」


　俺がそう言うと、裁判長は頷いて廷吏に目で合あい図ずを送った。


「よろしい、受じゆ理りします」


「以上で直接尋問を終了します」


　俺から異議を差し挟まれることもなく、スムーズに自分の主張したいことを主張して満足したのだろう、堀内は悠ゆう々ゆうと自分の席に戻った。


「山鹿弁護人、反対尋問を開始して下さい」


　裁判長の言葉を待って、俺は悠然と立ち上がった。


「裁判長、まずただ今提出された検察側証拠物件Ａの拳銃を見せてもらいたいのですが」


「分かりました」


　廷吏からＡという札のついたビニール袋入りの拳銃を手渡される。やはり拳銃だけあって、見た目の大きさに反し、ずっしりとした感覚が伝わってくる。


　俺は検事席に向き直った。


「堀内検事、この拳銃に関する必要な検査は全て終わってますか？　実際に手に持ってみたいのですが。もちろん、あなたを撃うったりしませんからご安心を」


　傍聴席から小さな笑いがもれた。


「……別に構いませんが」


　堀内は俺の行動にどこか腑ふに落ちない顔をしながらも、不機嫌そうな声で了りよう承しようした。


　ビニールから拳銃を取り出し、手に取る。


　拳銃を持つのは久しぶりだった。もし実じつ弾だんが装そう塡てんされていて、ここが法廷でなければ、思わず堀内に銃口を向けていたかもしれない。撃ち殺されたくなければさっさと負けを認めやがれ、毎回毎回懲こりずにうだうだやりやがって──。


　俺は湧わき上がった欲求をなんとか抑おさえつけ、証言台の白ブタ博士に向き直った。


「さて、江星博士。弁護側は、あなたの行った旋条痕テストの結果を尊そん重ちようし、この拳銃が凶器であることについては争わないつもりです」


「恐縮ですな」


　言葉とは完全に正反対の態度だった。


「ところで博士。あなたはこの銃を撃ったのが被告人であると主張するわけですよね？」


「ええ、それはもう」


「それはなぜですか？」


「あなたはさっき私の言ったことをちゃんと聞いていましたか？」


　出来の悪い生徒に言い聞かせようとする尊そん大だいな教師のような口ぶり。


「いいですか、証拠物件Ａことあなたが持っているその拳銃には、被告人の指紋が付いていたんです。被告人の指紋のみが、です。誰が撃ったかなんて明白じゃないですか」


「あなたは拳銃に指紋が付いているというだけで、指紋の持ち主が銃を撃ったと主張するつもりですか？」


　俺の言葉にはさっきより嘲あざけりの色が濃こくなったに違いない。


　白ブタ博士もそれに気付き、ブタなみの自じ尊そん心しんを傷つけられたようだったが、同時に俺の行動の意味を知ったらしく、わずかながら動どう揺ようを見せ始めていた。


「何が言いたいかはお分かりですね？　現在、この拳銃には私の指紋が付いています。あなたの論ろん法ぽうからすると、犯人は私であるという可か能のう性せいもあるということですよね？」


「ふ、ふざけたことを言うな！　あんたの指紋が付いたのは事件も検査も済んでからだ！　事件とはなんら関係ない！」


「その通り、その証言が聞きたかったんです。つまり、指紋が付くのは銃が使用される前であると考える必要はない。使用後に付く可能性も充分にあったわけですね。白ブ……江星博士、わざわざ御ご説せつ明めい頂きありがとうございました」


　傍聴席から失しつ笑しようがもれた。それに反応したかのように白ブタは茹ゆでブタになっていく。


　俺は証人席から飛び出てくる尖とがった視線を真正面から見返しながら続けた。


「さて、では次の質問です。あなたは硝しよう煙えん反はん応のうというものをご存ぞん知じですか？」


「……ええ、それはもちろん」


　怒りを押し殺した声で答える。


「硝煙反応とはどのようなものか、博士の口から説明して頂けないでしょうか」


　茹でブタ博士はめんどくさそうに答えた。


「銃を撃つと、装塡された弾丸の火薬が爆ばく発はつします。弾丸はその爆発力で飛んでいくわけですが、この爆発の際、微び量りようの火薬が周囲に飛ひ散さんします。その微量な火薬は、ある種の薬液をかけることで有う無むを調べることができます。当然、撃った本人にも火薬が飛び散ちるので、その薬液をかければ、銃を撃ったかどうかを判はん別べつする手がかりの一つになるというわけです」


　俺は軽く頭を下げた。


「御解説ありがとうございました。ではお尋ねしますが江星博士、あなたは被告人の硝煙反応を調べましたか？」


「……い、いいえ」


　たった一つの単語を言うのに随ずい分ぶんと歯切れが悪かった。


「なぜあなたは硝煙反応を調べなかったのですか？」


「そ、それは事件が発生してから何時間も経たっていたからです。その被告人はあなたが連れてきて自首させたんですよ。狡こう猾かつなあなたのことですから、硝煙反応など残っているはずはないと思ったのです」


「証人に警けい告こくします。そのような証言をするのなら、まず私が狡猾であくどい弁護士であると立証しなければなりませんよ」


　傍聴席から爆笑の渦うずが巻き起こった。……なぜだ？


「せ、静せい粛しゆくに！」


　裁判長が槌つちを振ふるいながら注意したが、どうも笑いをこらえているらしく、頰ほおが微び妙みように引きつっている。


「…………」


　ふと傍聴席を見ると、雪奈までもが口元を押さえ、うつむきながら体を震わせていた。俺に同情して泣いているわけでないことは間違いない。


　その反応が俺をいささか複ふく雑ざつな心しん境きように陥おちいらせる。雪奈、お前は俺のことをそんなにあくどい弁護士だと思っていたのか、と……。皐月が腹を抱かかえて大笑いしているのはともかくとして。


　無実の罪をなすりつけられた依い頼らい人にんの気持ちというものはこんな感じに違いない。


　裁判長は法廷内の秩ちつ序じよをなんとか取り戻してから言った。


「いずれにせよ、今の証言は明らかに証人の個人的な意見であって、事実に基もとづいているとは……い、言えません」


　裁判長、なぜそこで口ごもる……？　そう訊ききたい欲求を俺は必ひつ死しでこらえた。


「弁護側から要求があれば、ただ今の発言は記録から削除させますが？」


「ええ、そうして下さい」


「よろしい。速そつ記き官かん、削除して下さい。また陪審員の皆さんも、先ほどの発言は一切考慮に入れないように」


　削除の手続きが終わるのを確認してから、俺は再度茹でブタに向き直った。


　憂うさ晴らしのついでにダメ押ししてやる。


「あなたの証しよう言げんをまとめますと、拳銃に付着していた被告人の指紋は事件が起こった後に付いた可能性があり、またあなた方は被告人が実際に拳銃を撃ったかどうかのテストすら行わなかった。そういうことですね？」


「……うぐぐぐぐ」


　茹でブタ博士はブタらしく人間には判はん別べつ不ふ能のうな言葉を呟いていたが、俺はそれを無む視しすることにして、


「質問は以上です。江星博士、ありがとうございました」


　とムリヤリ尋問を打ち切ってやった。





「では、弁護側の正当な権利として、再度因幡刑事の反対尋問を行いたいと思います」


「よろしい、因幡刑事を証言台へ」


　再び因幡刑事が証言台へ立つと、裁判長が付け加えた。


「本証しよう人にんの宣誓はすでに済んでいます。このまま尋問を開始して構いません」


「分かりました」


　さて。因幡刑事の証言で、やはりどうしても気になっていたことがある。


「因幡刑事、あなたの証言で幾いく度どか出てきた警察が受けたという通つう報ほうについてお尋ねします。通報をしたのはどこの誰なのですか？」


「……それは、分かりません」


　俺は意い図と的てきに口をつぐんだ。


　法廷内を沈ちん黙もくが支し配はいする。それは無む言ごんのプレッシャーとなり、因幡刑事に降ふりかかるのだ。


「なぜですか？」


「か、会話は一方的に話され、すぐに切られてしまったんです。声色からして通報者は若い女性であることは分かっているんですが」


　怪あやしすぎる。


　事件が起こったのは夜二十三時。事件の現場は夜間の公園。そこで起こった銃じゆう殺さつ事件。それを通報したのは若い女性。つまりその若い女性は、事件を直接見ていた重要な証人である可能性が高い。


　だが、その女は自らの身分を明かすことなく、すぐに電話を切った──。


「因幡刑事。通つう常じよう、警察への通報というものは、録ろく音おんされているものなんですか？」


「ええ、そうです」


「なるほど」


　俺は裁判長に向き直った。


「裁判長、弁護側は因幡刑事への反対尋問を再度中ちゆう断だんし、まずはその通報の記録が本法廷に提出されるよう要よう求きゆうしたいと思います」


「ふむ、それは確かに要求されて然しかるべきものですな」


「ちょ、ちょっと待って下さい裁判長！」


　裁判長が肯こう定ていの姿し勢せいを見せると、途と端たんに堀内が慌あわただしく立ち上がった。


「我々はその録音テープがそれほど重要なものであるとも思っておらず、今は手元にないのです。用意するまでにまた時間がかかりますので、そのテープについては後日提出ということでいかがでしょうか」


　誰が許すか、そんなもん。


「裁判長、弁護側は堀内検事のために、二十分間の休きゆう憩けいを提案したいと思います」


「さ、裁判長！　弁護側は審しん理りの時間を無む駄だに引き延のばすことが目的なのです！　録音テープは後日必ず提出しますので、今日の審理はこのまま続行して頂きたい！」


「……弁護側の意見は？」


　裁判長の問いかけに、俺は肩をすくめながら答えた。


「弁護側の主張は変わりません。弁護側には必要な証拠を要求する権利があります。二十分あれば、堀内検事がテープを用意するには充分であると思いますがいかがでしょうか？」


　裁判長は頷いた。


「弁護側の要求を認めます。本法廷はこれより十五分の休憩に入ります。堀内検事、休憩の間にテープを用意して下さい。よろしいですね？」


「は、はあ……」


「結構。では休憩とします」


　木槌が一度鳴らされる。


　傍聴人がガタガタと立ち上がり、背伸びをしたり廊ろう下かに出たりし始めた。


「どうだろう、山鹿弁護士。今の状況は？」


　六郎が言った。俺は肩をすくめ、五分五分だ、と答えた。








　十五分後。こめかみに青あお筋すじを立てた堀内検事がまず口火を切った。


「検察側証人として、山やま本もと辰たつ夫お巡査長を喚かん問もんします」


　証言台に立ったのは、三十代半ばぐらいの制服警官。恐おそらく堀内検事に急いで来るように言われたのだろう、肩で息をしていた。


「あなたの職業について詳くわしく教えて下さい」


「はい。警察本部の通信指し令れい第二担当──分かりやすく言いますと、一一〇番にかかってくる電話の応対をしています」


「あなたは十一月十一日の夜、殺人に関する通報を受けましたね？」


「はい」


「どのような内容でしたか？」


「声は若い女性からのようでした。今大山公園にいる、人が撃たれたのを見た、という内容でした。通報は非ひ通つう知ち設せつ定ていの携帯電話からでした」


「その通報は録音されていますね？」


「ええ」


「その通報が録音されたテープをお持ちだと思いますが」


「はい、持ってきました」


　山本はテープレコーダーを持った右手を掲かかげた。


　堀内が裁判長に言った。


「裁判長、よろしければこの場でこのテープを再生したいと思いますが」


　裁判長はチラリと俺の方をうかがう。


「弁護側に異議はありません」


「よろしい、許可します」


　堀内が目で合図し、山本がレコーダーのスイッチを押した。


『はい、一一〇番です』


　この証人と同じ声が聞こえた。


『あ、警察ですか!?』


　今度は山本の証言通り、若い女性の声が聞こえてくる。いささか興こう奮ふんしているようだった。


『大変です、ついさっき、若い男の人が老人を撃ったのを見たんです！』


『分かりました、落ち着いてください。場所はどこですか？』


『大山公園です、あの、第二自然遊歩道のあたりです』


『救急車は必要ですか？』


『わ、分かりません、とにかく急いで来て下さい！　撃った男は一七〇センチぐらい、紺こん色いろのスラックスと灰色のベストを着ていました！』


『分かりました、すぐ警官が向かいます。あなたのお名前は？……もしもし？』


　プツッという音が聞こえた。


『もしもし？　もしもし？』


　ツー、ツーという音が流れる。電話が切られたらしい。


　山本はレコーダーのスイッチを切った。


「以上です。お聴ききの通り、名前を訊く前に切られてしまいました。非通知設定の携帯からの通報の場合、身元の特とく定ていもできないんです」


「なるほど、ありがとうございました。裁判長、このテープを検察側証拠物件Ｃとして提出します。質問は以上です」


「弁護側、異議はありませんね？」


　俺がありませんと答えると、裁判長は頷いた。


「よろしい。では証拠物件Ｃとして受じゆ理りします。山鹿弁護人、反対尋問を開始して下さい」


「反対尋問は特にありません」


　何人かの傍聴人が不思議そうに俺を見た。この証人に限かぎって何も尋問しなかったからだろう。だが、こんな証言では反対尋問する余よ地ちがない。


「代わりに、因幡刑事への反対尋問を再開させて頂きたいと思います」


　俺がそう言うと堀内は渋しぶい顔をしたが、裁判長が頷いたので、因幡刑事が再さい度ど証言台につく。何度も行ったり来たりさせられているからだろうか、子供が見たら泣き出しかねないほど無ぶ愛あい想そうな表情で。


「因幡刑事。先ほどのテープはお聞きになられましたね？」


「ええ」


「通報の内容から類るい推すいするに、通報者は事件を直じかに見ていたと思われる点については同意して頂けますか？」


「まあ、そうでしょう。我々もその通報に基づいて行動したわけですし」


「あなたは事件直後、速すみやかに公園を封ふう鎖さしたと証しよう言げんしました。しかし、その通報者はとうとう捕まらなかったわけですね？」


　因幡刑事は無む言ごんで俺を睨んだ。


「……その点は認めましょう。


　ですが、非通知設定の携帯電話から身元を特定することはできないんです。我々が公園を封鎖した時、公園内にはまだ多数の人がいました。若い女性の姿も多々見受けられました。その中に通報者が紛まぎれていたことは否ひ定ていできません。我々は公園内にいた全ての人々について、被告人あるいは被害者とつながりがないかをも調べたのです。


　結果はノーです。この事件に係かかわりのある人は誰だれ一人としていませんでした。あなたが望のぞむのであれば、それら公園内にいた人々の住所や氏名が書かれたリストを後でお届とどけしましょう。存分に調べていただいて結けつ構こうです」


　ぬう。どうやらヤブからヘビを出してしまったらしい。少なくとも、通報者についてこれ以上深く掘ほり下げるのは不ふ可か能のうらしい。


　しかし、やられっ放しというのは俺の性しように合わない。多少はやり返させてもらうことにした。


「質問を変えましょう。因幡刑事、先ほどもお尋ねしましたが、あなたが被告人を逮捕した最大の根こん拠きよは、凶器の拳銃に被告人の指紋が付いていたからだと証言しましたね？」


「……はい」


　次の俺の質問を予想しているのだろう、顔がこわばっていた。


「しかし、拳銃に付いていた指紋は、事件の後に付いた可能性があるということでしたよね？」


「……ええ」


「となると、あなたが被告人を逮捕した最大の根拠は失われることになると思いませんか？」


「異議ありぃっ！」


　コイツもまた俺の質問を予想していたのだろう。チビ検事が気合いを込めた声と共に立ち上がる。


「これは本法廷を意図的に混こん乱らんさせることを目的としたまったく根拠のない仮定に基づいた質問であるとして異議を申し立てますっ!!」


　舌をもつれさせることなく、長ったらしい異議の理由を一息で言い切った。見み事ごとな肺はい活かつ量りようである。


　裁判長はなぜかウンザリ気ぎ味みにため息を吐ついた。


「仮定の質問である以上、異議を認めます。弁護側は質問を変えるように」


　異議は認められた。だが、陪審員には今の考え方がしっかりと刷すり込まれたはずである。


「質問は以上です」


　俺は反対尋問を打ち切った。するとすぐに堀内が立ち上がる。


「因幡刑事に再直接尋問を行いたいと思います！」


「よろしい、どうぞ」


「因幡刑事、あらためて一つ確認しておきます。先ほど再生されたテープによると、銃を撃った男は紺色のスラックスと灰色のベストを着ていたと言っていました。被告人が警察署に出頭した時、どのような服装をしていましたか？」


「紺色のスラックスと灰色のベストを着ていました」


　……しまった。


　俺は今度こそテープをこの場で再生させたことを心底後こう悔かいした。まさしくヤブヘビだ。


　おのれヘボ探たん偵てい。あの野や郎ろうがあのテープを入手していれば、六郎に着替えさせてから出頭させたものを！


　……いや、無む駄だか。あのテープがなかったとしても、どうせ事件のあった夜の六郎の服装を誰かが証言することになるだろうし。


　堀内は再直接尋問を続けた。


「拳銃から見つかった指紋はたった一種類、被告人のものだけだったということでしたね？」


「ええ、そうです」


「あなたは事件の担当になるやすぐに非常線を張りました。しかし、事件現場周辺には怪あやしい人物は誰も居いなかったのですね？」


「はい」


「拳銃に付着していた指紋は一種類だけで、その上被害者を除けば誰も事件現場周辺には確認できなかったわけですね？」


「その通りです」


「結構です、以上で質問を終わります」


　堀内は余よ裕ゆうを取り戻したように悠然と席についた。


　敵ながら見事なものだ。


　今のやり取りを聞かせられれば、被害者を殺し得うる人物は、死亡推定時刻に現場にいた唯ただ一人ひとりの人物──すなわち安井六郎しかいないという考えに到とう達たつせざるを得なくなる。おまけに、銃に付いていた指紋も彼一人だけのものであり、服装も通報どおりのものだった。


　……無む抵てい抗こう主しゆ義ぎという言葉は俺の辞じ書しよには載のっていない。


「山鹿弁護人、再反対尋問はありますか？」


「いいえ、ありません」


　だが、今回は例外となりそうだった。








「本日の審しん理りはこれまでのようですな」


　裁判長が時計を見ながら言った。休憩を挟んだためか、もう正午を過ぎていた。


「堀内検事、今日中にしておかなければならないようなことはまだ何かありますか？」


「いいえ、特にありません」


「よろしい。では本日の審理はこれで終了とします。続きは明日の午前九時からとしましょう。


　なお、陪審員諸君に申し上げます。皆さんはこの事件について一切誰とも論ろん議ぎしてはなりませんし、他人が論議しているのを聞いてもいけません。審理はまだ終わっていませんので、現時点では有罪か無罪かについてのいかなる意見も有してはいけません。


　では本日の審理はこれで終了」


　カン、と槌つちが鳴らされた。







　　　　十一月十四日　午後一時二十五分　山鹿法律事務所







　俺は雪奈と影野、安井六郎と共に事務所に戻った。どこぞの小悪魔は携帯に呼び出しがかかったとかでどこかへ行ってしまった。


「今日の法廷は笑わせてもらったぜ」


　影野が言った。なんとなくイヤな予感がした。


「……なんのことだ？」


「お前が自分のことを狡こう猾かつであくどい弁護士って言ったやつだよ。お前にも少しは自覚があったんだな」


　影野はその時のことをまた思い出したのか、これみよがしにニヤリと笑ってみせる。


　何が悲しくてここまで言われなきゃならんのだろう。


「あれはただのたとえ話だ！　俺のどこが狡猾であくどい弁護士なんだよ!?」


　影野は表情一つ変えずに答えた。


「金持ちを脅おどしつけて三〇〇〇万も分ぶん捕どったり、完全な当てこすりで証人いじめ抜いたり、法ほう律りつの抜け穴あなほじくり回して検事を弄もてあそんだり、どっからどう見ても狡猾であくどい弁護士じゃねーか」


「うーん、僕もちょっと同感するね、それは」


　六郎が余よ計けいな相あい槌づちを打つ。……俺には反論することができなかった。


「そ、そんなことないですよ」


　そこに雪奈が否ひ定ていの言葉を投げかけた。さすが雪奈。野郎どもの意見なんざどうでもいい、俺は雪奈が味み方かたしてくれればそれでいいのだ。


「善行さんだって、その、好きでああいうことをやってるわけでも……」


　雪奈はなぜか言い辛づらそうにチラリと俺の方を見た。そして取ってつけたように、


「……ない……と思いますし……」


　その語ご尾びが段だん々だんと小さくなっていく。


　俺は無実の罪を着せられた依頼人の気持ちを再認識した。これみよがしにニヤニヤと笑っているヘボ探偵には腹が立つ……。


「しかし山鹿弁護士。僕は無実になれるんだろうか？」


　六郎が言った。


「今日の法廷を見ていると、あまり良い状況とは思えないんだけど……」


　俺は仕事用のデスクに座り込み、ネクタイを緩ゆるめながら答えた。話をすり替かえる絶ぜつ好こうのチャンスだ、と内心で息巻いたのは秘ひ密みつである。


「ま、今日は検察側立証の初日だ。そうそう都つ合ごう良くはいかねーさ」


　と、その時。


　ドアがばーんと勢いよく開けられる。今の衝しよう撃げきで老ろう朽きゆう化かしているあのドアの寿じゆ命みようは一年分短くなったに違いない。


「善ぜん行こー、お客さんよ！　あたしが連れてきてあげたんだから感かん謝しやしなさい！」


　皐月だった。俺は思わず頭を抱かかえそうになった。ただでさえ、これ以上余計な問題を増やされたくないというのに。苦情を言ってやろうと玄げん関かんの方を見ると、意外な二人の客が目に入った。


「麻ま衣い……？」


　六郎が小さな声で呟く。


　彩あや崎さき麻衣と、その妹の由ゆ衣いだった。彩崎麻衣は六郎がいることに気付くと、どこか緊きん張ちようしたようにはっと息を呑のんだ。


　しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、


「先日はお世せ話わになりました」


　そう言って俺に頭を下げた。すると妹の方も「なりました」と姉に倣ならう。


　突とつ然ぜん影野がヒューと口くち笛ぶえを吹いた。腐くされ縁えんの俺には分かる。今のは〝こいつは美人だ〟と影野が感かん嘆たんした証拠である。


「こんにちは。どうしたんですか、彩崎さん？」


　雪奈が二人にソファを勧すすめる。二人は揃そろってソファに座ると、姉の方が話を切り出した。


「昨日まで新聞がなかったものでしたから、今日ようやく知ったんですけど……。六郎さんに殺人の疑うたがいがかかっていると聞きました。何か助けになることがあれば、と思ったんです」
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　そう言って六郎の方を見た。六郎も黙って麻衣の方を見つめている。はて？


「あんたに無実の罪をなすりつけた安井家のことだろ？　あんたが気にするようなことはないはずだ。金はもう貰もらったんだし、対たい岸がんの火事だと思って見物してりゃいいのに、なんでわざわざ首を突っ込もうとする？」


　雪奈が言いすぎですよ、と俺の方を見ているのが分かった。しかし、この質問をしないわけにはいかない。


　麻衣はわずかに逡しゆん巡じゆんした後、口を開いた。


「確かに、私は七郎さんにはひどいことをされました。でも、亡くなった五郎さんは厳きびしいけど公平な方でした。それに皐月ちゃんから聞いたんですけど、六郎さんは色々と私を助けてくれたんですよね？　六郎さんは私が屋敷で働いていた時も、七郎さんのいやがらせから助けてくれたりしたんです」


　六郎はまいったな、とテレ笑いを浮かべていた。


　妹の方が姉の言葉を引き継つぐ。


「私も六郎さんは父親を殺すような人じゃないと思います。六郎さんからお姉ちゃんには黙ってろって言われたんですけど、六郎さん、時々うちに来ては食しよく費ひや林間学校の費用を肩かた代がわりしてくれたりもしたんです。私は絶対人殺しなんかじゃないって信じてます」


　麻衣が驚おどろいたように由衣の方を見つめる。しかし、由衣は確かつ固こたる意い思しを持って俺の方を見ていた。


「まいったな、由衣ちゃん、そのことは黙っててくれって言ったじゃないか」


　六郎が苦笑する。


　金を出してくれたからって人殺しじゃないとは限らんぞ──と言ってやろうかと思ったが、さすがにこの場でそれを言うのは憚はばかられた。


「あの、私達じゃあ助けになりませんか？」


　由衣の言葉に、俺は決まり悪げに頭を搔かいた。


「なりませんかと言われてもな。殺人現場を見てたとか言うのならともかく」


　麻衣はそうですか、と残念そうに言った。


　……なぜか不ふ審しんげな視線が皐月と雪奈から飛んでくる。どうしろと言うんだ。


　俺は状況を打だ破はするために、影野に話を振ることにした。


「そういえば影野、一つ訊いておきたかったんだが、安井七郎についても警察は捜査しているのか？　遺産の相続権ならヤツも持ってるわけだ、警察が調べないはずはないが」


　影野は頷いた。


「確かに警察もヤツから事情聴取はしたらしい。だが、どうも事件発生時刻のアリバイがあったらしくてな。あっさり犯人候こう補ほから削さく除じよされちまった」


「アリバイだと？　どんなアリバイだ？」


「知り合いの誰かと一緒にいたんだとよ。その相手からアリバイの確認も取れたそうだ」


「……そいつはやばいな。あいつは俺が一番アテにしている犯人候補なんだぞ。影野、そんなアリバイさっさと崩くずしちまえ」


「相変わらず簡かん単たんに言いやがるなお前は」


　影野はおさまりの悪い髪の毛を搔き回した。


「大体、そのアリバイを証明してるヤツが誰なのかすら分からんのだ。それに正直、七郎の周辺を洗うことも難しい。六郎さんよ、あんたの屋敷、警備がしっかりしすぎだぜ。今日も屋敷の周囲をウロついていただけで危うくお巡まわりに職しよく務む質問されそうになっちまった」


「うーん、それはあるかもしれないね。元々我わが家には警察官が直接警備に来てたぐらいだしね。


　そうだ、なんなら君がスムーズに調査できるように、僕が話を通しておこうか？　僕に協力してくれている探偵だと言えば、少しは動きやすくなると思うけど」


　六郎の提案に、影野は肩をすくめて否定の意を示した。


「そいつは駄だ目めだ。こういうことは七郎本人に調査していることがバレると意味がねーんだ。屋敷の住人全部があんたの味方ってわけでもないんだろう？」


「うーん。そうか、それもそうだね……」


　六郎は腕を組んで考え込んだ。


「あの……」


　おずおずと口を開いたのは、彩崎麻衣だった。


「ようするに、探偵だと知られずに安井さんのお屋敷に出入りできればいいんですよね？」


「まあそうだな」


　影野は頷いた。


「でしたら、お手伝いとして雇やとってもらうというのはどうでしょうか？　安井さんのお屋敷は年中人手不足なんです。お手伝いとして雇われれば、少なくとも自由に歩き回るぐらいはできると思うんですけど」


「なるほど、それはいいアイディアじゃないかな？　僕が執しつ事じに話を通しておけば、すぐ雇ってくれると思うし」


　六郎は賛さん同どうの意を示したが、俺は影野を横目で見てからその提案を蹴けった。


「そいつは無む理りだな」


「……なぜだい？」


「この影野って社会不ふ適てき応おう者しやが、なんで探偵なんて職業やってるか分かるか？　上司のいない生活を送りたいからさ。金持ちの雇われ人にでもなってみろ、雇われたその日のうちに執事をブン殴なぐって帰ってくるのがオチだぜ」


「違いない」


　影野が俺の方を見ながら苦笑する。〝お前には言われたくない〟とその目が語っていた。


「うーん、そうか……。いい方法だとは思ったんだけどな……」


　と、その時。


「あの……」


　再び控ひかえめに提案したのは雪奈だった。


「だったら、私が行きましょうか？　私、今の時期なら大学もなんとかなりますし、家事にも慣なれてますし」


　影野と六郎は顔を見合わせた。


「なるほど、そいつはいい。確かに雪奈ちゃんなら七郎と面めん識しきもないし、新人のメイドが雇い主のことを訊いたってそう怪あやしまれることもないだろうしな」


「そうだね。そういえば彩崎君がやめてしまったから、メイドを一人探してたところだったんだよ」


「ちょ、ちょっと待て！」


　二人がすっかり乗り気になっていたので、俺は慌てて口を挟んだ。


「影野が行くならともかく、素人しろうとの雪奈が行ったところでどれだけ情報が得られるか──」


「善行さん、それはヒドイです」


　雪奈が頰ほおを膨ふくらませる。


「私だって善行さんの助手のつもりなんです、少しは信しん頼らいして下さいよ」


「し、しかしな……」


「大だい丈じよう夫ぶだ、山鹿」


　俺の言葉を影野が遮さえぎった。その顔はどこかニヤついていた。


「安井七郎について変なウワサでも立っていないかを訊いてくるだけでも充分なんだからな。何らかの情報の断だん片ぺんさえ摑つかめれば、あとは俺が調べてやる」


　そうですよ、とちょっと怒った表情で相槌を打つ雪奈に思わず俺はひるみそうになったが、それでもこれだけは認められない。


「だ、だがな、あの屋敷に働きに行くってことは、あのド変へん態たい野や郎ろうのすぐ傍そばで働くってことだぞ!?　あいつの評ひよう判ばんがどんなのかは知ってるだろ、そんなところで雪奈を働かせてたまるか！」


　俺の真しん意いを理解したのだろうか、怒っていた雪奈の表情がわずかに緩ゆるんだ。


　六郎が苦笑しながら言った。


「山鹿弁護士、一いち応おう僕の弟なんだから、そうボロクソに言うのは……」


「何言ってやがる、あんたを犯人に仕立て上げようとしてるはヤツなのかもしれないんだぜ!?」


「ああ、そういえばそうだったね」


　こ、こいつは……。思わず頭を抱かかえたくなる。


「いいじゃないか、山鹿。七郎に言い寄られそうにでもなったら、雪奈ちゃんを証言台に立たせてヤツの悪行を証言させてやりゃいい。そうすりゃ陪審員はこっちの味方になるだろ」


「そ、そりゃ確かにそうかも知れないが……」


「私は大丈夫ですよ、善行さん」


　雪奈は俺を安心させるためか、顔に微び笑しようを浮うかべて言った。


「別に安井さんのお屋敷にいる人みんなが悪い人ばかりじゃないんですから」


「そうだよ。一応、僕も保ほ釈しやくの身ながら家にいるんだからね」


「し、しかし……」


　なおも渋しぶる俺の肩を、影野がポンと叩たたく。


「安井七郎の周囲を探る人間が必要、そしてそれは七郎と面識がなく、家事手伝いとして雇われても問題のない人物でなければならない。さて、合ごう理り的てきに考えて、この場にいる中で一番それに適てきしているのは誰だろうな？」


「ぐっ……」


　影野の言っていることは理りに適かなっている。


　俺は決まり悪げに頭をぽりぽりと搔きながら言った。


「……分かった。だが雪奈、くれぐれも気をつけるんだぞ。無む理りに探ろうとする必要なんてないんだ、危険を感じたらすぐ戻ってきていいんだからな」


「君も大げさだなあ。彼女が行くのは別に悪の巣そう窟くつじゃない、ただの僕の家だよ？　それも泊とまりこむわけでもない、一日にほんの数時間働くだけじゃないか」


「そうですよ善行さん。心配してくれるのは嬉うれしいんですけど……」


　雪奈はそういって微笑んだが、それでも俺の不安はなくならなかった。これが雪奈ではなく影野だったら、たとえ第二次世界大戦中のノルマンディの海岸に放り出すことになっても何ら躊ちゆう躇ちよすることはないのだが。


「よし、話は決まった。山鹿がまた変な妄もう想そうに駆かられる前にさっさと作戦開始だ。雪奈ちゃん、こいつを持っていくといい」


　俺の心配をよそに、雪奈は影野から七つ道具の一つだという携けい帯たい型がたテープレコーダーの使い方を教わっていた。
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「では、審しん理りを再さい開かいします」


　裁判長が宣せん言げんした。


　今日も傍ぼう聴ちよう席せきは満席だった。その中には影かげ野のと皐さ月つきの姿すがたも見受けられる。だが、雪ゆき奈なの姿は無なかった。


　昨日の晩ばん飯めしの時に雪奈から聞いた話によれば、六ろく郎ろうから屋敷の執しつ事じに話がいっていたこともあり、あっさりとメイドとして採さい用ようされることが決まったという。早さつ速そく今朝から働きに行ってしまったのだ。


　俺の唯ゆい一いつの心配の種たね、悪あく逆ぎやく非ひ道どうの権ごん化げこと安やす井い七しち郎ろうの姿も傍聴席に見受けられたので厄やつ介かいなことにはならないだろうが、どうも雪奈がいないと物足りないというか張はり合いがないというか……。


「堀ほり内うち検けん事じ、証しよう人にんを喚かん問もんして下さい」


「はい裁判長。本日最初の検けん察さつ側がわ証人は峰みね木ぎ勇いさむさんです」


　堀内がそう言ったので、俺は雑ざつ念ねんを振ふり払って審理に集中しようと試こころみた。


　証言台に立ったのは、でっぷりとした老人だった。年ねん齢れいは安井五ご郎ろうと同じぐらい、ただし、故こ人じんと比くらべると顔にイマイチ威い厳げんが欠けている。


　峰木は年齢と体格に見合った落ち着いた声で宣せん誓せいを終えた。


「では峰木さん。あなたと被ひ害がい者しやである安井五郎氏との関係について教えて頂いただけませんか？」


「はい。私は彼と、とある会社を共同で経けい営えいしておりました。かれこれ……そうですね、もう二十年ほどの付き合いになりますか」


「なるほど。それはそれはこの度たびは御ご愁しゆう傷しようさまでした」


　堀内の白しら々じらしい言葉に、峰木は黙だまって会え釈しやくを返した。


「では質問を続けます。あなたは生前の被害者から、とある相談を受けましたね？」


「ええ、受けました」


「それはいつでしたか？」


「初秋の出で来き事ごとでしたから……。そうですね、一か月ぐらい前になりますか」


「どのような相談でしたか？」


「自分はもうそれほど永くは生きられない、遺い産さんをどうすべきだろうかという相談でした」


「失礼ながら、なぜ彼はあなたにそのような質問をしたのでしょう？」


「まあ二十年という長い付き合いでしたからね。これまでにも、お互たがいのことについて色々と相談しあっていたんです」


「信しん頼らいしあっていたということですね？」


「ええ、まあそうです」


　峰木は満まん更ざらでもないというようにはにかんだ。


「あなたは彼の所しよ有ゆうする資し産さん……今となっては遺産ですが、その額がくを御ご存ぞん知じですか？」


「はい。共同経営者である以上、お互いにどの程てい度どの財ざい力りよくを持っているかは知っておく必要がありましたからね」


「被害者の遺産はどれぐらいの額になるんですか？」


　すかさず俺は机つくえを殴なぐりつけた。ガンという大きな音が響ひびき渡る。


「異い議ぎあり！　それは被害者の家族のプライバシーに関かかわる問題で、当法ほう廷ていで持ち出すべき事こと柄がらではありません！」


　法廷はなぜかシーンと静まり返った。傍聴人がどこか恐おそろしげに俺を見ている。


　……今日最初の一発目だったので、つい机を殴る時に加か減げんするのを忘れていたらしい。まあいいか。机壊こわれなかったし。


「い、異議を認めます」


　裁判長が裁さい定ていした。


「分かりました、質問を変えます」


　だが、堀内はめげていなかった。


「遺産の額は、世せ間けん一いつ般ぱんの平均所しよ得とくから見ても、決して少ない額ではないわけですよね？」


　俺は再度机を殴りつける。


「異議あり！　先ほどと同様の理由で異議を申し立てます！」


「裁判長、少々よろしいですか」


　チビ検事は俺を無む視しするかのように言った。


「我われ々われ検察側は、今回の殺人事件において、この莫ばく大だいな遺産が様々な面に影えい響きようを及およぼしていたと考えております。具ぐ体たい的てきな額にまで言げん及きゆうするつもりはありませんが、遺産が莫大な額であったことは、事実として採さい用ようされるべきです」


「よろしい、弁護側の異議は却きやつ下かします。証人は質問に答えてよろしい」


「まあ、一生食うに困らぬほどの額ではありますな」


　峰木がそう証言すると、堀内は満足そうにニンマリと笑って俺の方を見た。その顔が間違いなくこう言っている。うはははは、参まいったか──。


　クソくらえである。


「その遺産を相そう続ぞくできる立場にあった人は誰か御存知ですか？」


「それはもちろんです。彼が死亡した場合、経営している会社の権利もその相続人に受け継つがれるわけですからね」


「その人物はこの法廷にいますか？」


「ええ、います」


「誰ですか、指差してください」


「彼です」


　峰木はしっかりと俺の依い頼らい人にんを指差した。


　しかし、六郎は法廷内の視し線せんを一身に集めつつも、喜き怒ど哀あい楽らくの感情を示すことなく黙だまって峰木を見返した。それに気け圧おされたのだろうか、峰木の方が視線を反そらしたほどだった。普ふ段だんヘラヘラしてるように見えるが、中々に度ど胸きようがあるヤツである。


「ありがとうございました、質問は以上です」


「反対尋問を開始して下さい」


　俺はすぐさま質問を飛ばした。


「あなたは被害者と極きわめて親しん密みつな付き合いがあったわけですよね？」


「自分で言うのもなんですが、まあそう言って構かまわないでしょう」


　証しよう言げんとは裏うら腹はらに、恐きよう縮しゆくという単語からはかけ離はなれた態たい度どである。


　こういう輩やからには無む性しように一発かましてやりたくなる。


「なるほど。ではお尋たずねしますが、信頼を寄せられていたあなたが、なぜ他人の遺産のことについてペラペラと証言しているのでしょう？　あなたは信頼を寄せている人から受けた相談を、他人にバラすことに抵てい抗こうを感じないのですか？」


　陪審員の何人かが、はっとしたように峰木の顔に見入った。


　峰木はハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔になった。


「な、なんてことを言うんですか！　私が好きで人の秘ひ密みつをバラしているとでも思うんですか!?」


「ええ、その通り。先ほどからあなたの証言を聞いていますが、あなたにはためらいといったものがまったく感じられません。違いますか？」


　俺は同意を得るように陪審員に向かって肩をすくめてみせた。


「わ、私は証言をすることで、彼を殺した犯人を断だん罪ざいするための協力をしているだけです！」


「ほう。そのためには他人のプライバシーであろうと公こう言げんしてもいいと？　それとも、もう死んだ相手のことだから気にする必ひつ要ようはないとでも？」


「い、異議ありぃ！」


　堀内が顔を紅こう潮ちようさせて立ち上がった。


「弁べん護ご人にんは明らかに証人を侮ぶ辱じよくしております！」


「異議を認めます。山やま鹿しか弁護人、質問を変えるように」


「分かりました、裁判長」


　峰木は安心したように小さく息を吐ついた。本番はこれからだというのに。


「峰木さん。あなたは被害者と共同で会社を経営していたわけですね？」


「そ、そうです」


「具体的に、どのような形で会社を経営していたか教えて頂けませんか？」


「会社の株かぶ式しきを四五％ずつ、二人合わせて九〇％所しよ有ゆうしていたんです」


「なるほど。ということは、相続人が複ふく数すういた場合、被害者の所有していた株式は分ぶん散さんして相続されることになるわけですか？」


「それは私の関かん与よしうる問題ではありません。相続人同士で相談しあって決めることです」


「分散して相続される可か能のう性せいも否ひ定ていはできないというわけですね？」


「え、ええ。しかし、そんなことはあり得ないでしょう。せっかくまとまっている株を分散する意味はありません」


「それはあなたの意見であって、相続人の意見ではないんですよね？」


「そ、それはそうですが……」


「それとも、すでにあなたは相続人の誰かと株式についての取り決めでもしていたのではないですか？」


　峰木の表情から血の気が引いた。


「ど、どういうことですか？」


「たとえば、この法廷で被告人が不ふ利りになるような証言をすれば、株式を相続した後であなたに悪いようにしない、と持ちかけられたとか」


　傍聴席がどよめいた。すかさず堀内が立ち上がり、


「異議あり！　弁護側は何ら根こん拠きよのないあてつけによって証人を中ちゆう傷しようしております！」


「異議を認めます。ただ今の弁護人の発言は記録から削さく除じよされます。陪審員の皆さんも忘れてください」


　まあこんなとこだろう。ハッタリは引き際ぎわが肝かん心じんである。もっとも、陪審員がハッタリと受け取ったかは知らないが。


「ところで峰木さん。株式会社というのは、株式を一番多く所有してる株主が、経営についても一番大きな発言権を持つわけですよね？」


「……ええ」


「さて、被害者が所有していた株の話に戻りますが、当とう然ぜんながら相続人が複数いた場合、株が分散されて相続される可能性もありうるわけですよね？」


「それはそう……です」


「その場合、あなたと同どう率りつの株式を保ほ有ゆうする最大のライバルがいなくなり、四五％の株式を所有するあなたが筆ひつ頭とう株主となるわけですよね？」


「…………」


「つまり、あなたは被害者が死亡することによって、会社の経営権を事実上自分のものとすることが出来る立場にあったわけですね？」


　傍聴席がにわかにざわめきだすと同時に、堀内が立ち上がった。


「い、異議あり！　これは証人の品位を陥おとしいれることを目的とした、根拠のない仮か定ていに基もとづいた極きわめて悪質な質問です！」


「いや、私はそうは思えません」


　裁判長はやや不ふ審しんげに証人を見やる。


「弁護側の意い図とは理り解かいできます。異議は却下します、証人は質問に答えるべきでしょう」


　峰木は逡しゆん巡じゆんしながらも答えた。


「た、確たしかにそういう可能性はなくもないですが……」


「ありがとう、それが聞きたかったんです」


　これで動どう機きの証明は完了した。


　舞ぶ台たいは整ととのった。俺は早さつ速そくいつもの爆ばく弾だんに火を点つけることにした。


「さて、峰木さん。最後にもう一つお尋ねしたいのですが、あなたは事件があった十一月十一日の夜、どこで何をしていましたか？」


　これは刑事裁判での常じよう套とう手しゆ段だんだ。


　刑事裁判において、もっとも効こう果かのある法廷戦術──それは、被告人以外の第三者による犯行の可能性を提てい示じすることである。これほど確かく実じつで手っ取り早い弁護方法はない。俺はこの方法で、これまでにも何度も検察側の主張を攪かく乱らんしてきたのだ。


　だが今回に限って、俺の思い通りにはならなかった。


　峰木はふてぶてしいまでに平然とした態度で答えた。


「その日は大学時代の同窓会があったんです。夜は居い酒ざか屋やで飲んでましたよ」


「山鹿弁護人に申し上げます」


　もったいぶった言い回しで口を挟はさんだのはチビ検事だった。


「あなたが事件とは間かん接せつ的てきにしか関係のない証人に対して、答えようのないアリバイを追つい及きゆうし、あたかも犯人が他にいるのではないかと思わせることによって、法廷を混こん乱らんさせる戦術に長たけていることは、我々検察側も身をもって知っています。


　そのため、検察側は今回弁護側がこういった質問をするであろうことをあらかじめ予よ測そくし、本証人のアリバイを証明しうる立場にある人々から、このようなものをもらっております」


　堀内は数枚の紙を取り上げ、裁判長と俺に直接手渡した。


　その紙にはこんなことが書かれていた。


〝私は十一月十一日の午後十一時頃、峰木勇氏と一いつ緒しよにいたことを証明します〟、うんぬん。


　……やられた、と思った。宣誓供きよう述じゆつ書しよだ。


「検察側はこの宣誓供述書によって弁護人の疑ぎ問もんに答こたえ、反対尋問を早く終わらせることに協力したいと思いますが、いかがでしょうか？」


　俺は机を殴りつけて反はん論ろんした。


「しかし！　宣誓供述書であろうと、反対尋問のできない証言に証拠能力は認められません！」


　堀内はやれやれと肩をすくめた。


「ならば結構です。弁護人には後で供述書を書いて下さった方々のリストをお渡ししましょう。あとはあなたが好きに彼らを取り調べるなり、この場へ喚かん問もんするなりすればよろしい。陪審員の皆さんの貴重な時間を無む駄だにしてね」


　こんのクソ野郎。


　このチビ検事にも多少は学習能力というものがあったらしい。まさかこの俺がこんな形で堀内に先手を取られることになろうとは。堀内はしてやったりとばかりニヤニヤと笑っている。


　十人もの人間が供述書を書いたということは、やはりアリバイはあると見ざるを得ない。


　だが、まあいい。俺にしても、この証人が犯人だとは最初から考えていなかったのだ。真犯人は別にいるのだ。安井七郎という悪人が。


　ここは引かざるを得なかったが、とりあえず真犯人を舞台に押し上げるため、もう一つの布ふ石せきだけは打っておくことにする。


「では峰木さん、最後に一つだけ。被害者の遺産を相続できる立場にある人は何人いるんでしょう？」


「……私の知る限り、二人だけです」


「その内の一人が被告人だということは聞きました。ではもう一人は誰ですか？」


　峰木は傍聴席に座っている誰かにチラリと視し線せんを送ってから、どこか申もうし訳わけなさそうに言った。


「故人のもう一人の御ご子し息そく、安井七郎さんです」


「つまり、莫大な遺産を受け継げる立場にあった人は、もう一人いるわけですね？」


「そうです」


「以上で反対尋問を終了します」


　これで布石は打てた。だが、気になることがあった。


　俺が新しい犯人候補を法廷に引きずり出そうとしているにも拘かかわらず、堀内検事にも安井七郎にも、ちっとも動どう揺ようしている気配がないのだ──。








「次の証人は、羽はね山やま裕ゆう次じ郎ろう巡じゆん査さ長ちようです」


　証言台に立った羽山という名の制服警けい官かんは、年ねん齢れいはどう見ても四十代半なかばの、これまたでっぷりとした中年だった。髪かみの毛が薄うすいのが気になっているらしく、頭のハゲを隠かくそうと必死に努力した痕あとがバーコードとなって顕けん著ちよにあらわれていた。


　巡査長と呼ばれていたが、確かその階かい級きゆうは警察の中では決して上の地位ではなかったような気がするのだが……。


「まず、あなたの具ぐ体たい的てきな仕事内容についてお聞かせ下さい」


「与えられた仕事は要よう人じんの警けい護ご、端たん的てきに言いますと、今回の被害者、安井五郎さんの住居の警備をしていました」


「その警備の仕事に就ついて、どれぐらいになりますか？」


「その前に申し上げておきたいことがあります」


　羽山はやや憮ぶ然ぜんとした口調で言った。堀内が眉み間けんにしわを寄せる。


「ほう、なんですか？」


「私は未いまだに六郎さんがお父上を殺したとは思えないのです。私は召しよう喚かんされてここへ来ましたが、ここで証言していることは決して自分の意い思しではないことを申し上げておきたいと思います」


「ふふっ、羽山さんらしい……」


　そうすかして呟つぶやいたのは俺の隣となりの人物だった。一瞬、コイツ何者だ、と思った。少なくとも、断だん罪ざいされる立場にある人間の態度とは思えない。


　しかし、この羽山という証人も、警察官という立場にあるにも拘らず、検察側にこうも食ってかかれるとは大したものだ。だからこの歳としにして巡査長なのかもしれないが。


　彼にしてみれば六郎のために言ったつもりなのかもしれないが、堀内検事を相手にこんなことを言うのは完全に逆ぎやく効こう果かだ。


　堀内は余よ裕ゆうしゃくしゃくといった態度で、


「なるほど。あなたがそう考えるのは結けつ構こう。しかし、あなたは宣誓した証人として証言台にいるのです。あなたは正当な理由なく証言を拒きよ否ひすることはできませんし、証言は実際にあった事実のみに限られ、あなたの考えを述のべる必要はありません。どうしてもというのであれば止めはしませんが、その時はあなたに法廷侮ぶ辱じよく罪ざいが適てき用ようされることになります。あらかじめ警告しておきましょう」


　羽山が思わず言葉に詰つまると、さらに堀内は裁判長に向き直り、


「裁判長。お聞きになった通り、この証人は明らかに検察側に敵てき意いを持っております。よってこの証人の尋問につきましては誘ゆう導どう尋じん問もんの使用が許きよ可かされるべきだと思いますが」


　これだ。どんなに背が低くて物忘れが激はげしくて怒りっぽくて我を忘れやすい検事だと言っても、コイツを侮あなどってはいけない。


「敵意を持った証人であることは認めます。誘導尋問については随ずい時じ裁さい決けつするものとします」


　裁判長の言葉に、堀内は分かりましたと頷いた。


「あらためてお尋ねします。警備の仕事に就いてどれぐらいになりますか？」


　羽山は言い辛づらそうに口をつぐんでいたが、裁判長に質問に答えるよう促うながされると、仕し方かたなく口を開いた。


「もう二、三年といったところでしょうか」


　同じ任にん務むに数年。出しゆつ世せコースから外れた警官というのは間違いないようだ。


「ところで、当然ながらあなたは拳けん銃じゆうを携けい帯たいすることができますよね？」


「……はい」


「しかし、今あなたは拳銃を持っていませんよね？」


「……はい」


「あなたは今月の十一日、すなわち被害者が殺された日に、拳銃を紛ふん失しつしたと上司に届とどけ出ましたよね？」


「……ええ」


「警察官が所しよ持じしている拳銃を紛失するというのは大変なことです。あなたもその意味はよくお分かりですよね？」


「だから今、私は処しよ分ぶんを待ってる状じよう態たいなんですよ。その処分がどんなものであろうと私は従したがうつもりです」


　羽山はヤケ気ぎ味みに答えた。


　なるほど。そういえば凶きよう器きが拳銃なのは分かっていたが、その出で所どころはさっぱり分からなかった。こんなところに出所があったとは。


　ついでに、この証人が堀内検事に食ってかかれる理由が良く分かった。


　警察が犯人を検けん挙きよし、検察官がその罪を法廷で訴うつたえる。この両者はツーカーでなければならない。その検察側に一警察官が逆さからおうものなら、モロに査さ定ていに響ひびくだろう。


　だが、拳銃を紛失し、しかもその拳銃が殺人に使われたとなれば、もはやこの羽山という中年は免めん職しよくをまぬがれないだろう。検察側に従う道どう理りもないというわけだ。


「まあ彼がクビになったら、警備員としてうちで雇やとうよ。気の置けないいい人だよ、彼は」


　六郎がぬけぬけと俺に耳打ちした。


　堀内が尋問を続ける。


「あなたは普ふ段だん、拳銃を肌はだ身み離はなさず所しよ持じしていたわけですよね？」


「もちろんそうです」


「それがどうして紛失するようなことになったんですか？」


　羽山のおっさんは言い辛そうにしていたが、やがて決心したように言った。


「私の警備は基き本ほん的てきに昼から夜半まででした。一年以上安井さんの屋敷で警備をしている内に、屋敷の方々と親しくなり、お茶をごちそうになったり風ふ呂ろを貸かしてもらうようになったのです」


「あなたのような立場にある人が、勤きん務む中ちゆうにそのような接せつ待たいを受けてはいけないことは知っていますよね？」


　俺はすかさず拳こぶしを振り下ろした。


「異議あり！　それは本件とはなんら関係のないことです！」


「異議を認めます。ただ今の質問は記録から削さく除じよ、陪審員の皆さんも無む視しして下さい」


　堀内はやれやれと肩をすくめた。


「ああ、あれっていけないことだったのか」


　ぬけぬけと六郎が言った。


　……こいつが全ての元げん凶きようではなかろうか。


「あなたは普ふ段だんは拳銃を肌身離さず所持していたと証言しました。しかしながら、風呂に入る時までは当然持っていけませんよね？」


「…………」


「そんな時はどこに拳銃を置いていたのですか？」


「休きゆう憩けい室しつとして小さなプレハブ小屋を貸してもらっていたんです。その小屋にある机の引き出しにしまっておいたんです」


「拳銃がなくなっていることに気付いたのはどんな時でしたか？」


「……風呂から戻ってきた時でした」


「なるほど。ところで、何年も警備員として働いているなら、それなりに規き則そく性せいのある生活を送っているんでしょうねえ」


「……ええ」


「風呂へ入るのも大体決まった時間だったのではないですか？」


「ま、まあそうです」


「ところで、いつもあなたが何時に風呂へ行くのかを知っていた人はいませんでしたか？」


「そ、そんなこと知りませんよ。大体、私が風呂へ行くことに何の関係が──」


　羽山の証言は、堀内が机をバンと叩いたために中ちゆう断だんされた。


「あなたの意見などどうでもよろしい。あなたはただ質問されたことだけに答えればいいんです」


　……堀内にこれをやられるとどうも腹が立ってくる。


「もう一度お尋ねします。いつもあなたが何時に風呂へ行くのかを知っていた人はいませんでしたか？」


「……分かりませんよ、そんなことは」


「結構、では次の質問。あなたは被告人と数年間同じ屋敷で暮らしていたわけですね？」


「ええ、まあ」


「何年も同じ屋敷で暮らしていれば、あなたがいつ風呂へ入るかぐらいのことは簡単に分かると思いませんか？」


「異議あり！」


　俺は机をぶん殴った。堀内の時とは比べものにならない大きな音が響く。


「これは誘導尋問であり、また、事実ではなく憶おく測そくを求める質問です！」


　裁判長はゆっくりと首を縦たてに振った。


「異議を認めます。速そつ記き官かんはただ今の質問は記録から削除して下さい。また、陪審員の皆さんも考こう慮りよに入れないように」


　しかし、堀内は気にした様子もなく、ふかぶかと証言台に向かって頭を下げた。


「ありがとうございました、質問は以上です。山鹿弁護人、反対尋問をどうぞ」


　白々しい。


　とはいえ、今回はチビ検事ながら見み事ごとな尋問だったと言わざるを得ない。


　だが、どうせ最後に勝つのは俺なのだ。堀内にさっさと〝てめえのやってることは単なる時間の浪ろう費ひでしかねえんだよこの税ぜい金きん泥どろ棒ぼう！〟と悟さとらせてやらねばならない。


　俺は反対尋問を開始した。


「羽山さん。屋敷であなたと数年を過ごしたのは被告人だけではありませんよね？」


　すると羽山ははっとしたように、


「ええ、そうですそうです。確たしかに私以外にも一年以上警備の任務に就いている同どう僚りようがいましたし、屋敷にも長年働いている家政婦や庭師の方々がいました。彼らも私がいつ風呂へ行っているかなんて知ってるはずですよ」


「質問は以上です」


　俺はどかっと席にもたれるように座り込んだ。


　一いつ矢しは報むくいたつもりだが、今回は堀内に一歩譲ゆずらざるを得ない。





「次の証人は、真さな田だ武たけ文ふみさんです」


　苦にが虫むしを十匹ほど嚙かみ潰つぶしながら堀内が言った。証言台に立ったのは、なるほど執しつ事じだと頷うなずけるような、背せ筋すじのピンと張はった落ち着いた感のある老人だった。


「あなたの御ご職しよく業ぎようは？」


「執事です。安井様の身の回りの世せ話わをさせてもらっていました。過か去こ形けいで言わなければならないのが残念ですが」


「あなたはこの事件の被害者、被告人、双そう方ほうに長い付き合いがありますよね？」


「ええ。それから、先ほどの羽山さんではありませんが、私も一つ申し上げたいことがあります。構かまいませんか？」


　堀内は少々憮ぶ然ぜんとした顔になった。


「まあ内容によりますが。何でしょうか？」


「私は被告人となっている六郎様を生まれたときから知っております。お父上を殺すような方ではありません。


　ですが、一方で私は安井様を殺した犯人を心から憎にくんでおります。その原げん因いん解かい明めいとなる手伝いができると言われたので、私はこの証言台に立っているのです。そのことをまず申し上げておきましょう」


「なるほど、分かりました」


〝ンな建たて前まえなんざどーでもいいからさっさと尋問させろやこのジジイが〟という顔をしながら、堀内はなげやりに頷いた。


「ではお尋ねします。あなたはつい最近、被告人と被害者が言い争っているのを見ましたね？」


「ええ。あれは今月の二日か三日のことだったと思いますが」


　……はい？


「ああ、そういえばそんなこともあったなあ」


　のんきに六郎が呟いたので、俺は小声で怒ど鳴なった。


「そういうことは最初に教えろよ！」


「すまない、忘れてたよ」


　思わずため息を吐ついた。六郎は相変わらず緊きん張ちよう感かんが欠けてるせいか、イマイチ反省しているようには見えない。


　とはいえ、この程てい度どのことは計算内である。俺は気を取り直してチビ検事の尋問に聞き入った。


「何が原因だったのですか？」


「安井様が経営している会社の運営方針で食い違いがあったようでして」


「どの程度の言い争いでしたか？」


「どの程度……と申されましても」


「大きな声でしたか？」


「ええ、それなりに大きい声でした。いつ止めに入ろうかと随ずい分ぶん迷ったものです」


「あなたは被告人や被害者と長い付き合いがあると言いましたよね？」


「ええ」


「では訊きますが、ここ数年で両者の間にそのようないさかいはありましたか？」


「いいえ。記き憶おくにある限り、十年来らいないことでしたな」


「そして十年来なかったそのケンカが、殺人事件の起こったほんの一週間ほど前にあったわけですね？」


「まあ、私にはそれが殺人事件と関連があるかなんて分かりませんが、今月の頭にあった出来事であることは確かです」


「では次に。事件のあった夜、なぜ被告人と被害者が一緒にいたか御存知ですか？」


「はい。安井様と六郎様は、夜になると近所の公園へ一緒に散さん歩ぽへ行かれる習しゆう慣かんがあったのです」


「なぜ夜中に、それも人ひと気けの少ない公園を散歩していたのですか？」


「安井様は四六時中ボディガードの方が付いておられます。屋敷以外で、親子水入らずの時間が欲しかったのでございましょう」


「あなた以外に、被告人親子が散歩に行っていることを知ってる人はいますか？」


「いいえ、それはありません。何しろ安井様のような政せい財ざい界かいに通じた要よう人じんが、護ご衛えいもつけずに夜中の公園へ行くわけです。このことを知っているのは、屋敷に勤つとめている者の中では私ぐらいのものでしょう。安井様のもう一人の御子息、七郎様だって御存知ないと思います」


　堀内はニンマリと満足げに顔を歪ゆがめ、俺の方を見て言った。


「結構です、これで質問を終わります。山鹿弁護人、反対尋問をどうぞ」


　俺は間を空けることなく尋問を開始した。


　その証言を素す通どおりさせる必要もない。


「あなたは先ほどの証言の中で、〝思います〟と言いましたね？」


「はい」


「ということは、それはあなたの主しゆ観かん的てきな意見であって、事実ではないわけですね？」


「はい、その通りです」


「確かに被告人親子が公園へ散歩に行くことは、あなた以外には誰も知らなかったかもしれない。しかし、毎晩二人が連れ立ってどこかへ行く習慣があることは、七郎氏を含ふくめた屋敷の住人も知っていたのではありませんか？」


「はい、その通りです」


　あっさりと頷く。


　扱あつかい辛づらい証人である。誰にも肩入れしないとは言っていたが、こうもリアクションなく肯こう定ていされてしまうのでは、いささか証言のインパクトに欠けてしまうではないか。


「……以上で反対尋問を終了します」


「よろしい。証人は戻って結構です」


　真田は一礼して静かに証言台を去った。最後の最後まで我がを通さない証人である。


　堀内が裁判長に向き直った。


「裁判長。以上で検察側の立りつ証しようを終えたいと思います」


　凶器に状じよう況きよう証拠、それに動機。被告人に嫌けん疑ぎがあることを裏付ける証拠は確かに提出されたと言えるだろう。そのせいか、堀内の顔には満足そうな表情が浮かんでいた。


　通常の予備審問であれば、充じゆう分ぶんに勝ちに持っていけるだけの証拠だ。しかし、堀内にはたった一つ運の悪いことがある。


　相手が俺だということだ。真の予備審問はこれからである。


　裁判長が言った。


「よろしい。本日の審理はこれで中断し、明日午前九時より弁護側の立証に移りたいと思います。陪審員諸君は、引き続き本件についての意見を持つことのないよう、また他人と意見を交わすことのないようにお願いします。では皆さん、また明日お会いしましょう」


　裁判長は槌を叩いて席を立った。


　それを合図に、傍聴人や陪審員がどやどやと音を立てて立ち上がる。


　イマイチ気に食わない状況である。


　特に、被害者と被告人がケンカしていたという事実については、俺も反証する余よ地ちがなかった。陪審員の心しん証しようも多少悪くなったことだろう。


　俺は六郎と連れ立って廊下に出、影野──ついでに皐月──と合流した。


「今日も順じゆん当とうにイジメてたわねえ。ま、あんたにとってはいつものことだろうけど」


　皐月が開口一番に余計なことを言った。


「毎回毎回うるせえな。俺は俺の仕事をしているだけだ」


「人をこき下ろすのが仕事～？　あーあ、そんな職業の人間を必要とするなんて、これだから民主主義はダメなのよ。もし共産主義の偉い大だいなる理想を実現していたら、犯罪を起こしそーな危険人物はまとめてシベリアへ送っちゃうからなんの問題もないのに」


　皐月はやれやれとため息を吐いた。人権もクソもない素す晴ばらしい理想世界である。


　それなら一番の危険人物であるおまえが真っ先にシベリア行きだな──と言おうとしたが、返ってくる答えがなんとなく予測できたので黙っていることにした。


　俺は影野に向き直った。


「影野、あのケンカの話は面白くねえ。あれにケチをつけられるような証人を探して来い」


「また抽ちゆう象しよう的てきだな。ま、探すだけは探してみてやる。ダメだったら諦あきらめろ」


　……まったく、どいつもこいつも。


「山鹿弁護士。どうだろう、僕は勝てそうかな？」


　六郎が言った。


　勝つのはあんたじゃない、俺なのだ。あんたが無む罪ざいになるのはそのついでだ──とはさすがに言えない。


「まあ五分五分ってところだな」


「そうか」


　落らく胆たんするでもなく、六郎は呟いた。


　ちなみに、日本の刑事裁判で無罪になれる確かく率りつは、実に一％に満たない。五分五分で無罪になれるというのは凄すさまじく高い数字なのだが、その事を説明するのも面めん倒どうだった。


　皐月が「今日はクラスの友達と交友を深めにいくことになってるの」と、一人先に帰っていった。その前に学校行け、という俺の助言を聞きもせず。


　影野は引き続き調査、六郎も今日のところは帰宅ということになり、俺は一人で事務所に戻ることにした。







　　　　十一月十五日　午後零時五十五分　山鹿法律事務所







　事務所に戻るなり、俺は自分の目を疑うたがった。


「あ、お帰りなさい善ぜん行こうさん」


　雪奈がハタキ片手に掃そう除じしている。それはいい。


　問題はその格かつ好こうだった。


　紺色のワンピース。ポケットが二つ付いた白いエプロン。頭には白いカチューシャ、ご丁てい寧ねいに胸元にはリボンまで付いている。


　ファッションに関する知ち識しきが皆かい無むの俺にも、その服ふく装そうが一いつ般ぱんになんと呼ばれているかぐらいは分かった。いわゆるメイド服である。


「ゆ、雪奈。その格好はどうした……？」


「ああ、これですか？　安井さんのお屋敷でもらったんです。掃除の時なんかはこの格好の方がいいかな、と思ったんですけど……」


　雪奈は俺を見た。上うわ目め遣づかいで。


「……似に合あってませんか？」


「い、いや！　似合ってる！　ああ、間違いない」


「そうですか、よかったぁ」


　と、雪奈は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。その光こう景けいに思わず俺の気力は萎なえかけた。が、それでもさすがに法律事務所でその格好はヤバイと思った。
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「……だ、だがなあ、雪奈」


　法律事務所でメイドの格好をして掃除してたら客が来た時になんと説明すればいいのか想像がつかないし皐月や影野に見られたら何を言われるか分からないしとにかくちょっと問題があるんじゃないかと思ったりだがしかしその格好が似合ってないなんてことはなくむしろ俺好みだと言ってもいいのだがとりあえず営業中はやめといた方がいいんじゃないかでもプライベートの時はむしろ歓かん迎げいだったりいやいや今のは忘れてくれ。


　自分でも何を言っているのかちょっと理り解かいできなかった。


　影野や皐月がいなかったことを、心から感謝した。


　それでも雪奈はなんとか俺の意い図とを理解してくれたらしく、


「分かりました……」


　と、いささか残念ながらも言ってくれた。しかし、


「でも、今日ぐらいはいいですよね？　夕方からまた行くことになってますし」


　そう期き待たいをこめた視し線せんで問う雪奈に、ダメだ──と言うだけの気力はすでになかった。まあ今日ぐらいならな、と内心の動どう揺ようを必死で隠しながら言うと、雪奈は嬉うれしそうに礼を言った。


　思わずやっぱりいつもその格好でもいいぞ──と言いたいのを堪こらえるのに、検察側証人に反対尋問をしないことよりも忍にん耐たいが必要だった。


「そうそう。それで早さつ速そく今日から色々と訊いて回ってみたんですけど……」


　雪奈は今日の出で来き事ごとについて語り始めた。仕事の話になったので、俺もなんとか頭の中を漂ただよっている妄もう想そうを振ふり払はらうことができた。


　雪奈の聞いた話によれば、やはり七郎は屋敷の中でも評ひよう判ばんが悪く、モーションをかけられたメイドや屋敷の外でやらかした醜しゆう聞ぶんも数知れず。


　事件のあった夜はどこかに出かけていたらしいが、どこに行っていたかまでは不ふ明めい。七郎のアリバイを証明しているという人物についても不明。


　雪奈が訊き出した情報は、そんなところだった。


　既き知ちの情報がほとんどだったからか、そう語る雪奈の表情はどこか曇くもり気ぎ味みだった。


「やっぱり、私みたいな素人しろうとじゃ駄だ目めなんでしょうか……？」


「そんなことはない、怪あやしまれずに忍び込んだ上に、そこまで訊き出せれば大したものさ」


　俺がここぞとばかりにそう言って励はげました。


「それに、初日からそう質問ばっかりしてもたちまち怪しまれちまうだけだ。まあ、気長にいけばいいさ」


　雪奈はちょっとはにかみながら分かりました、と言った。


　それから俺は遅い昼食を取った。なお、昼飯を作っている雪奈の後ろ姿に煩ぼん悩のうを搔かき回され、「俺にはこんな趣しゆ味みがあったのだろうか？」「いや、これは惚ほれた女が可愛かわいらしい格好をすれば誰でも抱いだく感情なのだ」などとくだらない自じ問もん自じ答とうをしていたことは絶ぜつ対たいの秘密である。







　　　　十一月十五日　午後四時五十七分　山鹿法律事務所







　午後五時前。もう日が落ちるのも随ずい分ぶん早くなった。


　雪奈は再び安井家へ行ってしまい、俺はいつものように湯ゆ飲のみを片手に思し考こうをめぐらせていた。そのうち影野も来るはずだ。


「うーさむさむっ！　もう随分寒くなったわね～」


　……玄げん関かんから誰か入ってきたような気がしたが、敢あえて無む視しすることにした。


「あれ？　雪奈は？　ああ、もうスパイに行っちゃったのね」


　その誰かは勝手に接せつ客きやく用ようのソファに座すわり込んだが、引き続き無視することにした。


「ねえ善ぜん行こー、あたしみたいな美少女が寒さに震ふるえてるっていうのに、あったかいお茶の一杯ぐらい出してあげようとか思わないの？」


　今日はヘボ探たん偵ていの戻りが遅い。明日からは弁護側の反証。状況は……良いとは言えない。極きわめて不ふ本ほん意いなことだが、今はヘボ探偵の調査結果が頼たよりだ。


「……ちょっと。なに無視してんのよ！」


　明日からの法廷で俺のなすべきことはただ一つ。最大の犯人候補、安井七郎を法廷に引きずり出し、問い詰つめることだ。


「あーそう。そういう態度取るんだ」


　だが、七郎にはアリバイがあるという。それが何なのか、現時点でもさっぱり分からないのがネックになっている。法廷に七郎を引きずり出し、犯人扱あつかいしたはいいが、アリバイが証明されてはい終わりではあまりにも印象が悪い。


「よっこいしょ……っと」


　……なぜか皐月が電話帳も真っ青な分ぶ厚あつい判はん例れい集しゆうを持ち出し、俺に向かって振り上げているのが目に入った。


「！　ちょ、ちょっと待てクソガキ！　お前、そんな本で何する気だ!?」


「ったくもー、あんたが無視するからでしょ！　この本ぶん投げて気付かせてあげようと思っただけよ！」


「俺を殺す気か！」


「安心して。あんたは殺されたって死なない人種だから」


　皐月は矛む盾じゆんしていることを言った。


「お前、今日は友人と友好を深めてくるんじゃなかったのか？」


「最近の中学生はみんな門限が早いのよ。この時間になるともう解かい散さん。暇ひまだったからこっちに来てあげたの。で、お茶は？」


「……台所にある。勝手に飲め」


「ふん。まったく、サービス精神のカケラもない法律事務所なんだから」


　どこの世界に不ふ法ほう侵しん入にゆう者しやにお茶を出す法律事務所があるというのだ。


　やがて皐月は湯のみを片手にふーふーと息を吹きかけながら戻ってきた。そして、


「さーて、それじゃ話を聞いてあげよう♪」


　極めて不吉なことを言った。


「……俺に何の話をしろと？」


「だから、明日から弁護側の立証なんでしょう？　今の内にもう一度考えをまとめといた方がいいわよ。で、考えをまとめるにはやっぱり誰かに聞いてもらうのが一番じゃない？」


　だからって、なんでお前に──という言葉を飲み込んだ。


　ついでだ、と思った。


　明日からは弁護側の反証なのだ。これまでの経けい緯いをまとめておくのもいいだろうし、そのためには、客きやつ観かん的てきな意見があった方がいい。


「仕し方かたない。じゃあ黙だまって聞いてろよ」


「黙ってたら意味ないでしょ。あたしの素す晴ばらしい頭ず脳のうで、怪しいところがあったらどんどん指し摘てきしてあげるから」


「…………」


　今回の被害者、安井五郎。その息子である六郎と七郎。冗じよう談だんみたいな名前のこの親子が、今回の事件の中心である。


　事の発ほつ端たんは──そう、皐月だ。今月の四日──つまり十一日前──、この小悪魔が俺に彩あや崎さき由ゆ衣いという少女を紹介したことから始まったのだ。


「誰が小悪魔よ誰が！　あたしは仕事を持ってきてあげたのよ、少しぐらい感謝しなさいよっ！」


　外野のヤジは無視する。


　由衣は自分の姉──彩崎麻ま衣い──が、勤きん務む先さきの安井家で宝石を盗ぬすんだ容よう疑ぎをかけられて逮たい捕ほされたので、俺に弁べん護ごして欲しいと懇こん願がんしにきたのだ。


　結果から言うと、窃せつ盗とうの容疑は濡ぬれ衣ぎぬで、真犯人は安井七郎だった。俺は六郎から秘ひ密みつ裏りに協力を受けたこともあり、彩崎麻衣の予よ備び審しん問もんで証言台に立った七郎をズタズタに切り裂さき、全てはヤツの仕組んだ狂きよう言げんであったことを証明してみせたのだ。


　彩崎麻衣の名めい誉よを毀き損そんしたとして、安井家から多た額がくの示じ談だん金きんをせしめ、この事件は解かい決けつした。


　だが、その数日後。正確には八日前の十一月七日。突とつ然ぜん、安井五郎が俺の事務所を訪れたのだ。彼は、老い先短い自分の財産を、出来の悪い次男、七郎にではなく、長男の六郎にのみ相続させる合ごう法ほう的てきな方法はないかと俺に相談しに来たのだった。


　俺はこの時、いくつかの方法を提てい示じした。何人たりともケチのつけられない遺い書しよを用意するか、あるいは──これは冗談交じりだったが──七郎に殺されるか。


　そしてその四日後、十一月十一日の夜。日付が切り替かわろうとする直前に、俺の事務所に一本の電話があった。相手は安井六郎。その内容は驚おどろくべきもので、彼が父親と大おお山やま公園で散歩していたところ、突然何者かに父親が撃たれたというのだ。


　これまでに予備審問で得た証言と、六郎の言葉を信じれば、状況はこうだ。


　まず、六郎とその父親は、夜中に公園を散歩する習慣があった。そのことを知っていたのは真田武文という安井家の執事だけ……ということになっている。だが、実際には毎晩二人が連れ立ってどこかへ行く習慣があるのを知っている屋敷の住人は多いという話だし、安井家の近所にある格好の散歩スポットといえば大山公園であるということも知られている。早い話が、二人が夜中に人気の少ない公園へ散歩に行くことは、公こう然ぜんの秘密だったのかもしれないのだ。


　そして、目の前で父親が殺され、呆ぼう然ぜんとしていた安井六郎に、一丁の拳銃が投げつけられたという。薄暗い夜の公園だったこともあり、六郎はそれを思わず受け取ってしまう。だが、やがて父親がその拳銃で撃ち殺されたことを理解すると、混こん乱らんして拳銃を放り出し、その場から走り去ってしまったのだ。


　しかし、その現げん場ばを誰かに見られていたらしく、同時刻、警察に一本の通つう報ほうがあった。いわく、六郎と同じ背せ格かつ好こうの男が、老人を撃ち殺したのを見た──。


　通報があったのは、事件のあった直後。その上、通報者は事件があった時の六郎の服装もピタリと言い当てている。すなわち、通報者は事件の一部始終を目撃していた可能性が非常に高い。通報者の声が若い女性のものだったと言う以外に、その身元を特とく定ていし得る証拠は何一つない。


　この通報と、大山公園のすぐ近くに警察署があったこと、それからこれは推すい測そくだが、殺されたのが政財界に大きな影響力を持つ安井五郎であったことから、通報後、極きわめて迅じん速そくに警察が現場に駆かけつけ、公園は完全に封ふう鎖さされた。


　この封鎖は極めて厳きびしいもので、俺が公園内に取り残された六郎を車に乗せようとした時も、あっさり見つかってしまったほどだった。


　ただ、事件を目撃したと思われる通報者は、この包ほう囲い網もうには引っかかっていない。もっとも、事件当時公園内には多数の人間がいたらしく、その中に紛まぎれて出て行ったと推測はできる。


　凶器の拳銃は事件現場から警察の手によって回収されている。拳銃には六郎の指し紋もんがベッタリと付いていた。また、警察は安井五郎が死亡することで、その息子の六郎には多た額がくの遺産が転がり込んでくることを突き止めていた。この二つの決め手の他に、事件のあった晩、安井五郎の傍にいたのは六郎だけだったこともあり、六郎は殺人罪で逮たい捕ほ、起き訴そされたのだ。


　安井五郎の死因は胸に受けた二発の銃弾。解かい剖ぼうした白ブタの証言によれば、弾丸は心臓を直撃していたという。


　凶器に使われた拳銃は、安井家で警護についていた警察官に支し給きゆうされたものだった。また、安井家の住人なら、誰でもその拳銃を入手できる機き会かいがあったことも分かっている。


　俺は安井六郎が無実であることに確かく信しんを抱いだいている。


　確かに父親が死ぬことで、六郎は多額の遺産を得ることはできる。しかし、安井五郎は最初から六郎により多くの遺産を引き継がせるつもりだったし、しかも自分であまり長生きはできそうにないと言っていた。その上、六郎は金策もしっかりしており、影野の調査でも金に困っている様子は見受けられなかった。わざわざ父親を殺す必要などなかったのだ。


　反はん面めん、安井七郎の方は、甲か斐い性しようなしで名目上の仕事にしかつかず、日々遊び呆ほうけ、金に困る度に父親の財産をアテにしていたという。


　たとえば、もし父親が遺産のほとんどを六郎に渡そうとしていることを七郎が知っていたとしたら？


「……確かに怪しいわね。ってゆーか、もう犯人確かく定ていじゃないの？」


「まあな。だがなあ……」


　影野の話によれば、警察も当初は七郎を容疑者の一人として考えていたという。


　しかし、七郎にはアリバイがあることが判明。あっさり候補から除じよ外がいされたというのだ。そしてそのアリバイがどんなものなのかは未だに判はん然ぜんとしていない。


　これまでのところ、七郎が証言台に立つことはなかった。明日以降、弁護側証人として喚問することになるだろうし、その時は事件時刻どこにいたかを問い詰めることになる。当然ながら七郎はアリバイを振りかざしてくる。もしそれを打ち崩すことができれば、安井五郎を殺す動機と機会を持っている新しい犯人候補の誕たん生じようだ、間違いなく事じ態たいは好こう転てんするに違いない。しかし、もし打ち崩せなければ……目下のところ、他に犯人候補は考えられない。勝てる見込みは薄くなる……というか、結構絶ぜつ望ぼう的てきだ。


　もう一つ厄やつ介かいな点があるとすれば、殺人事件の現場にいたのが、安井六郎ただ一人だったという印象を陪審が受けていることだ。


　殺人現場には少なくとも三人ないし四人の人物がいたはずなのだ。その内の二人は殺された安井五郎と、俺の依頼人の安井六郎である。安井六郎が無罪だとすれば、当然別の真犯人が現場にいたことになり、そしてまた、事件を実際に見ていたとしか思えない通報者もその場にいたはずなのだ。あるいは、通報者＝真犯人という可能性だってあるだろう。


　通報直後、警察の手によってすぐに公園は封鎖された。だが、俺が一番の犯人候補と見込んでいる安井七郎が公園内にいた形けい跡せきは見つかっていない。


　公園には事件当時多数の人間がいたが、警察の調べによれば、安井家と係わりのある者はいなかったそうだ。一方で凶器に使われた拳銃を手に入れる機会があったのは、安井家と係わりのある人間でなければ不可能。すなわち──事件を起こすことが可能だったのは、現場にいたことが分かっている安井六郎だけということになる。


　いや、現実には違うはずだ。拳銃を手に入れる機会は七郎にもあった。それに、どんな厳重な警備であろうと、絶対に穴はある。六郎にしろ、俺の手引きによってあの包囲網から抜け出せたのだ。


　そう。あの包囲網を抜けることは不可能ではないのだ。だが、それを立証することは困こん難なんと言わざるを得ない。


　何かカンフル剤が必要だ。あの現場には六郎以外の人物がいたと証明できるような。


「ふっふっふ……」


　と、皐月が何やら不ふ敵てきな笑みを浮かべていた。


「しょーがないなー、このあたしが一つ気が付いたことを教えてあげようっ♪」


「…………」


　てめえの気が付いたことなんてどうでもいい──と思ったが、どうせそれではこの小悪魔も納なつ得とくしないだろうから、俺は好きに語らせてやることにした。


「ねえ、裁判の記録ってあるんでしょ？　見せてよ」


「さすがにそれはめんどくせーからヤだ」


「何よ、いいじゃない！　毒どく食ったら皿まで食えっていう先人の偉い大だいな言葉があるのを知らないの!?」


「……珍めずらしく自分のことをわきまえているじゃないか」


　確かに毒喰らわば皿までだ。仕方なく俺はいつも持ち歩いているカバンからお望みのものを出してやった。


「これで満足か？」


「そー、これこれ。ねえねえ、ずっと気になってたんだけどさあ、この証言ってどこかおかしくない？」


　そう言って皐月はとある証言の記録部分を指し示した。





『なるほど。それで現場に行ったあなたは、そこで何を見ましたか？』


『老人の死体でした』


『具ぐ体たい的てきに証言して頂きましょう。現場はどのような状況でしたか？』


『はい。本署から指示された第二自然遊歩道へ行くと、倒れている老人が見つかりました。近寄って見ると、胸の辺りから大量に出血していたのが分かりましたので、すぐに本署へ無む線せんで連絡、応おう援えんを要よう請せいしました』


『現場は暗い夜の森の中だったんですよね？』


『そうです。まあ街がい灯とうはいくつもありましたので、明かりには困りませんでしたが』


『そんな暗くら闇やみなのに、あなたは死体が安井五郎氏であると分かったんですか？』


『一目見てすぐに分かったとは言いません。しかし、よく知っていた顔でしたし、その後の調査でも同一人物だったことはすぐ証明されましたよ』


『死体を発見した時、周囲に人影はありませんでしたか？』


『被害者を除のぞけば私一人でした』


『事件現場周辺に、何か変わった点はありませんでしたか？』


『いいえ、特には』


『死体を発見してから、応援を頼むまでどれぐらいかかりましたか？』


『そうですね。三分ぐらいでしょうか』


『結構です、これで反対尋問を終わります』





「これのどこがおかしいんだ？」


「さあ？　どこかしらねぇ？」


　イヤミに笑う皐月。よりにもよって、この俺を試しているつもりらしい。


　とはいえ、別に怪しいところなんかない。やはりこいつのイタズラかハッタリか──。


「分からないの？　仕し方かたないなあ、教えてあげよう♪　ほら、ココよココ」


　皐月が指差した部分。


　一見、何の変へん哲てつもない証言だった。しかし──


「…………う」


「お？　気が付いた？」


「……確かに一つ妙な点があるな」


「でしょー？　ほらほら、あたしに感謝しなさい！」


「今度から好きなだけ茶を飲んでいいぞ」


　皐月は膨ふくれっ面つらになったが、そんなことはどうでもよかった。俺の頭はこの証言の意味を理解するのに忙いそがしかったからだ。なぜあの〝鳴かず飛ばず〟巡査はこんな証言をしたのだろう？


　と、俺が思し考こうをめぐらせていると、


「ねえねえ善ぜん行こー」


　再び小悪魔が言った。


「……なんだよ？」


「ふっと思ったんだけど、素人が拳銃を撃って正確に心臓に当てることなんてできるの？」


　俺は湯飲みを口元に運んだ。


　心臓を撃ち抜くぐらい、俺はもちろん影野にだって朝飯前だ──という言葉をお茶と一いつ緒しよに飲み込む。


「……そういえばそうか」


　なぜ気付かなかったのだろう。


　確かに、経験のない素人が練習もせずに、小さな目標に二発続けて弾を命中させることは難むずかしい。おまけに事件当時は暗い夜だったのだ。しかし待てよ、そんなこと警察だってすぐに気付くはずだ。


　いや、そうか。検察は犯人が六郎であると仮定して動いている。六郎が犯人ならば、父親はすぐ傍を歩いていたのだから、心臓を撃つことも可能だ──と考えているのだろう。


　しかし、六郎が犯人でないと仮定するならば──真犯人は少なくとも六郎からも見えない場所から拳銃を撃ったことになる。それも夜間に。これはかなりの経験がなければできない……というか不可能だろう。


「影野に探さぐらせてみるか」


「でも、いくらあの万年寝ね不ぶ足そく探偵だって、拳銃を撃った経験の有う無むなんて調べられるの？」


「……それもそうか」


　と、その時。


「誰が万年寝不足探偵だ」


　不ふ機き嫌げんそうな顔のヘボ探偵が玄げん関かんに立っていた。


「あんた以外に誰がいるってゆーのよ。ほら、今だって眠そーな顔してるじゃない」


「……この顔は生まれつきだ」


　そう言い訳わけがましく言うと、万年寝不足探偵はソファにどかりと座り込んだ。


「もうすっかり寒くなってきたな。おい、ペテン弁護士。せっかく俺が貴き重ちような情報抱かかえて来てやったんだ、熱いお茶の一杯ぐらい出しても罰ばちは当たらんぞ」


「……お茶なら台所にある。勝手に飲め」


「ふん。まったく、サービス精神のカケラもねえ事務所だぜ」


　影野はぶつくさと文句を言いつつ、隣の台所に行った。なぜ俺の周りにはこんなやつらしかいないのだろう。


　やがて湯のみを抱えて戻ってきた影野に、俺は早さつ速そく尋ねた。


「おい万年寝不足探偵。拳銃を撃った経験の有無を調べることはできるか？」


「……そいつを調べるには一つ条件がある」


　影野は不機嫌そうに髪をかき上げた。


「なんだ、その条件って？」


「人のことを万年寝不足探偵呼ばわりするのをやめろ」


「分かった分かった。じゃあなんて呼べばいいんだ？　〝天才探偵影野様〟とか〝泣く子も黙る影野閣かつ下か〟とかどうだ？」


　答えたのは皐月だった。


「前から思ってたんだけど、あんたってネーミングセンスないわね」


　すると、影野が相あい槌づちを打つ。


「そりゃそうだ。〝山鹿善行〟なんて名付ける家系に生まれたぐらいだからな」


「なるほど。それは納得できるわね」


　……どいつもこいつも。しかし、ここでこいつの機嫌を損そこねるわけにもいかない。俺はそれ以上反はん論ろんせず、話を戻すことにした。


「で、拳銃を撃った経験は調べられるんだな？」


　影野はニヤリと笑った。


「物事は工夫とアイディア次第でどうにかなるものさ」


「……よく分からんが、なんとかなるんだな？」


「ああ、多分な。明日の法廷までになんとかしてやろう。それから、こいつは今日のみやげだ」


　そう言って影野は一枚の紙を机に放り投げた。


「なんだこれは？」


「今日、安井五郎の知り合いに話を訊いて回っていた時に新しく見つけた証人の住所だ。一応、明日法廷に来るとは言っていたがな」
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　　　　十一月十六日　午前九時一分　地方裁さい判ばん所しよ第四法ほう廷てい







　裁判長が口を開いた。


「では本日の審しん理りを開始します。準じゆん備びはよろしいですかな？」


　俺と堀ほり内うち検けん事じから特に何も申し立てられなかったので、裁判長はよろしいと頷うなずいた。


「今日からは弁べん護ご側がわの立りつ証しようとなります。山やま鹿しか弁護人、最初の証しよう人にんを喚かん問もんして下さい」


「はい裁判長。最初の証人は、高たか野の芳よし郎ろうさんです」


　証言台に立ったのは、安やす井い五ご郎ろうと同年ねん齢れいだが温和そうな印いん象しようを受ける初老の男だった。昨日、影かげ野のが見つけてきた証人。


　高野は少々しわがれた声で宣せん誓せいを終えた。


「さて、高野さん。ではまず、あなたと被ひ害がい者しやである安井五郎氏との御ご関かん係けいを教えて頂いただけませんか？」


「私は故こ人じんとは小学校時代の同級生です。半世紀近くの付き合いがありました」


「あなたは生前の被害者から、彼の息子、すなわち被ひ告こく人にんに関する相談を受けましたね？」


「ええ。私は故人と二週間に一度は必ず杯さかずきを交わしていましたから。ただ、あれは相談……というより自じ慢まん話ばなしの類たぐいだと思うんですが」


「いつのことでしたか？」


「今月の初め……そう、四日か五日辺あたりのことだったと思います」


「それはどんなものだったんですか？」


「故人は自分の息子、つまり六ろく郎ろうさんと言い争いをしたそうでしてね。こんなことを言っていましたよ。〝六郎は私の言うことに間違いがあればすぐに反論するようになった。私にも意い地じがあるからこの間はついつい言い争いになってしまったが、後から考えても息子の言った事の方が正しかった。そろそろ六郎に全てを任せて隠いん居きよする時が来たようだ〟と」


　わずかに傍ぼう聴ちよう席せきから感かん嘆たんの声がもれる。堀内は呆あつ気けに取られたような顔をしていた。


「ありがとうございました、質問は以上です」


「堀内検事、反対尋じん問もんを」


　堀内は渋しぶい顔をしながら立ち上がった。


「質問は特にありません」


　これで言い訳わけが一つ立った。


　さあ、勝負はこれからである。





「では次の証人として、伊い藤とう巡じゆん査さに再度証言台に立ってもらいたいと思います」


　俺の要よう請せいによって、あの特とく徴ちようのない〝鳴かず飛ばず〟巡査が再び証言台に立つ。


　伊藤はなぜ自分がまた喚かん問もんされるのか不ふ可か解かいな様よう子すだった。


「さて、伊藤巡査。十一月十四日のあなたの証言を覚えておいででしょうか？」


「はあ……。一言一句とまでは行きませんが、まあ大体の範はん囲いでしたら」


「結けつ構こうです」


　俺は机の上から一枚の紙を取り上げた。


「裁判長。これは一いつ昨さく日じつに行われた伊藤巡査の証言の記録です。もう一度内容を思い出してもらうために、裁判長にこれを読み上げて頂きたいと思いますが」


「……いいでしょう。ではその紙を」


　裁判長は一度咳せき払ばらいをすると、証言記録を読み上げ始めた。





『なるほど。それで現場に行ったあなたは、そこで何を見ましたか？』


『老人の死体でした』


『具ぐ体たい的てきに証言して頂きましょう。現場はどのような状じよう況きようでしたか？』


『はい。本ほん署しよから指示された第二自然遊歩道へ行くと、倒れている老人が見つかりました。近寄って見ると、胸の辺りから大量に出血していたのが分かりましたので、すぐに本署へ無む線せんで連絡、応おう援えんを要よう請せいしました』


『現場は暗い夜の森の中だったんですよね？』


『そうです。まあ街がい灯とうはいくつもありましたので、明かりには困りませんでしたが』


『そんな暗くら闇やみなのに、あなたは死体が安井五郎氏であると分かったんですか？』


『一目見てすぐに分かったとは言いません。しかし、よく知っていた顔でしたし、その後の調ちよう査さでも同一人物だったことはすぐ証しよう明めいされましたよ』


『死体を発見した時、周しゆう囲いに人ひと影かげはありませんでしたか？』


『被害者を除のぞけば私一人でした』


『事件現場周しゆう辺へんに、何か変わった点はありませんでしたか？』


『いいえ、特には』


『死体を発見してから、応援を頼たのむまでどれぐらいかかりましたか？』


『そうですね。三分ぐらいでしょうか』





「これでよろしいですかな？」


「結構です、ありがとうございました」


　裁判長に礼を言い、再度証言台に向き直る。


「さて、伊藤巡査。一つだけお尋たずねしたいことがあります。


　なぜ死体を発見してから応援を頼むまでに三分もかかったんですか？」


　特徴のない伊藤の顔に、ごくわずかに動どう揺ようの色が見え隠かくれした。


「し、質しつ問もんの意味が良く分からないんですが……」


「伊藤巡査。あなたは、無む線せん機きを使って本署に応援を要請したと証言しています。いわゆる〝おまわりさん〟の装そう備びには、携けい帯たいの無線機がありますよね？」


「え、ええ。確たしかにありますが……」


「その無線機を使ったのなら、死体発見から応援の要請までに一分とかかるわけがない。違いますか？」


　法廷がわずかにざわめいた。


「い、いえ。確かに無線機は携帯しています。ただ、ご存ぞん知じないかもしれませんが、無線というものは周囲の状じよう況きようで使えなくなったりすることがあります。事件現場は森の中でした。森の中というのはよく無線が使いにくくなることがあるんです」


「じゃあその時は無線が使えなかったわけですか？」


「いえ、そういうわけじゃありません。ようは森の中だから電波の送受信がし辛づらくなるというだけの話ですから、森を出さえすれば交信は可か能のうなんです」


「なるほど。つまりあなたは死体発見後、無線を使うためにその場を離はなれたわけですね」


「…………」


「では、あなたが死体を発見してから、署へ応援を要請するためにその場から離れるまで、どれぐらいの時間がかかりましたか？」


「そ、それは三十秒と経っていません、すぐでしたよ。一いつ刻こくも早く本署へ連絡すべきだと思いましたので」


「なるほど、死体を見つけてすぐその場を去ったわけですね」


　引っかかったな。俺はニヤリと笑った。


「では次の質問。あなたは事件現場周辺には特に怪あやしい点はなかったと証言しましたよね？」


「ええ、しました」


「伊藤巡査、言葉には気をつけて頂きましょう。あなたは死体を見つけてすぐに現場から立ち去ったと証言しました。現場周辺に何か怪しい点があったところで、あなたに気付く時間があったとも思えない。〝何もありませんでした〟ではなく、〝パッと見ただけなので怪しい点があったとしても見み過すごしていました〟と言い直すべきではありませんか？」


　法廷を沈ちん黙もくが支配した。


　誰もがはっとしたように、伊藤巡査に注目している。


　中々答えが返ってこなかったので、俺は机つくえをコンコンと叩きながら証言を促うながした。


「どうなんですか、伊藤巡査？」


「ま、まあ確かにあまり長い時間周囲を観かん察さつしたわけではありませんが……」


「そりゃそうでしょうね、現場に三十秒もいなかったんでしょうから。では次の質問。


　どうも気になっていたんですが、警察というのは事件の現場を見つけたら、すぐにその場を立ち去ったりしていいんでしょうか？　現場が荒らされないよう、何らかの手しゆ段だんを講こうじる必ひつ要ようはなかったんですか？」


「……ま、まあ普通はその通りです。通つう常じよう、殺人事件などの通つう報ほうがあれば、まず我われ々われのような制服警けい官かんが現場に駆かけつけ、野や次じ馬うまの排はい除じよや証拠の確かく保ほを行い、それから鑑かん識しきや刑けい事じの方々が捜そう査さを開始します。しかし、今回は少々事じ情じようが異ことなっていたのです。


　お聞きになったと思いますが、この事件の通報は大変曖あい昧まいでした。通報者は匿とく名めいで、イタズラかどうかの判はん断だんがにわかにつかなかったんです。イタズラの通報というのは少なくありませんし、何しろ深夜だったものですから、そうたくさんの人の手を煩わずらわせたくもなかったんです。そのため、まず私が現場を見て、実際に死体を見つけてから応援を要請することになってたんです」


「しかし、実際に死体を発見したにも拘かかわらず、あなたは現場の確保をすることなく、その場を離れたわけですよね？」


「そ、それはその、周囲に人影はありませんでしたし、深夜の公園なので誰も来ないかと思いましたから。何より、無線で連絡を取るにはその場から離れざるを得ませんでしたし」


「ちょっと待って下さい、あなたは事件現場を見るなりすぐにその場を離れたと証言しました。それなのになぜ周囲に人影がなかったと分かるんですか？」


　うっ、と伊藤巡査は口ごもった。


「……そ、それはまあ、そうですが……」


「それに、確か因幡いなば刑事は、封ふう鎖さした公園には多数の人々がいたと証言しませんでしたか？」


「…………」


「大体、今の証言はあなたの個人的な意見でしかありません。深夜の公園に人が行ってはいけないという法ほう律りつでもあるんですか？　あなたは事じ実じつのみを述べると宣誓した証人としてその場にいるのです、余よ計けいなことは言わないように」


　伊藤巡査は助けを求めるように堀内の方を見た。だが、俺の反対尋問にはまだ何も不正な点はない。さすがの堀内も黙だまって様よう子すをうかがっている。


「わ……分かりました。以後気をつけます」


「結構。ではもう一度お尋ねします。なぜあなたは現場の確保のことを考えず、すぐにその場を離れたのですか？」


「い、いや、だからそれは何度も言ってるじゃないですか。一いつ刻こくも早く応援を呼びたくて……」


　俺はその証言を無視して次の質問を飛ばした。


「死体はどのような状じよう態たいでしたか？」


「それは胸から血を出して地面に倒れていて……」


「体温はどれぐらいでしたか？　まだ多少は温かかったですか？　それともすでに冷たくなっていましたか？」


「い、いや、それは分かりません」


「何な故ぜですか？」


「そ、それはその、死体に触ふれたわけではありませんし」


　俺は机にバンと両手を叩きつけ、身を乗り出すようにしながら、


「ちょっと待って下さい！　あなたは死体を見たと証言しましたが、それは本当に死亡していたのですか!?　瞳どう孔こう、脈みやく拍はく、なんでもいい。あなたは被害者の体に触れ、直接その死を確かく認にんしたのですか!?」


「そ、そ……それはその、被害者は大量の出血をしてましたし、身動き一つしていませんでしたし、その、それに一刻も早く応援を呼ぶことこそが急きゆう務むだと考えましたから……」


「ということはつまり──」


　俺は人差し指を立て、次にその指を伊藤巡査につきつけた。


「あなたは死亡すら確認せず、現場の確保すらせず、その場を早々に立ち去ったわけですね？」


「……う……」


　堀内が勢い込んで立ち上がった。


「異議あり！　これは証人を陥おとしいれることを目的とした、なんら重要性のない質問です！　江え星ぼし博はか士せの証言により、被害者は即死だったと立りつ証しようされたはずです！」


「裁判長。被害者が即死だったかどうかは関係ありません。弁護側はその時の状況をより鮮せん明めいにしようとしているだけです」


　裁判長は三秒ほど目を閉じて思し考こうした後、


「異議は却きやつ下か。弁護側は質問を続けてよろしい」


「ありがとうございます、裁判長」


　話の分かる裁判長である。


　俺は証人に向き直った。これまでのやり取りで、なんとなく構こう図ずは読めた。


　いじめてやる。雪ゆき奈なも見てないし。


「伊藤巡査。あなたは今の職しよくについて何年経たちますか？」


「……まだ一年ほどですが」


「その職務の間で、今回のような死体を見たことがありましたか？　それも夜間で、たった一人の時に」


「……いいえ、ありませんが」


　俺は大おお仰ぎように何度も頷うなずいて見せた。


「なるほど、よく分かりました。では以上のことを総そう合ごうしてもう一度お尋ねします。


　あなたは夜間、たった一人で暗い森を歩いている時に死体を見つけた。恐きよう怖ふに動どう転てんしたあなたは、一刻も早くその場から逃げ出したいがために、現場の確保のことなど考えもせず、本当に死亡しているのかさえも確かめもせず、その場から逃げ去ったのではありませんか？」


　途と端たんに傍ぼう聴ちよう席せきがざわめき、伊藤は平へい静せいさを失って顔を硬こう直ちよくさせた。


「そ、そんなわけないじゃないですか！　何を根こん拠きよにそんな──」


「異議あり！　これはなんら根拠無く証人を中ちゆう傷しようする質問です！」


「異議を認めます」


　堀内の異議に裁判長は頷いた。


　まあ仕方がない。実際にこの巡査が恐怖に動転していたかどうかなんて、立証できるわけもないのだから。とはいえ、証言台でしどろもどろになっているこの男を見て、陪ばい審しん員いんがどう受け取るかはまた別の話である。


　俺は証人に向き直って続けた。


「伊藤巡査。あなたは死体を発見してから一いつ旦たんその場を離れたと証言なさいましたね？」


「それはもう何度も答えたじゃないですか」


　語気を荒あらくして言った。


「結構。ところで、あなたは現場を離れて応援を要請するまでに三分ぐらいかかったと証言なさいましたよね？」


「……その、詳しい時間は言えませんが、まあそれぐらいだと思います」


「詳しい時間は言えない？　そうでしょうね、あなたはよほど慌あわてて事件現場を離れたようですからね。あなたは三分ぐらいだと証言していましたが、実は五分、あるいはもっとかかっていたのではありませんか？」


「そ、そんなことはないはずです。三分ほどしかかかってないはずです」


「あなたはその時、時計を見ましたか？　もし時計を見ていたなら、何時何分だったか覚えていますか？」


「い……いえ、それは見ていませんでした」


「ではあなたは何を根拠に三分と言っているのでしょう？」


「い、いやまあ、大体それぐらいだと思ったんですが……」


「大体？　大体ですって？　あなたはそんな曖あい昧まいな根拠に基づいて三分ぐらいだと証言していたのですか？」


「…………」


「実際に十分ぐらいかかっていたのではないですか？」


「い、いえ、そんなことは……」


「では、十分もかかっていないとする根拠を示すことはできますか？」


　伊藤巡査は諦あきらめたように頭を振ふった。


「……できません」


「では、たとえば事件現場にいた第三者が、警察が公園を包ほう囲いする前に逃げだすだけの時間があったかもしれないということですね？」


「い、異議あり！　仮定に基づいて、証人の憶おく測そくを求める質問です！」


「異議は認めざるを得ないでしょうな」


　裁判長はそう裁さい決けつし、俺は肩をすくめた。


「以上で尋じん問もんを終わります」


「……反対尋問はありません」


　堀内が苦にが虫むしを一ダースほど嚙かみ潰つぶしながら俺の方を睨にらんでいる。伊藤巡査は完全に打ちひしがれた様子で法ほう廷ていをあとにした。


「あれはちょっとやり過すぎじゃないかい、山鹿弁護士？」


　六郎が呆あきれ気ぎ味みに言った。


　多少、自じ覚かくがないわけでもなかった。





「では次の証人として、因幡刑事に証言台に立ってもらいたいと思います」


　因幡刑事は相あい変かわらずの渋じゆう面めんで、この審しん理りで四度目となる証言台への登とう壇だんを果たした。


　第三者による犯行の余よ地ちがあったことは示しめした。後は安井七しち郎ろうを法ほう廷ていへ引きずり出すだけなのだが、その前に一つだけこの刑事に訊きいておきたいことがあった。


　俺は事件の起こる前に、故こ・安井五郎と一度だけ会話を交わしている。あの時の会話からしても、確かく実じつにあの証拠品を検察側は手にしているはずなのだ。


「因幡刑事。あなたは事件現場周辺の捜そう索さくをしましたよね？」


「はい、しましたが」


「事件現場以外でも、捜索ないし証拠品の押おう収しゆうをした場所はありますか？」


「もちろんです。今回の事件に関連があると思われる場所は全て調べたつもりです」


「そこに、被害者の部屋は含ふくまれますか？」


「……ええ」


　俺は早速爆ばく弾だんに火をつけることにした。


「では、あなたがそれらの場所で押収した品の中に、堀内検事から本法廷に証拠として持ち出してはならないと念を押されたものはありませんでしたか？」


　因幡の顔が微び妙みように強こわ張ばったのを俺は見み逃のがさなかった。因幡だけではない。堀内がどたばたと立ち上がる。


「い、異議あり裁判長！　これは明らかに尋問の範はん囲いを逸いつ脱だつしている極きわめて不ふ適てき切せつな質問です！」


　猛もう烈れつな異議の申し立て。だがそれは、俺の疑ぎ惑わくが的まとを射ていることの証あかしでしかない。


　裁判長は、急に慌あわてだした堀内検事にいぶかしむような視し線せんを送りながら、


「弁護人、何か反はん論ろんは？」


「いいえ、ありません裁判長。堀内検事の意いに沿そう形に質問を変えたいと思います」


「よろしい、続けなさい」


「因幡刑事、あなたは被害者の部屋を捜索しましたね？」


「ええ、そうですが」


「様々な物を証拠として押収しましたね？」


「はい」


「被害者の年齢はかなり高齢でしたね？」


「……はい」


「では因幡刑事。あなたは被害者直じき筆ひつの遺書を押収しませんでしたか？」


　堀内が再び立ち上がった。


「異議あり、異議あり！　弁護側のなんら根拠のない質問で、証人に答える必要を認めません！」


「異議は却きやつ下かします。弁護側には検察側の押収した物ぶつ証しようについて尋問する権利があります」


　裁判長は興きよう味み深そうな顔をしながらそう裁さい定ていした。


　俺は裁判長に礼を言ってから、因幡刑事に向き直った。


「因幡刑事、イエスかノーでお答えください。押収した物証の中に、被害者の遺書はありましたか？」


「……確かにありました」


　堰せきを切ったかのように傍聴人がざわめきだす。


　裁判長が三度木き槌づちを叩くまで、そのざわめきが途と絶だえることはなかった。


「ほらみろ裁判長、あのクソチビ検事が裏でどんなあくどいことをやってるかよーく分かっただろ？　ぼけっと座ってないでさっさと遺書を提出するよう命令しろってんだ」


　法廷内の興こう奮ふんに流されるまま、そう言いたくなるのを俺はぐっと我が慢まんした。


「ただ、これだけは言っておきます」


　法廷が静かになると、因幡刑事が再度口を開いた。


「その遺書というのは、被害者の部屋のゴミ箱に捨すててあったものなんです。これを遺書としていいのかは、にわかに判はん断だんしかねます」


「それは、被害者が自分の死後のことについて書いたものだったんですよね？」


「そうです」


「筆ひつ跡せき鑑かん定ていは行ったのですか？」


「それは確たしかに被害者の筆跡でした」


「署しよ名めい、捺なつ印いん、日付の記入はありましたか？」


「ありました」


「日付はいつになってましたか？」


「十一月八日となっていました」


「遺書は何で書かれていたものでしたか？　エンピツのような簡かん単たんに消せるものでしたか？」


「いいえ、万まん年ねん筆ひつでした」


「あなたは誰がそれをゴミ箱に捨てたのかを証明することができますか？」


「い、いいえ」


「結構。となれば、それは充じゆう分ぶんに遺書としての効こう力りよくを持ちます。よしんば遺書と認められないにしても、被害者が自分の死後のことを想そう定ていして書いたものとなれば、充分に本法廷に持ち出す価か値ちがあるはずです」


　俺は裁判長に向き直った。


「裁判長。お聞きになった通り、検察側が押収した物証の中には、被害者の遺書という極きわめて重要な証拠があったことが判明しました。


　弁護側としましては、まさか聡そう明めいなる堀内検事が意図的に証拠を隠いん蔽ぺいしようとしていたなどとはもちろん考えておりません。


　しかし、現在の状じよう況きよう、及および殺害された当人の遺書であるという二点の理由をかんがみ、弁護側には直ただちにその遺書を証拠として本法廷に提てい出しゆつさせる権利があると考えます」


「い、異議を申し立てます！　どの物件を証拠として提出するかを選せん択たくする権利は我われ々われ検察側にあるはずです！」


　懲こりない男、堀内検事はめげずに叫さけんだ。俺も負けずに言い返す。


「堀内検事、弁護側にも必要とあればあらゆる物件を証拠として要よう求きゆうする権利があることをお忘れですか？」


「うっ……」


　堀内はぐうの音ねしか出なかった。


「被告側の要求は、正当かつ公平なものであると考えます。検察側は直ちにその証拠を提出するように」


「……えー、あー」


　堀内は何か異議を申し立てようとしたらしいが、口をぱくぱくと金魚のように忙いそがしく動かしたものの、その声せい帯たいから意味のある言葉が形けい成せいされることはなかった。その顔が、誰が見ても蒼そう白はくと思えるほど青ざめていく。


「さ、裁判長。残念ながらその証拠は現在私の手元にないのですが」


　裁判長の返事は素そっ気け無かった。


「ならば係の者を派は遣けんして持ってこさせればよろしい」


「弁護側は検察側が遺書を用意するまでの間、休きゆう憩けいとすることを提案します」


　堀内は二度三度とまた口をぱくぱくと動かしたが、やがて諦めたように分かりましたと言ってどっしりと腰を下ろした。


「よろしい、では三十分休憩とします。それだけあれば充分でしょう。検察側は必ずその証拠を用意しておくように」


　裁判長が槌を一度鳴ならすと、途と端たんに法廷内はざわめきに満ちた。


「山鹿弁護士、その遺書というのは一体……？」


　珍めずらしく六郎が身を乗り出すように言った。


「さあな。俺も実じつ際さいに見てない以上、内容は分からん。ただまあ、俺達を有ゆう利りに導みちびく証拠であることは間違いないだろうよ」


　なにしろ、堀内があんなに抵てい抗こうしていたぐらいなのだから。





　三十分後。


「因幡刑事、遺書は御ご用よう意いできましたか？」


　裁判長が言った。よく考えると、物ぶつ騒そうな質問である。


「はい、ここにあります」


「ではその遺書を読み上げて下さい」


　因幡刑事は無ぶ愛あい想そうな顔のまま、折おりたたまれた遺書を広げた。


「〝私、安井五郎は、所有する財産の四分の三を長男の六郎に譲ゆずる。また、残り四分の一を次男の七郎に譲る〟……あとは日付と署名だけです」


　法廷は、静まり返った。


　遺書の文言の意味を理り解かいする時間を与えるため、俺も意い図と的てきに口をつぐんだ。


　十秒ほど時間を空けてから、再度尋問を開始する。


「因幡刑事。これはつまり、こういうことを意味するのではありませんか？　被告人である安井六郎氏は、わざわざ父親を殺さなくても、多た額がくの遺い産さんのほとんどを相そう続ぞくできる立場にあった。違いますか？」


「ちょ、ちょっと待って下さい、異議を申し立てます！　まだそれが正式に遺書だと認められたわけではありません！　ただ今の質問は、仮か定ていに基づいて証人の憶おく測そくを求めるものです！」


　すかさず俺も言い返す。


「堀内検事。この遺書を書いたのが故人であったことは、あなた方が行った筆跡鑑定で明らかにされていますし、署名、捺印、日付がある以上、充分に自筆証書遺言としての条件を満たしているのではありませんか」


「そ、それでも証人の憶測を求める質問であることは変わらないではないか！」


「……確かに。異議を認めます。証人は質問に答えなくてよろしい」


　やれやれである。


　だが、今の俺の推すい測そくは、間違いなく陪審員の頭に刷すり込まれた。


「以上で因幡刑事への尋問を終了します」


「反対尋問は特にありません」


　俺と堀内が交こう互ごに言うと、裁判長は頷うなずいた。


「証人は下がってよろしい。次の証人を喚かん問もんして下さい」





　準備は整ととのった。


「次の証人は、安井七郎氏です！」


　来るべき時が来た──。傍聴席の最前列に座っていた七郎は、一いつ瞬しゆんだけそんな緊きん迫ぱくした表情を見せた。こいつは以前にも俺に散さん々ざんに打ちのめされているのだ。警けい戒かいするのは当然だろう。


　それでも余よ裕ゆうを見せるためか、薄うすら笑いを浮かべながら証言台に立った。


　と、七郎が宣誓を終え、俺が尋問を開始しようとすると、突然傍聴席に座っていた一人の男が立ち上がった。七郎の隣に座っていた男だ。


「裁判長、少しよろしいですか？」


　聞き覚えのある声だった。それも……電話で。


「なんでしょうか？」


「私は宮みや里さとという弁護士です。安井七郎さんの代だい理り人にんと御記憶下さい。私は彼の弁護士として、彼に不ふ利りな証言は一切させないつもりです」


　それで思い出した。俺が彩あや崎さき麻ま衣いの示じ談だん金きんをせしめる時に会話を交わした男だ。安井家の顧こ問もん弁護士とは言っていたが、まさかこんな場にしゃしゃり出てくるとは。


　裁判長もいかにも〝厄介なのが出てきやがった〟という渋しぶい顔になったが、それでも裁判長らしく付け加えた。


「あなたが異議申し立てをすれば、本法廷は適てき宜ぎ考こう慮りよすることをお約束しましょう」


「ありがとうございます。ではどうぞ続けて下さい」


　宮里弁護士は満足したように礼を言うと、俺に向かってさあどうぞと言わんばかりに手を振った。


　この展開。気に食わん。


「裁判長。このような弁護士が出てくることは私も予想外でした。そのため、この証人への尋問は一いつ旦たん後回しとし、別の人物を喚問したいと思います」


「ほう。それは誰ですか？」


「宮里弁護士です」


　宮里はびくっと体を揺ゆらした。なぜ私が、とその顔が語っている。ざまあみやがれ。


「ふむ。まあ却下する理由はありませんね。宮里弁護士、証言台に立って頂けますか？」


「は、はあ」


　いじめてやる。七郎に代わって宮里が証言台に立つと、俺はすぐさま尋問を開始した。


「あなたは安井家に雇やとわれている弁護士ですよね？」


「ええ」


「今は安井七郎氏の弁護士ということになるわけですか？」


「そうです」


「ではなぜ、本件の被告人である六郎さんの弁護をしていないのですか？」


「……それは六郎さんの都つ合ごうによるものでしょう。私は彼からなんら相談を受けてませんし」


「彼は安井家に雇われている弁護士のあなたに一いつ切さい相談することもなく、私に弁護を依い頼らいしてきました。それに、私は六郎さんの弁護を行うにあたって、あなたからはなんの助じよ言げんも助力も受けていない。そうですね？」


「さ、裁判長。これは本件とはなんら関係のない質問ではないですか？」


　宮里は俺にではなく裁判長にそう訴えた。すかさず堀内も立ち上がって援えん護ごする。


「その通りです、裁判長。検察側も同じ理由で異議を申し立てます」


　二人がかりである。負けずに俺も訴えた。


「裁判長、私はこの証人が安井七郎氏に肩入れしていること、すなわち被告人に敵てき意いを持っている証人であることを証明したいだけなのです」


「異議は却下します。証人は質問に答えなさい」


　俺は内心で裁判長に喝かつ采さいを送った。宮里は言いづらそうに、


「……六郎さんが私になんの相談も持ち掛けなかった以上、私が何もしなかったのは確かです」


「自分から弁護をしようという気にもならなかったのですね？」


「……その質問にはすでに答えたと解かい釈しやくしています」


「結構です。質問は以上です」


　堀内の反対尋問もなかったので、宮里は苦虫を二十匹ほど嚙み潰したような表情で引き下がった。





「では、改あらためて安井七郎氏に証言台に立って頂こうと思います」


　安井は〝めんどうなことをさせやがって〟と言わんばかりの表情で俺を睨にらみながら証言台に立った。


「この証人は宣誓を終えていますのですぐに尋問を開始して下さい」


「はい裁判長。では七郎さん、お答え下さい」


　さあ、いたぶってやる。


「あなたは警備員の羽はね山やま裕ゆう次じ郎ろう氏が風ふ呂ろに入るため、毎日決まった時間に拳けん銃じゆうを手放すことを知っていましたか？」


「いいえ、知りません」


「しかし、あなたは羽山氏がいつも同じ時間に風呂へ入ることは知っていたのではないですか？」


「いいえ、知りません」


「あなたは御自分の父親と兄が、毎まい晩ばん近所の公園へ散さん歩ぽしに行くことを知っていましたか？」


「いいえ、知りません」


「あなたは御自分の父親が、あなたではなく兄の方により多た額がくの遺産を残そうとしていたことを知っていましたか？」


「いいえ、知りません」


「あなたは先ほどからまるでハンで押したように同じ否ひ定ていの言葉を繰くり返しています。それはあなたの弁護人からそう言えと教わったからですか？」


「異議あり！　それは事件とは関係のない質問です！」


　宮里が口を挟はさんだ。


「異議を認めます」


　やれやれ。堀内だけでもうるさいと言うのに、これにわけのわからん弁護士までもが加わってしまった。


　とはいえ、どれだけ否定しようが、これだけの状じよう況きよう証拠を示されれば誰もが七郎を疑うたがうに決まっている。


　七郎が先ほどまでの大きい態度はどこへやら、どこか居い心ごこ地ちの悪そうに身をよじった。法廷内のあちこちから疑ぎ惑わくの視線が集中しているからだろう。


　俺は影野が持ってきた報告書を手に取り、次の質問を飛ばした。


「さて、では次に。あなたは何度か海外旅行へ行ったことがありますよね？」


「……それはありますが」


「主として、アメリカが中心ですよね？」


「だったら何だと言うんですか」


「実じつ弾だん射しや撃げきツアーというものを御ご存ぞん知じですか？」


　法廷内がわずかにざわめいた。


「……いいえ」


「これはアメリカで実弾の射撃を体験できるというツアーなのですが、そういったものに参加した覚えはありませんか？」


「わ、私はツアー旅行なんて滅めつ多たに行きません。そんなものに参加した覚えもありません」


「しかし、あなたはラスベガスにある射撃場で、事故があった場合の免めん責せき条じよう項こうなどが書かれた書類に実名でサインしていますよね？」


　俺は一枚の紙切れを取り上げ、これみよがしにヒラヒラと振って見せた。


　初めて七郎の表情が変化した。


「い、異議あり！　これは本件とはなんら関係ないことのはずです！」


　宮里が手を挙あげながら立ち上がった。


「いいえ、私はそうは思いません」


　裁判長は首を振った。


「先ほどからの証言を聞きいている限り、この証人が事件とはなんら関係ない立場にあったとは言い切れないでしょう。また、この事件は拳銃によって起こされたものです。証人は自らの潔けつ白ぱくを示すためにも、質問に答えるべきでしょう。もちろん、証人がこの質問に答えることによって、自らの罪つみが明らかになると考えるのであれば、拒きよ否ひしても構かまいませんが」


　裁判長は珍しく意い地じの悪いことを言った。


　七郎はさらに身じろぎしたが、俺の手にある紙を見やってから、


「そりゃあ私だって男です。銃を撃ってみたいと思ったことはありますよ」


「それは答えになっていませんよ。あなたは射撃場で銃を撃ったことがある、そうですね？」


「ええ、そうです！」


「それは結構」


　なお、俺が持っていた紙には〝大根一本五〇円！〟などと日本語で書かれていたことは絶ぜつ対たいの秘ひ密みつである。


　アメリカなどでの射撃場で射撃を行う際さいには、事故があったとしても経営者に責任は問いませんといった同どう意い書しよにサインする必要があるらしい。


　何をどうやったかは知らないが、影野は七郎がラスベガスの射撃場でその手の書類にサインしたことを突き止めてみせたのだ。さすがにその書類を手に入れることまではできなかったのだが、目の前でこれ見よがしにそれっぽい紙切れをヒラヒラとさせれば、七郎も否定はできないと踏ふんだのだ。


　さて。これで前置きは全て終わった。


　あとはこの男に訊くだけだ。事件当時のアリバイを。そして、俺はそのアリバイを打うち砕くだかなければならない。


「では、最後に一つだけ質問させて頂きます。安井七郎さん、あなたは事件のあった十一月十一日の午後十一時頃、どこで何をしていましたか？」


　だが、七郎は急に落ち着きを取り戻して答えた。


「その時間はとある女性と一いつ緒しよに居いました。夜中に女性と何をしていたかは……ここで言うようなことではないでしょう」


　傍聴席から苦笑がもれた。


「質問に答えて頂きましょう。あなたはどこにいたんですか？　ひょっとして大おお山やま公園にでもいたのではありませんか？」


「言うつもりはありませんよ」


「なぜですか？」


　七郎は突然激げつ昂こうしたように叫んだ。


「それはプライベートに拘ることだ！　そんなことを証言させられる必要はない！」


「その女性というのは、どこの誰なんですか？」


「それも同じだ！　答えられない！」


　ラチがあかない。


「裁判長！　弁護側はその女性を本法廷に喚問するよう要求します！」


「異議あり！」


　堀内が間かん髪はつ入れずに言った。


「この証人が〝遺産を相続できるという立場にあった〟ということは認めますが、その証人と付き合いがあるというだけの理由では、一女性を喚問する必要を認めません！　弁護側が本件とはなんら関係ない証人を喚問し、本法廷を攪かく乱らんしようとしていることは明らかです！」


　七郎が堀内の言葉を継ついだ。


「それに、彼女は最近体調を崩くずしているんです。とてもじゃないですけど証人として喚問するなんて無む理りな話ですよ。居い場ば所しよを教えろと言われても、教える気はありません。住所を言って病気の彼女をここに連れ出さなければならないぐらいなら、喜んで僕は法廷侮ぶ辱じよく罪ざいでもなんでも受けますよ」


「一体どんな病気なんですか？」


　俺が問うと、七郎は助けを求めるように裁判長に向き直り、


「裁判長、僕は自分の付き合っている女性の素す性じようを話す必要があるんですか？」


「いいえ、本件とは何ら関係がない以上、まったくその必要はありませんよ」


　答えたのは宮里弁護士である。口を挟まれた裁判長は、いささか不機嫌そうに、


「まあその通りではあります。しかし堀内検事。弁護側の疑いを晴らすためにも、一度その証人を喚問するのが手っ取り早いのでは？」


「裁判長。あえて申し上げますが、山鹿弁護人が事件とは何ら関係ない証人に、答えようのないアリバイについて尋問し、法廷を混こん乱らんさせる戦術に長たけていることは明らかであります。そのため、検察側はすでにその女性から話を聞き、このようなものをもらっております」


　そう言って堀内は一枚の紙を手に裁判長に近づいた。


　このチビ検事、いつか名めい誉よ毀き損そんで訴えてやる。


「これは私が直々に立ち会った、問題の女性の署名入りの供きよう述じゆつ調ちよう書しよです。この調書には、その女性が事件当夜、七郎氏と一緒に自宅にいたと書かれています。それに彼女は風か邪ぜで体を壊こわしてましてね。私と会った時も、吐はき気や頭痛、喉のどの不ふ快かい感かんに苦しんでいました。彼女の負ふ担たんを考えても、証人として喚問するのは妥だ当とうではないと思われます」


　裁判長はその書類に目を通すと、廷吏を通して俺の方へ回した。


　そこで初めて俺は安井七郎のアリバイを証明する性しよう悪わる女の詳しよう細さいを知ることとなった。


〝私は安井七郎という陰いん険けんで高こう慢まんで無む思し慮りよな若わか造ぞうのアリバイを認めます〟、みたいなことが書いてある。署名は赤あか峰みね千ち鶴づるとなっていた。聞いたことのない名前だ。住所や電話番号も記されている。


　堀内はさらに面白くもない演えん説ぜつをつらつらと並ならべ立てた。


「刑事訴そ訟しよう法ほう第三二一条第二項に、検察官の面前において供述を録ろく取しゆした書面については、供述者が身体の故こ障しよう等とうにより法廷に出てこられない場合、この調書が証拠に成なり得うると規き定ていされております。


　確かに風邪程度ならば日をあらためれば証人として喚問することはできるでしょう。また、弁護側が誰を証人として喚問しようと、我々検察側にそれを止める権利はありません。しかし、これは予備審問であって公こう判はんではありませんし、彼女は現在病びよう床しようの身であり、法廷に召しよう喚かんすることは適てき切せつではありません。どうしても彼女の喚問が必要と言うのであれば、まずはこの予備審問を終了させ、後日公判であらためて喚問すればいいと考えます」


　つまり。


　その女を喚問したけりゃ予審ではさっさと負けを認めろやこのペテン弁護士野郎──というわけだ。俺はとりあえずカマをかけてみることにした。


「堀内検事。あなたはなぜそこまでその女性を喚問することに反対するのですか？　何か都合の悪いことでもあるんですか？」


　しかし、堀内は動じる気け配はいはまったく見せず、それどころか肩をすくめて余裕たっぷりに、


「とんでもない。私はあなたの手しゆ段だんをあらかじめ予よ測そくし、余よ計けいな手間をかけないで済むよう最善の準備を行ったに過ぎません。伊だ達てにあなたと何度も法廷で争っちゃいませんから」


「なにせ全敗してますからね」


　傍聴席から苦笑がもれ、堀内の顔が紅こう潮ちようする。


　だが、それだけだった。堀内はすぐに余裕を取り戻し、


「いずれにせよ、検察側はその女性の喚問には異議を申し立てます」


「検察側の意見は妥当なものだと考えます」


　よりにもよって裁判長が同意してしまった。


「供述調書まで提出されている以上、病床の身にある女性を予備的な審問であるこの場へ無む理りに喚問する必要はないと考えます。ただ、もし弁護側が彼女が今回の審理に欠かせない証人であることを証明した場合は、もちろん彼女に召喚命令を出しますが」


　俺はチッと舌打ちした。


　そんなものがあるわけがない。ないから尋問させろと言っているのだ。


　予備審問で弁護側にとって不ふ利りな点があるとすれば、その一つは間違いなくこれだ。


　予審とは、あくまで被告人が罪を犯したと推すい測そくするに足る証しよう拠こを提示するための審理である。つまり、事件と深い関連性がある事じ項こうでない限り、審理の場へ持ち込むことができないのだ。これが本裁判──公判になれば、検察側は合ごう理り的てきな疑いの余よ地ちなく被告人の有ゆう罪ざいを立証しなければならない。そのため、弁護側にも被告人以外の第三者による犯行の可能性を証明する機き会かいが充じゆう分ぶんに与えられるのだが。


　だが、ここは予備審問の法廷であり、署名入りの供述調書は充分な証拠となりうる。である以上、この場は退ひくしかなかった。







　　　　十一月十六日　午後〇時　弁護側控ひかえ室







　控え室に戻もどるなり、皐さ月つきはいきなり俺に指を突きつけた。


「なによ！　見事にしてやられてるじゃない！」


　ついでに影野までもが、


「どうすんだ、山鹿。このままじゃあの野郎のアリバイを崩すなんて不可能だろ」


　俺は控え室に置いてある貧ひん弱じやくなパイプ椅い子すにどっかりと座り込んだ。


「うるせえな。まだ方法がないわけじゃねえよ」


「へー。じゃ、どうすんのよ？」


「こうなりゃ荒あら療りよう治じだ。その女の名前も住所も電話番号も分かってるんだ、裁判長になんと言われようが、こっちで勝手に会いに行く。それからその女がこの事件と関連がある証拠を見つけて、無む理り矢や理り法ほう廷ていに連れ出してやるさ」


「山鹿弁護士、裁判長に無む断だんでそんなことをやっていいのかい？」


　六郎が言った。


「それは大だい丈じよう夫ぶだ。公こう判はんならともかく、予備審問なら話を通しておかなくても新しい証人を喚問することはできる。この事件との関連性さえ示せればだがな」


「甘いな、山鹿。そいつは多分無理だぜ」


　影野が言った。……こいつにバカにされると妙みように腹が立つ。


「何が無理なんだ、ヘボ探たん偵てい」


「その番号に電話してみろよ。賭かけてもいいが、絶対に誰も出ないぜ？」


　皐月がポンと手を打った。


「あー。それもそーよね。あたし達に話を訊かれたくないから、あの〝きょーじゅつちょーしょ〟ってので誤ご魔ま化かしたんでしょ？　今いま更さら教えられた住所に行ったって誰もいるわけないわよね」


　俺はうっと息を呑のんだ。


「……ま、まさか」


　二人の言うことは確かに筋すじが通っている。


　俺は動揺を抑おさえながら携帯を取り出すと、堀内検事から聞いた赤峰の電話番号を打ち込んだ。


　一応、使われている番号ではあるらしく、コール音が響いた。五回、十回、十五回……。


　長い沈黙が控え室を支配した。


「山鹿。俺に電話してんじゃねーんだ、三十回コール音が鳴って誰も出ないんじゃ、無む駄だだろうよ」


「クソったれ！」


　俺は毒どくづきながら携帯を切った。


「おい影野。住所も名前も分かってるんだ、なんとか居い場ば所しよを突つき止められないか？」


　影野は肩をすくめた。


「時間をかければできるだろうさ。だが、人相も分からない以上、一日や二日じゃ無理だな」


「それじゃ遅すぎる。予審が結けつ審しんするまであと二日とかからねーんだぞ？」


「ンなこと言われても無い袖そでは振れねーよ」


　が、影野は突とつ然ぜん何か思い出したかのように言った。


「ああ、そうだ。その女の携帯の番号が分かればなんとかなるぞ」


「そんなもん分かるかよ……」


　堀内から聞き出した情報にも、さすがにそこまではなかった。


「影野君。住所は分かるんだから、そこから彼女が持っている携帯の番号を割わり出すとかはできないのかな？」


　六郎が言った。


「電話会社に顧こ客きやく情報を教えてくれと頼たのむわけか？　コネがないわけじゃないが、せめて携帯の機き種しゆぐらい分からないと無理だな」


「そうか……」


　……やばい。八方塞ふさがりだ。


　もし赤峰千鶴を法廷に呼び出すことができなければ、アリバイがあるということで安井七郎を真犯人に仕立て上げる計画は完全におじゃんになってしまう。となれば、当然容よう疑ぎ者しやは唯ただ一人ひとり犯行現場にいた安井六郎だけだということになる。


「ふっふっふ……」


　手を腰に当て、不ふ敵てきそうに笑ったガキがいた。


「大の大人が三人も雁がん首くび揃そろえて何もできないなんて、情けないったりゃありゃしないわ！　ここは、あたしの出番のようね！」


　自信満々な口ぶりで言う。


　普ふ段だんなら一笑に付すところだった。このガキが自信満々に何かを言い出すと、大たい抵ていはロクなことにならないことを俺は経けい験けんから知っている。


　しかし、今は他に手しゆ段だんがない。俺はワラをも摑つかむ思いで尋たずねた。


「皐月、なんかいい方法でもあるのか？」


「こうするのよ！　あたしの美少女としての魅み力りよくで、あの安井七郎ってスケベそうな男から携帯番号を訊き出すの！」


「…………」


　俺達の間を沈黙が支配したことは言うまでもない。


「さ、皐月君……。いくら僕の弟とはいえ、それはちょっと無理があると思うんだが……」


「なんで!?　あたしがちょっとその気になったフリすると、大抵の男はなんでもしてくれるわよ!?」


「…………」


　俺達の間を再度の沈黙が支配したことは言うまでもない。


　しかし、ただ一人、影野だけは皐月の提てい案あんにまんざらでもない様よう子すだった。


「あの男から訊き出すってのはいい方法かもしれんな」


「おいおい、本気か影野？　そりゃ、そんなことが簡かん単たんに出来れば苦労はないだろうが……」


「だからっ！　あたしが訊き出してあげるって！」


　とりあえず俺は皐月を静かにさせるための最善の方法──ゲンコツ落としを実じつ践せんした。ゴツンという机では体験できない面おも白しろい手ごたえが伝わる。


　叩たたかれた対たい象しようは、頭をさすりながら抗こう議ぎの声を上げた。


「い、痛いじゃない、なによその態たい度ど！　せっかくあたしが手伝ってあげようって言ってんのに！」


「お前は少し黙だまってろ」


　俺は無む言ごんでもう一度ゲンコツを振ふり下ろした。ごんという確たしかな手ごたえが伝わる。


「……話を進めていいか？」


　あきれ果てた声の主はヘボ探偵だった。


「何か方法でもあるのか？」


「一つだけ、あるにはある。だが言っとくが、こいつは──」


　ニヤリと笑う。


「──詐さ欺ぎ同然だぜ？」


　こいつがこういう笑い方をする時は、必ず誰かが不幸な目に遭あう前ぜん兆ちようであることを俺は知っていた。







　　　　十一月十六日　午後一時三十分　地方裁判所第四法廷







「では、これより審理を再開します。弁護側、次は誰を喚問しますか？」


「その件なのですが……」


　と、その時。法廷のドアが開かれ、一人の無愛想なヘボ探偵が入ってきた。


　わずかにざわめく傍聴人を横目に、打ち合わせ通り傍聴席と審理の場を隔へだてる柵さくに近づいてくる。俺はそれに気付いたフリをして柵に近寄り、影野から一枚の折りたたまれたメモ用紙を受け取った。


　俺は法廷の注目を集めながら、黙ってそのメモに目を通した。こう書いてあった。


『クソくらえ』


「…………」


　すぐ傍に座っている六郎になら、俺の頰ほおが微び妙みようにひくついていたことが分かっただろう。


　あの社会不ふ適てき応おうヘボ探偵、いくら内容はなんでもいいとはいえ、もう少しまともなことが書けなかったのだろうか？


　しかし、あくまで表情には出さず、代わりに〝メモを読んで新事実を発見したぞ！〟という顔を作り上げる。


「どうかしましたか、山鹿弁護人？」


「裁判長。今回の審理において、弁護側が必要とする重要な証人の居場所が判はん明めいしました。本日の審理はこれで終了し、明日まで延えん期きとして頂きたいと思います！」


「ふむ、そういうことですか」


　裁判長はあごを撫なでながら考え込んだ。同時に堀内検事が目前に肉を放り投げられた野犬のごとく身み構がまえる。今にもその口が〝異議ありいぃ！〟と叫ばんとしている。


「その重要な証人というのは誰なのですか？」


「残念ながらそれを今明かすことはできません。ですが、この事件に極きわめて関係のある証人であることは間違いありません」


　時々、自分でもここまで堂々とデタラメを言えることが不思議で仕し方かたなくなることがある。そのうち俺には〝弁護士ハッタリくん〟と言うあだ名がつくに違いない。


　とうとう堀内が立ち上がった。


「異議ありいぃ！　またしても弁護側は審理を無駄に長引かせようとしております！　このような理由で審理を延期することは絶対に認められません！」


　だが、裁判長は首を横に振った。


「異議は却下します。弁護側が重要な証人であると主しゆ張ちようする以上、本法廷は待つべきでしょう。ただし、この一度だけです。今後、このような形での審理延期は認めません。弁護人、いいですね？」


「結構です。ありがとうございます」


「よろしい、本日の審理はこれで終了とします。審理の再開はこの法廷で明日九時からとします」


　裁判長はいつも通り陪審員に諸しよ注意を語ってから、木き槌づちを一発鳴らし、今日の審理の打ち切りを宣せん言げんした。にわかに傍聴席がざわつき始める。


　俺は六郎にさっさと帰っておくように言い、影野に近寄りながら、近くに座っている安井七郎に聞こえるように言った。


「本当に分かったのか？　赤峰って女の居場所が？」


「ああ。電話会社に問い合わせて安井七郎の通話履り歴れきを調べ上げた」


「バカ、声が大きい。ヤツに聞こえる」


　七郎の体が傍はた目めにもびくっとしたのが分かった。これだから金持ちぼんぼんの世せ間けん知らずは困る。電話会社に問い合わせたところで、他人の通話履歴なんぞそうそう教えてくれるわけがないというのに。


　俺は七郎のことは目に入っていないつもりで演技を続けた。


「住所は分かったのか？」


「いや、住所は分からんが、その女が〝かしまや病院〟ってところに最近通院していることが分かった」


　かしまや病院……。適てき当とうに考えた名前なのだろうが、あまりにもセンスが無なさ過すぎる。俺は頰が引きつりそうになるのを必ひつ死しにこらえながら、


「よし、じゃあまずその病院を調べるとしよう。行くぞ」


　そう言って法廷を出る。が、俺達より一足早く、すでに七郎が法廷のドアをくぐりぬけていた。それも急ぎ足で。


　俺達が廊ろう下かに出ると、七郎は携帯を取り出し、どこかへかけようとしていた。どうでもいいが、裁判所内での携帯の使用は禁きん止しだぞ。


　だが、七郎の携帯がかかることはなかった。七郎は気付いていない。先ほどから七郎のあとを露ろ骨こつに中学生の小悪魔が尾び行こうしていることに。そしてその小悪魔の手には、リモコンのような機き械かいが握にぎられている。
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　妨ぼう害がい電でん波ぱ発はつ生せい装そう置ち。早い話が、携帯を〝圏けん外がい〟にする機き械かいだ。影野いわく、最近じゃゲーセンの景けい品ひんにもなるぐらい簡単に手に入るらしい。


　七郎は何度も携帯をかけようとしていたが、やがて業ごうを煮にやしたらしく、とうとう携帯をしまいこんだ。そして、俺達の目もく論ろ見みどおり、備そなえ付けの公こう衆しゆう電話に向かう。廊下の曲がり角から俺達がその様子を見ていることにも気付いていない。


「おい影野。ここからで本当に見えるんだろうな？」


「黙ってろ、今見てるところだ」


　影野が目をこらしている。見ているのは、公衆電話のボタンを押している七郎の手元。ここからだと十メートルはある。視力は悪い方ではないつもりだが、俺にはさっぱり見えない。しかし、影野には見えているらしかった。


　七郎はどこかに電話をかけると、最初は慌あわただしく何なに事ごとか言っていたが、かけた相手に何かを聞かされて急に安心したらしく、受話器を置いて毒づき始めた。


「あのペテン師め！　誰が病院に通院しているだって!?　せいぜい別人を追って迷っちまえ！」





「ねえねえ、うまくいったの!?」


　妨害電波を放っていた皐月が戻ってきた。よく考えたら、この小悪魔なら妙な機械なんて持たせなくても素すで妨害電波の一つぐらい出せるのではなかろうか──などという疑ぎ問もんがふと頭をよぎる。


　影野が一応うまくいったと答えると、皐月はざっとこんなもんよ、と無い胸を張はった。


「しかし影野、携帯の番号が分かったとしても、そこから居場所を突き止めることなんてできるのか？」


「ああ、簡単にな」


　そう言うと影野は携帯を取り出しておもむろに番号を押し始めた。


　次の影野の一言に、俺は思わず耳を疑うたがった。


「あー、もしもし。こちらは郵ゆう便びん局きよくです。赤峰さんですか？」


　普ふ段だんのえらそうな声とは打って変わった卑ひ屈くつっぽい声。おまけに、なんら臆おくすることなく自らを郵便局と言い切るそのクソ度ど胸きよう。今いま更さらながら、この影野という男の人間性を知ることの難むずかしさを思い知らされるのであった……。


　影野の芝居は続く。


「あのですね、そちら宛あての小包を預あずかってるんですが、ちょっとこちらの不ふ手て際ぎわで送達先の住所の欄らんが消えてしまいまして……ええ、はい。それで、ちょっとそちらの住所を教えて頂けないでしょうか？　え、差出人ですか？　はい、ええと、安井……七郎様ですね。内容は貴き重ちよう品ひんとだけ書かれていますが」


　それからしばらく影野は「はい、はい」と相あい槌づちを打ちながら手て帳ちようにペンを走らせていたが、


「ではさっそくお届とどけにあがりますので」


　そう言い終えるとすぐにいつものぶっきらぼうな口調に戻し、


「さっさと行くぞ」


　と、何事もなかったかのように歩き始めたのだった。


　俺も皐月も一言もなかった。







　　　　十一月十六日　午後二時四分　郊外にあるマンション







　目当ての女、赤峰千鶴は郊こう外がいにある三階建てのウィークリーマンションに住んでいた。一時的に身を隠かくすには適当な場所なのだろう。オートロックがあるわけでもなかったので、俺達は簡単に目的の部屋まで行くことが出来た。


「あとは赤峰千鶴と事件との繫つながりを示す証拠を見つけるだけだが……」


　すると、影野が肩をすくめながら言った。


「なーに、それなら一つだけ見当をつけている。俺の目論見どおりならそんな証拠はすぐ見つかるだろうよ」


「へー、そうなの？　あたしにはさっぱり分からないけど」


　俺にもさっぱり分からなかった。


　しかしどのみち、ここまで来たら当たって砕くだけるしかない。


「よし、行くぞ」


　俺は玄げん関かん横にあったインターホンのボタンを押した。


『はい、どちら様ですか？』


　若い女性の声だった。


　俺は思わず弁護士だ、と言おうとしたが、影野が唇くちびるで必死にこう言っているのが分かった。


（郵便局！　郵便局だと言え！）


「ゆ、郵便局です。小こ包づつみをお届けにあがりました」


『あ、はいはい』


「…………」


「？　どうしたのよ善ぜん行こー、浮かない顔をして？　うまくいってるじゃない」


「……ま、まあな……」


　皐月の言葉も、今の俺には慰なぐさめにならなかった。


　俺の正義の弁護士としての矜きよう持じが崩ほう壊かいしていく……。ハッタリはかますがウソをついたことはなかったのに……。


　と、俺が崩壊しつつある自分の世界に没ぼつ頭とうしている間もなく、ドアががちゃりと開いた。


　ドアから出てきたのは、まあ美人かもしれないが、雪奈のような清せい楚そや可か憐れんといった言葉からは九十度ほど違う方向にいる女だった。この女こそが、安井七郎のアリバイを証明しているという赤峰千鶴らしい。


「……っ！」


　彼女はどうみても郵便局員には見えない俺達の姿を認めると、驚いてすぐさまドアを閉めようとしたが、俺は熟じゆく練れんのセールスマンよろしくドアの間に足を挟はさみ込んだ。


「な、何よあんた達！」


「俺か？　弁護士だ。安井六郎の弁護人……と言えば理解してくれるか？」


　女の顔が驚きよう愕がくに染まる。分かりやすい反応で非常に助かる。


「その足どけてよ、警察呼ぶわよ！」


「呼ぶなら呼べよ。ま、呼んだところで何にもできやしないがな」


「な、なんの用よ、一体！」


　俺は背せ広びろの内ポケットから一枚の紙切れを取り出し、女の手にムリヤリ押し付けた。


「こいつをあんたにプレゼントしに来ただけさ」


「な、何よこれ……！」


「読んでみな」


　赤峰は無む言ごんで紙切れに目を通したが、数秒と経たない内に顔色を変えて俺を睨にらみつけた。


「ば、罰ばつ則そく付き召喚令れい状じよう……!?」


「ま、そういうことだ。明日の午前九時に裁判所に出しゆつ頭とうしないと、あんたの首には自動的に犯はん罪ざい者しやの看かん板ばんがぶらさがることになる。せいぜい気をつけるこったな」


　赤峰は呆あつ気けに取られていたようだったが、突然胸を張って言った。


「そ、そういうわけには行かないわ！　私は宮里弁護士からちゃんと話を聞いているもの！　私は今病気なの！　言いたいことは検察の人に言って証しよう書しよにもしてもらったわ！　こんなものもらったって私は裁判になんか行くつもりはないわよ」


　クソくらえである。やはり開き直りやがった。


　しかし、この女の言う通りだった。こうなると、法廷に連れ出すにはいささか面めん倒どうなことになる。


　この女が直接事件に関わっていることを証明できればなんとかなるのだが……。


　と、突然影野が赤峰に近づき、俺にさえ聞き取れないような小声で何事か呟つぶやいた。


　途と端たんに赤峰は顔色を変えた。


「な、なんでそのこと知ってんのよ……!?」


　影野はニヤリと笑い、懐ふところから何か取り出した。


　テープレコーダーだった。


「悪いとは思うがあんたとの会話は録ろく音おんさせてもらった。明日は裁判に出ることだな。そうしないと、間違いなく出しゆつ廷ていしなかった罪に問われることになるぜ？」


「…………」


　女は辛つらそうにうつむいているだけで答えない。だが、影野は気にすることなく背を向け、


「よし、帰るぞ」


　俺は首を傾かしげたが、あまりにも影野が自信満々だったので、今回だけは従したがうことにした。








　一体赤峰に何を言ったのか。影野は、帰き途との車の中でようやくそれを明らかにした──。







　　　　十一月十六日　午後八時十二分　山鹿法律事務所







「……腹減へった」


　俺はソファにもたれかかりながら呟いた。


　一人っきりの法律事務所。とりあえず点つけているテレビでは、ラーメン屋の特集をやっている。実際に食べてみるとそれほどではないのだろうが、こういう状況で見た目だけはうまそうなラーメンの絵を見せられるのは非ひ常じようにこたえるものがある。


　雪奈の帰りが遅い。


　昨日は八時には帰っていたにもかかわらずだ。まだ十分遅いだけだが、どうしても不安になってしまう。六郎に電話でもしてみるか……。


　こんな状況でも体は正直で、グーっと腹が鳴った。


　頭の中でイヤな妄もう想そうが渦うず巻まくのが止まらない。じっとしていられなくなり、思わず車のキーを取って立ち上がる。


　しかし、その時、玄関が開いて、雪奈が入ってきた。俺は内心でほっと安心しながら、


「ああ雪奈。遅かったじゃな──」


　雪奈の様よう子すが変なのに気付く。俯うつむいたまま、顔を上げようとしない。


　俺の体は勝手に動いていた。雪奈の傍そばに近づき、その両肩を摑んで軽く揺ゆさぶる。


「おい、どうした雪奈？　何かあったのか!?」


　雪奈がようやく顔を上げる。その瞳ひとみが涙なみだに濡ぬれていた。


「お、おい！　なんで泣いてるんだよ！」


「ぜ、善ぜん行こうさん……」


　雪奈は今まで安井家でバイトをしていた。あの女ったらしの七郎がいる屋敷で。


　一いつ瞬しゆん、イヤな想そう像ぞうが頭をよぎる。


「ごめんなさい、わたし……」


「ま、まさか……！　あの腐くされ野や郎ろうになんかされたんじゃないだろうな!?」


　雪奈は、ゆっくりと頷いた。


　一瞬で頭に血が上っていくのを感じた。


「あの野郎！　ブッ殺す!!」


　弁護士免めん許きよがどうなろうと知ったことか！　俺はここ最近なかったほどにブチ切れていた。七郎の鼻を実じつ際さいにへし折ってやっても気が済すみそうにない。


　だが、俺が外へ出ようとすると、雪奈が腕うでを摑んで止めた。


「離はなせ雪奈！　お前に手を出したヤツはタダじゃすません！」


「ぜ、善行さん待って！　私は大だい丈じよう夫ぶです！」


　と、急に俺の腕を摑んでいた力が抜けていく。


「その……未み遂すいで終わったから……」


　未遂でも充分万ばん死しに値あたいする──と俺が言う前に、雪奈は続けた。


「大丈夫です善行さん、私はちょっと言い寄られただけなんです。でも、その時に……七郎さんの顔を、思いっきりひっぱたいて出てきちゃったんです……」


「……なん、だって？」


　その言葉に、ようやく俺の頭はわずかに冷静さを取り戻した。


「ひっぱたいたのか？　言い寄ってきた七郎を？」


　コクンと雪奈は頷いた。そしてまた俯うつむき、


「ごめんなさい、善行さん。もうあそこにバイト行けなくなっちゃいました……。せっかく私から志し願がんしたのに、こんなにあっさりダメにしちゃうなんて……」


　雪奈の瞳からまた涙が流れた。


　俺はふーっとため息を吐ついた。


　雪奈が泣いていたのはバイトがクビになったからだったのだ。さっきまで溜たまっていた堪こらえようのない怒りが急きゆう激げきに霧む散さんしていく。


「なんだ、そんなことか。気にするなよ雪奈。お前が無ぶ事じなら、潜せん入にゆう調ちよう査さのことなんてどうでもいいさ」


「で、でもっ……。私、せっかく善行さんの役に立てると思って……」


　と、その時。


　グググーっと俺の腹の虫が鳴った。驚おどろいたように雪奈が俺を見る。


　俺は心の中の動揺を押し隠してムリヤリ真ま面じ目めな顔を作り上げた。


「雪奈。別にお前が調査なんかする必要はないんだ。そんなことしなくても、お前は影野なんかと比べものにならないぐらい、俺の役に立ってるのさ」


「……ホント、ですか……？」


「ホントだ。たとえば、影野の代わりなんていくらでもいる。世の中には私立探偵なんて腐るほどいる。だが、雪奈、お前はたった一人しか──」


　ググゥー。


　……せっかく人が一発キメてやろうとしていたところで、また腹が鳴った。それもかなり盛せい大だいに。


　今度は隠しきれない。雪奈は最初は呆あつ気けにとられていたが、やがてくすくすと笑いだした。俺はなんとか真面目な顔を作り上げようとして──失敗した。


「……俺を餓が死しの危き機きから救えるのは、雪奈、お前しかいないらしいぞ」


「分かりました、急いでご飯の用意をしますね」


　雪奈は涙をぬぐいながらようやく笑って見せた。


　台所へ向かう雪奈を見ながら、俺は心の中で決心していた。


　未遂だろうがなんだろうが、雪奈を泣かせた罪は万死に値する。


　明日の法廷、何がどうなろうと絶対に安井七郎を地じ獄ごくへ放り込む。


　どんな手を使ってでも、だ──。
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　　　　十一月十七日　午前八時四十五分　地方裁さい判ばん所しよ弁べん護ご側がわ控ひかえ室







「昨日きのうは弟が彼女に申し訳わけないことをしてしまったみたいだね」


　顔を合わせるなり、安やす井い六ろく郎ろうはそう切り出した。途と端たんに雪ゆき奈なが慌あわてて言い返す。


「い、いえいえ！　六郎さんは何も悪くありませんよ、悪いのは私なんです。まだ雇やとってもらって三日も経たっていないのに飛び出してきちゃって……。執しつ事じの真さな田ださんにも何てお詫わびを言ったらいいか……」


「そのことは気にしなくていいよ。むしろ彼も、君みたいな熱心なメイドが辞やめることを悲しんでたぐらいだしね」


　その言葉で、雪奈もだいぶ気が楽になったようだった。


「六郎さんよ、今日はあんたに一つ覚かく悟ごしてもらう必要がある」


「……なんだい？」


「今日俺はあんたを無む罪ざいにしてやる。その代わり、あんたの弟を断だん罪ざいする。どんな手を使ってでもだ。あんな男でも一応あんたの最後の肉親だ、そいつを牢ろう屋やに放り込むことになる。いいな？」


「……ああ。分かったよ」


　俺の決意のほどが伝わったのか、六郎は珍めずらしく真剣な表情で頷うなずいた。


　もうすぐ今日の審理が始まる。


　今日が最後だ。何がなんでもあの性しよう根ねの腐くされきった女ったらしの愚ぐ図ずで蒙もう昧まいで暗あん愚ぐでミソッカスで親のすねかじりの罪つみを暴あばきたて、一生を暗い塀へいの中で過すごさせてやる。


　心の中で再度そう決心しながら、俺は影かげ野のから受け取った書類に視し線せんを落とした。それは、昨日影野が調べ上げてきた赤あか峰みね千ち鶴づるに関する調ちよう査さ報ほう告こく書しよだった。


　その報告書で初めて知ったが、赤峰千鶴という女は、前回の俺の依い頼らい人にん、彩あや崎さき麻ま衣いと同じぐらい不幸な境きよう遇ぐうにあったらしい。


　父親はまだ彼女が幼おさないときに蒸じよう発はつ、以い後ご、母親と二人暮し。もちろん経けい済ざい状じよう況きようはよくなかったらしい。高校は卒業しているが、その後すぐに働きに出ている。水商売関係だった。


　どうやって調べたかは極きわめて怪あやしいものだったが、彼女の銀行口こう座ざについての報ほう告こくも記き載さいされていた。それによると、現在彼女はアルバイトで月十五万前後の収入があるが、そのほとんどを自分の母親の口座に振ふり込んでいるらしい。


　では彼女がどうやって生活していたかというと、別の誰かからこれまた月に二十万近くもの金が振り込まれている形けい跡せきがあった。恐おそらく、七しち郎ろうからだろう。


「善ぜん行こうさん、そろそろ始まりますよ」


　雪奈が言ったので、俺は法ほう廷ていへ向かう準じゆん備びを始めた。


　さて。


　口ではでかいことを言ったが、一つだけ不安な点があった。


　物ぶつ証しようがないのだ。まあ、俺にとってはよくあることだが。







　　　　十一月十七日　午前九時三分　地方裁判所第三法廷







　言うまでもなく、傍ぼう聴ちよう席せきは今日も満席だった。傍聴席が空っぽというのは面おも白しろくないが、満席だとこれはこれで暑あつ苦くるしい。八割ぐらいが理り想そうなのだが、依い頼らい人にんが有名人だとこういう時はめんどくさい。


　傍聴席の左隅すみ最さい後こう尾びに影野が、その一列前に雪奈、おまけにいつ来たのか、皐さ月つきと彩崎麻衣までもが並んで座すわっている。最前列の中央には、安井七郎と宮みや里さと弁護士、そして赤峰千鶴の三人が張はり詰めた表情で座っていた。そして堀ほり内うち検けん事じが時とき折おり赤峰の方を窺うかがっては、怪け訝げんそうな顔をして俺を睨にらんでいる。


「周しゆう堂どう裁さい判ばん長ちようの入にゆう廷ていです。全員、起き立りつ！」


　廷てい吏りが号ごう令れいをかける。


　間もなく裁判長が席につき、着席、と告げる。


「これより審しん理りを再開します。山やま鹿しか弁護人、よろしければ最初の証しよう人にんを喚かん問もんして下さい」


「はい裁判長。本日最初の弁護側証人は、赤峰千鶴さんです」


「異い議ぎあり！　ちょっと待って下さい！」


　待ってましたとばかりに堀内が抗こう議ぎの声を上げた。


「その証人は本件とはまったく関係のないことがすでに裁さい定ていされたはずです！　その裁定を踏ふみにじるような証人の喚問に同意することはできません！」


　俺はすかさず裁判長に言った。


「裁判長。弁護側にはこの証人が今回の事件と極めて深い関係があることを証しよう明めいする準備があります」


「ほう。そういうことでしたら話は変わります。しかし弁護人、関かん連れんがあるのでしたら、今回のように不ふ意い打うち的な喚問をせず、あらかじめ本官にそのことを教えておいては頂いただけなかったのですか？」


「はい。その関連を示すには、証人に直接この場に立ってもらう必要があったのです」


「……仕方ありませんな。分かりました、では証人をここに」


　間もなく、赤峰が証言台に立った。緊きん張ちようで腹ふく痛つうでも起こしたのだろうか、しきりに下腹部を撫なでている。


「あなたは良心に従したがい、真実のみを証言することを誓ちかいますか？」


「誓います」


　宮里弁護士あたりと打ち合わせでもしたのだろう、動どう揺ようする様よう子すはなかった。


「では山鹿弁護人。この証人が本件と関連することを証明して頂けますか？」


「分かりました。では赤峰さん、まずお尋たずねします。これは安井七郎氏が証言したことですが、あなたは事件発生時刻、すなわち十一月十一日の午後十一時頃、彼と一いつ緒しよにいたのですか？」


「ええ、そうです」


　俺は裁判長に向き直った。


「弁護側は今回の事件の通つう報ほうを記録したテープを、ここでもう一度再生することを提てい案あんします」


「！……ま、まさかっ！」


　俺の言わんとしていることが分かったのだろう、驚おどろきを隠かくせない様子で堀内検事が呻うめいた。だが、赤峰千鶴や七郎はあらかじめ予よ測そくしていたのだろう、それほど動揺している様子はなかった。


「山鹿弁護人。あなたは一体何を証明しようと言うのですか？」


　裁判長が言った。まだ気付いてないらしい。


「私はこの証人こそが今回の事件の第一通報者であると主しゆ張ちようしたいのです。彼女の声に聞き覚えはありませんか？」


　これこそが昨日赤峰に会った時、影野が気付いたことだった。


　それで理り解かいしたらしく、裁判長の表情が驚きに染そまり、にわかに傍聴席もざわめきだす。


「た、確かに言われてみれば……。よ、よろしい。直ただちにテープの準備を」


　まもなく検察側証しよう拠こ物ぶつ件けんＣのテープが再生され、その内容を全て聞き終えた頃ころには、裁判長の表情にももう迷いはなかった。


　法廷の雰ふん囲い気きに気け圧おされてか、今度は七郎も落ち着きなさそうに身をよじっている。赤峰も、まるで何かのおまじないのように下腹部を何度もさすりながら居い心ごこ地ち悪そうにしていた。


「さて赤峰さん、もう一度お尋ねします。あなたは今回の事件を警察に通報しましたね？　言っておきますが、あなたはすでに宣誓した身であり、また我われ々われ弁護側には、必要とあればいつでもこのテープの声せい紋もんを調査するよう裁判所に要求する準備があります」


「い、異議あり！　弁護側は明らかに証人を脅きよう迫はくしております！」


　堀内が立ち上がった。しかし、裁判長は首を横に振る。


「異議は認められません。この証人が重要な証言をすることの出来る立場にあることは明らかなようです。


　証人、よろしいかな？」


「……なんですか？」


「公平を期きすため、今回は本官が直接尋じん問もんしましょう。まず言っておきますが、あなたは証言することによって自らが罪つみに問われると思ったことならば証言を拒きよ否ひすることができます。しかし、それ以外に正当な根こん拠きよなく証言を拒否することは一切許されません。その場合、私は即そく座ざに法廷侮ぶ辱じよく罪ざいを適てき用ようすることになるでしょう。よろしいですね？」


「ええ、分かりました」


　赤峰は腹をさすりながら答えた。


「よろしい。ではまず、先ほど再生されたテープの声の主はあなたであると認めますか？　あなたはこの質問に答えることによって、自らが罪に問われる恐おそれのある場合を除のぞき、〝はい〟か〝いいえ〟で答えねばなりません」


「どうせ必要だったら私の声紋を調べるんですよね？」


「本官が必要だと判はん断だんすれば、そうせざるを得ないでしょう」


「分かりました、認めます。事件の通報者は私です」


　法廷内に静かな動揺の波が押し寄せていく。裁判長は重々しく頷うなずいた。


「よろしい。三み度たび忠ちゆう告こくしておきますが、あなたは自分が罪に問われそうな証言は拒否することができます。では山鹿弁護人、質問を続けて結構です」


「了りよう解かいしました」


　ようやく認められた。さあ、話はこれからだ。


「赤峰千鶴さん。あなたはこの事件の一いち部ぶ始し終じゆうを見ていたわけですね？」


「詳くわしく覚えてません」


「では思い出させてあげましょう。赤峰さん、事件の通報がなされたのは、事件発生とほぼ同じ時じ刻こくでした。また通報では、被ひ害がい者しやが銃じゆうで撃うたれたことも、被ひ告こく人にんの服ふく装そうについても正しく言げん及きゆうされていました。


　これは、事件を実じつ際さいに見ていない限かぎり知り得ない情報です。そしてあなたはこの通報者であると認めたばかりだ。


　もう一度お尋ねします。あなたは事件を目もく撃げきした人物でなければ知り得ない情報を知っていた。つまり、あなたはこの事件の一部始終を見ていた。間違いありませんね？」


「……ええ」


「結構。さて、安井七郎氏は事件時刻あなたと一緒にいたと証言しました。そしてあなたも同じように証言しました。だが、あなたは事件現場にいたと証言した。つまり！」


　俺は机つくえを一度殴なぐりつける。


「安井七郎氏も事件現場にいたことになるわけですよね！」


　法廷にどよめきが起こる。


　陪審席から不ふ審しんげな視線がいくつも証言台に飛んでいる。にも拘かかわらず、赤峰はちっとも動じなかった。


「分かりました、認めます。そうです、あなたの言う通り私達はあの公園にいました。


　でも、私も七郎さんも人を撃ち殺したりなんかしてません。彼が撃ったのを見ただけなんです」


　赤峰はそう言って六郎を指差した。


「なるほど、あなた方は事件現場にいたと。ではあなたが実際に見たことを証言して頂きましょう。あなたは被告人が銃を撃ったのを見たというわけですね？」


「え、ええ、そうです。彼が撃ちました」


「さて、被告人は被害者である父親と並ならんで散さん歩ぽしていたそうです。また、被害者は正確に心しん臓ぞうを撃たれていますが、至し近きん距きよ離りからならともかく、夜間に心臓を狙ねらい撃つことは非ひ常じように難むずかしい。その上でお尋ねしますが、被告人が被害者を撃った時、どのくらいの距離がありましたか？」


「す、すぐ近くです。彼は銃を胸につきつけて撃ったんです」


「つまり、散歩している途と中ちゆうでいきなり拳銃を被害者の胸につきつけて撃ったわけですね？」


「そうです」


「間違いありませんか？」


「ええ、ありません！」


　ムキになって答える。俺の罠わなにハマったとも気付かずに。


「裁判長、この証人への尋問は一度終了し、ここで江え星ぼし博はか士せに証言台に立ってもらいたいと思います」


「……証人は一いつ旦たん下がって結構です。江星博士を証言台に」





　白ブタが証言台に立った。法廷を見回せば、白ブタと堀内が妙みように落ち着かないそぶりをしていることに気づくだろう。


「江星博士。死体を司し法ほう解かい剖ぼうしたあなたにお尋ねします。弾だん丸がんは至し近きん距きよ離りから撃たれたものでしたか？」


「い、いいえ。そんなことはあり得ません」


「なんですって!?」


　傍聴席に戻っていた赤峰が悲ひ鳴めいを上げた。


「江星博士。至近距離から撃たれたものではないことは、証明できるのですか？」


「え、ええ、できます」


「どうやってですか？」


「拳銃は、弾丸が発はつ射しやされると銃口から強きよう烈れつな熱ねつ風ぷうと未み燃ねん焼しようの火薬がほとばしります。周囲の状じよう況きようや銃の種類にもよりますが、三〇センチ以下の至近距離から撃った場合、銃じゆう創そうや銃創周辺の皮ひ膚ふ、ないし衣い服ふくにその痕こん跡せきが残るんです。し、しかし今回の遺い体たいにはそのような痕跡はまったくありませんでした」


「では、どれぐらい離れた距離から撃たれたものか推すい測そくできますか？」


「す、少なくとも数メートル以上は離れていたと思われます」


「ありがとう、江星博士。裁判長、あらためて赤峰さんを再尋問したいと思います」


「……証人は下がってよろしい。赤峰さん、もう一度証言台へ」


　ざわめき止やまぬ中、赤峰が苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で証言台に立つ。クセになっているのだろうか、右手は相あい変かわらず下腹部をさすっている。


「さて赤峰さん。まさか、〝銃をつきつけて撃った〟のと、〝離れた距離から撃った〟のを見間違えるわけがありませんよね？」


「…………」


「答えられませんか、そうですよね。あなたは実じつ際さいに現場で事件を目撃したと証言した。だが、あなたは銃は至近距離から発はつ砲ぽうされたとウソをついた。なぜウソをつき、誤ご魔ま化かそうとしたか……？　その理り由ゆうは一つしか考えられない！」


　俺は今こそ最大の見せ場と言わんばかりに、思いっきり拳こぶしを机に叩たたきつけた。


「銃を撃ったのはあなただったからだ！　安井五ご郎ろう氏を殺さつ害がいしたのはあなただったんだ!!」


　法廷はシーンと静まり返った。


　赤峰の顔は蒼そう白はくになり、チビ検事はあんぐりと口を開けてぽかーんとしている。


　だが、それもほんの一瞬のことで、すぐにざわめきがあちこちから聞こえだした。


　それが合あい図ずとなったように赤峰も証言台で身を乗り出し、雑ざつ音おんに負けないほどに声を張はり上げた。


「ち、違います！　私は撃うっていません！　拳銃なんて持ったこともありません！　さっきあなたも言ったじゃないですか、夜間に遠距離から心臓を狙い撃つのは難しいって！


　大体、私がその人を殺して何の得とくがあるっていうんですか!?」


　その反はん論ろんを聞き、法廷内のざわめきは自然と静かになっていった。


　その代わり、俺に視し線せんが集中する。今の反論に対し、俺がなんと答えるかを待っているのだ。


「なるほど。確かにあなたの反論はもっともです。我々が調べたところ、あなたが過去に射撃を経けい験けんした形跡はまったく見られない。そんなあなたが正確に心臓を、それも二発も続けて命中させられるわけがない」


　赤峰の顔に安あん堵どの色が見て取れた。


「しかし！」


　俺は机を殴なぐりつけた。ガン、という大きな音に赤峰がビクッと驚おどろく。


「あなたには無む理りでも、別の人間になら可か能のうだった！


　警察に通つう報ほうしたのはあなただ、あなたはある人物に警察に通報するよう頼たのまれただけなんだ！　そしてその人物こそが真の犯人だ！


　すなわちそれは──あんただ、安井七郎！」


　法廷が驚きよう愕がくの波に飲まれていくのを実じつ感かんしながら、俺は傍聴席の最前列に座っている人物を指差した。


「あんたは自分の父親が遺産の大部分を兄に譲じよう渡としようとしていることを知った。恐おそらく、遺い書しよでも盗ぬすみ見たんだろうがな。あんたは、自分の父親と兄が二人っきりで散歩する習しゆう慣かんがあることを知っていた。海外で射撃を行った経験もあった。警けい備び員いんの一人から銃を盗ぬすみだせるチャンスがあることも知っていた。


　あんたは公園に忍しのび込み、父親を撃ち殺し、使用した拳銃を被ひ告こく人にんに投げつけ、この女に警けい察さつに通報するよう命令したんだ！」


　法廷は凄すさまじい雑音に包つつまれた。これが事件の真しん相そうなのだ。間違いない。


　だが──七郎は驚おどろくほど冷静な顔をしていた。


「ちょっとお待ち下さい！」


　突とつ然ぜん、ヤツの傍かたわらにいた宮里弁護士が大声を出した。それが合あい図ずになったかのように、法廷内の雑音も小さくなっていく。


　裁判長はめんどくさそうに、


「……なんですかな、宮里弁護士」


「申し訳わけありません裁判長。まず言っておきたいのですが、私は安井七郎さんの弁護士であると同時に、彼女の弁護士でもあるのです。私は私の依い頼らい人にん達がこのような不ふ当とうな尋問にさらされるのに、これ以上耐たえることができません」


　宮里は赤峰に向き直った。


「赤峰君、これ以上はもう無む理りだ。助じよ言げんした通りに証言しなさい」


「わ、分かりました、すいません……」


　思えば、昨日あれだけ口をすっぱくして異議を申し立てていた宮里が、今日に限かぎって妙に静かだった。


　何をしでかす気だ、こいつらは？


　赤峰は一度大きく深しん呼こ吸きゆうし、はっきりとした口く調ちようで証言を始めた。


「私はこれまでの証言をすべて撤てつ回かいし、これ以後、七郎さんとのことに関する証言を一切拒きよ否ひします」


　俺は思わず拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。


　なんだ、その程てい度どのことか。それこそ無む駄だなあがきというものだ。


「証人には再三に亘わたって忠ちゆう告こくしたはずですが──」


　案あんの定じよう、裁判長が口を開いた。


「あなたはいかなる理由で証言を拒否すると言うつもりですか？　正当な理由なく証言を拒否すれば、私は間違いなくあなたに法廷侮辱罪を適用することになりますよ」


　さすが裁判長、よく分かっている。


　さあ、〝自分が罪になる理由で証言を拒否する〟とでも言うがいい。それこそ自分が犯人、あるいは共犯であると公こう言げんしているようなものだ。


「私は安井七郎さんの配はい偶ぐう者しやであるという理由から、彼の立場が不ふ利りになりそうな証言は一切拒否します」


　俺は目をパチクリとさせた。


「…………は？」


　俺の顔はかつてないほど呆あつ気けに取られていたに違いない。だが、三秒と経たたない内に俺の頭は赤峰の言葉を理解していた。


「な、なんだとっ!?」


　さすがの俺も驚きよう愕がくせざるを得えなかった。


　三度傍聴席はどよめき、裁判長も「静せい粛しゆくに」と槌つちを振ふるった。裁判長の顔にさえ、驚きの色が隠かくしきれていない。


　なんとか静せい寂じやくさを取り戻すと、裁判長が尋ねた。


「証人、つまりあなたは現在、安井七郎の妻であるというわけですか？」


「はい、そうです。昨日の内に婚こん姻いん届とどけを提てい出しゆつし、受じゆ理りされました。もっとも、今しばらくは夫ふう婦ふ別べつ姓せいで暮らしていくつもりですので、苗みよう字じは赤峰のままですけど」


　裁判長はそれで全て理解したようだった。その顔から一切の感情が消えている。


　怒ってる怒ってる。


　こんな邪じや道どうな方法で神しん聖せいなる審しん問もんの進行を妨さまたげられれば当とう然ぜんだろう。


「なるほど、そういうことですか。では赤峰さん、なぜあなたは最初にそのことを言わず、真実とは思えぬ証言を繰くり返したのですか？」


「その質問には彼女の弁護士として私がお答えいたします」


　宮里が言った。裁判長は少々ムッとして彼を睨にらむ。


「裁判長は何か誤ご解かいされておられるのではないかと思います。


　まず、彼女と七郎さんが昨日婚姻届を提出したのは単なる偶ぐう然ぜんです。それは二人の間で以前から約束していたことだそうです。もっとも、そのことには私も関かん知ちしておりませんが。


　私は昨日彼女から、法廷ではどのように証言すべきかと訊かれましたので、こう答えただけです。夫に不利になるような証言は一切拒否することができる。もっとも、証言することによって自らの潔けつ癖ぺきを証明できるのならそれに越したことはない。しかし、尋問者は百ひやく戦せん錬れん磨まの刑事弁護士、どうしても言いくるめられそうになったら、証言を拒否することをためらってはいけない、と。


　これまでのやり取りをお聞きになった通り、本日彼女は私の助言どおり自らの潔白を証明しようと必ひつ死しに証言しました。ですが、山鹿弁護人の状況証拠のみをこじつけて私の依頼人達を犯人扱あつかいする手法は見み事ごとなものです。彼に口で何を言っても信用してくれますまい。そうである以上、多少疑うたがいをかけられたとしても、証言を拒否する方が私の依頼人のためになるでしょう」


「……なるほど」


　裁判長はどこか悔くやしそうにそう言った。その心情は俺にも分かる。宮里の言っていることは相そう当とうな詭き弁べんだが、法ほう律りつ的な筋すじが通っていないとは言えない……。


「山鹿弁護人、尋問を続けて下さい」


「は、はあ……」


　裁判長、そんなところで俺に振ふらないでくれ。


「赤峰さん、あなたは事件を通報しましたね？」


「ええ」


「あなたは安井七郎氏と一緒にいたんですか？」


「証言を拒否します」


「あなたは公園にいましたか？」


「証言を拒否します」


「どうやって通報の内容を知ったんですか？」


「証言を拒否します」


「なぜ被害者は近距離から撃たれたとウソの証言をしたんですか？」


「証言を拒否します」


　クソくらえ。


　俺はどかっと椅い子すにもたれながら頭を抱かかえた。


「……やりやがったぜ、あの女」


「や、山鹿弁護士、これは一体……？」


　六郎が珍しく顔に焦あせりをにじませながら言った。


「あの女の言ったとおりさ。自分の配はい偶ぐう者しやや肉親に対する質問の場合、それが少しでも不利になると思える質問なら一切証言を拒否することができるんだ」


　俺は大きく肩をすくめて見せた。


「お手上げだな」


「そ、そんな。婚姻届を無む効こうにするとかできないのかい？」


「役所の窓口に受理された時点で婚姻は成立したものとして扱あつかわれる。無効を家庭裁判所に訴えたところで判はん決けつが出るのは何か月も先になるし、親族でもない俺には勝ち目もない」


　敵ながらやってくれる。ああは言っているが、昨日俺が召しよう喚かん状じようを渡した後でこの回かい避ひ方法を聞き出したに違いないのだ。


　安井七郎が犯人であるという状況証拠はこれでもかというほど山積みしてやったつもりだ。とはいえ、俺には決定的な物ぶつ証しようがないのだ……。


　残された方法があるとすれば、それは赤峰に七郎について証言させることだけだった。しかし、それをこのような形で封ふうじられては……。


「ハッハッハッハ！」


　突とつ然ぜん、七郎が大声で笑い出した。何事かと法廷内すべての視線が七郎に集まる。


　とうとう本性をあらわしたか。


「クックック、面おも白しろい。裁判ってのは実に面白いもんだ。そうだ千鶴。お前はそうやって黙だまっていりゃいい。


　おい、宮里！」


「は、は？」


「お前は僕の弁護士なんだろう？　あの生なま意い気きなペテン師は僕を犯人扱いしたんだぞ、僕の名めい誉よを回かい復ふくするためになにか言うことはないのかっ!?」


「わ、分かりました」


　宮里はコホンと咳せき払ばらいしてから立ち上がった。


「今一度皆さんに申し上げます。


　私の依頼人がどういう風に遺い産さんが分ぶん配ぱいされるか、なぜ知っていたと言えるのでしょう？　また、私の依頼人が銃じゆうを撃ったという証拠はどこにあるのでしょう？　第三者による犯行の可か能のう性せいを提てい示じすることは、刑事裁判における弁護側の最良の弁護方法であることは認めます。しかし、このようにいくつかの状況証拠を積つみ重ねただけで私の依頼人を犯人扱いすることには謹つつしんで異い議ぎを申し立てたいと思います。


　それからもう一つ。宣せん誓せいをした証人が自分の配偶者にかかった容よう疑ぎを晴らすため、やむを得ず噓うそをついてしまうことは、人間として仕方のない行こう為いであります。


　当方には、このような状況でやむを得ず偽ぎ証しよう罪ざいを犯おかした証人が無む罪ざいとなった判はん例れいをいくつも提てい示じする用意があることを申し上げておきましょう」


　ぬけぬけと偽証罪に関する抜け道まで作って見せた。


　なんて腹の立つ弁護士だ。そう思ったのは裁判長も同じらしく、やや機き嫌げんを損そこねたようにむすっとしている。しかし、口に出しては何もいさめようとはしなかった。


　事件解かい決けつへの唯一の手しゆ段だん、赤峰の証言をこうも封じられては七郎をこれ以上追い詰めることは不可能だ。


　もっとも、陪審員には充じゆう分ぶん理解できたはずだ。合理的に考えて、六郎よりももっと犯人に相ふさ応わしい人物がいることを。


　それを考えれば、この辺で弁べん論ろんを打ち切り、陪審団に評ひよう決けつを委ゆだねてもまず負けることはないだろう。先ほどからすっかり呆気に取られている堀内検事にしても、政せい財ざい界かいの要よう人じんが殺され、捕まえた犯人が無む罪ざい放ほう免めんで終わってしまっては収おさまりがつかないはずだ。きっと今度は七郎や赤峰にも捜そう査さの手が伸のびるに違いない。因幡いなば刑事あたりにしつこく尋問されれば、今度こそあの二人にもボロが出るかもしれない。


　となれば、この辺で俺が手を引いてもそんなに悪いことじゃない──。
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　──などと大人しい考え方を俺がすると思ってたら大間違いだ。


　犯人を追い詰つめることができなかったからといって、その役目を堀ほり内うちに譲ゆずってやるほど俺は諦あきらめが良くない。


　七しち郎ろうにああまでコケにされ、尻尾しつぽ巻いて帰ることができるほど、俺は人間ができちゃいない。


　なにより、雪ゆき奈なに手を出そうとしたその罪つみは、死んでも償つぐないきれるものではない。


　目には目を、歯には歯を。右頰ほおを殴なぐられたら黙だまって相手の両頰を殴り返せ。


　俺の頭ず脳のうはなんとしてでもあの甲か斐い性しようなしぼんぼんに吠ほえ面づらをかかせるため、猛もう烈れつな回転を始め、そして──


「裁さい判ばん長ちようっ!!」


「な、なんですか、弁べん護ご人にん？」


「お腹なかが空すいたのでお昼にしませんか？」


　──何も思いつかなかった。







　　　　十一月十七日　午後〇時三分　弁護側控ひかえ室







「くそ、あの野や郎ろう！　腹の立つ！」


　俺は雪奈のもって来てくれたサンドイッチを頰ほお張ばりながら毒どくづいた。昨日きのうの昼飯のようなコンビニ弁べん当とうとは大違いである。


　ちなみに、安やす井い六ろく郎ろうは彩あや崎さき麻ま衣いと連つれ立って外食に行ってしまった。まあそのおかげで六郎の分まで食うことができるので文句はないのだが。


「あーっ！　そのから揚あげ、あたしが狙ねらってたのに！」


「うるせえ、早い者勝ちだ」


「う～」


「大だい丈じよう夫ぶよ伊い予よちゃん、まだあるから」


「わーい、さっすがゆきなー♪」


「…………」


　俺はさっきまであった怒りが霧む散さんしていくのを感じ、頭を抱かかえそうになった。


「おい、ペテン弁べん護ご士し」


　影かげ野のが言った。片手にハムサンドを持ちながら。


「なんだ、ヘボ探たん偵てい」


「その玉子焼き、俺にもよこせ」


「…………」


「どうしたサギ弁護士、頭なんか抱えて。食しよく欲よくないのか？」


「そうなのっ!?　じゃあコイツの分のサンドイッチ、あたしがもらうねっ！」


「お前にゃ全部は多すぎるだろ。半分は俺がもらってやる」


「ああああ！　うるせえぞてめえら！　せっかく人があのゲス野郎を締しめ上げる方法を考えてるってのに！」


　影野は皐さ月つきと顔を見合わせ、


「あれだけやっとけば充じゆう分ぶんだろ。あのやり取りを見せられれば、誰がどう見ても六郎が犯人だって思うやつはいねえよ。あとは警けい察さつに任せとけばいいだろ」


「任せられるか！　俺はコケにされるのが大っ嫌きらいなんだ！　なんとしてもあの野郎に吠ほえ面づらかかせてやらねーと気がすまん！」


「相あい変かわらず鬼ねー。何もそこまでしなくてもいいじゃない」


「いーや！　許すわけにはいかん！　おい影野、食ってばかりいないでお前もなんかアイディア出せ！」


「無む茶ちや言うな、無い袖そでは振ふれねえよ」


　クソくらえである。


　俺は雪奈の弁当を満まん喫きつしつつも、必ひつ死しに頭を回転させた。


　が──やはり何も思いつくことはできなかった。物ぶつ証しようが何一つない上に、肝かん心じんの赤あか峰みねの証言を封ふうじられてしまっては手の出しようがない。だが、なんとしても七郎を牢ろう屋やにブチ込んでやらねば気がすまない。


「そうだ、あの、私ふと思ったんですけど……」


　突とつ然ぜん思い出したように雪奈が言った。


「ん？　どうした、雪奈」


「あの赤峰って人……。ひょっとして妊にん娠しんしてるんじゃないですか？」


　意い外がいな言葉だった。


「……そうなのか？」


「ええ、だってあの人、証しよう言げん台だいでも妙みようにお腹なかをさすってましたし、堀内検けん事じが言ってたそうじゃないですか。吐はき気や頭ず痛つうに悩なやまされてたって。これって悪阻つわりの症しよう状じようですよ？」


　皐月がポンと手を叩たたいた。


「なるほど、さっすが雪奈！　そんなこと頭の鈍にぶい男どもは気付きっこないものね！」


〝頭の鈍い男ども〟の片かた割われは、感心したように口くち笛ぶえを吹ふいた。


「ほー。そいつは確たしかに俺達男にゃ気付けないこったな。だが、あの女が妊娠してたからって、別に関係ないんじゃないか？」


「……いや待てよ、そうでもないかもしれん」


　俺はあごに手を当て、再び頭をフル回転させた。


　妊娠。子供。財ざい産さんの所しよ有ゆう者しやが殺される。相そう続ぞく人にんは二人。犯人はその片方。


　確たしか、民みん法ぽうの規き定ていによれば──。


「あー、この顔！」


　突然、皐月が俺の顔を指差した。


「まーた何かよからぬことを思いついた顔だわ！」


　どうやら自分でも気付かぬままニヤリと笑っていたらしい。


　俺は皐月を無む視しして、ヘボ探偵の方に向き直った。


「おい、影野」


「……なんだ。どうも嫌いやな予感がするんだが」


「昼飯代だと思って、薬局までひとっ走りしてきてくれ」


　あんなものを雪奈に買わせるわけにはいかない。


　俺は渋しぶる影野を脅きよう迫はくし終えると、チビ検事の控え室に足を向けた。







　　　　十一月十七日　午後〇時二十五分　裁さい判ばん長ちよう控え室







　すっかり弱気になっていた堀内を〝話がある〟と連れ出し、俺が向かった先は裁判長の控え室だった。俺のようないつ法ほう廷てい侮ぶ辱じよく罪ざいが適てき用ようされるか分からない弁護士に与えられる部屋とは違い、重じゆう厚こうなデスクに大きな本ほん棚だな、観かん葉よう植しよく物ぶつまで置かれた豪ごう華かな部屋である。


「……本気かね、山やま鹿しか弁護人」


　俺の提てい案あんを聞き終えると、クッションの利きいた豪華な椅い子すに座すわった裁判長は渋しぶい顔をした。


　堀内もあまり乗り気ではないようだった。


「そうだぞ山鹿弁護士。いくらなんでもそれは……」


「堀内検事、現実を認にん識しきしろよ。あんた、今の状じよう況きようで俺の依い頼らい人にんを有ゆう罪ざいに出来るとでも思ってるのか？」


「そ、それは……。しかし、貴き様さまの提てい案あんは……」


　堀内が口ごもると、裁判長が後を引き継ついだ。


「山鹿弁護人。あなたの提案は、裁判は公こう平へいたるべしという主しゆ旨しからいささか離はなれすぎていると言わざるを得ませんな」


「しかし裁判長。真実を明らかにすることこそが裁判の最上の目的であるはずです。


　それに、一つ仮か定ていの話をさせて頂いただきますが、仮に安井七郎が犯人であったとしましょう。


　ですが、今のところ彼が現場にいたと証しよう明めいできる手しゆ段だんはないし、彼が銃じゆうを撃うったと立りつ証しようすることも困こん難なんです。彼の犯はん行こうを立証することができる人物といえば、ただ一人、あの赤峰千ち鶴づるという女性だけなんです。


　もしこの法廷の場で彼を追い詰つめることができなかったとすればどうなります？　何しろ婚こん姻いんという方法であっさり私の質問を回かい避ひするようなやつらです。この裁判が終われば遺い産さんを相そう続ぞくし次し第だい、すぐさま海外へでも高飛びするでしょう。


　そうなれば、我々は永遠にこの事件の犯人を逮たい捕ほすることができなくなってしまうんですよ」


「…………」


　裁判長は椅子にもたれかけ、目を閉じて自分の考えに没ぼつ頭とうしているようだった。


　沈ちん黙もくが場を支配した。堀内は俺と裁判長の間で忙いそがしく視線を動かし、俺はじっと裁判長の答えを待った。


　やがて裁判長はゆっくりと目を開いて言った。


「やはり、このようなやり方を裁判長として認みとめるわけにはいきません。


　しかし、あなたの言っていることがあながち全て間違っているとも言い切れない以上、多少のことは大目に見ましょう。それでいいですね？」


「結構です、ありがとうございます」


「よろしい。堀内検事、あなたも構いませんね？」


「は、はあ……」


「ただし、これだけは言っておきますが、あまりにも本件とはかけ離れている事じ項こうに対し、正当な異い議ぎが出された場合、あくまで私は裁判長として公平な対応をします。また、成せい果かが見られないようでしたら直ただちに裁判長として尋じん問もんの中止を命令することにもなるでしょう。よろしいですね？」


「結構です、裁判長」







　　　　十一月十七日　午後一時三十分　地方裁判所第三法廷







「審しん理りを再さい開かいします」


　裁判長が席についた。


「では、引き続き赤峰さんを尋問したいと思います」


「よろしい。赤峰さん、証しよう言げん台だいに立って下さい」


　赤峰はやや強こわ張ばった表情で証言台に立った。


　なるほど。言われてみれば確かに、腹をかばうようにして歩いているような気もする。


「さて。私の質問に答えてください。ウソをついてはいけません、罪つみになります」


　俺は人差し指を立て、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。


「あなたは妊にん娠しんしていますね？」


「な、なんだって!?」


　驚おどろきの声は傍ぼう聴ちよう席せきから聞こえた。七郎が驚いたように赤峰を見ている。赤峰も、凍こおりついたように微び動どうだにしなくなった。


　俺は影野に買ってこさせた白い箱はこを取り上げた。


「赤峰さん。これは市し販はんされているごく普通の妊娠検けん査さ薬やくです。使用法も極きわめて簡かん単たんですので、お手て間まを取らせることもないでしょう。ですが、できることならこんなものを使うことなく、あなたの口から直接妊娠の有う無むについて証言して頂きたいのです。その方が手間も省はぶけますしね」


「…………」


　赤峰は黙だまったままうつむいている。法廷を沈黙が支配した。


「い、異議あり！」


　宮みや里さとが立ち上がった。


「これは完全にプライバシーを侵しん害がいする質問です！　いかに裁判所といえど、妊娠検査薬の使用を証人に強きよう制せいする権利などありません！　また、この質問はこの事件との関かん連れん性せいがまったくありません！　私は弁護士として、絶ぜつ対たいにただ今の質問には答えぬよう、証人に助じよ言げんします！」


「異議は認めます。証人は答えなくてよろしい」


　裁判長が裁さい決けつした。


　異議は認められた。しかし、宮里の異議はあまりにも遅すぎた。この場合、沈黙は肯こう定ていとなるのだ。


「赤峰さん。妊娠していないならいないと言えばいいだけの話じゃないですか。なぜあなたは今、とっさに〝いいえ〟と答えられなかったのですか？」


「ど、同様の異議を申し立てます！」


「異議を認めます」


　構かまわずに続ける。


「赤峰さん、なぜあなたは先ほどからそんなに大事そうにお腹をさすっているのですか？　それに、以前あなたは嘔おう吐とと頭痛に悩まされていたと堀内検事から聞きました。これは悪阻の症状なのではありませんか？」


「これもまた異議を申し立てます！」


「異議を認めます」


「もしあなたが子供を産むことになったとしたら、その子の父親に該がい当とうしうる人物は、安井七郎氏だけなのではありませんか？」


　ガタっと音を立てて七郎が傍聴席から立ち上がった。だが、法廷内の視線が自分に集まっていることに気がつくと、ぎこちなく椅子に座りなおす。七郎と入れ替かわるように、再び宮里が立ち上がった。


「さ、裁判長！　同様の質問に対し、異議の裁決はすでになされたはずです！　このような形式の質問を禁きん止しするよう要よう求きゆうします！」


「異議を認めます。山鹿弁護人、質問を変えなさい」


「分かりました、裁判長」


　融ゆう通ずうの利きかない裁判長である。


「赤峰さん。私の調べたところによると、あなたは幼おさない頃から随ずい分ぶん不ふ遇ぐうな生活を送ってきたようですね？」


「…………」


「答えて下さい。あなたは母親と共に、決して豊かとはいえない生活を送っていましたね？」


「……そ、それがどうしたっていうんですか」


「現在、あなたの母親は決して快かい適てきとは言えない古いアパートに一人暮ぐらしですよね？　しかも、収しゆう入にゆうの全てをあなたの仕送りに頼たよっている」


「……ええ」


「このような質問をすることをお許し頂きましょう。あなたの父親は、ずいぶんと浮うわ気き癖ぐせがあったそうですね？」


　赤峰ははっと息を飲んだ。


　宮里が立ち上がった。


「異議を申し立てます裁判長！　本件とは関係のない質問です！」


　しかし裁判長は手で宮里を制せいした。


「ちょっと待ちなさい、宮里弁護士。私は弁護側の一連の尋じん問もんに興きよう味みを持っています。先ほどから続いている質問が、最終的に本件とは関連のないことが判はん明めいすれば、一連のやり取りはすべて削さく除じよするよう命じましょう。ですが、今しばらくは尋問を続けることを許きよ可かしたいと思います」


　今度は裁判長も融通を利かせてくれたらしい。わざわざ直じか談だん判ぱんしておいた甲か斐いがあったというものだ。


　裁判長の許可を得て、俺は尋問を再開した。


「あなたとあなたの母親は、裕ゆう福ふくとは縁えん遠どおい生活を送るハメになった。その原げん因いんは、父親が別の女性と共に蒸じよう発はつしてしまったからですね？」


「……まあそうです」


「ところで先日、安井家でメイドとして雇やとわれていた彩崎麻衣さんという若い女性が、安井七郎氏に窃せつ盗とうの濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、警けい察さつに逮たい捕ほされるという事件があったことを知っていますか？　もっとも、彼女は私の弁護で無む罪ざい放ほう免めんになりましたがね」


「え……」


　赤峰は驚おどろいたように目をしばたかせた。


「いいえ。そんなこと……初めて聞きました」


「私はその事件で、彼を名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえないことを条じよう件けんに和わ解かいしたんです。安井七郎氏がなぜ彩崎さんに窃盗の濡れ衣を着せたか……知りませんよね？」


「え、ええ」


「安井家で雇われている女性の間では有名な話がありましてね。彼は、女おんな癖ぐせが悪いんですよ」


「ちょ、ちょっと待て！」


　七郎が立ち上がって怒ど鳴なりつける。


「さっきから聞いてれば何を言うつもりだ！　貴き様さまは僕を愚ぐ弄ろうする気か！」


「それは心外ですな。私は事実を述のべているに過すぎません」


「ふ、ふざけるな！　そんな言いがかりの証しよう拠こがどこにあると言うんだ！」


「結構。ではあちらをご覧らん下さい」


　俺は傍聴席の片かた隅すみを指差した。それを合あい図ずに、一人の女性が立ち上がった。


　雪奈だ。七郎の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。


「な！　ま、まさか！」


「七郎氏は御ご存ぞん知じのようですが、彼女は水み澄すみ雪奈さんといいまして、つい昨日まで七郎氏のお屋敷でメイドとして働いていたんです。ところが彼女は昨日、とある男性にこんなことを言われたんです」


　俺は背広の内ポケットからテープレコーダーを出すと、再生スイッチを入れた。


『君が新しく入ったメイドの水澄君かい？』


　男の声が聞こえてくる。声の主は、もちろん安井七郎だ。


『はい。そうですけど……』


　雪奈の声が聞こえてくる。


『君、結構可愛かわいいじゃないか。どうだい、今晩僕と付き合わないかい？　特別ボーナスを出してもいいぞ？』


『結構です。私、お金に困ってるわけじゃありませんので』


　毅き然ぜんとした雪奈の声。


『……なんだと？』


　急に七郎の声から愛あい想そうが消えた。


「ちょ、ちょっと待て！　テープを止めろ！」


　七郎が叫さけぶ。だが、その望のぞみを叶かなえてやる義ぎ理りは俺にはこれっぽっちもなかった。


『折せつ角かくこの僕が誘さそってやってるんだぞ!?　素す直なおに言うことを聞け、クビにされたいのか!?』


『イヤです！　なんであなたの言うことを聞かなきゃなんないんですか!?』


　いいぞ、雪奈。テープの中のことながら、俺は思わず心の中で喝かつ采さいを送った。


『この！　下した手てに出てやりゃつけ上がりやがって！』


『な、何するんですか、やめて下さい！』


　パシーンという音が響ひびいた。俺はそこでテープを止めた。


「補ほ足そくしておきますと、ただいまのパシンという音は、彼女が七郎氏の頰ほおを引っぱたいた音です」


　笑いが起こった。雪奈は恥はずかしそうに俯うつむいている。すまん雪奈。この埋うめ合わせはきっとするからな。


「し、七郎さん、まさか……」


　赤峰の語ご尾びは震えていた。


「ご、誤解だ千鶴！　僕がそんなことするわけないだろ！　これは僕じゃない！　仕し組くまれた罠わななんだ！」


「よろしい、ではこのテープの声せい紋もんを調べてみますか？」


　俺がそう言うと、七郎は赤峰の視し線せんから逃げるように顔を逸そらし、代わりに傍かたわらの弁護士を肘ひじでつついた。


　はっとしたように宮里が立ち上がる。


「さ、裁判長、このような形式の尋問が許されていいのでしょうか!?　一連の質問は明らかに私の依い頼らい人にんを根こん拠きよ無なく愚ぐ弄ろうし、中ちゆう傷しようし、名誉を傷付けるものであります！　この法廷で裁さばかれるべきは私の依頼人ではありませんし、これは明らかに公平たるべしという裁判の大だい前ぜん提ていを欠くものであり──」


「結けつ構こう、宮里弁護士、もう充じゆう分ぶんです。異議は認めますから」


　延えん々えんと続きそうな陳ちん述じゆつを制したのは裁判長だった。俺は裁判長に言った。


「では裁判長。弁護側は別の質問をしたいと思います」


「よろしい、続けなさい」


　裁判長の許しを得て、俺は再度証言台に向き直った。


「赤峰さん。私はあなたに一つお教えしておくことがあります。


　安井五ご郎ろうという資し産さん家かが殺されました。その財ざい産さんは遺い産さんとなり、相そう続ぞく人にんは彼の二人の息子しかいません。そして息子の一人である安井六郎氏には、父親を殺した容よう疑ぎがかかっています。


　このまま彼が殺さつ人じん罪ざいとして有罪になった場合、遺産はすべてもう一人の相続人のものとなります。なぜなら、相続人が被相続人を殺害した場合、相続の権利は全て剝はく奪だつされてしまうからです。安井五郎氏の莫ばく大だいな遺産はすべてあなた方夫婦のものとなります。


　しかし、これは仮か定ていの話ですが、もしあなたが〝警けい察さつへ通つう報ほうしろ〟と命令した人物が誰であったのか、事件時刻、七郎氏がどこに居たのか、その真実をここで証しよう言げんすれば──。


　こういう可か能のう性せいがあります。七郎氏は殺人罪で逮たい捕ほされ、被相続人を殺した罪で相続の権利を一切失う。そして全ての遺産を相続するのは、もう一人の相続人にして本件の被告人、安井六郎氏のみ──」


　俺は肩をすくめた。


「──というわけではないのです。もし私の依頼人たる六郎氏が父親を殺したとなれば、五郎氏の遺産は全てあなた方に引き継つがれます。


　しかし、もし七郎氏の方が父親を殺した容疑で有罪となると、状況は変わるんです。


〝代だい襲しゆう相続〟という制せい度どがあります。安井七郎氏が父親を殺した罪で相続の権利を失った場合、その相続権の半分は兄である被告人に引き継がれますが、残りの半分は彼の子供、すなわちあなたのお腹なかの子供に引き継がれるんです。代襲して相続権が受け継がれる、それが〝代襲相続〟という制度です。


　そして、もしあなたが望むのであれば……夫が殺人者だったという理由は、離り婚こんするにも子供の養よう育いく権けんを手に入れるにも格かつ好こうの理由となるでしょう。安井五郎氏の遺産は、七郎氏を通り過すぎてあなたの子のものとなります。七郎氏は一切干かん渉しようすることはできません」


「ちょ、ちょっと待て！　貴様、なんてことを──」


　七郎がわめきだした。俺は構かまわずに言った。


「さあ、あなたは今、一つの権利を持っている！　女癖が悪い七郎氏の妻として一生を無む為いに過すごすか。あるいは──」


　俺は拳こぶしを思いきり机つくえに叩きつけた。


「事件の真相を明らかにし、莫大な遺産を手にして、あなたの子供はもちろん、幼おさない頃から苦労をかけた母親と共に裕福な生活を送るかだ！」


「…………！」


　赤峰ははっとしたように腹をさすった。同時に七郎がわめきだす。


「で、でたらめだ！　千鶴、あんなヤツの言うことを真に受ける必要なんてないぞ！　おい宮里、お前も何か言うんだ！」


「は、はあ。裁判長、これは明らかに証人を威い嚇かくし、真実をねじまげる質問で──」


「では宮里弁護士、あなたにお伺うかがいしますが、私の言ったことで法律的に誤あやまっている部分が一箇か所しよでもありましたか？」


「う、た、確かに……」


　俺は宮里が押し黙だまるのを確認すると、赤峰に言い放った。


「あとはあなたの自由だ。証言台から立ち去るなり、あるいは別のことを証言するなり、好きにすればいい」


「……わ、私は──」


　赤峰の顔にはっきりと逡しゆん巡じゆんの色が見て取れた。


「千鶴！　お前は騙だまされているんだ、奴やつの口くち車ぐるまに乗るんじゃない！」


　七郎が諦あきらめの悪さを見せたので、俺は肩をすくめて言い足した。


「ほらね、赤峰さん。彼はここに至いたってもまだあなたに命令する気ですよ。自分の相続権を失いたくないがためにね」


「そ、そんなことはない！　千鶴、僕はお前を愛しているんだ、これまでだってそうだっただろう!?　あんな弁護士のたわごとに耳を貸かすんじゃ──」


　愛。


　愛だと？


　その単語を聞いて、俺はとうとう地が出るのを抑おさえられなくなった。


　拳をゆっくりと振り上げ──昨晩抱いだいた殺意を込めて、机に叩きつける。


　バキッ、という盛せい大だいな音によって、七郎のたわごとは中ちゆう断だんさせられた。静まり返る法廷内に響ひびき渡るぐらいに、俺は腹の底から笑い声を上げた。


「ハッハッハッハ！　愛している？　はっ、面おも白しろい冗じよう談だんだ。そのセリフ、これまでに何人の女に言ってきた？　大体、父親殺しの片かた棒ぼうを担かつがせるような男が、どの口で愛しているなんて言うつもりだ？


　赤峰さんよ、あんたも薄うす々うす気付いてるんだろ？　騙してるのはあの男の方だぜ？　あの男は父親の財産とコネに頼たより、二十歳の半なかばも過ぎたというのに昼間っからぶらぶらと遊び歩き、金にあかせては女を誘さそい、権力にあかせては女の人権を踏ふみにじるとんでもない野や郎ろうだ。


　一つ訊きくが、あんたの父親ってのはどんな人物だった？　女の尻しりを追いかけまわすのが趣しゆ味みなどっかの誰かさんにそっくりじゃなかったか？　あんたの腹の中にいる子供にも、あんたと同じ不幸な目に遭あわせるつもりか？


　あんたはたまたま七郎のアリバイを手伝える絶ぜつ好こうの立場にいた。ただそれだけだ。七郎はあんたを利用したんだよ」


　幾いく分ぶんトーンを落とし、付け加える。


「好きにしろ。あんたの人生だ」


「裁判長！　い、異議を申し立てます！　度たび重かさなる私の異議申し立てにも拘かかわらずこのような扱あつかい！　即そつ刻こく一連のやり取りを削さく除じよするよう命じて下さい、さもなければ私は今すぐ依頼人と共にこの法廷を去り、このような尋問を黙もく認にんしたすべての人間を名誉毀損で訴えますぞ！」


　懲こりずに宮里が勢いきおい込む。しかし、裁判長はあくまで冷れい静せいだった。


「当法廷は、証人の答えを聞くべきだと判はん断だんします。宮里弁護士、あなたがそれを邪じや魔まするようでしたら、私はあなたに法廷侮ぶ辱じよく罪ざいを適てき用ようすることになるでしょう。


　もしこの証人がこれ以上何も証言することがないようでしたら、その時こそ一連のやり取りは削除し、弁護側のこの証人への尋問も打ち切らせましょう」


　毅き然ぜんとした裁判長の物もの言いいに、宮里はあっさりと沈黙した。


　法廷が静まり返る。


　誰もが赤峰の口から発せられる言葉を待っているようだった。


「ち、千鶴……。お、お前はまさか、僕を裏うら切ぎったりしないよな……？　お前にはあれだけ金を送ってやってるじゃないか……！」


「…………!!」


　救いようのないバカだ、あの男は。


　その一言が決め手となった。


　赤峰は右手で目元をぬぐい、左手で腹をさすりながら、震ふるえた声で語り始めた。


「私は……事件があった時刻、自宅にいました。でも、七郎さんから電話が……あったんです。今すぐ警察に通報して、人が撃ち殺されるのを見たと言えって……。次の日になって、俺のアリバイを証明する証人になってくれって……全部、彼から頼たのまれたんです……！」


　相あい変かわらず傍聴人も陪審員も、誰一人として一言もしゃべることはなかった。


　ただ、赤峰の嗚お咽えつだけが、法廷内を支配していた。


「……堀内検事、山鹿弁護人」


　長くも短くも感じられた沈黙の後、裁判長が重々しく口を開いた。


「本官は本件の棄き却きやくを提案しますが、いかがですか？」


「弁護側に異議はありません」


「検察側も同意します、裁判長」


　堀内は力なく答えた。


「よろしい」


　裁判長は重々しく頷いた。


「本件は棄却されました。被告人はただちに釈しやく放ほうされます」







　　　　十一月二十日　午前九時三分　山鹿法律事務所







　後ご日じつ談だん。


　赤峰千鶴は安井七郎から警察に通報しろと命令されたこと、事件が起こる数日前、七郎がもうすぐ大金が手に入ると言っていたこと、事件当時、七郎がどこにいたかはさっぱり分からないことなどを泣きながら自じ供きようし、それが決め手になって七郎は逮捕された。俺はてっきり赤峰は七郎と一緒に事件現場にいたのかと思っていたが、どうやら彼女は自宅にいたらしい。あくまで七郎に電話をかけるよう命じられただけだというのだ。


　当然、警察は彼女にも共きよう犯はんの疑うたがいをかけたようだが、当の七郎が宮里弁護士から何かしらの助言を受けたらしく、赤峰の証言を裏付ける自供をしているそうだ。そのため、赤峰は数すう日じつで釈放された。


　七郎はこれで反はん省せいの態たい度どを見せているとアピールするつもりなのだろう。てめえにゃ牢ろう獄ごくがお似に合あいだ、二度とシャバに出て来ることなく塀へいの中でそのままくたばっちまえ──などと弁護士らしからぬ考えを抱いだいたことは微み塵じんもないので念のため。


　一つ厄やつ介かいな処しよ理りがあった。あの裁判の後、弁護士協会から顔見知りの副会長がすっ飛んできたのである。


　いわく、やり過すぎ。もう少し裁判はおとなしくやれ。


　俺が彼の警けい告こくに心から反省し、明日からは善良なる一弁護士として法ほう律りつによって定められた枠わくを飛び出すことなく社会に貢こう献けんすると誓ちかったことは言うまでもないだろう。なぜか雪奈は隣となりで必ひつ死しに笑いを堪こらえていたが。


　もう一つ、やはり、と思ったことがあった。


　俺の事務所に安井六郎が訪ねてきたのだ。彩崎麻衣を伴ともなって。


「彩崎さん、元気でしたか？」


　雪奈の問いに、彩崎はいたずらっぽく笑った。


「ごめんなさい、水澄さん。私、もう〝彩崎〟じゃなくなるんです」


「……え？　あ、ひょ、ひょっとして！」


「はい、私、安井麻衣になるんです」


「ええーっ!?」


　隣で六郎が照れくさそうに頭を搔かいていた。


「いやなに、僕の屋敷もすっかり寂さびしくなってしまったし、まあ色々とあってね。


　しかし──」


　六郎は俺を見て言った。


「……君はあんまり驚かないんだね、山鹿弁護士」


「ま、あれだけあんたは彼女のことを苗みよう字じじゃなくて名前で呼んでたからな。気付くなという方が無む理りだ」


　すると六郎は納なつ得とくしたように頷いた。


「なるほど。さすがだね」


「そっかー。おめでとう、彩崎さん！……って、もう彩崎さんじゃないのよね」


　そう言って雪奈は旧姓彩崎麻衣と顔を見合わせて笑った。


　そんな光こう景けいを見ながら、六郎が小声で俺に言った。


「ところで、君の方はどうなんだい？」


　なんのことか分からないほど俺は無ぶ粋すいではない。雪奈に聞こえないよう、小声で言い返す。


「どうも決め手に欠けてるらしい」


　六郎は苦笑した。


「そうそう、弁護料は振ふり込んでおいたよ。あの探たん偵ていにもね」


「そいつはどうも。それじゃあまあ、お幸せにってとこだな」


「君がそんな言葉を口にすると、明日は雨になりそうだね」


　酷ひどいことを言う。


「じゃあ麻衣、そろそろ行こうか」


「はい、六郎さん！　じゃあ水澄さん、またね！」


　二人を見送ると、雪奈が感かん慨がい深げに言った。


「そっかー、全然自覚なかったんですけど、良く考えたら私ももう結けつ婚こんできる年ねん齢れいだったんですね」


　雪奈の言葉に思わずドキリとしてしまう。


「な、なあ雪奈」


「なんですか、善ぜん行こうさん？」


「……い、いや、やっぱりいいや」


「…………」


　苗字を山鹿に変えてみるってのはどうだ、と訊こうとして訊けなかったことは秘密である。


　まあ雪奈はまだ学生なのだし、この質問をするのはあと二年後ぐらいになってもいいか、などと、極きわめて消しよう極きよく的てきな考え方をしたことも秘密である。





　さらにその後、今時こんな陳ちん腐ぷな言葉でプロポーズするヤツがいるのか、と頭を抱かかえて本気で悩なやんだことは、生しよう涯がいの秘密である……。






　あとがき




　タクティカル・ジャッジメント第二巻、いかがだったでしょうか。


　定てい価か分ぶんの価値はあったと感じて頂いただければこれに勝る喜びはありません。





　……などと堅かたいことばかり書くのもなんですので。





　実はこの二巻を仕上げた時というのがとにかく日につ程ていが詰つまっていた時でして、この本作の他に短編を二本（しかも内一作は新作）、それを二週間以内に仕上げなければならないという、まだまだ短い作家人生初の恐きよう慌こう──もとい強行スケジュールでした。


　会社の方も有ゆう給きゆうを全て使い果たし、それでも足りず、ついには禁きん断だんの私用欠けつ勤きんを懇こん願がんする有あり様さま。仕事が多少なりとも暇ひまな時期だったのが幸いでした……。


　もーあんときゃー寝ねても覚さめてもひたすらキーボードに向かって妄もう想そうを文章にするという仕事に従じゆう事じし、書いてる途と中ちゆうも布ふ団とんの中にいる時も、もし後に控ひかえてる新作短編用のネタ思いつかなかったらどうすんべえ、と戦せん々せん恐きよう々きようとしている有様。それでもなんとか二週間以内に全てこなせたのは眠くなると出てくる妖よう精せいさんのおかげに違いありません。





　そんな精せい神しん的てきにかなりいっちゃってた時期に書き上げた本作ではありますが、ネタ自体は前作を書き上げてから半年以上かけて練ねり上げてきたものです。決して面おも白しろくないことはない……と思います、はい。





　そうそう、タクティカル・ジャッジメント第一巻ですが、先日重じゆう版はんがかかったと嬉うれしい報ほう告こくをいただくことができました。これもひとえに読者の皆みな様さまのおかげ、心より御おん礼れい申もうし上げます。まだまだ短い作家人生初の重版です。担たん当とうのＳ女史よりこの連絡を頂いた晩にはすっかり寝付くのが遅くなるほど興こう奮ふんしてしまいました。


　また、これまた作家人生初のファンレターなるものもたくさん頂けました。


　中には返事用にと八〇円切手を同どう封ふうしてくれた方もおられたのですが、残念ながら諸もろ々もろの事じ情じようにより今に至いたっても返事を書くことができず、申し訳わけなく思っております。ですが一字一句、全てのお手紙に目を通しては一いつ喜き一いち憂ゆうしておりますので、是ぜ非ひ懲こりずにまた送ったって下さい。





　ではこの辺であとがきお約束の謝しや辞じを。





　まずいつも美び麗れいなイラストを描かいて下さる緋ひ呂ろ河かわ氏へ。筆ひつ者しやももう緋呂河さんの描かれた山やま鹿しかや皐さ月つきなしでは情景が思い浮かばなくなっております。これからもかっこいい悪役コンビと可愛いヒロインの絵をどうぞよろしくお願いします。（ホームページも時々拝はい見けんさせてもらっております。三月終わりごろにあった水すい彩さいのＴＯＰ絵は素す晴ばらしかったです）


　一巻と同様、様々なネタやきっかけを与えてくれた岡部氏へ。以下略。


　担当のＳ女史、及およびミステリー文庫編集長Ｔ氏へ。一巻同様、二巻でも相あい変かわらず色々とお手間を取らせてしまいました。進歩のない作家ではありますが、どうか愛あい想そう尽かさず、これからもよろしく御ご指し導どうお願いいたします。








　ではまた三巻で皆様と再会できることを心よりお祈いのりしております。


　それでは。








追伸１：





※注　ここからはちょっとネタバレを含ふくみます。本文より先にあとがきを読んでくださっている方々は、これ以後は読んでも特に面白くありませんのでどうか後回しにしたって下さい。





　本書では〝代だい襲しゆう相そう続ぞく〟や〝遺い留りゆう分ぶん〟など、遺産相続に関するいくつかの法律用語が使用されております。


　筆者は弁べん護ご士しでもなく、検けん察さつ官かんでもなく、その他一切の法律に係かかわる職についているわけでもなく、法学部はおろか大学さえ出ておりませんが、本書を書くにあたりまして、これら遺産相続に関する法律制度の用法につきましては、実際に弁護士の方と相談の上、使用しております。


　遺産相続なんてそうそう係わりのあることではないと思いますが、誰にでも親というものが存在する以上、本書で使われている遺産相続に関する制せい度ど等は、覚えておいても決して損そんはない……かもしれません。





　とはいえ、その弁護士さんには実際に本作を読んでもらったわけではなく、あくまで法律の制度を確認しただけですので、本書の状じよう況きようをそのまま鵜う呑のみにするのはお勧すすめいたしかねます。あしからず。








追伸２：





　なお、本書では「遺言書」に「ゆいごんしょ」とルビを振っています。司し法ほうに携たずさわる方々の間では「いごんしょ」と呼ばれているそうですが、意味は同じとのことですので本書では身近な「ゆいごんしょ」の方を使っております。




タクティカル・ジャッジメント２


きまぐれなサスペクト！





師走しわすトオル
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